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はじめにはじめにはじめにはじめに

この『Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス』には、Oracleの
データ記憶域を管理するために Legato Storage Manager（LSM）で使用するコマンドについ
ての情報がすべて記載されています。このマニュアルでは、LSMのソフトウェアとリソース
を設定および構成するためのコマンドについて説明します。Oracleバックアップ・データ、
デバイス、メディアおよび LSMオンライン索引ファイルを管理するためのコマンドについ
ても詳しく説明します。

ここでは、次の項目について説明します。

� 対象読者

� 構成

� 関連ドキュメント

� 規則
v



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルの内容は、LSMによる Oracle Serverのバックアップおよびリカバリを担当
するシステム管理者および Oracleデータベース管理者を対象としています。このマニュア
ルには、Windows 2000およびWindows NT上の Oracle8と Oracle8i Serverを使用した
Oracleデータ記憶域管理システムの構成に関する情報が記載されています。

このマニュアルを有効に活用するために、このマニュアルの読者は、Oracleの概念および用
語、特に Oracleデータベースのバックアップおよびリカバリに関連する概念や用語を詳し
く理解している必要があります。このマニュアルには LSMのインストール手順は含まれて
いません。LSMのインストールの詳細は、ご使用のシステム用の『Oracle8i インストレー
ション・ガイド』を参照してください。LSMの構成の詳細は、『Legato Storage Manager for 
Windows NT管理者ガイド』を参照してください。

構成構成構成構成
このドキュメントの構成は次のとおりです。

第第第第 1章「概要」章「概要」章「概要」章「概要」

この章では、LSM Serverソフトウェアに付属している LSMコマンドを紹介します。また、
LSMコマンドの 6つのカテゴリについて説明し、各 LSMコマンドを詳しく説明している第
2章のマニュアル・ページを示します。

第第第第 2章「章「章「章「LSMコマンド」コマンド」コマンド」コマンド」

この章には、使用可能な各 LSMコマンドを説明するマニュアル・ページが記載されていま
す。各マニュアル・ページでは、正しい LSMコマンド構文、構成可能な LSMリソース、
LSM Serverの構成と管理を行いバックアップおよびリストア操作を実行するための LSMコ
マンドの使用例を説明します。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
このドキュメントには、Legato Storage Managerの使用方法と構成に関する情報が記載され
ています。本番データベース・システムに推奨されるインストール、構成およびチューニン
グの詳細は、次のマニュアルを参照してください。

� 『Oracle8i インストレーション・ガイド』（各オペレーティング・システム用）

� 『Oracle8i バックアップおよびリカバリ・ガイド』
vi



規則規則規則規則
このマニュアルの本文には、次の規則が適用されます。

このマニュアルのコマンド構文には、次の規則が適用されます。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

    .
    .
    .

例で使用される縦方向の省略記号は、例には直接関係のない情報が省略
されていることを示します。

   ... 文またはコマンドで使用される横方法の省略記号は、例には直接関係の
ない文またはコマンドの一部が省略されていることを示します。

太字太字太字太字 テキスト内の太字は、コマンド名またはテキストでの用語の定義を示し
ます。

イタリック体 テキスト内のイタリック体は、ファイル名を示します。

   [ ] 大カッコで囲まれた語はキーの名前を示します（たとえば、[Return]な
ど）。コマンド構文で使用されている大カッコは違う意味を持つことに
注意してください。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

   \ バックスラッシュ（\）は、コマンドが 1行に納まらない場合に使用し
ます。印刷されているとおりに（バックスラッシュも含めて）行を入力
するか、またはバックスラッシュを付けずに 1行でコマンドを入力して
ください。
dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \ 
count=10000

   { } 中カッコは必須項目を示します。
nsrrepack [ -v ] [ -n ] [ -F ] [ -b pool ] { -f file | volname... }

   [ ] 大カッコはオプション項目を示します。
nsrmm [ -C ] [ -v | -q ] [ -s server ] [ -f device ]

本文で使用されている大カッコは、違う意味を持つことに注意してくだ
さい。

   ... 横方向の省略記号は、任意の数の同様の項目を示します。
CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN

太字太字太字太字 太字は、入力すべきコマンドまたはテキストを示します。connect 

イタリック体 イタリック体は、変数を示します。変数の箇所を適切な値に置き換えて
ください。
server
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概

1

概要概要概要概要

この『Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス』では、LSMコマ
ンドおよび LSM Serverリソースについて説明します。次の内容を含みます。

� 各 LSMコマンドの正しい使用方法

� 構成可能な LSM Serverリソースの説明

� 各 LSMコマンドの使用例

注意注意注意注意 :  このマニュアルは、UNIX版 Legato NetWorkerアップグレード製品
の対応するマニュアルに基づいています。そのため、ASM、登録、アーカイ
ブ、クローン化、オートチェンジャ（ジュークボックス）とサイロの使用方
法など、第 2章「LSMコマンド」に記載されている機能のいくつかは、LSM
ではサポートされません。UNIX書式で記載されているファイル名は、対応
するWindowsファイル名の書式に必ず変換してください。
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LSMコマンドのカテゴリ
LSMコマンドのカテゴリコマンドのカテゴリコマンドのカテゴリコマンドのカテゴリ
このマニュアルで説明されている LSMコマンドは、LSM Serverソフトウェアに付属してい
ます。LSMコマンドは、次の 6つのカテゴリに分けられます。

� クライアントおよびメディア索引管理コマンド

� データ管理コマンド

� デバイスおよびメディア管理コマンド

� LSMリソース・コマンド

� LSM Server構成コマンド

� その他の LSMコマンド

この章ではこの後、LSMコマンドの 6つのカテゴリについて説明します。第 2章「LSMコ
マンド」のマニュアル・ページには、各 LSMの詳しい説明が記載されています。

クライアントおよびメディア索引管理コマンドクライアントおよびメディア索引管理コマンドクライアントおよびメディア索引管理コマンドクライアントおよびメディア索引管理コマンド
このカテゴリの LSMコマンドは、LSM Server上にあるオンラインのクライアントおよびメ
ディア索引ファイルの管理方法に関する情報を提供します。このカテゴリの LSMコマンド
の詳細は、次のマニュアル・ページを参照してください。

� mminfo(8)

� mmlocate(8)

� mmpool(8)

� mmrecov(8)

� nsrck(8)

� nsrib(8)

� nsrim(8)

� nsrindexd(8)

� nsrinfo(8)

� nsrls(8)

注意注意注意注意 : 第 2章のマニュアル・ページ nsr(8)には、LSM機能の概要と様々な
LSMコマンドの正しい使用方法が記載されています。
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LSMコマンドのカテゴリ
データ管理コマンドデータ管理コマンドデータ管理コマンドデータ管理コマンド
このカテゴリの LSMコマンドは、LSM Serverでバックアップされる Oracleデータの管理
方法に関する情報を提供します。このカテゴリの LSMコマンドの詳細は、次のマニュアル・
ページを参照してください。

� nsralist(8)

� nsrarchive(8)

� nsrclone(8)

� nsrhsmck(8)

� nsrmig(8)

� nsrmmd(8)

� nsrmmdbd(8)

� nsrpmig(8)

� nsrretrieve(8)

� nsrssc(8)

� nsrstage(8)

� preclntsave(8)

� pstclntsave(8)

� recover(8)

� save(8)

� savefs(8)

� savegrp(8)

� scanner(8)

� uasm(8)
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LSMコマンドのカテゴリ
デバイスおよびメディア管理コマンドデバイスおよびメディア管理コマンドデバイスおよびメディア管理コマンドデバイスおよびメディア管理コマンド
このカテゴリの LSMコマンドは、LSM Serverで使用される Oracleバックアップ・デバイ
スおよびメディアの管理方法に関する情報を提供します。このカテゴリの LSMコマンドの
詳細は、次のマニュアル・ページを参照してください。

� mm_data(5)

� nsrmm(8)

� nsrrepack(8)

� tapeexercise(8)

LSMリソース・コマンドリソース・コマンドリソース・コマンドリソース・コマンド
このカテゴリの LSMコマンドは、LSM Server上で設定および構成が可能な各 LSMリソー
スの情報を提供します。このカテゴリの LSMコマンドの詳細は、次のマニュアル・ページ
を参照してください。

� nsr_archive_request(5)

� nsr_client(5)

� nsr_data(5)

� nsr_device(5)

� nsr_directive(5)

� nsr_group(5)

� nsr_label(5)

� nsr_migration(5)

� nsr_notification(5)

� nsr_policy(5)

� nsr_pool(5)

� nsr_repack_schedule(5)

� nsr_resource(5)

� nsr_schedule(5)

� nsr_service(5)

� nsr_stage(5)

� nsrports(8)
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LSMコマンドのカテゴリ
LSM Server構成コマンド構成コマンド構成コマンド構成コマンド
このカテゴリの LSMコマンドは、LSM Serverの設定および構成に使用できる各プログラム
の情報を提供します。このカテゴリの LSMコマンドの詳細は、次のマニュアル・ページを
参照してください。

� nsradmin(8)

� nsrexec(8)

� nsrexecd(8)

� nsrwatch(8)

� nwadmin(8)

� nwarchive(8)

� nwbackup(8)

� nwrecover(8)

� nwretrieve(8)

その他のその他のその他のその他の LSMコマンドコマンドコマンドコマンド
このカテゴリの LSMコマンドは、他のカテゴリに含まれていない LSMの構成および使用方
法に関する情報を提供します。このカテゴリの LSMコマンドの詳細は、次のマニュアル・
ページを参照してください。

� nsr(5)

� nsr(8)

� nsr_archive_client(5)

� nsr_crash(8)

� nsr_getdate(3)

� nsr_layout(5)

� nsr_license(5)

� nsr_regexp(5)

� nsr_shutdown(8)

� nsr_storage_node(5)

� nsrcap(8)

� nsrcat(8)

� nsrd(8)
概要 1-5



LSMコマンドのカテゴリ
� nsrfile(8)

� nsrindexasm(8)

� nsrlic(8)

� nsrmmdbasm(8)

� nsrmon(8)
1-6　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



LSMコマ
2

LSMコマンドコマンドコマンドコマンド

mm_data(5)

名前名前名前名前
MM data:　Legato Storage Managerメディア多重化データ（テープおよびディスク）形式

説明説明説明説明
Legato Storage Managerメディア多重化デーモン nsrmmd(8)によりテープおよび光ディス
クなどの長期記憶メディアに書き込まれるデータ形式を記述します。サポートされているデ
バイス・ファミリーおよびデバイス・タイプの説明は、nsr_device(5)および nsrmm(8)を参
照してください。ここで説明する形式は、すべてのロー・ディスクなどの固定記憶デバイス
またはファイル・マーク付きの固定記憶テープ・デバイスに適用されます。Legato Storage 
Managerでは、多様なマシン間での交換が可能な eXternal Data Representation（XDR）規格
を使用して、メディアへの書込みを行います。ここでは、記憶メディアに対する保存セッ
ト・ストリームの多重化のメカニズムについてのみ説明します。保存セット・ストリームの
形式は、Legato Storage Managerクライアントのタイプによって異なります。これについて
は、nsr_data(5)で説明します。

ボリュームは、テープ・リールまたはディスク・カートリッジなどの、メディアの物理的な
部品を示します。テープ・ボリュームは複数のメディア・ファイルから構成されており、各
メディア・ファイルにはいくつかのメディア・レコードが含まれます。これらのメディア・
ファイルおよびレコードを、クライアント（UNIXまたは DOSなど）のユーザー・ファイ
ルまたはレコードと混同しないでください。これらは必ず対応しているわけではありませ
ん。たとえば、あるメディア・ファイル（ときには 1つのメディア・レコード）に、多数の
小さなクライアント・ユーザー・ファイルが含まれている場合があります。また、1つの大
きなクライアント・ファイルが複数のメディア・ファイル（ときにはボリューム）にわたっ
て分割されている場合もあります。メディア・ファイルの範囲は、ボリュームの境界を越え
ません。保存セットの範囲は、メディア・ファイル（ときにはボリューム）にわたる場合が
あります。
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mm_data(5)
ほとんどのテープにおいて、メディア・ファイルはデバイスのハードウェアまたは関連デバ
イス・ドライバ・ソフトウェアにより高速でスキップされ、ハードウェアによりファイルの
終わりに到達したことが検出されます。テープによっては、レコードを高速スキップするこ
ともできます。通常、メディアへのアクセスは順次行われます。

メディア・レコードは、mrecord構造によって説明されています。ラベル・レコードのサイ
ズは、MINMRECSIZEバイトに固定されます。その他のレコードのサイズは、大きくても
かまいませんが、残りのボリュームにわたって一定である必要があります。Legato Storage 
Managerでは、常にフル・サイズのメディア・レコードごとに書込み、読込みおよびスキッ
プが行われます。各mrecordは、複数のクライアント保存セッションからの複数のmchunk
のデータをゼロまたはそれ以上含んでいるか、同期およびラベルのために内部で使用される
かのいずれかです。メディア・ファイルのmrecordおよびmchunkの XDR書式は、次のよ
うになります。

const MINMRECSIZE = 32768;              /* minimum media record size */
const MMAXCHK = 2048;                   /* max number of chunks in record */
const MHNDLEN = 124;                    /* private area len for handlers */
typedef unsigned long ssid_t;           /* save set id */
typedef unsigned long ssoff_t;          /* an offset in a save set */
typedef unsigned long volid_t;          /* key for the volume data base */
struct  mchunk {

ssid_t mc_ssid;                     /* owning save set id */
ssoff_t mc_low;                     /* 1st byte, relative to save stream */
opaque mc_data<MINMRECSIZE>;        /* chunk’s data */

};
struct  mrecord {

opaque mr_handler[MHNDLEN];         /* private to media handler*/
u_long mr_orec;                     /* record size */
volid_t mr_volid;                   /* encompassing volume's id*/
u_long mr_fn;                       /* encompassing file number*/
u_long mr_rn;                       /* record number within the file */
u_long mr_len;                      /* record byte length */
mchunk mr_chunk<MMAXCHK>;           /* chunks of save streams */

};

mrecordの最初のフィールドであるmr_handlerは、メディア固有データのために確保され
ています（現在はどの実装においても使用されていません）。mr_orecフィールドは、現行
レコードのサイズを示します。メディア・レコードのヘッダー・フィールドである
mr_volid、mr_fnおよびmr_rnは、テープ位置およびレコードからのデータ読込みの
チェックに使用されます。ファイル番号およびレコード番号は、0（ゼロ）から始まり順次
増分されていきます。レコード番号は、ファイル番号が増分されるたびにリセットされま
す。ディスクの場合、ファイル番号は常に 0（ゼロ）です。mr_lenフィールドは、このレ
コードにおけるデバイスの読込みまたは書込み要求に対して実際に有効であったバイト数を
示します。
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ファイルまたはレコードのスキップの信頼性が低い場合でも、Legato Storage Managerで
は、最悪の場合でもテープを巻き戻して最初から読込むことにより、孤立エラーからのリカ
バリが可能です。メディア管理デーモンに検出されずにボリュームの物理的なマウントまた
はアンマウントが行える場合、ほとんどの場合は、ラベルを最初まで巻き戻して読み込むこ
となく、各レコードのボリューム識別子によりこれがいつ発生するかを迅速に検証できま
す。

mrecord内のmchunkには、複数の保存セッションからのクライアント・データが含まれて
います。mc_ssidおよびmc_low値は、レコード内のチャンクから保存ストリームを再構築
するために使用されます。mc_dataフィールドには、各チャンクの実データが保管されてい
ます。保存セットでは、mc_lowにmc_dataの長さを加算した合計が、後続のチャンクの値
であるmc_lowと等しい必要があります。保存セットは、メディア・レコード内で任意に混
合できます。

ボリュームの最初のメディア・ファイルの最初のレコードの最初のチャンクには、ボリューボリューボリューボリュー
ム・ラベルム・ラベルム・ラベルム・ラベル情報がカプセル化されています。一部のメディアでは、2番目のチャンクに、ボ
リュームの属するメディア・プールなどについての追加ボリューム情報が含まれます。最初
のファイルの次のデータは、将来の拡張のために温存されます。ラベルの最初のコピーが不
本意に上書きされてしまった場合に備え、重複を避けてラベルを 2番目のファイルにコピー
できます。ボリューム・ラベルおよびその他のラベル情報の形式は、次の XDRデータ構造
で説明されています。

const MVOLMAGIC = 0x070460;              /* volume magic number */
const NSR_LENGTH = 64;                   /* length of several strings */
const RAP_MAXNAMELEN = 64;               /* max length of attribute name */
struct mvollabel {

u_long  mvl_magic;               /* medium volume verification number */
u_long  mvl_createtime;          /* time at which volume labeled */
u_long  mvl_expiretime;          /* time for volume to expire */
u_long  mvl_recsize;             /* expected size of mrecords */
volid_t mvl_volid;               /* medium volume id */
string  mvl_volname<NSR_LENGTH>; /* medium volume name */

};
struct vallist {

vallist *next;
string value<>;                  /* attribute value */

};
struct attrlist {

attrlist *next;
string name<RAP_MAXNAMELEN>;     /* attribute name */
vallist *values;                 /* attribute values */

};
/*
 * Additional information may includes the following attributes (listed by the
 * name they are stored with): "volume pool" : the media pool
 */
struct mvolinfo {
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struct attrlist *mvi_attributes; /* any other information */
};

チャンクが有効なボリューム・ラベルを示すためには、mvl_magicフィールドが
MVOLMAGICと等しい必要があります。将来、ボリューム・ラベルが変更された場合、新
しい形式には別の “magic”番号が割り当てられますが、ここで記述する形式も使用可能であ
る必要があります。mvl_volidは、メディア・マネージャにより割り当てられ、管理される
内部識別子です。mvl_volnameは、メディアに最初にラベル付けしたときに割り当てられ
るボリューム名です。時間フィールドは UST形式（1970年 1月 1日の 00:00 GMT以降経過
した秒数）で表示されます。mvl_recsizeは、テープから検出されたすべての他のメディ
ア・レコードのサイズを示します。

mvp_poolは、メディアに最初にラベル付けしたときに割り当てられるプール名です。異な
るメディア・プールを使用することにより、管理者はデータを一連のボリュームに隔離する
ことができます。1つのメディア・プールから別のメディア・プールへとメディアを割り当
てることはできません。プール名の最大長は、NSR_LENGTH文字です。

schunksと呼ばれる同期マークも、各保存セットについて定期的にメディアに書き込まれま
す。同期チャンクは、ボリュームからの直接の検証または抽出の際に、scanner(8)により使
用されます。また、同期チャンクは、メディア・エラーからのリカバリ時に、nsrmmdに
よって使用されます。次の XDRデータ構造は、同期チャンクを説明しています。

struct schunk {
opaque ssi_host[NSR_LENGTH];    /* save set host */
opaque ssi_name[NSR_LENGTH];    /* symbolic name */
u_long ssi_time;                /* save time */
u_long ssi_expiry;              /* expiration date */
u_long ssi_size;                /* actual size saved */
u_long ssi_nfiles;              /* number of files */
ssid_t ssi_ssid;                /* ssid for this save set */
u_long ssi_flag;                /* various flags, see below*/
u_long ssi_info;                /* volid or ssid, see below*/

};
#define SSI_START         1             /* start of a save set */
#define SSI_SYNC          2             /* synchronization point */
#define SSI_CONT          3             /* continued from another volume */
#define SSI_END           4             /* end of this save set */
#define SSI_SSMASK        0x0000000f    /* save set sync chunk type*/
#define SSI_LBIAS         0x10000000    /* the level is included in the flags */
#define SSI_LMASK         0xff000000    /* mask to cover bits for level */
#define SSI_LSHIFT        24            /* shift amount for the level */
#define SSI_INCOMPLETE    0x00010000    /* not finished (aborted) */
#define SSI_CONTINUED     0x00800000    /* continued save set series */
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ssi_hostは、この保存セットが含まれる索引の名前です。通常、これは保存セットの作成元
であるクライアントのホスト名です。ssi_nameは、ユーザーに提供される保存セット名で
す。フィールドの長さが固定されていても、これらは両方とも NULL終了文字列です。
ssi_timeフィールドには、保存セットの作成時間が USTで表示されます。ssi_expiryフィー
ルドには、この保存セットの有効期限が USTで示されます。保存セットの作成時に明示的
に保存セットの有効期限を設定していない場合、このフィールドは 0（ゼロ）となります。
ssi_sizeおよび ssi_nfilesは、この保存セットについてこれまでに保存されたバイト数およ
びファイル数を示します。ssi_ssidは、この保存セットの保存セット識別子です。

ssi_flagは、この同期チャンクのタイプ、保存セットのレベル、および保存セットについて
のその他の情報を示します。ssi_flagおよび SSI_SSMASKを検証することにより検出され
る同期マークには、4つの基本タイプがあります。SSI_STARTは、保存セットの開始を
マークするために使用します。SSI_SYNCは、定期的な同期ポイントをマークし、保存セッ
ト内の正確なファイル境界に対してのみ書き込まれます。SSI_CONTは、これが別のボ
リュームで開始された保存セットの継続であることを示します。ssi_flagおよび
SSI_SSMASKが SSI_CONTである場合、ssi_infoには、保存セットの前のボリュームから
のボリューム識別子が含まれます。同期チャンクは、保存セットの範囲がボリューム間にわ
たる場合に使用されます。
SSI_ENDは、保存セットの終わりをマークします。

SSI_LBIASビットが設定されている場合、SSI_LSHIFTにより右にシフトされた ssi_flag
および SSI_LMASKは、保存セットのレベルを指定します。SSI_INCOMPLETEビットは、
この保存セットが正常に終了していないことを示します。これは、ユーザーによる進行中保
存の妨害により生じる場合があります。

SSI_CONTINUEDビットは、この保存セットが論理的に継続されているか、別の保存セッ
トからのものであることを示します。これらの継続された保存セットは、サイズの大きな保
存セットの取扱いに使用されます。SSI_CONTINUEDビットが設定されていて、ssi_flag
および SSI_SSMASKが SSI_STARTである場合、ssi_infoにより、この保存セットの継続
元である前の保存セット IDが提供されます。SSI_CONTINUEDビットが設定されていて、
ssi_flagおよび SSI_SSMASKが SSI_ENDである場合、ssi_infoにより、この保存セット
の継続先である次の保存セット IDが提供されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_device(5)、nsr_data(5)、nsrmm(8)、nsrmmd(8)、
nsrmmdbd(8)、nsr(8)、scanner(8)。RFC 1014 XDR: 外部データ表現仕様。外部データ表現仕様。外部データ表現仕様。外部データ表現仕様。
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名前名前名前名前
mminfo:　　　　Legato Storage Managerメディア・データベース・レポート・コマンド 

概略概略概略概略
mminfo [ -avV ] [ -o order ] [ -s server ] [ report ] [ query ] [ volname... ]

report:
[ -m | -B | -S | -X | -r reportspec ]

query:
[ -c client ] [ -N name ] [ -t time ] [ -q queryspec ] 

説明説明説明説明
mminfoコマンドは、Legato Storage Managerメディアおよび保存セットの情報についてレ
ポートします。mminfoコマンドを使用すると、指定したフラグに応じて複数の異なるレ
ポートを作成できます。簡易フラグを使用して、複数のビルトイン・レポートを指定できま
す。カスタム・レポートも指定できます。デフォルト・レポートをはじめに、-v、-V、-m、
-S、-Bおよび -Xフラグを使用して印刷されるビルトイン・レポートについて次に説明しま
す。-q queryspecおよび -r reportspecオプションを使用するカスタム・クエリーおよびレポー
ト・ジェネレータについては、「「「「カスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポート」」」」で説明します。その他の
オプションについては、「「「「オプションオプションオプションオプション」」」」で説明します。

オプションを使用しない場合、mminfoは過去 24時間以内に正常に完了し、オンライン・
ファイル索引（ブラウズ可能保存セット）に収容されている保存セットについての情報を表
示します。各保存セットについて、含まれるボリューム名、クライアント名、作成日、ボ
リュームに保存されているサイズ、保存セット・レベルおよび保存セット名についての情報
が印刷されます。サイズ・フィールドには、バイト（B）、キロバイト（KB）、メガバイト
（MB）またはテラバイト（TB）で表示されます。完全、増分および移行保存セットの保存
セット・レベルについては ‘full’、‘incr’および ‘migration’が表示され、1から 9のレベルに
は、1から 9の間の数字が表示されます。レベルは、定期保存およびファイル移行について
のみ保持されます。save(8)コマンドを明示的に実行して作成された保存セット（非定型保
存）には、関連するレベルがありません。

-vフラグを指定することにより、作成時間、内部保存セット識別子（ssid）と、2つのフラ
グを表示する 3つの追加フィールドが表示されます。各フラグは 1文字で表示されます。
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最初のフラグは、保存セットのどの部分がボリューム上にあるかを示します。保存がボ
リューム上に completely（完全）に収容されている場合は、cと表示されます。保存セット
の範囲がボリューム間にわたり、head（ヘッド）がこのボリュームに収容されている場合
は、hと表示されます。残りのセクションは、その他のボリュームのことを示しています。
保存セットの範囲がボリューム間にわたり、middle（中間）セクションがこのボリュームに
収容されている場合は、mと表示されます。最初および最後のセクションは、異なるボ
リュームのことを示しています。複数の中間セクションが存在する場合があります。ボ
リューム間にわたる範囲を持つ保存セットの tail（最後）のセクションがこのボリュームに
収容されている場合は、tと表示されます。再び、残りのセクションは、その他のボリュー
ムのことを示すことになります。

2番目のフラグは、保存セットの状態を示します。bは、保存セットがオンライン索引に収
容されていて、recover(8)コマンドにより browsable（ブラウズ可能）であることを示しま
す。rは、保存セットがオンライン索引に収容されておらず、scanner(8)コマンドにより
recoverable（リカバリ可能）であることを示します。Eは、保存セットがリサイクル可能と
してマークされていて、いつでも上書き可能であることを示します。Sは、保存セットがス
キャン（またはロール・イン）されていることを示します。ロール・インされた保存セット
は、標準の索引管理処理の対象とはならず、ユーザーが手動で保存セットをパージするまで
ファイル索引に残ります。aは、保存が完了前に異常終了したことを示します。異常終了し
た保存セットは、nsrck(8)によりオンライン・ファイル索引から削除されます。iは、保存
が進行中であることを示します。-vフラグは、デフォルトで印刷される完全なブラウズ可能
な保存セットの他に、異常終了した、パージした、不完全な保存セットを印刷します。

-Vフラグは、-vフラグをさらに詳細にしたもので、通常はデバッグに使用されます。この
書式により、scanner(8)コマンドによる操作をより速くするために使用できる情報（メディ
ア・ファイル番号およびレコード番号など）も表示されます。ボリュームごとの保存セット
から 1行ずつ表示されるかわりに、ボリューム上のファイルの中に保存セットの一部が検出
されるたびに、2行ずつ表示されます。ボリューム上の 1つのファイルから始まって別の
ファイルで終わる場合、1つの保存セットに複数の索引エントリがあることになります。最
初の行には前述のデフォルト出力のフィールドに類似したものが含まれますが、2つの相違
点があります。まず、サイズ・フィールドには、このボリューム上の保存セットの合計容量
ではなく、セクションに収容されているバイト数がリストされます。次に、作成日と作成時
間の両方が表示される点です。2番目の行には、1970年 1月 1日、00:00:00 GMT以降経過し
た保存時間、内部保存セット識別子（ssid）、セクション内の収容されている保存セットの最
初と最後のバイトのオフセット値、メディア・ファイル番号、この保存セットのデータが収
容されているメディア・ファイル内の最初のレコード、内部ボリューム識別子（volid）、保
存セットの合計サイズ、および前述の -vパラグラフで説明したメディア・ファイルに収容
される保存セットの部分（c、h、mまたは t）と、保存セットの状況（b、r、aまたは i）
フィールドが含まれます。
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-mフラグにより、mminfoはメディア・データベース内の各ボリュームの名前、それらに
対して書き込まれたバイト数、領域の使用率（ボリュームの容量が一杯である場合は ‘full’と
いう文字）、読みまれたバイト数、有効期限、ボリュームのマウント回数、およびボリュー
ムの容量を表示します。リサイクル可能なボリューム（nsrim(8)を参照）の 1列目は、E と
フラグを付けられます。これは、リサイクル用に Eligible（適格）であることを意味します。
ボリュームが手動リサイクル可能とマークされている場合は、EのかわりにMと表示され
ます。ボリュームが手動リサイクル可能でかつリサイクルに適格である場合は、Xが表示さ
れます。アーカイブおよび移行ボリュームも、1列目で Aとフラグを付けられます。ボ
リュームがアーカイブでも移行ボリュームでもなく、リサイクル可能でない場合、フラグは
表示されません。

-mフラグに対して -vフラグを指定すると、内部ボリューム識別子（volid）、次の書込み先
ファイルの番号およびメディアのタイプを示す 3つの追加フィールドが表示されます。

-mフラグに対して -Vフラグを使用すると、出力にフラグの列が追加されます。現時点で表
示されるフラグは 2つあります。ボリュームが現在書込み中で dirty（使用済）である場合
は、dフラグが設定されます。ボリュームが read-only（読取り専用）としてマークされて
いる場合は、rフラグが設定されます。いずれの状況も存在しない場合、フラグ列は空白の
ままになります。

-Sフラグは、デバッグに使用される長い、複数行の保存セット・レポートを表示します。行
の数は保存セットによって異なります。行があまりにも長いため、列ヘッダはありません。
かわりに、クライアントと保存セット名（‘クライアント名 ’と表示）を除く保存セットの各
属性が ‘名前 =値 ’の形式で表示されます。各複数行グループの最初の行は左マージンから始
まり、そこには保存セット識別子 (ssid）、日付 /時間文字列で表示される 1970年 1月 1日
の 00:00:00 GMT以降の経過秒数と、クライアントおよび保存セット名が含まれます。この
保存セットにおける以降の行は、インデントされます。保存セットが保存セットのシリーズ
（継続された保存セット）であり、なおかつシリーズの最初のセットではない場合、シリー
ズの 1つ手前の保存セットの保存セット識別子が 2行目に単独で表示されます。次の行に
は、レベル、保存セットのフラグ（「「「「カスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポート」」」」に記載されている表
のとおりに ‘ssflags’形式で）、保存セットのサイズ（バイト）、保存セット内のファイル数、
および保存セットの有効期限が表示されます (‘undef’は、クライアントに対する現在の方針
によって有効期限が異なることを意味する）。保存セットに拡張属性がある場合は、次に最
大で 1行ごとに 1属性印刷されます。保存セットのクローンまたはインスタンスは最後に表
示されます（すべての保存セットに、少なくとも 1つのインスタンスがあります）。各ク
ローンの最初の行にはクローン識別子、インスタンスの作成日時およびクローンごとのフラ
グ（「「「「カスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポート」」」」の表の ‘clflags’形式で）が表示されます。各インスタ
ンスについて、そのインスタンスの各セクションが断片行として表示されます。断片行に
は、保存セットの始まりからのその断片のオフセット、断片が含まれるボリューム識別子
（volid）、断片の始まりのメディア・ファイルおよびレコード番号、絶対位置設定識別子（既
存のサーバーでは未使用）、および断片の最後のアクセス日が表示されます。-vおよび -Vオ
プションは、このレポートには影響しません。
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-Xフラグは、保存セットごとに複数行を表示するかわりに、保存セット・サマリー・レポー
トを作成します。この問合せを解決するには、全メディア・データベースを検証する必要が
あるため、多くの時間と負荷がかかることに注意してください。サマリーでは、保存セット
の総数がリストされ、その合計が保存セット・タイプを要約するいくつかの重複カテゴリへ
と分類されます。（問合せに対して適切である場合は）最新の保存セットの使用も印刷され
ます。カテゴリには、完全保存の数、増分保存の数、その他の完全でない、増分保存でない
保存の数、非定型、アーカイブ、移行、空白およびパージ済保存セットの数、索引保存セッ
トの数、そして、不完全な保存セットの数があります。最近の使用では、1週間前まで遡っ
た 1日当たりの保存数と合わせて、週の保存セット数のサマリーと（該当する場合は）月の
保存セット数のサマリーが表示されます。各行には、（指定した時間間隔で保存された）
ファイルの数、保存セットの数、合計サイズ、保存セットごとの平均サイズ、およびファイ
ルごとの平均サイズがリストされます。適切である場合は、増分保存された数の割合に対す
る完全保存の数の割合およびブラウズ可能ファイルの割合も印刷されます。-vおよび -Vオ
プションは、サマリー・レポートには影響しません。

-Bフラグは、閉鎖的問合せを実行し、任意の書式で過去 5週間に生成されたブートストラッ
プのリストを出力します。この書式では、それぞれの一致する保存セットごとに 1行の出力
があります。各行には、保存日時、保存レベル、保存セット識別子（ssid）、開始ファイル番
号、開始レコード番号、およびボリュームが含まれます。この問合せについては、後述の
「「「「例例例例」」」」の項で説明します。-vおよび -Vオプションは、ブートストラップの表示には影響しま
せん。

オプションオプションオプションオプション
-a 
過去 24時間以内の保存セットだけでなく、すべての完全なブラウズ可能な保存セットを問
合せで適用します。このオプションは、後述する -c、-N、-q、-mおよび -oオプションに関
連しています。メディア専用レポート（-mまたはメディア情報のみを表示するカスタム・
レポート）と組み合わせると、-aは完全なブラウズ可能な保存セットだけでなく、すべての
ボリュームに対して適用されます。

-c client 
レポートされる情報を、メディアまたは指定したクライアントに関連する保存セット（ある
いはその両方）に限定します。

-m  
デフォルトの保存セット・レポートではなくメディア・レポート（すなわち、保存セット自
体ではなく保存セットが含まれるメディアについてのレポート）を表示します。

-N name 
レポートされる情報を、メディアまたは指定した保存セット名に関連する保存セット（ある
いはその両方）に限定します。
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-o order 
出力を指定した順序でソートします。保存セットは、表示される前に様々なフィールドに
ソートされます。数値フィールドは最小から最大の順にソートされ、その他のフィールドは
すべてアルファベット順にソートされます。orderは、celmontRの各文字の任意の組合せで
かまいません。これは、順に client（クライアント）、expiration date（有効期限）、length
（長さ）、media name（メディア名）、保存セットの name（名前）、メディア（ファイルおよ
びレコード番号）に対する offset（オフセット）、time（時間）、および Reverse（逆順）と
いう意味です。保存セット・レポートのデフォルトのソート順序は、mocntlです。オフ
セット・フィールド（ファイルおよびレコード）は、保存セット・セクション（断片）情報
を表示するカスタム・レポート用に -Vオプションが選択されている場合にのみ適用されま
す。-mメディア専用レポートに適用した場合、長さはボリューム上で使用された容量を示
し、有効期限もボリュームのものを示し、時間は最後にメディアにアクセスした時間を示し
ます。その他の順序フラグは無視されます。

-q queryspec 
現行の問合せの制約リストに対し、指定した問合せの制約を追加します。複数の -qオプ
ションを指定できます。queryspecの構文については、次の「「「「カスタム・クエリーとレポーカスタム・クエリーとレポーカスタム・クエリーとレポーカスタム・クエリーとレポー
トトトト」」」」の項を参照してください。

-r reportspec 
現行の問合せのために表示する属性のリストに指定のレポート仕様を追加します。複数の -r
オプションを指定できます。reportspecの構文については、次の「「「「カスタム・クエリーとレカスタム・クエリーとレカスタム・クエリーとレカスタム・クエリーとレ
ポートポートポートポート」」」」の項を参照してください。

-s server
サーバー上の Legato Storage Managerシステムからのボリュームおよび保存セット情報を表
示します。サーバーの選択の詳細は、nsr(8)を参照してください。デフォルトは、現在のシ
ステムです。

-t time 
レポートされる情報を、メディアまたは指定した時間の前後に作成された保存セットに関連
する保存セット（あるいはその両方）に限定します。使用可能な時間形式の詳細は、
nsr_getdate(3)を参照してください。デフォルトは ‘yesterday’です。

-v  
前述の詳細表示レポートを有効にします。

-B  
前述したとおりに閉鎖的問合せを実行し、過去 5週間に生成されたブートストラップについ
てレポートします。このオプションは、サーバーの索引およびブートストラップの保存時
に、savegrp(8)により使用されます。

-S  
前述したとおりに、長い、複数行の保存セット・レポートを表示します。

-V  
前述したとおりに、その他の詳細レポートの出力を表示します。
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-X  
前述したとおりに、サマリー・レポートを作成します。

カスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポート
mminfoのカスタム・クエリーおよびカスタム・レポートのオプションにより、パイプライ
ンやスクリプトを使用することなく、複雑な制約が一致するようメディアおよび保存セッ
ト・レポートを生成できます。この項では、カスタム・クエリーおよびカスタム・レポート
仕様の構文について説明し、簡単な例を提示します。より詳細な例は、後述の「「「「例例例例」」」」の項に
記載してあります。

カスタム・クエリー・オプションである -q queryspecは、-c clientなどの簡易問合せオプショ
ンを拡張したものです。これにより、データベース内のほとんどすべてのメディアまたは保
存セット属性に基づいて問合せを作成し、簡易オプションが提供する簡単な等価比較機能に
加え、様々な比較が行えるようになります。queryspecの書式は、次のとおりです。

[!] name [ comp value ] [ , ... ] 

ここで、nameは後述の表にリストされるデータベース属性の名前を示し、compは、‘>’、
‘>=’、‘=’、‘<=’、‘<’セットからの属性に対する有効な比較測定値を示し、valueは比較される
値を示します。先頭および後続の空白は、仕様の個々のコンポーネントを区別するために使
用できます。比較測定値および比較対象となる値は、フラグ属性を除くすべての属性に対し
て指定する必要があります。通常、数値属性には 5つすべての比較測定値が使用可能で、文
字列属性には等価比較のみが使用できます。フラグを比較する場合（すなわち、通常値が
Trueまたは Falseである場合）、オプションで [ ! ] nameの構文を使用することもできます。
!nameの書式は、name=falseと同じで、nameは単体で name=trueと同じです。仕様の比較
は、カンマで区別されます。時間または文字列にカンマが含まれている場合は、値を引用符
または二重引用符で囲む必要があります。文字列中の引用符は、連続して使用することによ
りエスケープされます。次に示すのは、有効な文字列の比較です。

name="Joe’s daily,""hot""Save Set"

引用符は、コマンドライン・シェルでも解釈されてしまうため、問合せ全体を引用符で囲
み、単一の値は（シェルに応じて）異なる引用符で囲む必要があります。次に示すような複
数文字列を除き、レポートに行を印刷するには、すべての指定制約が所定の保存セットまた
はメディア・ボリューム（あるいはその両方）と一致している必要があります。複数の -q
オプションが指定可能で、簡易問合せ制約である -c、-Nおよび -tと組合せできます。この
問合せ制約の順序は重要ではありません。

識別子（ボリューム、保存セットおよびクローン識別子）を除く数値制約では範囲が指定可
能で、すべての文字列制約で複数の可能な値が指定可能です。時間およびレベルは、文字列
ではなく数値として扱われることに注意してください。数値範囲の上限および下限は、2つ
の別個の制約として指定されます。次に、例を示します。

%used>20,%used<80
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20%から 80%が使用済の領域が一致します。文字列属性のそれぞれの可能な値は、別の等
価制約として指定されます。次に、例を示します。

client=pegasus,client=avalon 

クライアント ‘pegasus’またはクライアント ‘avalon’からの保存セットを一致させます。

カスタム・レポート・オプション -r reportspecでは、レポートに表示するメディアおよび保
存セット属性、列の順序、列の幅および改行の挿入位置を指定できます。reportspecの書式
は、次のとおりです。

name [ (width) ] [ , name [ (width) ] ... ] 

ここで、nameは次に示すデータベース属性の名前を示し、オプションのカッコで囲まれた
widthで、列の幅を指定します。先頭および後続の空白は無視されます。デフォルトの列幅
は、属性によって異なります。デフォルト幅は後述する表にも記載してあります。複数の -r
オプションを指定できます。レポートにおける列の配列順序は左から右で、指定した属性に
対応しています。出力の各行には、要求したすべてのデータが含まれます（newline属性名
を使用すると、論理行に改行を挿入できます）。指定した列幅に値が収まらない場合、行内
の後続の値は右へとシフトされます（値は 256文字で切り捨て）。

次の表では、すべての使用可能な属性名、問合せ値の有効範囲（あるいはレポート仕様のお
いてのみ有効な属性については ‘NA’）、文字のデフォルトの列幅（あるいは問合せ仕様にお
いてのみ有効なフラグ属性については ‘NA’）および短い説明をリストします。数値属性（表
の値範囲列に numberとして表示）は、上にリストしたすべての比較測定値を使用して指定
可能で、範囲比較に使用できます。=number属性は、number属性と同じ特性を持ちますが、
数値等価比較のみが可能であるという点において異なります。Flag属性には Trueまたは
Falseの値があり、問合せ制約としてのみ適用できます。また、レポート仕様については対
応するフラグ・サマリー文字列があります。Time属性は、nsr_getdate(3)の書式で指定し、
それ以外の場合は数値属性として扱われます（カンマ付きの時間は引用符で囲む必要がある
ことに注意してください）。特殊な時間 ‘forever’が有効期限として使用される場合、それは保
存セットまたはボリュームに有効期限がないことを意味します。特殊な時間 ‘undef’は、時間
が未定義の場合に表示されます。有効期限が未定義であるということは、保存セットの有効
期限が、クライアントの保存およびブラウズ可能方針によって異なることを意味します。出
力時、時間はMM/DD/YY HH:MM:SSと、月、日、年（最後の 2桁）、時間、分、秒の順で
表示されます。列が狭すぎる場合（14文字未満）は日付のみが表示され、17文字未満の幅
の列では秒が省略され、17文字以上の幅の列では完全な日付が表示されます。Sizeおよび
kbsize属性には、スケール要素を追加できます（キロバイトは ‘KB’、メガバイトは ‘MB’、ギ
ガバイトは ‘GB’、テラバイトは ‘TB’）。size属性の問合せ制約に対するデフォルトのスケール
（明示的に指定されていない場合）はバイトで、kbsize属性のデフォルトはキロバイトです。
スケールは、実際の値によってレポートごとに異なります。String属性には任意の文字列を
使用可能で、上の問合せの構文パラグラフで説明したように、必要に応じて引用符で囲みま
す。
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属性名属性名属性名属性名       値範囲値範囲値範囲値範囲     幅幅幅幅     摘要摘要摘要摘要
space        NA        1      次の列の前の空白。
newline      NA        1      論理行内の改行。
                              幅は希望するnewlinesの数を示します。
volume       string    15     ボリューム名。
volid        =number   11     一意のボリューム識別子。
barcode      string    15     ボリュームのバーコード（設定されている場合）。
family       string    4      メディア・ファミリ（テープ、ディスクなど）。
type         string    7      メディア・タイプ（8mm、光など）。
volflags     NA        5      ボリューム・サマリー・フラグ。dは使用済（使用中）、

rは読取り専用。
state        NA        3      ボリューム状態サマリーE、M、XおよびA。それぞれ、リサイクル

に適格、手動でリサイクル可能、両方、アーカイブまたは移行ボ
リュームを意味します。

full         flag      NA     フル・ボリュームを一致させる。
inuse        flag      NA     使用中（使用済）のボリュームを一致させる。
volrecycle   flag      NA     リサイクル可能なボリュームを一致させる。
readonly     flag      NA     読取り専用のボリュームを一致させる。
manual       flag      NA     手動リサイクル可能なボリュームを一致させる。
pool         string    15     ボリュームが収容されているプール。
location     string    15     ボリュームの位置。
capacity     size      8      ボリュームの見積り容量。
written      kbsize    7      ボリュームに書き込まれるキロバイト数。
%used        number    5      見積り使用率または'full'とマークされた
             or 'full'        ボリュームの場合はフル。
read         kbsize    8      ボリュームから読み込まれた（リカバリされた）キロバイト数。
next         number    5      書込みする次のメディア・ファイル。
nrec         number    5      書込みする次のメディア・レコード。
volaccess    time      9      ボリュームの最終アクセス時間（書込みまたはラベル付け）。

旧サーバーで得られる値は信頼性が低くなります。
volexp       time      9      ボリュームの有効期限。
olabel       time      9      ボリュームが最初にラベル付けされた時間。
labeled      time      9      メディア・ボリュームがラベル付け（再ラベル付け）された最新の

時間。
mounts       number    6      ボリュームが明示的にマウントされた回数

（再起動は無効）。
recycled     number    4      ボリュームが再ラベル付けされた回数。
avail        NA        3      ボリューム可用性、現行の有効値のサマリー。

nは近接ライン（ジュークボックスなど）を意味し、ovはボリュー
ムがSmartMediaにより管理されていることを意味します。

near         flag      NA     近接ラインのボリュームを一致させる。
smartmedia   flag      NA     SmartMediaにより管理されているボリュームを一致させる。
metric       number    6      ボリュームのスピードおよび希望メトリック（既存サーバーでは未

使用）。
savesets     NA        6      ボリューム上の保存セットの数。
name         string    31     保存セット名。
savetime     time      9      保存時刻。
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nsavetime    NA        11     1970年1月1日の00:00:00 GMT以降経過した秒数として印刷さ
れる保存時刻。

ssid         =number   11     一意の保存セット識別子。
level        0..9,     5      バックアップ・レベル。手動バックアップは、レポートでは空白の
             full, incr,      列移行値として印刷されます。
             or manual                      
client       string    11     保存セットのクライアント名。
attrs        NA        31     拡張された保存セット属性。
pssid        =number   11     保存セットのシリーズの一部（シリーズ中の前の保存セット識別子）

である場合、シリーズ中の最初または唯一の保存セットは0（ゼロ）。
ssflags      NA        7      保存セット・フラグのサマリー。セットCvrSENRiIFからの1つ以

上の文字で示します。それぞれ、継続された、有効、パージ済（リ
カバリ可能）、スキャン（ロール）済、リサイクルに適格、NDMP生
成、ロー、不完全、進行中、完了（終了済）を意味します。

continued    flag      NA     継続された保存セットを一致させる。
recoverable  flag      NA     リカバリ可能（パージ済）な保存セットを一致させる。
ssrecycle    flag      NA     リサイクル可能な保存セットを一致させる。
incomplete   flag      NA     不完全な保存セットを一致させる。
rolledin     flag      NA     ロール・インされた保存セットを一致させる。
NDMP         flag      NA     NDMPの保存セットを一致させる。
raw          flag      NA     ロー保存セットを一致させる。
valid        flag      NA     有効な保存セットを一致させる。現行のサーバーでは、すべての保

存セットが有効としてマークされています。
sumflags     NA        3      -vレポートで説明されているように、ボリューム当りの保存セッ

ト・サマリーのフラグ。
fragflags    NA        3      -vレポートで説明されているように、セクション当りの保存セット

のサマリーのフラグ。
totalsize    number    11     合計保存セット・サイズ。
nfiles       number    5      保存セット中のクライアント・ファイルの数。
ssexp        time      9      保存セットの有効期限。'undef'はクライアント方針に依存するこ

とを意味します。
copies       number    6      同じ保存時刻および保存セット識別子を持つすべての保存セットの

コピー（インスタンスまたはクローン）の数。
cloneid      =number   11     コピーのクローン識別子。
clonetime    time      9      コピーの作成時刻。
clflags      NA        5      クローン・フラグのサマリー。セットaisから、それぞれ、異常終

了、不完全、要注意（読込みエラー）を意味します。
suspect      flag      NA     要注意な保存セットのコピー（ファイル・リカバリ中にエラーが発

生したコピー）を一致させる。
annotation   string    31     保存セットの表記と文字列を一致させる。
first        number    11     セクションに収容されている保存セットの最初のバイトのオフセッ

ト。
last         NA        11     現行のセクションに収容されている保存セットの最後のバイトから

計算されたオフセット。
fragsize     NA        7      保存セットの現行のセクションを計算したサイズ。
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sumsize      NA        7      このボリューム上の保存セットのすべてのセクションを計算した合
計サイズ。

mediafile    number    5      保存セットの現行のセクションが収容されているメディア・ファイ
ルの番号。

mediarec     number    5      現行のメディア・ファイル内に保存セットの最初のバイトがあるメ
ディア・レコードの番号。

mediamark    number    5      現行のセクション用の絶対位置設定データ（既存サーバーでは未使
用）。

ssaccess     time      9      保存セットのこのセクションが（バックアップまたはリカバリ用に）
最後にアクセスされた時間。

例例例例
次の一連の例では、相当するレポートまたは問合せに簡易オプションが存在する場合のレ
ポートの簡易およびカスタム・バージョンを示します。

savegrp(8)によりレポートされたとおりに、過去 5週間に生成されたブートストラップをす
べて表示します。

mminfo -B
mminfo -N bootstrap -t '5 weeks ago' -ot
  -r 'savetime(17),space,level(6),ssid'
  -r 'mediafile(6),mediarec(8),space(3),volume'

すべてのボリュームについての情報を表示します。

mminfo -m
mminfo -a -r 'state,volume,written,%used,read,space,volexp'
  -r 'mounts(5),space(2),capacity'

ボリュームmars.001およびmars.002からのメディア情報を表示します。

mminfo -m mars.001 mars.002
mminfo -m -q 'volume=mars.001,volume=mars.002'

/usrという名前のすべての保存セットを表示します。

mminfo -N /usr
mminfo -q name=/usr

過去 1週間にクライアント venusにより生成された /usrという名前の保存セットを表示し
ます。

mminfo -N /usr -c venus
mminfo -q 'name=/usr,client=venus'

クライアント venusによりボリュームmars.001に生成された /usrという名前の保存セット
を表示します。
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mminfo -N /usr -c venus mars.001
mminfo -q 'name=/usr,client=venus,volume=mars.001'

過去 1週間に書込みが行われたすべてのボリュームについてのメディア・レポートを表示し
ます。

mminfo -m -t 'last week'
mminfo -m -q 'savetime>=last week'

各ボリュームの使用率、プールおよび位置を示す、すべてのフルでないボリュームについて
のメディア・レポートを表示します。

mminfo -a -r 'volume,%used,pool,location' -q '!full'

-mレポートに類似しているが、ボリューム・ラベルのかわりにバーコードを表示するメ
ディア・レポートを表示します。

mminfo -a -r 'state,barcode,written,%used,read,space,volexp'
  -r 'mounts(5),space(2),capacity'

保存時刻およびクライアント名別にソートされた、すべての保存セットのインスタンスから
の詳細リストを表示します。

mminfo -otc -v -q 'copies>1'

過去 4か月で project dataの注釈を持つすべてのアーカイブ保存セットを表示します。

mminfo -q'annotation=project data'
  -r"volume,client,savetime,sumsize,ssid,name,annotation"
  -t'4 months ago'

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/mm/mmvolume 
nsrmmdbd(8)により実際にアクセスされる保存セットおよびメディア・ボリューム・デー
タベース。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_getdate(3)、nsr_layout(5)、nsradmin(8)、nsrmmdbd(8)、
recover(8)、savegrp(8)、scanner(8)
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診断診断診断診断
no matches found for the query
問合せのすべての制約に一致する保存セットまたはボリュームがデータベースに存在しませ
ん。

invalid volume name 'volname'
指定したボリューム名の書式が正しくありません。ダッシュ（-）で始まるボリューム名は無
効なのでご注意ください。ボリュームが一致しない問合せでは、‘no matches found for the 
query’のエラーが返されます。

only one of -m, -B, -S, -X or -r may be specified
レポートは 1つずつしか生成できません。複数のレポートを生成するには、別個にmminfo
を実行します。

invalid sorting order specifier, choose from 'celmnotR'
-oオプションでは、celmnotRのいずれかの文字のみが使用できます。

only one -o allowed
ソート順序は 1つしか指定できません。

only one -s allowed
サーバーは 1つずつしか問合せできません。複数のサーバーから複数のレポートを生成する
には、別個にmminfoを実行します。

Out of Memory
問合せにより使用可能なメモリーがすべて消費されてしまいました。ソート順序 -omを使用
して再実行するか、問合せを限定します（特定のボリューム、クライアントまたは保存セッ
ト名など）。

invalid value specified for 'attribute'
指定した値が範囲外（正数のみが使用できる値に対する負数など）か、正しくないタイプ
（数値属性に対するアルファベット文字列の指定など）であるか、書式が正しくありません
（終了引用符と次のカンマの間に空白がないか、終了引用符がないなど）。

value of 'attribute' is too long
attributeに指定した値が許容最大値より長すぎます。問合せ属性の値は 65文字未満である必
要があります。

non-overlapping range specified for 'attribute'
attributeに指定した範囲が、非重複数値範囲であり、データベース内の保存セットまたはボ
リュームと一致させられません。

unknown query constraint: attribute
指定した問合せ attributeは無効です。有効な属性名のリストは、「「「「カスタム・クエリーとレカスタム・クエリーとレカスタム・クエリーとレカスタム・クエリーとレ
ポートポートポートポート」」」」の表を参照してください。

need a value for query constraint 'attribute'
attributeはフラグではないため、‘name comparator value’ の書式で指定する必要があります。
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constraint 'attribute' is only valid for reports
問合せに指定した attributeは、レポート（-r）仕様でしか使用できません。計算した値、フ
ラグ・サマリー、保存セット拡張属性、フォーマット・ツール（spaceと newline）は、問
合せでは使用できません。

invalid comparator for query constraint 'attribute'
指定した attributeに対して使用した比較測定値は無効です。attributeに対する有効な比較測
定値のリストは、「「「「カスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポート」」」」の項を参照してください。

query constraint 'attribute' specified more than once
指定した属性は同じ比較測定値に対して 2度以上指定されており、文字列属性ではありませ
ん（文字列属性は一連の値の中から指定した値を一致できます）。

unknown report constraint: attribute
指定したレポート attributeは無効です。有効な属性名のリストは、「「「「カスタム・クエリーとカスタム・クエリーとカスタム・クエリーとカスタム・クエリーと
レポートレポートレポートレポート」」」」の表を参照してください。

constraint 'attribute' is only valid for queries
レポートに指定した attributeは、フラグ一致属性であるため、問合せ（-q）仕様でしか使用
できません。指定したフラグのレポートで使用可能な適切なフラグ・サマリー属性について
は、「「「「カスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポートカスタム・クエリーとレポート」」」」の表を参照してください。

column width of 'attribute' is invalid
attributeに指定した幅は範囲外です。列幅は、256未満の正数である必要があります。

missing close parenthesis after report constraint 'attribute'
幅 attributeに閉じカッコがありません。

missing comma after report constraint 'attribute'
attributeの幅指定の後に、カンマなしで非空白文字が使用されています。

No data requested, no report generated
指定したレポート仕様にはフォーマットのみが含まれ、データ属性名はありません。

制限制限制限制限
保存セットの拡張属性は、問合せ制約として指定できません。

数値に対して複数の可能な等価一致はリストできません。これは文字列に対してのみ有効で
す。

限定項目の少ない（ボリューム名を主ソート・キーとしないソート順序を使用する）一部の
問合せでも、印刷前に、mminfoを使用してデータベース全体を取り出す必要があります。
これの問合せはmminfo内のメモリーを多く消費しますが、旧バージョンとは異なり
nsrmmdbdでは違います。

mminfoを最低でも 2回は実行しなければ、保存セットまたはメディア・インスタンスおよ
びサマリーを表示するレポートは生成できません。

互いのデータベース属性を比較する問合せ制約は指定できません。

-Bフラグに -cフラグを使用するレポートは生成できません。
2-18　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



mmlocate(8)
mmlocate(8)

名前名前名前名前
mmlocate:　　　　Legato Storage Managerメディア位置レポート・コマンド 

概略概略概略概略
mmlocate [ -s server ] [ -l { -n volname | -i volid | location }] [ -L ] [ -d location ] 
[ -c { -n volname | -i volid }] [ -u { -n volname| -i volid| location }] 

説明説明説明説明
mmlocateコマンドは、メディア・データベース内のボリューム位置情報へのアクセスおよ
び管理に使用します。ボリュームの位置フィールドに含まれる情報により、ユーザーはボ
リュームの実際の位置を知ることができます。他の Legato Storage Managerコマンドでは、
ボリューム名とともに位置情報が表示されます（recover(8)のサブコマンド群を参照してく
ださい）。-l（デフォルト）または -Lオプションは、すべてのユーザーが使用できます。-c、
-dおよび -uオプションの使用は、Legato Storage Manager管理者に限ります（nsr(8)を参
照してください）。mmlocateでは、-L、-c、-d、-uオプションを指定しない場合、-lを指定
したことになります。

引数リストを指定せずにmmlocateを実行した場合、指定したサーバーのすべてのボリュー
ムおよび位置が表示されます（サーバーを指定しない場合、現在のホストが使用されます）。

nsrjb()でメディアの一部をジュークボックスに移動すると、ボリュームの位置は、ジューク
ボックスの名前に設定されることに注意してください。記憶域ノードを使用する際、ボ
リュームをマウントできるノードの指示に、ジュークボックスの名前が使用されます。この
ため、ジュークボックス名を含むフィールドの最初の部分は変更しないでください。記憶域
ノードのジュークボックスに含まれないボリュームを使用する場合、このフィールドを使用
して、ノードのリモート・デバイスの値を付与し、ボリュームをマウントするノードが示さ
れます。記憶域ノードの詳細は、nsr_storage_node(5)を参照してください。
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オプションオプションオプションオプション
-c 
指定したボリュームの位置フィールド情報を消去します。

-d location 
指定した位置に対応するすべてのボリュームを削除します。各ボリュームの削除前に、確認
のプロンプトが表示されます。

-i volid 
mmlocate操作を指定したボリューム ID（volid）に限定します。

-l  
エントリを一覧表示します。指定した volume name、volume IDまたは locationを使用して、
データベースへの問合せが行われます。

ボリューム名またはボリューム IDを指定した場合は、ボリュームの位置情報のみが表示さ
れます。位置を指定した場合は、その位置のボリュームのみが表示されます。他のオプショ
ン（ボリューム名、ボリューム IDまたは位置）を指定せずに -lオプションを使用した場合
は、ボリュームが位置情報なしで表示されます。

-L  
データベースで検出されたすべての locationsが一覧表示されます。

-n volname 
操作を、指定したボリューム名（volname）に限定します。

-s server 
serverのメディア・データベースにアクセスします。

-u  
ボリュームの位置を更新します。位置には、最大 64文字長の制限があります。-uオプショ
ンは、-n volnameまたは -i volidおよび locationとともに使用してください。

例例例例
ボリューム Offsite.011が現在 ‘Media Vault’の位置にあることを示すようメディア・データ
ベースを更新します。

"mmlocate -u -n Offsite.011 'Media Vault'

位置 ‘Media Shelf 6’のボリュームを削除します。

"mmlocate -d 'Media Shelf 6'

ボリューム NonFull.001の位置情報を削除します。

"mmlocate -c -n NonFull.001

ボリューム NonFull.001の位置を表示します。
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"mmlocate -n NonFull.001

位置 ‘Media Vault’に含まれるすべてのボリュームを表示します。

"mmlocate 'Media Vault'

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/mm/mmvolume 
メディア・データベース 

診断診断診断診断
Server server does not support remote update operations...
以前のバージョンのサーバーに対しmmlocateを実行する場合、-uおよび -cオプションは
使用できません。対象のサーバーにログインし、mmlocateプログラムを実行してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsrmm(8)、mminfo(8)、nsr(8)、recover(8)、
nsr_storage_node(5)
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名前名前名前名前
mmpool:　　　　Legato Storage Managerメディア・プール・レポート・コマンド 

概略概略概略概略
mmpool [ -s server ] [ volume... ] 

[ -d pool ] [ -l pool ] [ -L ] 

説明説明説明説明
mmpoolコマ　ンドは、Legato Storage Managerサーバーのメディア・データベースにある
プール情報へのアクセスに使用します。このコマンドは、特定のプール内のすべてのボ
リュームの削除に使用することもできます。mmpoolコマンドで 1つ以上のボリューム名を
指定した場合、レポートには、名前を指定したボリュームの属するプールが示されます。デ
フォルトでは、すべてのボリュームおよびプールが表示されます。

ボリュームのラベル変更をしない限り、ボリュームが属するプールは変更できません。ボ
リュームのラベルを変更すると、ボリュームに格納されているすべてのデータに不具合が生
じます。プールは、nwadmin(8)または nsradmin(8)などの Legato Storage Manager管理者
ツールを使用して構成します。これらのツールを使用して、一意のプール（nsr_pool(5)を
参照）リソースを作成および変更します。

オプションオプションオプションオプション
-d pool 
指定したプールのすべてのボリュームを削除します。ボリュームの削除ごとにプロンプトが
表示されます。

-l pool 
すべてのボリュームとこれが属するプールが一覧表示されます。プールを指定した場合、
mmpoolでは、このプールに属するボリュームのみ表示されます。

-L  
サーバーに構成されているすべてのプール・リソースの名前が一覧表示されます。

-s server
対象の Legato Storage Managerサーバーを指定します。サーバーの選択の詳細は、nsr(8)を
参照してください。
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/mm/mmvolume（（（（UNIX）））） 
サーバー上のメディア・データベース 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsr_device(5)、nsr_pool(5)、nsradmin(8)、nsrmm(8)、
nwadmin(8)
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名前名前名前名前
mmrecov:　　　　Legato Storage Managerサーバーのオンライン索引およびメディア索引のリカ
バリ 

概略概略概略概略
mmrecov [ -q | -v ] 

説明説明説明説明
mmrecovコマンドは、サーバーの索引、メディア索引およびサーバーのリソース・ファイ
ルなどの Legato Storage Managerサーバーで重要なファイルの消失のリカバリに使用しま
す。このような障害を引き起こす典型的な例には、ユーザーが故意ではなくこれらのファイ
ルを削除する、Legato Storage Managerサーバー自体のディスクがクラッシュするなどがあ
ります。mmrecovコマンドは、索引およびその他のファイルのリカバリに使用します。
Legato Storage Managerクライアント /サーバーのクラッシュ・リカバリの一般的な説明お
よび手順は、nsr_crash(8)を参照してください。

サーバーのオンライン索引またはメディア索引が消失したか、これに障害がある場合、
mmrecovを使用して、メディア（バックアップ・テープおよびディスク）から Legato 
Storage Managerサーバーのオンライン索引およびメディア索引をリカバリします。このコ
マンドにより、サーバーの既存のオンライン索引およびメディア索引が上書きされることに
注意してください。mmrecovコマンドは、Legato Storage Managerクライアントのオンラ
イン索引のリカバリには使用しません。これには、通常のリカバリ処理を使用します。

このコマンドを使用する前に、Legato Storage Managerが完全にインストールされ、正しく
構成されている必要があります。Legato Storage Managerソフトウェアの一部がない場合
は、mmrecovを実行する前に、配布ファイルから Legato Storage Managerを再インストー
ルしてください。ソフトウェアの消失前と同じリリースの Legato Storage Managerを使用
し、同じ場所にこれをインストールしてください。

mmrecovプログラムは、2フェーズに分かれています。まず、メディアおよびオンライン・
ファイル索引を含むブートストラップ保存セットの内容が抽出されます。オンライン・ファ
イル索引には、オンライン・ファイル索引自体の索引が 1つ含まれます。第 2フェーズで
は、mmrecovにより、recover(8)が実行され、サーバーのオンライン・ファイル索引が完全
にリカバリされます。この最後のフェーズはバックグラウンドで行われるため、オペレータ
は後続のメディア・マウント要求に応答できます。
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mmrecovが起動されると、ブートストラップ保存セットを抽出するデバイスが要求されま
す。次に、ブートストラップ保存セット識別子が要求されます。この数値は、savegrpによ
り出力されるブートストラップ情報シートの最後の行の 4番目の列（ssidの列）にあります。
次に、この例を示します。

Jun 17  22:21 1999  mars's Legato Storage Manager bootstrap information Page 1

date      time      level  ssid      file  record  volume
6/14/99   23:46:13  full   17826163  48    0       mars.1
6/15/99   22:45:15  9      17836325  87    0       mars.2
6/16/99   22:50:34  9      17846505  134   0       mars.2 mars.3
6/17/99   22:20:25  9      17851237  52    0       mars.3

この例では、最新のブートストラップ保存セットの ssidは、17851237です。保存セットのク
ローンを作成すると、ブートストラップ保存セットのクローンも作成されます。最後から 2
番目の保存セットを使用する必要があります。クローン保存セットとブートストラップ情報
の例は、「「「「クローン・メディアからのリカバリクローン・メディアからのリカバリクローン・メディアからのリカバリクローン・メディアからのリカバリ」」」」の項を参照してください。次に、mmrecov
により、ブートストラップ保存セットのファイルおよびレコードの位置が要求されます。両
方の値が認識されていない場合、デフォルトは 0（ゼロ）です。ファイルおよびレコードの
位置は、ブートストラップ情報シートの 5番目および 6番目の列にあります。この例では、
ファイルおよびレコードの位置の値は、それぞれ 52および 0です。最後に、mmrecovによ
り、選択したブートストラップ保存セットを含むボリューム（この例ではmars.3）を指定し
たデバイスに入れるかどうかが確認されます。mmrecovでは、ssid、ファイルの位置、レ
コードの位置および物理ボリュームの情報を特定できないため、出力シートを元に、ユー
ザーがすべて特定する必要があります。また、ブートストラップを含むボリュームがわから
ない場合は、scanner(8)で -Bオプションを使用して、ファイルおよびレコードの位置を特
定します。

ブートストラップ保存セットが複数のボリュームにまたがって存在する場合は、複数のボ
リューム名が出力されます。出力順は、mmrecovにより要求された順番です。この例では、
3番目の 6/16/99に作成された保存セットは、ボリュームmars.2およびmars.3にまたがっ
ています。ブートストラップ保存セットが複数ボリュームにまたがる場合、EOVが検出さ
れると、mmrecovにより次のボリュームがロードされたデバイスの名前が要求されます。
その後、ボリュームがスキャンされ、ブートストラップ保存セットが抽出されます。

ボリュームのスキャンが終了すると、mmrecovが完了します。recoverは、バックグラウン
ドで実行され、サーバーの保存スケジュールにより作成された保存セットから完全な索引を
再作成します。保存セットが複数のボリュームにまたがることがあるため、nwadmin(8)ま
たは nsrwatch(8)が実行され、要求に応じてボリュームがマウントされます。

recoverが終了すると、「「「「The index is now fully recovered」」」」というメッセージが出力されま
す。その後、Legato Storage Managerクライアント・オンライン・ファイル索引を含む他の
サーバー・ファイルのリカバリには、recoverを通常の対話形式のブラウジング・モードで
使用できます。Legato Storage Managerクライアントの索引がリカバリされた後は、このク
ライアントのファイルのリカバリを開始できます。
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前述のとおり、Legato Storage Managerリソース・ファイルはブートストラップ保存セット
の一部として保存されます。リソース・ファイルが削除された場合、/nsr/res.Rから
/nsr/resへコピーまたは移動することで、ファイルを迅速に復元できます。/nsr/resへリス
トアする前に、デーモンをシャットダウンする必要があります（nsr_shutdown(8)を参照し
てください）。

重大なハードウェア障害後など、Legato Storage Managerサーバーを新規マシンにリカバリ
する必要がある場合があります。この場合は、Legato Storage Manager Licensing software
により移動が検出されます。Legato Storage Managerサーバーの新規マシンへの移動後 15
日以内に、オラクル社カスタマ・サポート・センターに再登録する必要があります。再登録
がない場合、サーバーが使用できなくなります。無効になった後は、ファイルのリカバリの
み行えます。サーバーを再登録するまで、新規バックアップは行えません。NSR 
Registration notificationにより、製品の再登録の必要を警告する通知が送信されます。

クローン・メディアからのリカバリクローン・メディアからのリカバリクローン・メディアからのリカバリクローン・メディアからのリカバリ
リモート・サイトなどでクローン・メディアのみを使用してmmrecovを実行する場合、若
干異なる方法でリカバリを行う必要があります。ブートストラップ識別子を選択する際、必
ず、クローン保存セットと対応する情報（ブートストラップ出力で最後にリストされている
保存セット）を使用するようにしてください。次の保存セットのリストを確認してくださ
い。

Jun 17  22:21 1999  mars's Legato Storage Manager bootstrap information Page 1

date      time      level  ssid      file  record  volume
6/14/99   23:46:13  full   17826163  48    0       mars.1
6/14/99   23:46:13  full   17826163  12    0       mars_c.1
6/15/99   22:45:15  9      17836325  87    0       mars.2
6/15/99   22:45:15  9      17836325  24    0       mars_c.2
6/17/99   22:20:25  9      17851237  52    0       mars.3
6/17/99   22:20:25  9      17851237  6     0       mars_c.3

この例では、最新のブートストラップ保存セットの ssidは、17851237です。クローン保存
セットは mars_c.3にあり、ファイルおよびレコードの位置の値は、それぞれ 6および 0で
す。

mmrecovでは、ブートストラップ保存セットのリカバリ後、サーバーの他のクライアント
索引の追跡を開始し、リカバリを完了します。クローン・ブートストラップには、元のボ
リュームおよびクローン・ボリュームに関する情報があります。索引リカバリの処理時、す
べての必要なクローン・ボリュームがオンラインであると、mmrecov単独で完了します。

オンラインでないボリュームがあると、mmrecovでは、バックアップされた元のボリュー
ムからの索引のリカバリを試行するため、元のメディアが要求されます。ブートストラップ
の例では、mars_c.1および mars_c.3はオンラインである必要があります。ボリューム
mars_c.3のみがオンラインの場合、mmrecovにより mars.1が要求されます。この場合、
サーバーの索引のリカバリを終了するには、次の手順に従う必要があります。
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1. リカバリの必要のあるボリュームを確認し、これをメディア・データベースから削除し
ます。nwadmin(8)または nsrwatch(8)では、「Pending」メッセージ・パネルにリカバ
リの必要なボリュームが表示されます。nwadmin(8)または nsrmm(8)を使用して、メ
ディア・データベースからボリュームを削除します。

前述の例を使用すると、mars_c.3がマウントされているため、nsrmm -d mars.1で、メ
ディア・データベースから mars.1を削除する必要があります。

2. サーバーを再起動し、進行中の索引リカバリを中止します。

サーバーを停止するには、nsr_shutdown(8)を使用します。サーバーを再起動するに
は、nsrd(8)を実行します。

3. 保存セットからリカバリして、サーバーの索引をリカバリします。

mminfo(8)を使用して、最新の索引バックアップの保存セット IDを特定します。次に、コ
マンド例を示します。

mminfo -s server -c server -N /nsr/index/server -v -o t

索引が別の位置にある場合、-Nで索引のフルパスを指定することに注意してください。た
とえば、/nsr/index/serverが /disk1/nsr/index/serverのシンボリック・リンクの場合、-N 
/disk1/nsr/index/serverと指定します。リカバリに使用される保存セット IDは、mminfo(8)で
サイズ・フィールドの次に出力されます。mminfoからの次の出力例では、保存セット ID
は 18196です。

mars_c.002    mars    12/27/96 14:06:32  138 KB    18196 cb    9 /nsr/index/mars

保存セット IDの確認後、recover(8)を実行できます。この例の情報を使用すると、コマン
ドは次のようになります。

recover -s server -S 18196

recoverが終了すると、「「「「The index is now fully recovered」」」」というメッセージが表示されま
す。

オプションオプションオプションオプション
-q 
限られた情報のみ。エラー・メッセージのみ表示します。

-v  
詳細情報。デバッグ情報が生成されます。
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr 
これが、ブートストラップ保存セット作成時のシンボリック・リンクであった場合、
mmrecovにより無条件にリカバリ（再作成）されます。

/nsr/res 
このディレクトリおよびその内容は、ブートストラップ保存セットの一部として保存されま
す。mmrecovによりこのディレクトリがリストアされ、/nsr/res.Rに名前が変更されます。
ブートストラップ保存セットのリカバリ中、元のディレクトリの名前は一時的に
/nsr/res.orgになります。

/nsr/mm/mmvolume 
ブートストラップ保存セットの一部として保存された Legato Storage Managerサーバーのメ
ディア索引で、mmrecovにより無条件にリカバリされます。

/nsr/index/servername/db 
ブートストラップ保存セットの一部として保存された Legato Storage Managerサーバーのオ
ンライン・ファイル索引で、mmrecovにより無条件にリカバリされます。

バグバグバグバグ
mmrecovという名前が誤解を招くのか、mmrecovが不必要に使用される場合が多くありま
す。より端的に表すなら、recover_server_index_or_media_index_when_either_is_missing
などの名前になります。サーバーのオンライン索引およびメディア索引に問題がなければ、
通常のリカバリ手順でブートストラップ保存セットの内容はリカバリできることに注意して
ください。

オンライン・ファイル索引にないファイル（savegrpの直近の実行後に保存されたファイル
など）をリカバリするには、scannerを使用して、savegrpの直近の実行から元の索引の消
失までに作成されたボリュームの内容からメディアおよびオンライン・ファイル索引を再作
成する必要があります。

診断診断診断診断
The index for server was NOT fully recovered
serverの索引全体または一部をリカバリ中にエラーが発生しました。出力を調べ、リカバリ
されていないものを確認してください（他のmmrecov状態メッセージとともに、1つ以上
のその他のエラー・メッセージが出力されます）。一時的なリソース制限またはメディア・
エラーなどの場合は、mmrecovを再試行します。永続的なメディア・エラーの場合は、以
前の索引をリカバリする以外に方法がない場合があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mminfo(8)、nsr_crash(8)、nsr(8)、nsrd(8)、nsr_client(5)、
nsr_schedule(5)、nsr_shutdown(8)、recover(8)、save(8)、savefs(8)、
savegrp(8)、scanner(8)、nsrindexasm(8)、nsrmm(8)、nsrmmdbasm(8)、
nwadmin(8)、nsrwatch(8)、nsr_getdate(3) 
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名前名前名前名前
nsr:　　　　Legato Storage Managerディレクティブ・ファイル形式 

説明説明説明説明
このマニュアル・ページには、ディレクティブ・ファイルの形式が記述されています。これ
らのファイルは、Legato Storage Managerバックアップ処理時に、save(8)およびアプリ
ケーション特有のモジュール（Application Specific Module: ASM）プログラムにより解析
されます。この形式は、nsr_directive(5)リソースの directive属性にも使用されます。

ディレクティブにより、特定のファイルのバックアップ方法、下位ディレクトリの検索方法
および後続ディレクティブの処理方法が制御されます。バックアップされるファイルごと
に、ファイルのリカバリに必要な ASM情報もバックアップされます。これにより、ファイ
ルのバックアップ後にディレクティブが変更されていても、recover(8)または直接起動され
た ASMで、ファイルが正常にリカバリされます。各種 ASMの一般的な説明は、uasm(8)
を参照してください。

各ディレクトリのディレクティブ・ファイルは、Legato Storage Managerが ignoreモードで
稼働していない限り、ディレクトリ内のファイルのバックアップ前に解析されます。ディレ
クティブ・ファイルの各行およびディレクティブ属性の各行には、1つのディレクティブが
含まれます。#文字からその行の終わりまでのテキストはコメントとして処理され、廃棄さ
れます。ディレクティブの形式は、次の 3つのいずれかです。

[+] ASM [args ...] : pattern ...
save environment
<< dir >>

3つの形式はそれぞれ、ASM指定、save environmentディレクティブおよび << dir >>ディレ
クティブと呼ばれます。

patternと一致するファイルまたはディレクトリのバックアップ方法を指定するには、ASM
指定（名前および引数）を使用します。patternに一致するディレクトリがあった場合、指定
された ASMによりディレクトリとそのディレクトリ内のファイルが処理されます。pattern
または ASM引数に特殊制御文字または空白文字を使用する場合、二重引用符（"）で囲んで
ください。
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コロン（:）は、ASM指定（および引数）および pattern指定リストの間の区切り文字として
使用されます。各 ASM指定に対する patternリストは、単純なファイル名またはパターンで
構成されます。“..”は、patternにできません。“/”文字も含められません（名前はすべて、カ
レント・ディレクトリ内にある必要があります）。カレント・ディレクトリを表す “.”は使用
できます。ファイル名の一致に、標準 sh(1)ファイル・パターン・マッチング（*、[...]、
[!...]、[x-y]、?）を使用できます。ASM名の前に “+”がある場合、ディレクティブはサブディ
レクトリに適用されます。ディレクトリに移動すると、まずファイルファイルファイルファイルが検索されます。検出
されると、これが読み込まれます。各ファイルは 1回のみ読み込まれます。/下のディレク
トリで保存を開始する際、ファイルを保存して伝播されたディレクティブをカタログに追加
する前に、現在の作業ディレクトリの標準パスにあるファイルが読み込まれます。

ファイルと適切な ASM指定との一致には、次のアルゴリズムが使用されます。まず、カレ
ント・ディレクトリにファイルがあれば、これが始めから終わりまでスキャンされ、先頭に
+のない ASM指定で、patternがファイル名と一致するものが検索されます。一致が検出さ
れない場合、カレント・ディレクトリのファイルが再スキャンされ、先頭に +のある ASM
指定で、patternがファイル名と一致するものが検索されます（ファイル内で、伝播（+）
ディレクティブをすべて、非伝播ディレクティブの後に記述すると、明確になります）。一
致が検出されない場合、“..”ディレクトリにファイルがあれば、これが始めから終わりまで
スキャンされ、先頭に +のある ASM指定との一致が検索されます。“/”ディレクトリに
ファイルがあれば、これがスキャンされるまでこの処理が続けられます 一致が検出されない
（または現在実行されている ASMと同じ名前の ASM指定との一致が検出された）場合、現
在実行されている ASMにより、ファイルの保存が処理されます。

ASM指定および後続ファイルの使用方法を変更するには、save environmentディレクティブ
を使用します。save environmentディレクティブには、ファイル・パターンは使用できませ
ん。これは、現在実行中の ASMおよびこのディレクトリ下で起動される後続の ASMに作
用します。使用できる save environmentディレクティブには、次の 3つがあります。

forget
継承されたディレクティブ（親ディレクトリ内の +で始まるもの）がすべて無視されます。

ignore
下位ディレクトリで検出された後続のファイルが無視されます。

allow
下位ディレクトリでのファイル解析が許可されます。

<< dir >>ディレクティブは、カレント・ファイルの後続の ASM指定が適用されるディレク
トリの指定に使用します。このディレクティブは、複数のファイル内容を統合し、1つの位
置またはディレクトリにするためのものです。このディレクティブの dir部分は、このディ
レクティブを含むディレクトリまたはこれ以下の有効なディレクトリに解決される必要があ
ります。そうでない場合、後続の ASM指定は無視されます。後続の ASMの解析で一貫性
を保つには、ディレクトリがファイル・システムの別の絶対パスにマウントされている場合
でも、ファイル名に相対パス名を使用する必要があります。
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save(8)および savefs(8)の -fオプションおよび ASMプログラムと組み合せて使用するディ
レクティブ・ファイルでは、最初のディレクティブとして << dir >>を記述する必要があり記述する必要があり記述する必要があり記述する必要があり
ます。ます。ます。ます。また、このように << dir >>ディレクティブを使用する場合は、ファイルの先頭でも
後続でも、解析が適切に行われるよう絶対パスを使用してください。絶対パスは、NSR 
directiveリソースの directive属性で指定される各ディレクトリにも使用されます
（nsr_directive(5)を参照してください）。

<< dir >>ディレクティブが使用される場合、後続のディレクティブは解析、ロギングされ、
後で使用されます。dirで指定されたディレクトリがオープンされると、このディレクトリ
に指定された save environmentディレクティブ（allow、ignore、forgetなど）が、まず処理
されます。ASMで現在ファイルが無視されておらず、ローカル・ファイルが存在する場合、
ファイルが読み込まれ、処理されます。ディレクトリに指定された save environment以外の
ディレクティブは、ディレクトリのファイルの最後に追加されている場合同様、最後に処理
されます。複数の << dir >>指定が同じディレクトリに解決される場合、対応する保存ディ
レクトリは、最後に検出されたものが最初に処理されます。

例例例例
次の内容の /usr/src/.nsrファイルがあるとします。

+skip: errs *.o
+compressasm: .

これにより、/usr/srcディレクトリの errsまたは *.oという名前（およびこれに該当する）
のすべてのファイル（またはディレクトリ）がスキップされます。さらに、/usr/srcディレ
クトリ内の他のファイルはすべて、保存時に圧縮され、リカバリ時に自動的に復元されるよ
う設定されます。

次の内容の /var/.nsrファイルがあるとします。

compressasm: adm .nsr
null: * .?*

これにより、ディレクトリ内のすべての名前が保存されますが、/varディレクトリ内のファ
イル（またはディレクトリ）およびこの内容およびこれに含まれるものはすべて（/var/adm
ディレクトリ内のファイルおよびディレクトリ・ファイル自体を除いて）、スキップされま
す。さらに、compressasmは、検索ディレクティブである（uasm(8)を参照）ため、
/var/admディレクトリ内のファイルはバックアップ時に圧縮され、リカバリ時に自動的に復
元されるよう設定されます。
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次の例では、/.nsrファイルがファイル・システム全体のマスター保存ディレクティブ・ファ
イルとして使用され、複数の ASM保存ディレクティブを 1つの位置に統合するよう
<< dir >>ディレクティブが使用されています。

# Master Legato Storage Manager directive file for this machine
<< ./ >>
# /mnt and /a are used for temporary fs mounting
# and need not be saved

skip: mnt a
+skip: core errs dead.letter *% *~

# Don't bother saving anything within /tmp
<< ./tmp >>

skip: .?* *
<< ./export/swap >>

swapasm: *
# Translate all mailboxes. Also, use mailasm to save each mail file to maintain 
# mail file locking conventions and to preserve the last file access time.
<< ./usr/spool/mail >>

xlateasm: .
mailasm: *

# Allow .nsr files to be interpreted in /nsr, even if we are currently ignoring 
# .nsr files. Legato Storage Manager applications (such as nsrindexd) set up    
# their own private .nsr files which save index files more intelligently.
<< ./nsr >>

allow
# We can rebuild any .o files in /usr/src from sources except those in          
# /usr/src/sys.
<< ./usr/src >>

+skip: *.o
<< ./usr/src/sys >>

forget

ファイルファイルファイルファイル
各ディレクトリにディレクティブ・ファイルが保存されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : sh(1)、nsr_directive(5)、nsrindexasm(8)、nsrmmdbasm(8)、
recover(8)、save(8)、savefs(8)、uasm(8)
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名前名前名前名前
NSR:　　　　Legato Storage Managerの導入および概要 

説明説明説明説明
Legato Storage Managerにより、コンピュータ・システム・ネットワーク上のファイルの
バックアップおよびリカバリが容易になります。ファイルおよびファイル・システムをスケ
ジュール・ベースでバックアップできます。ファイル・システム全体および 1つのファイル
のリカバリは、保存したファイルのオンライン索引の使用により容易になります。

Legato Storage Managerでは、クライアント /サーバー・モデルを使用して、ファイルの
バックアップおよびリカバリ・サービスが提供されます。ネットワーク上の少なくとも 1つ
のマシンを Legato Storage Managerサーバーとして指定します。バックアップ対象のディス
クを搭載するマシンが Legato Storage Managerクライアントです。Legato Storage Manager
サービスの提供、システムへのアクセスの制御および索引とメディア・サポートの提供は、
5つのデーモンにより行われます。クライアント側には、ファイル・システムにアクセスし、
Legato Storage Managerサーバーと通信する特別なプログラムが用意されています。

Legato Storage Managerシステムは、いくつかの部分から構成されます。コマンドおよび
ファイルについて、このマニュアルでは簡単に説明されています。詳細は、関連マニュア
ル・ページを参照してください。各コマンドのマニュアル・ページ・エントリは、セクショ
ン 8にあります。ファイルおよびその形式は、セクション 5のマニュアル・ページに説明さ
れています。

『Legato Storage Manager for Windows NT管理者ガイド』では、Legato Storage Managerシ
ステムの構成および管理について説明されています。これには、バックアップ操作の正しい
設定および実行に関する多くの例および説明が含まれます。

インストールインストールインストールインストール
Legato Storage Managerのインストール方法は、インストールするマシンのアーキテクチャ
により異なります。インストール手順については、『Oracle8i インストレーション・ガイド』
を参照してください。

lsminst
Legato Storage Managerインストール・スクリプト。スクリプトにより、クライアントおよ
びサーバーの両方がインストールされます。lsminstスクリプトは、Legato Storage 
Managerの削除にも使用できます。Legato Storage Managerのインストールおよび削除に他
の方法が使用されるシステムがあることに注意してください。この場合、lsminstスクリプ
トは存在しません。
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nsr_layout(5)
Legato Storage Managerプログラム・ファイルおよびマニュアル・ページのインストール場
所が説明されています。

サーバー・デーモンサーバー・デーモンサーバー・デーモンサーバー・デーモン
Legato Storage Managerでは、クライアント /サーバー・モデルを使用して、バックアップ
およびリカバリ・サービスが提供されます。次のデーモンには、サーバー側の Legato 
Storage Managerが含まれます。

nsrd(8) 
Legato Storage Managerのメイン・デーモン。nsrdにより、クライアントとの初期通信が
処理され、他の Legato Storage Managerサーバー・デーモンが起動および停止されます。

nsrindexd(8) 
このサーバーにより、Legato Storage Managerオンライン索引へのアクセスが提供されま
す。索引には、保存したファイルのレコードが保持されます。索引により、バックアップ・
メディアにアクセスせずに、クライアント側でファイルを選択してブラウズしたり、リカバ
リするファイルを選択できます。

nsrmmdbd(8) 
メディア管理データベース・デーモンでは、保存セットおよびメディアの索引が提供されま
す。nsrmmdbdでは、保存したファイルの参照が nsrindexdよりも大まかなため、結果と
して作成される索引は通常小さくなります。

nsrmmd(8) 
メディア多重化デーモンでは、Legato Storage Managerに対するデバイス・サポートが提供
されます。複数のクライアントがファイルを保存している場合、各クライアントからのデー
タは多重送信されます。リカバリ操作の際には、データは非多重化され、要求元のクライア
ントに送信されます。複数のデバイスが使用可能な場合は、これらのデーモンが同時に複数
アクティブになります。

管理管理管理管理
Legato Storage Managerは、リソースおよび属性により管理されます。各リソースには、こ
れに対応する 1つ以上の属性があります。たとえば、デバイスは、Legato Storage Manager
リソース・タイプです。デバイスの属性には、4mmまたは 8mmなどのデバイス・タイプが
あります。Legato Storage Managerのリソース・フォーマットは、nsr_resource(5)に記載さ
れています。マニュアルのセクション 5には、各 Legato Storage Managerリソースのマニュ
アル・ページもあります。

リソース・ファイルは、通常手動では編集しません。値がチェックされ、変更が関連プログ
ラムに自動的に伝播されるよう、Legato Storage Managerツール（通常 nwadmin(8)または
nsradmin(8)）を使用して、リソース・ファイルを動的に編集します。
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nwadmin(8) 
Legato Storage Managerサーバーのアクティビティを監視し、Legato Storage Managerサー
バーを管理します。nwadminは、Motifルック・アンド・フィールを使用した X-Window 
Systemアプリケーションです。nwadminは、大部分のユーザーの Legato Storage Manager
とのインタフェースです。

nsradmin(8) 
Legato Storage Managerサーバーを管理する curses(3)ベース・ツール。

nsrwatch(8) 
Legato Storage Managerサーバーのアクティビティを監視する curses(3)ベース・ツール。

nsrmm(8) 
メディア・マネージャ・コマンド。nsrmmコマンドは、ボリュームのラベル、マウント、
アンマウント、削除およびパージに使用します。マウント要求は、nsrmmdにより作成さ
れ、nwadminまたは nsrwatchにより表示されます。オンライン・ユーザー・ファイル索引
のサイズは、ボリュームの削除およびパージによって制御されます。

nsrim(8) 
オンライン索引を自動的に管理します。通常 savegrpにより定期的に実行されます。

mminfo(8) 
ボリュームおよび保存セットに関する情報が提供されます。

nsrck(8) 
Legato Storage Managerオンライン索引をチェックし、修正します。システムがクラッシュ
し、データベースが正常にクローズされなかった場合、nsrdの起動時に自動的に実行されま
す。

nsr_shutdown(8) 
ローカル Legato Storage Managerサーバーを安全にシャットダウンするために使用される
シェル・スクリプト。nsr_shutdownスクリプトは、スーパー・ユーザーのみ実行できます。

ファイルの保存ファイルの保存ファイルの保存ファイルの保存
Legato Storage Managerでは、ファイルおよびファイル・システムのスケジュールおよび手
動による保存の両方がサポートされます。各クライアントで、ファイル・システム全体また
は一部を保存するようスケジュールできます。クライアントごとに保存の開始を異なる時間
にスケジュールできます。

save(8) 
指定したファイルまたはファイル・グループのバックアップに使用するコマンドライン・
ベース・ツール。saveコマンドは、ユーザーまたは管理者により手動で実行することも、
savegrpにより自動的に実行することもできます。

nwbackup(8) 
ファイル・バックアップ用Motifベース・ツール。nwbackupは、saveに相当するグラフィ
カル・コマンドです。
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注意注意注意注意 :　　　　LSM では、では、では、では、nwbackup(8)はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。

savegrp(8) 
クライアント・マシン・グループのバックアップの開始に使用されます。通常、Legato 
Storage Managerサーバーにより自動的に起動されます。savegrpコマンドでは、サーバー
に格納されているクライアントのオンライン・ファイル索引もバックアップされます。サー
バー自体をバックアップする場合は、ブートストラップ保存セットも作成されます。

nsrexec(8) 
savegrpにより起動されるエージェント savegrpプロセス。nsrexecコマンドでは、Legato 
Storage Managerコマンドの進行が監視されます。

nsrclone(8) 
Legato Storage Manager保存セットおよびボリュームのクローニング・コマンド。nsrclone
を使用すると、保存セットまたはボリューム全体のクローン、つまり正確な複製が作成され
ます。データが Legato Storage Managerメディア・ボリュームにあることを除けば、クロー
ン・データと元のデータに差異はありません。

注意注意注意注意 :　　　　LSM では、では、では、では、nsrclone(8)はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。

nsrexecd(8) 
Legato Storage Managerクライアントで実行される Legato Storage Manager固有のリモート
実行サービス。クライアント・マシンでの saveおよび savefsの起動に、savegrpで使用さ
れます。

savefs(8) 
クライアントの特性を判別し、すべての保存セットをクライアント上のすべての保存セット
の現在のリストにマップするために、savegrpにより使用されます。

ファイルのリカバリファイルのリカバリファイルのリカバリファイルのリカバリ
Legato Storage Managerでは、保存されたユーザー・ファイルのオンライン索引が保持され
ます。ユーザーは、索引をブラウズし、リカバリするファイルを選択できます。この情報を
使用することにより、過去のある時点でのファイルの階層構造を表すことができます。これ
により、Legato Storage Managerでは、正しいボリュームが検出され、要求されたファイル
がリカバリされます。

recover(8) 
オンライン・ユーザー・ファイル索引をブラウズし、リカバリするファイルおよびファイ
ル・システムを選択します。

注意注意注意注意 :　　　　LSM では、では、では、では、recover(8)はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。

nwrecover(8) 
ファイル・リカバリ用Motifベース・ツール。nwrecoverは、recoverに相当するグラフィ
カル・コマンドです。

注意注意注意注意 :　　　　LSM では、では、では、では、nwrecover(8)はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。はサポートされません。
2-36　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsr(8)
mmrecov(8) 
障害時リカバリにのみ使用されます。特別なブートストラップ索引およびサーバーのオンラ
イン・ファイル索引をリカバリします。recoverまたは nwrecoverコマンドは、他のオンラ
イン・ファイル索引のリカバリに使用されます。

scanner(8) 
Legato Storage Managerボリュームの正確性および整合性を検証します。保存セット全体の
リカバリおよびオンライン・ファイルやメディア索引の再作成も行えます。

nsr_crash(8) 
クラッシュ・リカバリ方法を説明したマニュアル・ページ。

nsrinfo(8) 
クライアントのファイル索引の内容に関するレポート作成に使用されます。

アプリケーション特有のモジュールアプリケーション特有のモジュールアプリケーション特有のモジュールアプリケーション特有のモジュール
ユーザー・ファイルを最適な方法で処理するために、Legato Storage Managerでは ASMメ
カニズムが用意されています。異なる ASMを介して処理するファイルの選択には、パター
ン・マッチングが使用されます。パターンおよび対応する ASMは、nsr(5)に記載されてい
ます。recoverでファイルのリカバリに同じ ASMが使用できるよう、saveコマンドでファ
イルの処理に使用された ASMが記録されます。

uasm(8) 
UNIXファイル・システム固有の保存およびリカバリ・モジュール。uasmマニュアル・
ページには、すべての ASMの一般的なルールが記載されています。uasmコマンドおよび
このマニュアル・ページは、実際、compressasm、mailasmおよび xlateasmなどを含むそ
の他の ASMから構成されます。

nsrindexasm(8) 
オンライン・ユーザー・ファイル索引を処理します。

nsrmmdbasm(8) 
オンライン・メディア・データベースを処理します。

サーバーの位置サーバーの位置サーバーの位置サーバーの位置
ネットワークが大きい場合、複数の Legato Storage Managerサーバーが存在する可能性があ
ります。各 Legato Storage Managerクライアント・コマンドで使用するサーバーを選択する
必要があります。

サーバーを選択するクライアント・コマンドは、管理および操作の 2つのグループに分類さ
れます。管理コマンドには、nwadmin、nsrwatchおよびmminfoがあります。操作コマン
ドには、save、savefsおよび recoverがあります。両グループのコマンドで、Legato 
Storage Managerサーバーを明示的に指定する -s serverオプションを使用できます。
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サーバーが明示的に指定されていない場合、操作コマンドでは次の手順でサーバーが検出さ
れます。最初に検出されたサーバーが使用されます。

1. ローカル・マシンを調べ、これが Legato Storage Managerサーバーかどうかを確認しま
す。そうである場合、これが使用されます。

2. カレント・ディレクトリのマシンを調べ、これが Legato Storage Managerサーバーかど
うかを確認します。そうである場合、これが使用されます。

3. -cオプションで指定されたマシンを調べ、これが Legato Storage Managerサーバーかど
うかを確認します。そうである場合、これが使用されます。

4. ローカル・マシンの nsrexecd(8)から、認証されている Legato Storage Managerサー
バーのリストを得ます。リスト上の各マシンを調べ、これが Legato Storage Manager
サーバーかどうかを確認します。Legato Storage Managerサーバーと最初に判別された
マシンが使用されます。

5. ブロードキャスト要求が発行されます。要求に最初に応答した Legato Storage Manager
サーバーが使用されます。

6. Legato Storage Managerサーバーがまだ検出されない場合、ローカル・マシンが使用さ
れます。

管理コマンドでは、ステップ 1のみ使用されます。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
保存を行うには、指定したクライアントに対し、NSR clientリソースが作成されている必要
があります。リカバリを行う前に、サーバーでは、NSR clientリソースの remote access属
性がチェックされ、クライアント・アクセスが検証されます（nsr_client(5)を参照）。
Legato Storage Managerの以前のバージョンでは、指定された範囲内のポートを使用して
サーバーに接続する必要がありました。このため、UNIXクライアントでは、有効な rootの
uidで接続設定する必要がありました。新規バージョンの Legato Storage Managerでは、
RPC認証に近い方法が使用され、指定されたポートを使用する必要がありません。このた
め、rootに setuidする操作は必要ありません。

savegrp(8)コマンドでは、nsrexecd(8)リモート保存実行サービスを使用して、NSRグルー
プ内の各クライアント・マシンで save(8)コマンドが起動されます。詳細は、nsrexecd(8)マ
ニュアル・ページを参照してください。以前のバージョンの Legato Storage Managerとの互
換性を保つため、nsrexecdが特定のクライアントで実行されていない場合、savegrp(8)で
は、リモート実行に rsh(1)プロトコルが使用されます。

nsradmin(8)または nwadmin(8)コマンドを介した NSRリソースへのアクセスは、各リ
ソースの administrator属性により制御されます。この属性には、リソースを管理する権限
を持つユーザーの名前の一覧が含まれます。アンパサンド（&）で始まる名前は、ネットグ
ループを表します（netgroup(5)を参照してください）。また、名前は、特定のホストの特定
のユーザーに権限が付与されていることを表す user@hostの形式の場合もあります。
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ネーミングおよび認証ネーミングおよび認証ネーミングおよび認証ネーミングおよび認証
前述のとおり、NSRサーバーでは、クライアントとしてリストされているマシンまたは
remote accessにリストされているマシン（リカバリの場合）からの接続のみ受け入れます。
マシンは複数の物理ネットワークに接続され、各物理ネットワーク接続に複数の別名が使用
されているため、次の指針に従ってセキュリティと操作性の両方の実現を試みています。
UNIX環境でのネーミングの詳細は、gethostent(3)またはネーム・サービスに関する他のド
キュメントを参照してください。

クライアント自体の名前は、次のように決まります。まず、クライアントの UNIX名が、
gethostname(2)システム・コールを使用して取得されます。UNIXシステム名は、
gethostbyname(3)ライブラリ・ルーチンのパラメータとして使用されます。クライアント
では、この名前が gethostbynameから返された公認の（プライマリな）名前とされます。
この名前が、接続の確立時に Legato Storage Managerに渡されます。

サーバーでは、接続のリモート・アドレスとクライアントから渡された名前を一致させ、ク
ライアント接続が認証されます。アドレスは、gethostbyaddr(3)ライブラリ関数を介して、
ホスト名のリストにマップされます。次に、クライアントから渡された名前は、ホスト名の
別のリストを取得する gethostbynameへのパラメータとして使用されます。2つのリストに
共通の名前が存在する場合のみ、クライアントは問題なく認証されます。

Legato Storage Managerサーバーでは、クライアントの名前が gethostbynameにより返さ
れた公認の名前に変換され、クライアントの名前がオンライン索引データベース名にマップ
されます。このマッピングは、クライアント作成時および接続確立時の両方で行われます。

安全かつ効率的なネーミングを行うには、次のルールに従ってください。

1. Legato Storage Managerクライアントおよびサーバーでアクセスするホスト名データ
ベースに矛盾のないようにしてください。NIS（YP）および Domain Name System
（DNS）は、ホスト名の一貫性を補助するネーミング・サブシステムです。

2. 1つのマシンに対するすべてのホスト・エントリで、少なくとも 1つ共通の別名が存在
する必要があります。

3. 新規クライアントを作成する際、クライアント・マシンで UNIXシステム名に逆方向に
マップして生成された UNIXシステム名と同じ公認名にマップする名前または別名を使
用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : rsh(1)、gethostname(2)、gethostent(3)、netgroup(5)、nsr(5)、
nsr_layout(5)、nsr_resource(5)、ypfiles(5)、ypmake(5)、mminfo(8)、
nsr_crash(8)、nsr_shutdown(8)、nsradmin(8)、nsrck(8)、nsrclone(8)、
nsrd(8)、nsrexecd(8)、nsrim(8)、nsrindexasm(8)、nsrindexd(8)、
nsrinfo(8)、nsrls(8)、nsrmm(8)、nsrmmd(8)、nsrmmdbasm(8)、
nsrmmdbd(8)、nsrwatch(8)、nwadmin(8)、nwbackup(8)、nwrecover(8)、
recover(8)、mmrecov(8)、save(8)、savefs(8)、savegrp(8)、scanner(8)、
uasm(8)。
『Legato Storage Manager for Windows NT管理者ガイド 』
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nsr_archive_client(5)

名前名前名前名前
nsr_archive_client:　　　　Legato Storage ManagerのNSR archive clientリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR archive client 

説明説明説明説明
各 NSR archive clientは、NSR archive clientタイプの単一のリソースによって説明されま
す（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Managerサーバーの NSR archive clientリ
ソースを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR archive client" 

Legato Storage Manager管理プログラムの使用の詳細は、nsradmin(8)マニュアル・ページ
を参照してください。アーカイブ・クライアント・リソースも nwadmin(8)コマンドを使用
して編集できます。

このリソースでは、Legato Storage Managerサーバーのアーカイブ・サービスの利用が可能
なシステムについて説明されます。各アーカイブ・クライアントには、リソースが 1つだけ
あります。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR archive clientリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、
属性値へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないことを
示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。非表示非表示非表示非表示は、プロ
グラムまたはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)で隠
しオプションが選択されている場合、または nwadmin(8)の特定のウィンドウの「View」
メニューで「details Menu Item」を選択した場合のみ、表示できます。動的動的動的動的な属性は、急速
に値が変更します。暗号化暗号化暗号化暗号化属性は、元の形式では表示されないデータを含みます。データは
本来機密性のあるもので、誤って公開しないよう保護する必要があるということが前提で
す。他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）がいくつかあり、
nsr_resource(5)で説明されています。

name   （読取り専用、単一文字列） 
この属性は、Legato Storage Managerアーカイブ・クライアントのホスト名を指定します。
例例例例 :　name: venus; 
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archive users list   （読取り /書込み、文字列リスト） 
この属性は、クライアントでアーカイブ・サービスを使用できるユーザーのリストを指定し
ます。ユーザーがリストされていない場合、管理者とローカル rootユーザーのみがクライア
ントでアーカイブ・サービスを使用できます。‘*’の付いている値は、データをアーカイブま
たは検索できるユーザーを意味します。‘/’および ‘@’の文字はユーザー名には使用できませ
ん。
例例例例 :　archive users list: paul; 

remote access   （読取り /書込み、文字列リスト） 
この属性は、クライアント・ファイルをバックアップ、ブラウズおよびリカバリするユー
ザーを制御します。デフォルトでは、この属性は空のリストで、クライアントのユーザーの
みがクライアント・ファイルをバックアップ、ブラウズおよびリカバリできることを示しま
す。その他のユーザー、ホストおよびネットグループには、これらの名前をこの属性に追加
することで、このクライアント・ファイルへのアクセス権限を付与することができます。
ネットグループ名の前には、アンパサンド（&）を付ける必要があります。<ユーザー >@
<ホスト >または <ホスト >/<ユーザー >形式の入力により、指定したユーザーにクライ
アント・ファイルへのアクセス権限を付与します。<ユーザー >または <ホスト >あるいは
両方をワイルド・カード（*）にすることが可能です。ユーザー名がワイルド・カードの場
合、ホストのすべてのユーザーにクライアント・データへのアクセス権限が付与されること
を示します。ホスト名がワイルド・カードの場合、すべてのホストのユーザーにクライアン
ト・データへのアクセス権限が付与されることを示します。ホストのすべてのユーザーに
も、ホスト名をリストするだけでクライアント・データへのアクセス権限を付与できます。
つまり、<ホスト >は、*@<ホスト >または <ホスト >/*と同じです。プラス記号（+）
は、サーバーのリモート・コマンド・システムにより認証されている rootユーザーを持つホ
ストのユーザーすべてにクライアント・ファイルへのアクセス権限が付与されることを示し
ます。この属性はファイル・システム権限を上書きしないので、ユーザーはファイルをバッ
クアップ、ブラウズまたはリカバリするファイル・システム権限をまだ必要とすることに注
意してください。次の例では、次の基準のうち少なくとも 1つを満たすすべてのユーザーに
対し、クライアント・データへのアクセス権限を付与します。<ユーザー名 , ユーザーのホ
スト名 , サーバーのドメイン >は netadminsネットグループのメンバーで、ホストmarsか
らのユーザー、ホスト jupiterからのユーザー、ホスト plutoからの samであるユーザー名、
または任意のホストからの rootであるユーザー IDです。
例例例例 :　remote access: &netadmins, mars, *@jupiter, sam@pluto, */root; 

remote user   （読取り /書込み、文字列）
この属性は、クライアントでコマンドを実行するのに Legato Storage Managerサーバーが使
用するユーザー・ログイン名を指定します。デフォルト値は NULLで、rootを使用する必
要があることを示します。nsralist（nsralist(8)を参照）を Legato Storage Managerサーバー
で実行する場合、サーバーによりアーカイブ・リストを実行するためにクライアントでコマ
ンドが実行されます。
例例例例 :　remote user: operator; 
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password   （読取り /書込み、暗号化） 
nsralistコマンドは、クライアント・マシンで nsrarchiveコマンドを開始する場合にこの属
性を使用します。nsrarchiveコマンドは、パスワードを使用してアーカイブされるファイル
にアクセスします。パスワードが与えられている場合、このリソースの remote user属性も
定義されている必要があります。この属性は、UNIXクライアントには設定する必要はあり
ません。

executable path   （読取り /書込み、文字列、非表示）
この属性は、クライアントで Legato Storage Managerサーバーがコマンドを実行する場合に
使用するパスを指定します。パスが指定されていない場合、remote userの $PATHが使用さ
れます。
例例例例 :　executable path: /etc/nsr; 

aliases   （読取り /書込み、文字列リスト、非表示） 
これは問合せと一致するクライアント・マシンの別名（ニックネーム）のリストです。この
リストが空の場合、クライアント名のみが一致します。
例例例例 :　aliases: mars;

server network interface   （読取り /書込み、文字列、非表示） 
アーカイブおよび検索のために使用されるサーバーのネットワーク・インタフェースの名
前。
例例例例 :　server network interface: mars-2 ; 

例例例例
注意注意注意注意 :　　　　隠しオプションは、この例に示されていません。

plutoという名前のアーカイブ・クライアントを定義するリソース。

type:          NSR archive client;
name:          pluto;
archive users: ;
remote access: ;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_directive(5)、nsradmin(8)、nsralist(8)、
nsrarchive(8)、nsrretrieve(8)、nwadmin(8)
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nsr_archive_request(5)

名前名前名前名前
nsr_archive_request:　　　　Legato Storage Managerの NSR archive requestリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR archive request 

説明説明説明説明
各 NSR archive requestは、NSR archive requestタイプの単一のリソースによって説明され
ます（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Managerサーバーの NSR archive requestリ
ソースを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR archive request" 

Legato Storage Manager管理プログラムの使用の詳細は、nsradmin(8)マニュアル・ページ
を参照してください。アーカイブ要求リソースも nwadmin(8)コマンドを使用して編集でき
ます。

このリソースにより、管理者は後で発生するアーカイブ、または一連のデータに頻出する
アーカイブを設定できます。管理者は次の 24時間内に指定したクライアントのアーカイブ
を実行できます。nsralist(8)コマンドを介してアーカイブが実行されます。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR archive requestリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報
は、属性値へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないこ
とを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。非表示非表示非表示非表示は、
プログラムまたはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)
で隠しオプションが選択されている場合、または nwadmin(8)の特定のウィンドウの
「View」メニューで「details Menu Item」を選択した場合のみ、表示できます。動的動的動的動的な属性
は、急速に値が変化します。暗号化暗号化暗号化暗号化属性は、元の形式では表示されないデータを含みます。
データは本来機密性のあるもので、誤って公開しないよう保護する必要があるということが
前提です。他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）がいくつかあり、
nsr_resource(5)で説明されています。

name   （読取り /書込み） 
この属性は、この Legato Storage Managerアーカイブ要求の名前を指定します。
例例例例 :　name: Product Source Tree; 
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annotation   （読取り /書込み） 
この属性には、このアーカイブ要求から生成されるアーカイブ保存セットと関連付けられる
注釈テキストが含まれます。
例例例例 :　annotation: Product Release 4.1; 

status   （読取り /書込み、選択）
この属性は、アーカイブ要求を実行する必要があるかどうかを決定します。値が設定されて
いない場合、アーカイブ要求がスケジュールされていないことを示します。start nowを選択
すると、アーカイブ要求が即実行されます。start laterを選択すると、アーカイブ要求が
start time属性（次を参照）で指定された時間に実行されます。
例例例例 :　status:; 

start time   （読取り /書込み） 
この属性は、アーカイブ要求を実行する時間を決定します。status属性（前述の属性を参
照）は、アーカイブ要求をスケジュールする start laterに対して、設定する必要があります。
24時間表示の形式は “時 :分 ”となります。
例例例例 :　start time: 3:33; 

completion time   （読取り /書込み、非表示） 
この属性は、アーカイブ要求が完了した時間を示します。形式は、“曜日 月 日付 時 :分 :秒 
年 ”となります。
例例例例 :　"Thu Oct 22 17:00:37 1999";; 

client   （読取り /書込み） 
この属性は、アーカイブ要求が実行される Legato Storage Managerアーカイブ・クライアン
トを示します。
例例例例 :　client: neptune; 

save set   （読取り /書込み） 
save set属性は、アーカイブ・クライアントでアーカイブされるパス名をリストします。名前
はカンマ + スペース（“, ”）で区切ります。
例例例例 :　save set: /product/src, /accounting/db; 

directive   （読取り /書込み） 
この属性は、アーカイブを実行する際に使用するディレクティブを指定します。デフォルト
値は選択されていません。ディレクティブ・リソースの有効な選択肢は、現在 NSR 
directiveリソースに定義されている名前です。nsr_directive(5)を参照してください。
例例例例 :　directive: Default with compression; 

archive pool   （読取り /書込み） 
この属性は、アーカイブ要求から生成されるアーカイブ保存セットに適用される通常のメ
ディア・プールの上書きに使用されます。プールを選択することにより、メディア・プール
へのアーカイブを指示します。
例例例例 :　archive pool: Archive; 
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verify   （読取り /書込み、選択） 
この属性は、アーカイブ要求によるアーカイブの検証を指示します。アーカイブの詳細は、
nsrarchive(8)を参照してください。Yesを選択すると、検証が行われます。Noを選択する
と、検証は行われません。ユーザーがアーカイブ保存セットをクローン化することを要求し
た場合、クローニング操作により元のアーカイブ保存セットが検証され、クローンへの検証
が行われます。
例例例例 :　verify: Yes; 

verified   （読取り /書込み、非表示） 
この属性は使用されません。
例例例例 :　verified: No; 

clone   （読取り /書込み） 
この属性は、アーカイブ要求により生成されたアーカイブ保存セットがクローン化されるか
どうかを制御します。Yesの値は、アーカイブ保存セットがクローン化されることを示しま
す。Noの値は、クローン化されないことを示します。
例例例例 :　clone: No; 

cloned   （読取り /書込み、非表示） 
この属性は使用されません。
例例例例 :　cloned: No; 

archive clone pool   （読取り /書込み） 
この属性は、アーカイブ要求により生成されたアーカイブ保存セットをクローニングする際
に、アーカイブ要求で使用する必要があるアーカイブ・クローン・メディア・プールを示し
ます。
例例例例 :　archive clone pool: Archive clone; 

grooming   （読取り /書込み） 
この属性は、アーカイブ要求により生成されたアーカイブ保存セットが作成、検証およびク
ローン化されると実行されるグルーミング・アクションを示します。noneの値は、アクショ
ンが実行されないことを示します。removeの値は、save set属性で指定されたファイルと
ディレクトリが rmdir(2)と unlink(2)システム・コールを介して削除されることを示しま
す。
例例例例 :　grooming: none; 

archive completion   （読取り /書込み） 
アーカイブ要求の状態を送信するために実行される通知アクション。
例例例例 :　archive completion: /usr/ucb/mail -s "Product Archive" systemadmin; 

log   （読取り /書込み、非表示） 
この属性には、nsralistコマンドの実行に関する情報が含まれます。
例例例例 :　log:; 
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例例例例
注意注意注意注意 :　　　　隠しオプションは、この例に示されていません。

Productという名前のアーカイブ要求を定義するリソース。

type:                  NSR archive request;
name:                  Product Source;
annotation:            Product Release 3.0;
status:                Start later;
start time:            "2:00";
client:                space;
save set:              /product/source;
directive:             Default with compression;
archive pool:          Archive;
verify:                Yes;
clone:                 Yes;
archive clone pool:    Archive Clone;
grooming:              none;
archive completion:    mail -s Product Source Archive productteam;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_directive(5)、nsr_resource(5)、nsradmin(8)、
nwadmin(8)、rmdir(2)、unlink(2)
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nsr_client(5)

名前名前名前名前
nsr_client:　　　　Legato Storage Managerの NSR clientリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR client 

説明説明説明説明
各 NSR clientは、NSR clientタイプの単一のリソースによって説明されます
（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage ManagerサーバーのNSR clientリソースを編集
するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR client" 

Legato Storage Manager管理プログラムの使用の詳細は、nsradmin(8)マニュアル・ページ
を参照してください。クライアント・リソースも nwadmin(8)を使用して編集できます。

各 Legato Storage Managerクライアントについて、このリソースでは、保存する必要がある
ファイル、これらのファイルを保存するスケジュール、保存からファイルを除外するのに使
用するディレクティブ、オンライン・ファイル索引とメディア索引にファイルの索引エント
リを保持する期間、およびクライアント・ファイルのバックアップ、ブラウズおよびリカバ
リができるユーザーに関して説明します。クライアントは、これを説明するリソースを複数
持っている場合があります。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR clientリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性値
へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないことを示しま
す。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。非表示非表示非表示非表示は、プログラム
またはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)で隠しオプ
ションが選択されている場合、または nwadmin(8)の特定のウィンドウの「View」メ
ニューで「details Menu Item」を選択した場合のみ、表示できます。動的動的動的動的な属性は、急速に
値が変化します。暗号化暗号化暗号化暗号化属性は、元の形式では表示されないデータを含みます。データは本
来機密性のあるもので、誤って公開しないよう保護する必要があるということが前提です。
他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）がいくつかあり、
nsr_resource(5)で説明されています。

name   （読取り専用、単一文字列）
この属性は、この Legato Storage Managerクライアントのホスト名を指定します。
例例例例 :　name: venus; 
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server   （固定、単一文字列） 
この属性は、このクライアントの Legato Storage Managerサーバーのホスト名を指定しま
す。サーバーのホスト名は、デフォルト値として使用されます。
例例例例 :　server: jupiter; 

archive services   （読取り /書込み、選択） 
この属性は、このシステムがアーカイブ・サービスを使用するかどうかを決定します。この
属性は、アーカイブ・サポートがサーバーで使用可能な場合のみ設定できます。選択肢は、
enabledまたは disabledです。
例例例例 :　archive services: enabled:

schedule   （読取り /書込み、選択） 
この属性は、save set属性にリストされる保存セットのバックアップ・レベルを制御するス
ケジュールの名前を指定します。デフォルト値は Defaultです。現在定義されているスケ
ジュール名を使用できます。nsr_schedule(5)を参照してください。
例例例例 :　schedule: Default; 

browse policy   （読取り /書込み、選択） 
この属性は、クライアントのオンライン・ファイル索引にエントリを保持する期間を制御す
る方針の名前を指定します。デフォルト値はMonthです。現在定義されている方針名は、
保存方針の期間より短いそのブラウズ方針で定義された期間、使用できます。nsr_policy(5)
を参照してください。
例例例例 :　browse policy: Months; 

retention policy   （読取り /書込み、選択） 
この属性は、エントリが recyclableとしてマークされる前にメディア索引に保持される期間
を制御する方針の名前を指定します。デフォルト値は Yearです。現在定義されている方針
名は、ブラウズ方針の期間より長いその保存方針で定義された期間、使用できます。
nsr_policy(5)を参照してください。
例例例例 :　retention policy: Year; 

directive   （読取り /書込み、選択） 
この属性は、クライアントをバックアップする際に使用するディレクティブを指定します。
デフォルト値は NULLです。ディレクティブ・リソースの有効な選択肢は、現在NSR 
directiveリソースに定義されている名前です。nsr_directive(5)を参照してください。
例例例例 :　directive: Unix with compression directives; 

group   （読取り /書込み、選択リスト） 
この属性は、クライアントがメンバーであるグループを指定します。グループは、自動バッ
クアップの開始時間を制御します。値は、現在定義されている NSR groupリソースの 1つ
です。nsr_group(5)を参照してください。デフォルト値は Defaultです。
例例例例 :　group: Default; 
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save set   （読取り /書込み、リスト） 
save set属性は、このクライアントで保存されるパス名をリストします。名前はカンマ + ス
ペース（“, ”）で区切ります。デフォルト値は Allです。UNIXクライアントでは、Allはマ
ウントされたファイル・システムを意味します。DOSクライアントでは、Allは DOS用
Legato Storage Managerの「Change Automatic Backup」選択項目を介してクライアントで
指定されたファイル・システムを意味します。デフォルトでは、DOSクライアントのハー
ド・ディスクすべてがバックアップされます。
クライアントに、異なるスケジュールで保存される異なるファイル・システムが必要な場
合、特定のスケジュールのファイル・システムの各セットに対して、1つのクライアント・
リソースが必要です。グループ内で同じ名前を持つクライアント・リソースすべてに対し
て、指定されたパス名が 1度だけ表示されます。クライアント・リソースが保存セットを
Allとしてリストする場合、そのリソースは、そのグループに含まれる名前を持つクライア
ント・リソースのみである必要があります。
例例例例 :　save set: /, /usr, /usr/src; 

priority   （非表示、読取り /書込み、選択） 
この属性は、このクライアントのバックアップ優先順位を制御します。優先順位 1が最も順
位が高く、1000が最も順位が低くなります。自動化された savegrpは、優先順位の低いクラ
イアントより優先順位の高いクライアントのバックアップを先に試行します。これは単なる
ヒントであることに注意してください。savegrpコマンドには、考慮に入れる多くのパラ
メータがあり、ロード・バランスをとろうとするときに、優先順位の低いクライアントを選
択できます。
例例例例 :　priority: 500; 
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remote access   （読取り /書込み、文字列リスト） 
この属性は、クライアント・ファイルをバックアップ、ブラウズおよびリカバリするユー
ザーを制御します。デフォルトでは、この属性は空のリストで、クライアントのユーザーの
みがクライアント・ファイルをバックアップ、ブラウズおよびリカバリできることを示しま
す。その他のユーザー、ホストおよびネットグループには、これらの名前をこの属性に追加
することで、このクライアント・ファイルへのアクセス権限を付与することができます。
ネットグループ名の前には、アンパサンド（&）を付ける必要があります。<ユーザー >@
<ホスト >または <ホスト >/<ユーザー >形式の入力により、指定したユーザーにクライ
アント・ファイルへのアクセス権限を付与します。<ユーザー >または <ホスト >あるいは
両方をワイルド・カード（*）にすることが可能です。ユーザー名がワイルド・カードの場
合、ホストのすべてのユーザーにクライアント・データへのアクセス権限が付与されること
を示します。ホスト名がワイルド・カードの場合、すべてのホストのユーザーにクライアン
ト・データへのアクセス権限が付与されることを示します。ホストのすべてのユーザーに
も、ホスト名をリストするだけでクライアント・データへのアクセス権限を付与できます。
つまり、<ホスト >は、*@<ホスト >または <ホスト >/*と同じです。この属性はファイ
ル・システム権限を上書きしないので、ユーザーはファイルをバックアップ、ブラウズまた
はリカバリするファイル・システム権限をまだ必要とすることに注意してください。次の例
では、次の基準のうち少なくとも 1つを満たすすべてのユーザーに対し、クライアント・
データへのアクセス権限を付与します。<ユーザー名 , ユーザーのホスト名 , サーバーのド
メイン >は netadminsネットグループのメンバーで、ホストmarsからのユーザー、ホスト
jupiterからのユーザー、ホスト plutoからの samであるユーザー名、または任意のホスト
からの rootであるユーザー IDです。
例例例例 :　remote access: &netadmins, mars, *@jupiter, sam@pluto, */root; 

remote user   （読取り /書込み、文字列） 
この属性には、いくつかの使用用途があります。rsh(1)プロトコル（新規クライアントは、
かわりに nsrexecd(8)を使用）を介してアクセスされるクライアントに対して、この属性は
Legato Storage Managerサーバーがクライアントとの接続の認証に使用するユーザー・ログ
イン名を指定します。デフォルト値は NULLで、rootを使用する必要があることを示しま
す。savegrp -p（savegrp(8)を参照）が Legato Storage Managerサーバーで実行される場
合、サーバーによりクライアントでコマンドが実行され、保存するファイルが決定されま
す。nsrexecd(8)プロトコルがクライアントへのアクセスに使用される場合、remote user属
性は認証には使用されないことに注意してください。
NetWareファイル・サーバーのようなクライアントは、（次に示すような）password属性
とともにこの属性を使用し、バックアップされたファイルにアクセスします。Sybaseデータ
ベースのような、アプリケーション・データをバックアップするその他のクライアントは、
パスワードとともにこの属性を使用してアプリケーション・データにアクセスします。同一
のクライアントの説明をする各リソースに対して、この属性の異なる値を設定できます。
例例例例 :　remote user: operator; 
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password   （読取り /書込み、暗号化） 
savegrpコマンドは、クライアント・マシンで savefsと saveコマンドを開始する場合にこ
の属性を使用します。savefsと saveコマンドは、パスワードを使用してバックアップされ
たファイルにアクセスします。パスワードが与えられている場合、クライアント・リソース
の remote user属性も定義されている必要があります。同一のクライアントの説明をする各
リソースに対して、この属性の異なる値を設定できます。この属性は、アプリケーションの
指定されたデータをバックアップしていない既存の UNIXクライアントに対して設定する必
要はありません。

backup command   （読取り /書込み、文字列） 
このクライアントのデータと保存セットのバックアップを実行するリモート・コマンド。こ
のコマンドは、バックアップ前および後の処理を実行するのに使用でき、デフォルトは save
コマンドです。値にパスを含むことはできません。値は “save”または “nsr”の接頭辞で開始
する必要があります。
例例例例 :　backup command: savemsg; 

executable path   （読取り /書込み、文字列、非表示） 
この属性は、クライアントで Legato Storage Managerサーバーがコマンドを実行する場合に
使用するパスを指定します。パスが指定されていない場合、remote userの $PATHが使用さ
れます。
例例例例 :　executable path: /etc/nsr; 

server network interface   （読取り /書込み、文字列、非表示） 
保存およびリカバリのために使用されるサーバーのネットワーク・インタフェースの名前。
例例例例 :　server network interface: mars-2 ; 

aliases   （読取り /書込み、文字列リスト、非表示） 
これは問合せと一致するクライアント・マシンの別名（ニックネーム）のリストです。この
リストが空の場合、クライアント名のみが一致します。
例例例例 :　aliases: mars; 

owner notification   （読取り /書込み、非表示） 
マシンの ownerまたは primaryユーザーに状態メッセージの内容（たとえば、save-group
完了メッセージ）を送信するために実行する通知アクション。
例例例例 :　owner notification: /usr/ucb/mail -s "mars’ owner notification" carl@mars; 

statistics   （固定、非表示、動的） 
この属性には、クライアントのオンライン・ファイル索引のサイズ（KB）、実際に使用され
るサイズ（KB）、および索引のエントリ数の 3つの値が含まれます。
例例例例 :　statistics: elapsed = 1761860, index size (KB) = 776, amount used (KB) = 680,
entries = 2216; 

index save set   （更新のみ、非表示、動的） 
この属性は、最も古いサイクルをパージするために索引操作が設定されている場合に、パー
ジするクライアント・ファイル索引保存セットを指定します。
例例例例 :　index save set: /; 
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index path   （読取り /書込み、非表示） 
この属性の使用により、Legato Storage Manager管理者が複数のディスク・パーティション
での Legato Storage Managerオンライン・ファイル索引ディスク使用率を均衡化できます。
設定された場合、この属性にはクライアントのオンライン・ファイル索引のあるディレクト
リへのフルパスが含まれます。パスの最後のコンポーネントは、クライアント・リソースの
name属性（前述の属性を参照）と一致する必要があることに注意してください。空白にし
た場合、索引パスはデフォルトで /nsr/index/nameパスになります。nameは、クライアン
ト・リソースからの name属性です。
例例例例 :　index path: /disk2/index/venus; 

index message   （更新のみ、非表示、動的） 
この属性には、前の索引操作の終了状態メッセージが含まれます。この属性は通常は空白
で、前の操作が正常に完了したことを示します。
例例例例 :　index message:; 

index operation start   （更新のみ、非表示、動的） 
この属性には、現在の索引操作の開始時間が含まれます。この属性は、操作が Idleの場合、
NULLの文字列（""）です。曜日、時間、分と続く形式です。
例例例例 :　index operation start: Wednesday 02:45; 

index progress   （更新のみ、非表示、動的） 
この属性には、索引が現在のタスクの終了に向って進んでいる進行状況が含まれます。この
属性は、操作が Idleの場合、空白です。進行は、割合で表されます。
例例例例 :　index progress: 45; 

index operation   （更新のみ、非表示、動的） 
この属性には、現在の索引操作が含まれます。通常は Idleです。
例例例例 :　index operation: Reclaiming space; 

parallelism   （読取り /書込み、非表示） 
この属性は、クライアントで同じ時間に実行する保存の最大数を指定します。
例例例例 :　parallelism: 2; 

archive users   （読取り /書込み、文字列リスト） 
この属性は、クライアントでアーカイブ・サービスを使用できるユーザーのリストを指定し
ます。この属性は、アーカイブ・サポートがサーバーで使用可能な場合のみ設定できます。
ユーザーがリストされていない場合、管理者とローカル rootユーザーのみがクライアントで
アーカイブ・サービスを使用できます。‘*’の付いている値は、データをアーカイブまたは検
索できるユーザーを意味します。‘/’および ‘@’の文字はユーザー名には使用できません。
例例例例 :　archive users: paul; 

application information   （読取り /書込み、非表示、文字列リスト） 
この属性には、クライアント・アプリケーション情報が含まれます。
例例例例 :　application information: ; 
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storage nodes   （読取り /書込み、文字列リスト） 
これは、クライアントのデータを保存する際に使用するクライアントの記憶域ノードの順序
付けられたリストです。使用可能デバイスおよび機能メディア・デーモン、nsrmmd(8)を持
つ最初の記憶域ノードに保存されます。nsrserverhostのデフォルト値はサーバーを表しま
す。記憶域ノードの詳細は、nsr_storage_node(5)を参照してください。

clone storage nodes   （読取り /書込み、文字列リスト） 
これは、クライアントのデータをクローン化する際に使用するクライアントの記憶域ノード
の順序付けられたリストです。記憶域ノードから作成されるクローン化されたデータは、使
用可能デバイスおよび機能メディア・デーモン、nsrmmd(8)を持つ最初の記憶域ノードに送
られます。デフォルト値はありません。この属性に値がない場合、サーバーの clone storage 
nodesが参照されます。この属性にも値がない場合は、サーバーの storage nodes属性が使
用され、クローンのターゲット・ノードを選択します。記憶域ノードの詳細は、
nsr_storage_node(5)を参照してください。

例例例例
注意注意注意注意 :　　　　隠し属性は、例に示されていません。

クライアントを定義するリソースは venusと呼ばれ、Legato Storage Managerサーバー
marsへのすべてのファイルをバックアップします。

type:                      NSR client;
name:                      venus;
server:                    mars;
archive services:          Disabled;
schedule:                  Full Every Friday;
browse policy:             Month;
retention policy:          Quarter;
directive:                 Unix with compression directives;
group:                     Default;
save set:                  All;
remote access:             ;
remote user:               ;
password:                  ;
backup command:            ;
aliases:                   venus, venus.legato.com;
archive users:             ;
storage nodes:             nsrserverhost;
clone storage nodes:       ;
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異なるスケジュールで異なるファイル・システムをバックアップするクライアントのリソー
ス。

type:                      NSR client;
name:                      saturn;
server:                    mars;
archive services:          Disabled;
schedule:                  Default;
browse policy:             Month;
retention policy:          Quarter;
directive:                ;
group:                    engineering;
save set:                 /,  /usr,  /usr/src;
remote access:            venus, sam@*, jupiter/john;
remote user:              operator;
password:                 ;
backup command:           ;
aliases:                  saturn.legato.com;
archive users:            ;
storage nodes:            nsrserverhost;
clone storage nodes:      ;
type:                     NSR client;
name:                     saturn;
server:                   mars;
archive services:         Disabled;
schedule:                 Full on 1st Friday of Month;
browse policy:            Month;
retention policy:         Quarter;
directive:                Unix standard directives;
group:                    Default;
save set:                 /usr/src/archive;
remote access:            sam@venus, &netadmins, root@*;
remote user:              operator;
password:                 ;
backup command:           ;
aliases:                  saturn.legato.com;
archive users:            ;
storage nodes:            nsrserverhost;
clone storage nodes:      ;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : rsh(1)、ruserok(3)、nsr(5)、nsr_schedule(5)、nsr_directive(5)、
nsr_group(5)、nsr_policy(5)、nsr_storage_node(5)、save(8)、savegrp(8)、
savefs(8)、nsradmin(8)、nsrexecd(8)、nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nsr_crash:　　　　Legato Storage Managerを使用した障害からのリカバリ方法 

説明説明説明説明
Legato Storage Managerを使用して、ファイル損失の原因となるすべてのタイプのシステム
およびハードウェア障害からリカバリできます。

Legato Storage Managerクライアントのファイルを損失した場合、recoverコマンドを使用
して、個々のファイル、選択したディレクトリ、またはファイル・システム全体の参照、選
択およびリカバリを行えます。Legato Storage Managerの recoverコマンドが消失したか、
これに障害がある場合、Legato Storage Managerクライアントまたは Legato Storage 
Manager配布媒体からコピーする必要があります。

部分的にのみ破損したファイル・システムに多数のファイルをリカバリする際、既存バー
ジョンのファイルには上書きしない場合があります。この場合、既存ファイルのリカバリ処
理方法について、recoverによりユーザー入力が求められるのを待ちます。入力を求められ
たら、recoverにより既存ファイルを上書きしない “常にいいえ ”を意味する N、あるいはこ
のファイルは保護するが他のファイルについては再度入力を求められる nを入力します。

既存バージョンのファイルまたはファイル・セットを保存されたバージョンと置き換える場
合は、recoverの addコマンドを使用して、取り出すファイルを選択します。既存ファイル
を上書きするかどうか尋ねられたら、Y（将来の上書きの際 “常にはい ”）、または y（この 1
ファイルのみを上書き）を入力します。

recoverコマンドの使用の詳細は、recover(8)マニュアル・ページを参照してください。

Legato Storage Managerサーバーのデーモンまたはコマンドを消失した場合、Legato 
Storage Manager配布媒体からサーバーを再インストールする必要があります。Legato 
Storage Managerサーバーがインストールされ、デーモンが稼働していれば、その他の
Legato Storage Managerサーバー・ファイルは recoverコマンドを使用してリカバリできま
す。Legato Storage Managerを再インストールする際は、/nsrディレクトリが必ず元と同じ
場所にインストールされるようにしてください。ファイルのリカバリに使用するマシンが保
存に使用したマシンと異なる場合、ホスト名が元のマシンと同じである必要があります。
Legato Storage Managerオンライン索引のリカバリでは、索引ファイルのパス名（サーバー
のホスト名を含む）がファイルの最終保存時と同じである必要があるため、これは重要で
す。
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Legato Storage Managerサーバーの索引を消失した場合、はじめに媒体から索引をリカバリ
しないと、recoverコマンドを使用してその他のファイルを参照およびリカバリできません。
Legato Storage Managerサーバーの索引をリカバリするには、mmrecovコマンドを使用し
ます。mmrecovコマンドでは、自動保存の最後に savegrp(8)コマンドによって生成される
ブートストラップブートストラップブートストラップブートストラップ保存セットを特定することにより、消失した Legato Storage Managerサー
バーのオンライン索引を迅速にリカバリします。ブートストラップ保存セットにより、イン
デックス全体のリカバリのためにどのボリュームからどの保存セットを取り出すかが、
mmrecovに指示されます。保存セット識別子、およびブートストラップ保存セットに関す
るその他の情報は、各自動保存の最後に savegrpにより出力されます。詳細は、savegrp(8)
マニュアル・ページを参照してください。

mmrecovが完了すると、サーバーのファイル索引およびメディア・データベースは完全に
リカバリします（mmrecovによりエラー・メッセージが出力された場合を除く）。ただし、
Legato Storage Managerインストールを記述したリソース・ファイルのある Legato Storage 
Managerサーバーの /nsr/resディレクトリには、使用前に管理者による追加作業が必要です。
次の手順を実行し、mmrecovプロセスを完了します（これらの手順は、将来のリリースで
はmmrecovに組み込まれます）。

1. Legato Storage Managerサーバーを停止します（nsr_shutdown -a）。

2. /nsrディレクトリに移動します（cd /nsr）。

3. nsr_izeにより作成された一時リソース・ディレクトリを保存します（mv res 
res.save）。

4. リカバリしたリソース・ディレクトリを適切な場所に移動します（mv res.R res）。

5. Legato Storage Managerサーバーを再起動します（cd / ; nsrd）。

6. リカバリしたリソースが有効であることを確認した後、一時リソース・ディレクトリを
削除します（rm -r /nsr/res.save）。

mmrecovを実行し、メディア・データベースがリカバリすると、保存セットによるリカバ
リ機能を使用してファイル・システム全体をリストアできます。この方法は、ブラウザを使
用してファイル・システムの全ファイルおよびディレクトリにマークするという時間のかか
る操作を必要としないため、迅速な方法です。この方法は、level=fullで保存されたファイ
ル・システムの最新の保存セットを特定できる場合に、そのファイル・システムのリカバリ
にのみ使用します。メディア上にインターリーブされた複数の保存セットをリカバリする場
合、recoverでは、メディア上で保存セットごとに処理していくのではなく、すべての保存
セットを同時にリカバリします。保存セットによるリカバリ実行の詳細は、recover(8)のマ
ニュアル・ページを参照してください。

注意注意注意注意 : mmrecovコマンドは、Legato Storage Managerサーバーの索引リ
カバリにのみ使用します。クライアントの索引をリカバリするには、
recoverを使用してください。
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ファイル・システム全体をリカバリする場合、mmrecovおよび recoverを使用するかわりに
scannerコマンドを使用して、特定の保存セット内の全ファイルをリカバリできます。
scannerコマンドは、ファイル・システムの正しい保存セットを特定する助けとなる、ボ
リュームの目次を出力する場合にも使用できます。scannerは、保存セットによるリカバリ
同様、level=fullで保存されたファイル・システムの最新の保存セットを特定できる場合に、
そのファイル・システムのリカバリにのみ使用します。このリカバリ方法を使用する場合、
メディア上で保存セットごとに処理していくのではなく、メディア上にインターリーブされ
た複数の保存セットを同時に読み込めるため、uasmを介して出力を簡単にパイプする -xオ
プションの使用が推奨されます。たとえば、最初のコマンドは 2番目のコマンドより推奨さ
れます。

scanner -s 16234 -s 16257 /dev/nrst8 -x uasm -rv 
scanner -s 16234 /dev/nrst8 | uasm -rv 
scanner -s 16257 /dev/nrst8 | uasm -rv 

詳細は、scanner(8)マニュアル・ページを参照してください。

サーバーの障害が重大で、まったく稼働しないような場合、メーカーによるマルチユー
ザー・システムの再インストールおよび再起動の手順に従う必要があります。システムが起
動しマルチユーザー・モードで稼働したら、Legato Storage Managerを再インストールし
（システムに応じ、nsr_ize(8)または pkgadd(1M)を使用して Legato Storage Managerを配
布媒体から取り出し、インストール）、mmrecovを使用してオンライン索引を再作成しま
す。最後に、マシンには存在していたが、メーカーの配布媒体には存在しないファイルのリ
カバリを行います。これには、カスタマイズされたシステム・ファイル、特別に調整された
カーネル、新しい特別なデバイス・エントリ、ローカルに開発されたソフトウェア、および
ユーザーの個人ファイルなどが含まれます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_layout(5)、nsr(8)、recover(8)、savegrp(8)、mmrecov(8)、
scanner(8)
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名前名前名前名前
nsr_data:　　　　Legato Storage Managerの保存およびリカバリのデータ形式 

説明説明説明説明
Legato Storage Managerシステム内のすべてのデータは、eXternal Data Representation
（XDR）標準を使用してコード化されます。ファイルはクライアント（save(8)および

recover(8)を参照）、サーバー（nsrd(8)を参照）、およびメディア（nsrmmd(8)を参照）間
で受け渡される際、savefilesのリンク・リストとしてコード化された savestreamとして表さ
れます。現在のところ、2つの savefile形式があります。各ファイルの始めにあるmagic番
号により、続く savefileの特定の形式が示されるため、複数の savefile形式を含む savestream
は自己識別が可能です。論理的には、各 savefileはヘッダー情報と、続くファイル・データ
から構成されます。元の savefile1形式では、ファイル属性を記述する二重にラップされたク
ライアント属性セットを使用し、ファイル・データは bucketlistとしてコード化されます。
新規の savefile2形式では、かわりに単一にラップされたクライアント属性を使用し、その
ファイル・データはデータ型、データ長およびバイト数を含む自己記述型セクションのバ
ケットなし連続データとしてコード化されます。ファイルのファイル・データ・セクション
はタイプ 0の終了セクションで終了します（NSR_ASDF_END）。

次に示すのは、savestreamデータ構造の OS非依存部分の XDR言語記述です。

const NSR_IDLEN = 1024;                      /* length of file id */
const NSR_MAXNAMELEN = 1024;                 /* max length of file system name 
                                              */
const NSR_MAXCATTRSIZE = 8192;               /* max size of client specific
                                                attributes */
const NSR_MAXBUCKETDATA = 8192;              /* max size of file bucket's data
                                                (w/o slop) */
const NSR_MAXBUCKETSIZE = 9000;              /* max total size of file bucket
                                                (w/ slop) */
const NSR_MAXCLNTSIZE = 16384;               /* max size of a clntrec */
typedef opaque fileid<NSR_IDLEN>;            /* file identifier */
typedef string nsrname<NSR_MAXNAMELEN>;      /* file name type */
typedef opaque clientattr<NSR_MAXCATTRSIZE>; /* client attributes */
sbtypedef opaque wraposaverec<NSR_MAXCLNTSIZE>;/* wrapped osaverec */
typedef nulong_t checksum;                   /* 4 bytes for checksum */
typedef u_long sfid_t;                       /* savefile id (offset) */
struct id {

string id_str<>;                    /* id string */
id *id_next;                        /* next such structure */

};
struct asmrec {

id *ar_info;                        /* name and args to ASM */
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nsrname *ar_path;                   /* not currently used */
asmrec *ar_next;                    /* next such structure */

};
const NSR_MAGIC1 = 0x09265900;              /* older format using buckets &
                                               ssaverec's */
struct osaverec {

nsrname sr_filename;                /* name of this file */
fileid sr_fid;                      /* client specific file id */
asmrec *sr_ar;                      /* ASM list for this file */
u_long sr_catype;                   /* client specific attribute type */
clientattr sr_cattr;                /* client specific file attributes 
                                     */

};
struct ssaverec {

sfid_t sr_id;                       /* savefile id in the savestream */
u_long sr_size;                     /* size of encoded savefile*/
nulong_t sr_savetime;               /* savetime of this saveset*/
wraposaverec sr_wcr;                /* a wrapped osaverec */

};
/*
 * File data for older style savestream is logically 
 * expressed as a linked list of file buckets.
 */
struct bucketlist {

bucket bl_bucket;
bucketlist *bl_next;

};
/*
 * XDR description of the original savefile1 format.
 */
struct savefile1 {

u_long sf_magic;                    /* magic number (must be NSR_MAGIC1) */
u_long sf_chksumtype;               /* file checksum type */
ssaverec sf_saverec;                /* wrapped file attributes */
bucketlist *sf_data;                /* file data in buckets */
checksum sf_checksum;               /* checksum value */

};
/*
 * New savestream defines and structures.
 */
const NSR_MAGIC2 = 0x03175800;          /* newer bucketless format */
const NSRAPP_BACKUP = 1;                /* backup application name space */
const NSRAPP_HSM = 2;                   /* HSM application name space */
const NSRAPP_ARCHIVE = 3;               /* Archive application name space */
struct saverec {

sfid_t sr_id;                       /* savefile id in the savestream */
u_long sr_size;                     /* size of encoded savefile*/
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nulong_t sr_savetime;               /* savetime of this saveset*/
nulong_t sr_appid;                  /* application id */
nsrname sr_filename;                /* name of encoded file */
fileid sr_fid;                      /* client specific file id */
asmrec *sr_ar;                      /* ASM list for this file */
u_long sr_catype;                   /* client specific attribute type */
clientattr sr_cattr;                /* client specific file attributes */

};
/*
 * Defines for self describing data sections.
 * The NSR_ASDF_END type defines the end of the file data.
 * The NSR_ASDF_FILE_DATA_TYPE type has the file data preceded
 * by a nulong_t that is the relative offset from the last
 * block into the file.
 */
const NSR_ASDF_END = 0x0;               /* end of ASDF data */
const NSR_ASDF_FILE_DATA_TYPE = 0x100;  /* normal file data */
/*
 * Describes a section of Legato Storage Manager "file data"
 * when using ASM Structured Data Format (ASDF) sections.
 */
struct asdf_hdr {

nulong_t typevers;                  /* type of file data */
nulong_t length;                    /* section length */

};
/*
 * Pseudo XDR description of the newer savefile2 format.
 * The new savefile2 format uses the unwrapped saverec
 * structure and a "bucketless" file data format that is based
 * on ASDF. The data portion ends with a 0 sized section of
 * type NSR_ASDF_END.
 */
struct savefile2 {

u_long sf_magic;                    /* magic number (must be SF_MAGIC2) */
u_long sf_chksumtype;               /* file checksum type */
saverec sf_saverec;                 /* new saverec structure */
<asdf_hdr & data>                   /* ASDF section sans buckets */
    ...
<asdf_hdr & data>                   /* ASDF section sans buckets */
<asdf_hdr.typevers = 0>             /* final ASDF section type = 
                                       NSR_ASDF_END */
<asdf_hdr.length = 0>               /* final ASDF section len = 0 */
checksum sf_checksum;               /* checksum value */

};
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関連項目関連項目関連項目関連項目 : mm_data(5)、nsr(8)、nsrmmd(8)、nsrd(8)、recover(8)、
save(8)、xdr(3n)。
RFC 1014 XDRプロトコル仕様。プロトコル仕様。プロトコル仕様。プロトコル仕様。
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nsr_device(5)

名前名前名前名前
nsr_device:　　　　Legato Storage ManagerのNSR deviceリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR device 

説明説明説明説明
Legato Storage Managerサーバーで使用する各記憶デバイスは、NSR deviceタイプの単一
のリソースで記述されます。Legato Storage Managerリソースの詳細は、nsr_resource(5)を
参照してください。NSR deviceリソースを編集するには、次を実行します。

nsradmin -c "type:NSR device" 

引用符や、NSRと deviceの間の空白を忘れないでください。Legato Storage Manager管理
プログラムの使用の詳細は、nsradmin(8)を参照してください。個々のボリューム（テープ
やディスク）のマウントおよびアンマウントは、nsrmm(8)および nwadmin(8)コマンドを
使用して実行します。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR deviceリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性
値へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないことを示し
ます。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。非表示非表示非表示非表示は、プログラ
ムまたはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）を示します。これらの属性は
nsradmin(8)で隠しオプションが選択されている場合、または nwadmin(8)の「「「「Media 
Devices」」」」ウィンドウで「「「「Details View」」」」オプションを選択した場合のみ、表示できます。
静的静的静的静的な属性は、ほとんど値の変更がありません。動的動的動的動的な属性は、急速に値が変化します。た
とえば、（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）と注釈のある属性には、属性の作成時に設定される値が存在
し、この値は以後変更されません。

name   （読取り専用、静的） 
name属性は、デバイスのパス名を指定します。巻戻ししないタイプのテープ・デバイスの
みがサポートされます。バークレー・スタイルのテープ位置をサポートするシステムでは、
BSDテープ・デバイス名を使用します。光ディスクに指定される名前は、通常、ロー・デバ
イスの Cパーティションに指定される名前です。
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論理デバイス・タイプは、外部メディア管理サービスとの対話を容易にするよう定義されて
います。デバイスの名前は、外部メディア管理サービスとの対話の際、ボリュームがロード
されているデバイスに関連付けられたメディア管理サービスによって決まります。論理デバ
イスを使用して、Legato Storage Managerデバイス・リソースを定義できます。存在できる
デバイス・リソースの数は、Legato Storage Managerが同時にアクセスするサービスにより
管理されるボリューム数によって制限されます。論理デバイスに指定する名前に特定のデバ
イスとの関係はありませんが、そのデバイスの一意の名前である必要があります。メディ
ア・タイプとグループの論理デバイスはどちらも、logicalに設定されます。名前、タイプお
よびグループは、メディア管理サービスが Legato Storage Managerからの要求に応じてデバ
イスにボリュームをロードした後に決まります。その後、実デバイスの名前、タイプおよび
グループは、それぞれ logical name、logical typeおよび logical family属性に格納されま
す。論理デバイスと実デバイス間の関連付けは、ボリュームがデバイスにロードされ、
Legato Storage Managerによる使用に割り当てられている場合にのみ存在します。

記憶域ノード上のリモート・デバイスを定義する際、パス名に接頭辞 “rd=hostname:”を含め
ます。ここで、hostnameはデバイスが直接接続されるシステム（記憶域ノード）です。詳細
は、
nsr_storage_node(5)を参照してください。
例例例例 :　name: /dev/rmt/0hbn; 

media type   （読取り専用、静的）
この属性は、デバイスが使用するメディアのタイプを示します。media typeは、オペレー
ティング・システムやプラットフォームによって異なります。可能な値、その意味、および
デフォルト容量は次のとおりです。

4mm:　4mmデジタル・オーディオ・テープ（1GB）
8mm:　8mmビデオ・テープ（2GB）
8mm 5GB:　8mmビデオ・テープ（5GB）
dlt:　デジタル・リニア・テープ・カートリッジ（10GB）
vhs:　VHSビデオ・テープ（14GB）
3480:　高速カートリッジ・テープ（200MB）
qic:　1/4インチ・データ・カートリッジ（150MB）
himt:　1/2インチ磁気テープ（100 MB）
tk50:　DEC TK50カートリッジ・テープ（94MB）
tk70:　DEC TK70カートリッジ・テープ（296MB）
optical:　光ディスク、Write Once Read Many（WORM）、Erasable Optical Disks（EOD）
または標準 UNIXファイルをサポート
file:　ファイル・デバイス・タイプ、標準 UNIXファイル・システムをサポート
logical:　外部メディア管理サービスとの対話時に使用

例例例例 :　media type: 8mm 5GB; 

enabled   （読取り /書込み） 
この属性は、デバイスが使用可能かどうかを示します。この属性の値は、yesまたは noの
いずれかです。値が noに設定されていると、ボリュームはデバイスにマウントされません。
ボリュームがマウントされていると、この値は変更できません。
例例例例 :　enabled: yes; 
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read only   （読取り /書込み） 
この属性は、デバイスがリカバリや検索などの読取り専用操作に指定されているかどうかを
示します。この属性の値は、yesまたは noのいずれかです。値が yesに設定されていると、
デバイスでは読取り専用操作のみが許可されます。ボリュームがマウントされていると、こ
の値は変更できません。
例例例例 :　read only: yes; 

target sessions   （読取り /書込み）
この属性は、デバイスの保存のターゲット数を示します。保存は、1つのデバイスに割り当
てられたターゲット数に達して次のデバイスが使用されるまで、そのデバイスに順次割り当
てられます。すべてのデバイスで対応するターゲット数に到達すると、全デバイスに均等に
追加セッションが割り当てられます。この値は、rootまたは管理者のみにより設定できま
す。

複数のクライアントを各テープに多重化するには、より大きい値を使用します。クライアン
トをできるだけ多くのデバイスに分散する場合は、適宜値を設定してください。この属性は
デバイスごとの最大数ではなく、ロード・バランスのために使用します。
例例例例 :　target sessions: 3; 

media family   （読取り専用、静的、非表示） 
media family属性は、メディア・タイプによって決まる記憶メディアのクラスを説明しま
す。有効な値は、tape（テープ記憶デバイス）、disk（ディスク記憶デバイス）、および
logical（外部メディア管理サービスとの対話時に使用）のみです。
例例例例 :　media family: tape; 

message   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、このデバイスに関して Legato Storage Managerサーバーから最後に受け取った
メッセージを特定します。この属性の値には、操作の進捗や割合に関する情報が含まれる場
合があります。
例例例例 :　message: "Tape full, mount volume mars.017 on /dev/nrst8"; 

volume name   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、デバイスへのボリュームのマウントおよびアンマウントを監視します。ボ
リュームがマウントされている場合、値はボリューム名であり、それ以外の場合は値はあり
ません。
例例例例 :　volume name: mars.017; 

write enabled   （読取り /書込み、動的、非表示） 
この属性は、現在のボリュームへの書込みが許可されるかどうかを示します。この属性の値
は yesまたは noに設定します。この値は、ボリュームがマウントされていない場合にのみ
設定できます。
例例例例 :　write enabled: no; 
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volume operation   （読取り /書込み、動的、非表示） 
volume operation属性は、現在デバイス内にあるメディア（ボリューム）を操作します。この
属性は、Unmount、Mount、Verify label、Verify write time、Label、Label without 
mount、EjectまたはMonitor deviceのいずれかの値に設定できます。これらの操作ごとに
パラメータの設定が必要です。

値が Unmountの場合、Legato Storage Managerではデバイスが解放されます。Unmount
は非同期操作です。

値がMountの場合、ロードされているボリュームをデバイスにマウントします。Mountは
非同期操作です。

値が Verify labelの場合、ボリュームのラベルを読み込み、属性 volume labelおよび
volume expirationを設定します。Verify labelは非同期操作のため、完了までに時間がかか
ります。

値が Verify write timeの場合、ボリュームのラベルを読み込み、属性 volume label、
volume expirationおよび volume write timeを設定します。Verify write timeは非同期操
作のため、完了までに時間がかかります。

値が Labelまたは Label without mountの場合、ボリュームは、後述の属性によって決定さ
れる新規ラベルを受け取ります。値が Labelの場合、ボリュームはその後でマウントされま
す。これらの操作は非同期操作です。

値が Ejectの場合、Legato Storage Managerではボリュームがデバイスからイジェクトされ
ます。Ejectは非同期操作です。

値がMonitor deviceで、デバイスがアイドル状態（デバイスにボリュームがロードされて
いない）の場合、Legato Storage Managerでは定期的にデバイスをチェックして、ボリュー
ムがロードされているかどうかを確認します。読込み可能な Legato Storage Managerラベル
を含むボリュームがロードされると、ボリュームは Legato Storage Managerメディア・デー
タベースに配置されます。書込み許可を選択してボリュームがマウントされると、Legato 
Storage Managerによる書込みが可能になります。そうでない場合、ボリュームは読取り専
用でマウントされ、Legato Storage Managerによる書込みは行えません。読込み可能な
Legato Storage Managerラベルが付けられていないボリュームがデバイスにロードされる
と、デバイスの unlabeled volume loaded属性が yesに設定され、そのボリュームにラベル
付けするのは別の機会になります。Legato Storage Managerではジュークボックス以外のデ
バイスのみを監視するため、Monitor device操作はジュークボックス・デバイスには実行さ
れません。

volume label   （読取り /書込み、動的、非表示） 
この属性は Verify label操作によって設定され、Label操作の前に実行されます。ラベル付
けプロセスの際にこの属性が空白の場合、ボリュームの現在のラベルが再使用されます。

volume default capacity   （読取り /書込み、静的、非表示）
この属性は、Label操作で volume current capacity属性が空白の場合に使用されます。メ
ディア・タイプに対応するデフォルト容量を上書きする場合は、空白以外の値を使用しま
す。この属性の値は、K（キロバイト）、M（メガバイト）またはG（ギガバイト）で終わ
る必要があります。
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この隠し属性はユーザーによる変更が可能で、デバイス（またはテープ、あるいはその両
方）をデフォルトと異なる容量で使用する際に、デフォルト・サイズを上書きするために使
用できます。
例例例例 :　テープ・ドライブのデフォルト容量を、将来のすべてのボリューム・ラベル付け操作
のために 10GBに上書きする場合、値を次のように設定します。
volume default capacity: 10G; 

volume current capacity   （読取り /書込み、動的、非表示） 
属性の値が空白以外の場合、Label操作の際のボリューム容量を決定します。値の形式は、
volume default capacityと同じです。
例例例例 :　volume current capacity: 5G; 

volume expiration   （読取り /書込み、動的、非表示） 
この属性は Verify label操作によって設定され、Label操作でも使用されます。この属性の
値は、nsr_getdate(3)形式で指定します。値を空白にすると、ラベル付けの際にデフォルト
有効期限が使用されます。
例例例例 :　volume expiration: next year; 

volume pool   （読取り /書込み、非表示） 
この属性は、マウントされたボリュームが属するプールを示します。この属性が Labelまた
は Label without mount操作時に設定される場合、この値はボリュームが割り当てられる
プールを示します。ボリューム・プールの詳細は、nsr_pool(5)を参照してください。
例例例例 :　volume pool: Default; 

NSR operation   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、デバイスにより現在実行されている操作を示します。この属性に有効な値は、
Idle、Write、Read、Eject、Verify labelまたは Labelです。
例例例例 :　NSR operation: Write; 

minor mode   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、デバイスの現在の状態を示します。NSR operation属性は主モードです。この
属性に有効な値は idle、reading、writing、rewinding、moving forward、moving 
backward、error、done、writing eof、または finding eomです。
例例例例 :　minor mode: moving forward; 

statistics   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、このデバイスの操作の統計をレポートします。統計に含まれるものは次のとお
りです。
操作時間（elapsed）、エラーの数（errors）、最終書込みレート（last rate）、同時クライアン
トの最大数（max clients）、書き込まれたファイル・マークの数（file marks）、巻き戻しの
回数（rewinds）、スキップしたファイルの数（files skipped）、スキップしたレコードの数
（records skipped）、現在のファイル番号（current file）、現在のレコード番号（current 

record）、領域を占めるファイルの相対数（seek files）、領域を占めるレコードの相対数
（seek records）、ボリュームで読取り /書込みされる推定総使用量（KB）（estimated KB、
将来のリリースで実装予定）、ボリュームで読取り /書込みされた総使用量（KB）（amount 
KB）、このファイルに読取り /書込みされた現在の使用量（KB）（file amount KB）、およ
びこのデバイスに割り当てられた現在のセッション数（sessions）。
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cleaning required   （読取り /書込み） 
この属性は、デバイスにクリーニングが必要かどうかを示します。この属性の値は yesまた
は noのいずれかです。この属性の値が yesから noに変わり、date last cleaned属性の値が
更新されていないと、date last cleaned属性は現在の時間に設定されます。Legato Storage 
Managerでは、デバイスの次回クリーニング予定時にクリーニングを行えない場合、この属
性が yesに設定されます。この場合、「「「「device cleaning required.」」」」というメッセージが表示
されます。このメッセージは、デバイスにクリーニングが必要なことを示します。この属性
は、media familyが tapeで、jukebox deviceが yesのデバイスにのみ使用されます。その
他のすべてのデバイスについて、この属性は常に noです。

cleaning interval   （読取り /書込み）
この属性は、デバイスの date last cleanedから次回クリーニング予定までの時間を示しま
す。この値は、days、weeksまたはmonthsで指定します。数値が指定されていない場合、
1日、1週間または 1か月が適用されます。この属性が設定され、date last cleanedが空白の
場合、date last cleanedは現在の時間に設定されます。この属性は、media familyが tape
で、jukebox deviceが yesのデバイスにのみ使用されます。
例例例例 :　cleaning interval: 2 weeks; 

date last cleaned   （読取り /書込み） 
この属性は、デバイスが最後にクリーニングされた日時を示します。入力は、
nsr_getdate(3)でどの書式でも行えます。nsr_getdate(3)で使用できる値の一部（nowなど）
は、相対的です。そのため、すべての入力は ctime(3)書式の平日、月、日、時間および年に
変換されます。cleaning requiredおよび cleaning intervalの説明にもあるように、この属
性の値は Legato Storage Managerにより自動的に設定されます。この属性は、media 
familyが tapeで、jukebox deviceが yesのデバイスにのみ使用されます。

volume block size   （読取り専用、動的、非表示）
この属性は、現在マウントされているボリュームのブロック・サイズを示します。

volume id   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、現在マウントされているボリュームのボリューム IDを示します。

access count   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、Legato Storage Managerデバイスとして構成されて以降、そのデバイスで実行
された操作の総数を示します。

access weight   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、デバイスで実行された 1回の操作の重量を示します。access count属性は、デ
バイスで操作が実行されるたびに、access weightによって増分されます。重量が大きくなる
ほど、新規操作にそのデバイスが選択される頻度は少なくなります。

consecutive errors   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、デバイスの現在の連続エラー数を示します。

max consecutive errors   （読取り専用、非表示） 
この属性は、許容される連続エラーの最大数を示し、それを超えるとデバイスは使用禁止に
なります。
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operation arg   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、デバイス操作の際に使用される追加パラメータを示します。パラメータは文字
列にパックされ、関連操作の関数によって解析されます。

volume message   （読取り専用、動的、非表示）
この属性は、最後のボリューム操作の結果を示します。

volume write time   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、保存セットが最初にボリュームに書き込まれた時間を示します。

volume flags   （読取り /書込み、非表示） 
この属性は、操作中のボリュームの新規フラグを表示します。この属性は、Labelまたは
Label without mount操作の際に使用されます。

jukebox device   （読取り /書込み、動的、非表示） 
この属性は、ジュークボックス・デバイスの一部であるメディア・デバイスを示します。こ
の値は、yesまたは noのいずれかです。

unlabeled volume loaded   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性は、デバイスにロードされたボリュームに読込み可能な Legato Storage Managerボ
リューム・ラベルが付いているかどうかを示します。この値は、yesまたは noのいずれか
です。この属性は、Legato Storage Managerでデバイスを監視している場合、ボリュームが
デバイスにロードされている場合、およびボリュームにこのデバイスで読込み可能な有効な
Legato Storage Managerラベルが付いていない場合は、yesに設定されます。この属性は、
デバイス内のボリュームがラベル付けされている場合、またはデバイスからイジェクトされ
た場合は、noに設定されます。

auto media management   （読取り /書込み） 
この属性は、デバイスに対して自動メディア管理が使用可能かどうかを示します。この値
は、ジュークボックス・デバイスの場合は常に noです。ジュークボックス以外のデバイス
の場合は、yesまたは noのいずれかです。この値が yesに設定されていると、Legato 
Storage Managerによって、デバイスにロードされたリサイクル可能なボリュームは自動的
に再使用にラベル変更され、ラベル付けされていないボリュームは自動的にラベル付けされ
ます。有効な Legato Storage Managerラベルが付いていないと想定されるボリュームが
Legato Storage Managerによってラベル付けされる場合、その前に、ボリュームがラベル付
けされていないことが確認されます。ボリュームにこのデバイスで読込み可能なラベルが付
けられていないと、ラベル付けされていないとみなされます。

注意注意注意注意 :　　　　ボリュームがラベル付けされていても、関連デバイスで読み込めない密度で書き込
まれていると、そのボリュームはラベル付けされていないとみなされます。ボリュームに
Legato Storage Manager以外のアプリケーションによって書き込まれたデータが含まれてい
ると、Legato Storage Managerで認識可能なラベルが付けられない場合が多く、ボリューム
はラベル付けされていないとみなされます。この属性が使用可能になっている場合、ラベル
付けされていない、またはリサイクル可能とみなされたボリュームをデバイスにロードする
際には注意が必要です。ボリュームがラベル変更され、ボリューム上の以前のデータが
Legato Storage Managerによって上書きされる場合があります。
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この属性がデバイスに対して yesに設定され、デバイスがアイドル状態（デバイスにテープ
がロードされていない）の場合、Legato Storage Managerではデバイスを監視し、ボリュー
ムがロードされるのを待ちます。volume operation属性の説明のMonitor deviceの記載を
参照してください。
例例例例 :　auto media management: yes; 

logical name   （読取り専用、非表示、作成なし） 
この属性は、論理デバイスに関連付けられた実デバイスの名前を示します。この属性は、論
理デバイスにのみ使用されます。
例例例例 :　logical name: /dev/rmt/0hbn; 

logical type   （読取り専用、非表示、作成なし）
この属性は、論理デバイスに関連付けられた実デバイスのタイプを示します。この属性に関
連付けできる値は、属性media typeに有効な値です。唯一の例外は、この属性の値は
logicalに設定できない点です。この属性は、論理デバイスにのみ使用されます。
例例例例 :　logical type: 8mm 5GB; 

logical family   （読取り専用、非表示、作成なし） 
この属性は、論理デバイスに現在関連付けられている実デバイスのグループを示します。こ
の属性に関連付けできる値は、属性media familyに有効な値です。唯一の例外は、この属
性の値は logicalに設定できない点です。この属性は、論理デバイスにのみ使用されます。
例例例例 :　logical family: tape; 

connection process id   （読取り専用、非表示、作成なし）
この属性は、外部メディア管理サービスとの接続を維持するプロセス識別子を示します。

アプリケーションが割り当てられたリソースを使用する間、外部メディア管理サービスで
は、接続の維持を必要とすることがよくあります。接続が維持されないと、サービスではア
プリケーションに割り当てられたリソースの再利用を試行します。これには、現在デバイス
にマウントされているボリュームのアンロードが含まれます。そのため、Legato Storage 
Managerにおいて、そのようなサービスで管理されているデバイスにマウントされたボ
リュームがある場合、プロセスでは、メディア管理サービスとのオープン接続を維持する必
要があります。

connection message   （読取り専用、非表示、作成なし） 
この属性は、外部メディア管理サービスとの接続を維持しているプロセスにより、終了時に
レポートされるエラー・メッセージを記録します。

connection status   （読取り専用、非表示、作成なし） 
この属性は、外部メディア管理サービスとの接続を維持しているプロセスによりレポートさ
れる、終了状態を記録します。状態 0（ゼロ）は、プロセスが正常に終了したことを示しま
す。0（ゼロ）以外の状態は、プロセスの終了時に発生したエラーを示します。
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save mount timeout   （読取り /書込み、非表示、作成なし）
この属性は、デバイスが位置する記憶域ノードでの、保存の最初のマウント要求のタイムア
ウト値を示します。指定時間内に要求が実行されなかった場合、記憶域ノードは save 
lockout時間の間、保存プロセスの受取りをロックされます。記憶域ノードの説明は、
nsr_storage_node(5)を参照してください。この属性はローカル・デバイスにも使用できま
すが、save lockoutの値はデフォルトの 0（ゼロ）から変更できません。したがって、ロー
カル・デバイスは保存要求からロックアウトできません。

save lockout   （読取り /書込み、非表示、作成なし） 
この属性は、保存のマウント要求時に save mount timeout時間に達した後、記憶域ノード
を保存要求の受取りからロックする分数を示します。値 0（ゼロ）は、ノードがロックされ
ないことを示します。ローカル・デバイスの場合、この属性は変更できません。

例例例例
次に、完全な例を示します。

type:                            NSR device;
name:                            /dev/nrst8;
message:                         writing, done
volume name:                     mars.017;
media family:                    tape;
media type:                      8mm 5GB;
enabled:                         Yes;
write enabled:                   Yes;
read only:                       No;
target sessions:                 4;
volume label:                    mars.017;
volume default capacity:         ;
volume current capacity:         5000 MB;
volume expiration:               "Thu Sep 21 17:23:37 1999";
volume pool:                     Default;
volume flags:                    ;
volume operation:                ;
volume write time:               ;
volume block size:               32 KB;
volume id:                       32449;
accesses:                        199;
access weight:                   1;
consecutive errors:              0;
max consecutive errors:          20;
operation arg:                   ;
volume message:                  ;
NSR operation:                   ;
minor mode:                      idle;
jukebox device:                  Yes;
statistics:                      elapsed = 257572, errors = 0,
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                                 last rate = 397, max clients = 3, 
                                 file marks = 22, rewinds = 4,
                                 files skipped = 1976, records 
                                 skipped = 0, current file = 2389,
                                 current record = 162, seek
                                 files = 0, seek records = 0,
                                 estimated kb = 0, amount kb = 6273,
                                 file amount kb = 6273, sessions= 1;
cleaning required:               No;
cleaning interval:               2 weeks;
date last cleaned:               "Tue Apr 11 15:10:32 1999";
auto media management:           No;
unlabeled volume loaded:         No;
logical name:                    ;
logical type:                    ;
logical family:                  ;
connection process id:           ;
connection message:              ;
connection status:               ;
save mount timeout:              30;
save lockout:                    0;

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/res/nsr.res:　このファイルは、直接編集しないでください。かわりに、nsrmm(8)、
nsradmin(8)または nwadmin(8)を使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_getdate(3)、ctime(3)、nsr_resource(5)、nsr_pool(5)、
nsr_schedule(5)、nsr_service(5)、nsr_storage_node(5)、nsr(8)、nsrmmd(8)、
nsrmm(8)、nsradmin(8)、nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nsr_directive:　　　　Legato Storage ManagerのNSR directiveリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR directive 

説明説明説明説明
各 NSR directiveは、NSR directiveタイプの単一のリソースによって説明されます
（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage ManagerサーバーのNSR directiveリソースを編
集するには、nsradmin(8)または nwadmin(8)を使用します。これらの Legato Storage 
Manager管理プログラムの使用の詳細は、対応するマニュアル・ページを参照してくださ
い。

これらのリソースは、ファイルを処理する場合に、Legato Storage Managerの asmファミ
リーのコマンドにより使用されます。uasm(8)および nsr(5)を参照してください。ディレク
ティブは、保存するファイルの制御、および特定のタイプのファイルに特殊処理の指定をす
ることにより、バックアップ効率の向上に使用されます。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR directiveリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属
性値へのアクセス方法を示しています。作成のみ作成のみ作成のみ作成のみは、その値が、リソースが作成された後に
変更できないことを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、その値が、権限のある管理者により更新
可能であることを示します。非表示非表示非表示非表示は、プログラムまたはエキスパートのみに対する属性
（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)で隠しオプションが選択されている場合、または
詳細のビューが nwadmin(8)で使用可能な場合のみ、表示できます。動的動的動的動的な属性は、急速に
値が変化します。他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）がいくつかあ
り、nsr_resource(5)で説明されています。

name   （作成のみ） 
Legato Storage Managerクライアント・リソースの作成または更新の際に、ディレクティ
ブ・リソースの名前が、選択肢として表示されます。nsr_client(5)を参照してください。名
前は通常管理者の利便性により選択されますが、この Legato Storage Managerサーバーに対
して一意である必要があります。Unix standard directivesというディレクティブ・リソース
は、変更は可能ですが、削除はできません。クライアントまたはアーカイブ・リストで使用
しない場合にのみ、他のディレクティブは削除できます。
例例例例 :　name: Unix standard directives; 
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directive   （読取り /書込み） 
この属性には、ディレクティブを定義するルールが含まれます。絶対パス名が各 <<パス >>
ディレクティブに指定されている必要がある場合を除いて、この属性の値は、ファイルの内
容と同様になります。Legato Storage Managerディレクティブの形式の詳細は、nsr(5)を参
照してください。
例例例例 :　directive: "<< / >> skip : core"; 

注意注意注意注意 :　　　　
Legato Storage Managerには、すでに定義済の 4つのディレクティブ・リソースがありま
す。Unix standard directives、Unix with compression directives、DOS standard directives
および NetWare standard directivesです。最初の 2つは UNIXプラットフォーム上で実行
するクライアントとともに使用することを意味しています。DOS standard directivesは
DOSを実行するマシン上でクライアントともに使用することを目的としています。最後の
ディレクティブの、NetWare standard directivesはNetWareプラットフォームを実行する
クライアントともに使用することを意味しています。他に Defaultおよび Default with 
compressionの 2つのディレクティブがあります。これらは Unix standard directivesおよび
Unix with compression directivesの旧称です。Legato Storage Managerでは、使用しなく
なった際に、旧称のディレクティブ・リソースを削除します。

例例例例
Unix directiveという名前の NSR directiveリソースの例を次に示します。

type:         NSR directive;
name:         Unix directive;
directive:    "
              << / >>
                   +skip : core
                   skip : tmp
              << /usr/spool/mail >>
                   mailasm : *
              << /nsr >>
                   allow
              ";

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_resource(5)、savegrp(8)、savefs(8)、uasm(8)、
nsradmin(8)、nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nsr_getdate:　　　　ASCIIから時間と日付を変換

概略概略概略概略
#include <sys/types.h> 

time_t nsr_getdate(buf) 
char *buf; 

説明説明説明説明
nsr_getdate()ルーチンは、共通な時間指定を標準の UNIX書式に変換します。時間と日付を
含む文字列を引数として、時間の書式に変換します。

文字列は、ゼロまたは次のような形式で多くの仕様により構成されます。

時刻 
todは、時刻を示し、hh[:mm[:ss]]（または hhmm）[meridian] [zone]の形式をとります。午
前・午後（amまたは pm）が指定されない場合には、24時間表示が使用されます。todでは、
hhに続いて、meridianが指定される場合もあります。ゾーン（例えば GMT）が指定されて
いない場合、2番目のパラメータである nowによって、現在のタイム・ゾーンが想定されま
す。

日付 
dateは、特定の月および日付、あるいは年を示します。有効な書式は、mm/dd[/yy]および
monthname dd[, yy]です。年を省略した場合には、現在の年が、デフォルトになります。年
が 70から 99の範囲の数値に指定されている場合、1900が加算されます。号が 00から 30の
範囲にある場合、2000が加算されます。100未満の他の年の処理は、定義されていません。
日付および相対時間の単位が数値の後に続かない場合、tod、monthnameおよび ddがすでに
指定されていると、年として解釈されます。指定されていない場合、todとして処理されま
す。このルールでは、date(1)または ctime(3)からの出力が、nsr_getdateへの入力として渡
されます。

曜日 
曜日である dayが指定され、適切な場合には現在の曜日が使用されます。dayの前には、希
望する曜日のインスタンスを示す numberが続く場合があります。デフォルトは 1です。負
の numbersは、経過した時間を示します。いくつかの象徴的な numbersは使用できます。
last、nextおよび序数の firstから twelfth（secondは紛らわしくなるため、序数として使用
できません）。象徴的な数値の nextは、2と等しくなります。そのため next mondayは、翌
週の月曜日ではなく、その 1週間後の月曜日になります。
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相対時間
現在の時間に関連する指定を使用します。書式は、[number]unitとなります。使用できる単
位は、year、month、fortnight、week、day、hour、minuteおよび secondです。

実際の日付の形式は、次のとおりです。最初に、絶対日付または絶対時間あるいはその両方
が、処理および変換されます。その時間をベースとして使用して曜日の指定が追加され、最
後に相対指定が使用されます。日付または曜日が指定されていて、相対時間および絶対時間
が指定されていない場合には、夜中の 12時が使用されます。最終的に修正が適用され、サ
マータイムによる時差を考慮した後に正確な時間が生成されます。

Nsr_getdateは、日付および月などに対して最も共通の略称が使用されます。特に、大文字ま
たは小文字の最初の文字で認識され、後続のピリオドの有無にかかわらず、3文字の略称を
認識します。weekなどの単位は、単数形と複数形で指定されます。タイム・ゾーンおよび
午前・午後の値は、ピリオドの有無にかかわらず、大文字または小文字になります。

バグバグバグバグ
文法および scannerは基本形で、好ましく紛らわしくない構成は、使用されません。さらに
悪いことに、いくつかの法律的な句の意味は、予測とは異なり、next weekは 2 weeksと認
識されます。

サマータイムの修正は完全ではなく、時間を変更する日の午前 0時から 2時の間に処理をす
る場合に混乱が発生します。

localtime(2)は、ゾーン情報のない旧式の時刻書式を使用するため、nsr_getdateに異なる
ゾーンを含む現在の時間を渡すと、失敗する可能性があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ctime(3)、date(1)、ftime(3c)、localtime(2)、time(2)
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名前名前名前名前
nsr_group:　　　　Legato Storage Managerの NSR groupリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR group 

説明説明説明説明
各 Legato Storage Manager groupは、NSR groupタイプの単一のリソースによって説明さ
れます（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Managerサーバーの NSR groupリソー
スを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR group" 

あるいは、nwadmin(8) GUIを使用してください。Legato Storage Manager管理プログラム
の使用の詳細は、nsradmin(8)マニュアル・ページを参照してください。

これらのリソースは、Legato Storage Managerクライアント・グループがデータの保存を開
始した時間、およびバックアップが毎日自動的に開始されたかどうかを制御します。各
NSR clientリソース（nsr_client(5)を参照）は、クライアント（またはクライアントに対す
る保存セット）がメンバーであるグループをリストします。グループは、クライアントがそ
れらメンバーでない場合に限り削除できます。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR groupリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性
値へのアクセス方法を示しています。作成のみ作成のみ作成のみ作成のみは、1度リソースを作成すると、その値は管
理者によって変更できないことを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定と読取りがいつで
も可能であることを示します。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、値を指定のリストからのみ選択できることを
示します。yes/noは、yesまたは noの選択のみ可能であることを示します。静的静的静的静的な属性は、
ほとんど値の変更がありません。動動動動的的的的な属性は、急速に値が変化します。非表示非表示非表示非表示は、プログ
ラムまたはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、れらの属性は nsradmin(8)で隠
しオプションが選択されている場合のみ、表示できます。たとえば、（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）と
注釈のある属性には、属性の作成時に設定される値が存在し、この値は以後変更されませ
ん。他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）がいくつかあり、
nsr_resource(5)で説明されています。
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name   （作成のみ） 
この属性には、このリソースで定義されるグループの名前が含まれます。名前は Legato 
Storage Managerに対して一意である必要がありますが、管理者がわかる名前であればどん
な名前でも構いません。この名前は、既存の NSR clientおよび NSR pool(5)リソースの選
択属性として表示されます。Defaultという NSR groupリソースは、変更は可能ですが、削
除はできません。名前は、グループの作成時にのみ指定できます。
例例例例 :　name: marketing; 

autostart   （読取り /書込み、選択） 
autostart属性は、このグループが毎日自動的に保存されたかどうかを決定します。
Enabled、Disabledあるいは Start nowの 3つの値のうちのいずれかとなります。値が
Enabledの場合、このグループのメンバーは、start time属性で指定された時間にデータの
保存を開始します。値が Disabledの場合、このグループのメンバーは、データの保存を自
動的に開始しません。Start nowの値が指定された場合、メンバー・クライアントは、デー
タの保存をただちに開始します。属性は、前の値に戻ります。
例例例例 :　autostart: Enabled; 

autorestart   （読取り /書込み、選択、非表示） 
（電源障害または管理者の介入により）不完全な実行が、Legato Storage Managerサーバー
の起動時に通知されると、グループは自動的に再起動が必要かどうかを制御します。
autostart属性同様に、属性の値を Restart nowに設定すると、Legato Storage Managerはグ
ループをただちに再起動します。autostartも使用可能な場合、使用可能な autorestartのみ
効果があります。

stop now   （読取り /書込み、選択、非表示） 
グループの実行時にこの値を Trueに設定すると、このグループは、すべての保存をただち
に異常終了します。グループが停止すると、値は Falseの設定に戻ります。有効な値の場合
のみです。

start time   （読取り /書込み） 
start time属性は、このグループが保存の開始時に、時刻を指定します。Legato Storage 
Managerサーバーでは、ローカル・タイムが使用されます。時間は “hours:minutes”で指定し
ます。値の中にあるコロンのために、nsradminプログラムなどの文字ベースの管理ツール
を使用するときには、引用符が必要です。時間は、0から 23（24時間表示を使用）の範囲
で、分は 0から 59の範囲になります。
例例例例 :　start time: "4:53"; 

last start   （読取り /書込み、非表示） 
このグループが最後に起動した時です。この属性は情報目的のみで、変更はシステムに影響
しません。

interval   （読取り /書込み、静的、非表示） 
間隔時間は、このグループが Legato Storage Managerにより自動的に実行される頻度を指定
します。手動でグループを開始すると、間隔は上書きされます。デフォルト値は 24:00で、1
日に 1回実行することを示します。
LSMコマンド 2-77



nsr_group(5)
force incremental   （読取り /書込み、静的、非表示、選択） 
interval属性が 24時間未満の場合に、この属性を Yesに設定すると savegrpのレベルを強
制的に増分させます。デフォルト値は Yesで、グループが 1日に 1回以上実行する場合に強
制的に増分することを示します。Noの値は、1日につき 1回のみ実行します。

client retries   （読取り /書込み） 
savegrpが中止されて失敗を宣言する前に、失敗したクライアントが再試行される回数。0
（ゼロ）は再試行しないことを示します。中止した保存は最終的に完了する可能性があるた
め、再試行されません。savegrpは、その他の場合に新規の保存セットを開始できないとき
は必ず、クライアントの保存セットが、savegrpにより再試行されます。つまり、savegrp
は、最初に新規の保存セットを開始し、他に何もない場合にのみ再試行します 。
例例例例 :　client retries: 1; 

clones   （読取り /書込み、静的、yes/no、選択） 
この値を Trueに設定すると、このグループの保存は、自動的にすべての保存セットのク
ローンがバックアップされます。保存セットのクローンは、clone pool属性で指定される
プールに送られます。

clone pool   （読取り /書込み、静的、選択） 
clonesが Yesの場合に、保存セットのクローンが送られるプールです。Backup Cloneタイ
プのプールのみ許可されます（nsr_pool(5)を参照）。

options   （読取り /書込み、静的、非表示） 
値よりフラグが指定され、このグループはフラグとともに実行されます。値の No Monitor、
No index save、No save、Verbose、Estimate、および Previewは、それぞれ savegrpコマ
ンドライン・フラグ -m、-I、-n、-v、-Eにマップします。savegrpの実行が正常に完了する
と、それらの値のいくつか（Previewおよび No save）は自動的にリセットされます。
例例例例 :　options: Verbose; 

level   （読取り /書込み、非表示、選択） 
Legato Storage Managerにより自動的に開始されるときに、savegrpが使用する明示的なレ
ベルです。隠し属性は、ユーザーによる変更が可能です。この値は、自動的に消去されない
ので、たとえばこの属性を fullに設定した場合、savegrpは、この値が手動で消去されるま
で全体レベルで実行します。指定しない（通常の場合）ときは、各クライアント・ファイ
ル・システムの NSR Scheduleがレベルの決定に使用されます。コマンドラインから
savegrpを手動で実行すると、この値に上書きします。選択肢は、標準レベル識別子の full、
consolidate、incr、skipおよび数値レベルの 1から 9になります。

printer （読取り /書込み、静的、非表示） 
ブートストラップ保存セット情報がこのグループの実行により生成される場合に、印刷され
るプリンタです。隠し属性は、ユーザーによる変更が可能です。無効なプリンタ名が指定さ
れた場合に、ブートストラップ情報を save-group完了通知を介してパイプされる、savegrp
完了情報に含みます（nsr_notification(5)を参照）。
例例例例 :　printer: ps; 
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schedule   （読取り /書込み、選択、非表示） 
実行の保存レベルの決定に使用するスケジュールです。隠し属性は、ユーザーによる変更が
可能です。この値は、自動的に消去されないので、たとえばこの属性を特定のスケジュール
に設定した場合、このグループの一部であるクライアントはすべて、この値が手動で消去さ
れるまでスケジュールを上書きします。個別クライアントに対して指定されたスケジュール
を上書きします。nsr_schedule(5)を参照してください。

schedule time   （読取り /書込み、非表示） 
実行の保存レベルを決定するスケジュールを参照するときに、明示的な時間を指定できま
す。NULL値（通常設定）は、レベルの決定に現在の日付を使用することを示します。
例例例例 :　schedule time: "3:00 am 01/11/93"; 

inactivity timeout   （読取り /書込み、静的、非表示） 
savegrpの子がハングして終了する前に、savegrpがサーバー上のすべての種類のアクティ
ビティを待つ分数です。隠し属性は、ユーザーによる変更が可能です。ハングが検出される
と、savegrp は saveが異常終了、バックアップが強制終了か異常終了、および次のタスクに
移動したかを示すメッセージを出力します。停止はクライアントがデータをサーバーに送信
した最終時刻として定義されます。クライアントが大きなファイル・システムを持ち、増分
が実行されている場合、savegrpは、ハングしていると思われる保存セットを異常終了でき
ます。それらの場合、inactivity timeoutは特定のクライアントを収容するために増加させる
必要があります。
例例例例 :　inactivity timeout: 30; 

work list   （読取り /書込み、動的、非表示） 
保存のリストは、まだ完了していません。クライアント名、保存レベルおよび保存のための
パスの 3つの値がセットになります。
例例例例 :　work list: mars, incr, /usr, mars, incr, /g, mars, venus, /usr 

completion   （読取り /書込み、動的、非表示） 
完了してる各保存セットの状態です。クライアント名、保存したパス、状態メッセージ
（succeeded、failed、または unexpectedly exited）および保存からの出力の 4つの値がセッ
トになります。
例例例例 :　
completion: "mars", "/usr", "succeeded", "mars: /     level=full,   6577 KB 00:06:41 625 files" 

status   （読取り専用、動的、非表示） 
NSR groupの現在の状態です。現在、idle、runningおよび cloningの値があります。グ
ループがアクティブでない場合には idle値、バックアップが進行中の場合には running値、
バックアップが完了してクローンが作成される場合には cloning値になります。
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例例例例
デフォルトの NSR groupリソースは自動的にメンバーを午前 3時 33分に開始します。

type:                   NSR group;
name:                   Default;
autostart:              Enabled;
start time:             "3:33";
administrator:          root;

アクティブ・グループに必要な値とともに表示される隠し属性を用いた完全な例を示しま
す。

type:                   NSR group;
name:                   Default;
autostart:              Enabled;
start time:             "3:33";
options:                Restartable;
printer:                lp2;
inactivity timeout:     30;
work list:              mars, incr, /g, mars, incr, index,
                        venus, incr, /usr, venus, incr, index,
                        jupiter, full, /, jupiter, full, /usr,
                        jupiter, full, index
completion:             mars, /, succeeded,
                        "mars: / level=incr, 31 KB 00:01:01
                        72 files",
                        mars, /usr, succeeded,
                        "mars: /usr level=incr, 2 KB 00:00:48 
                        5 files",
                        venus, /, succeeded,
                        "venus: / level=incr, 7711 KB 00:04:37
                        29 files";
administrator:          root, &operator;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsr_notification(5)、nsr_pool(5)、nsr_resource(5)、
nsr_schedule(5)、nsradmin(8)、nwadmin(8)、savegrp(8)
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名前名前名前名前
nsr_label:　　　　Legato Storage ManagerのNSR labelリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR label

説明説明説明説明
各 NSRラベル・テンプレートは、NSR labelタイプの単一のリソースによって説明されま
す（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Managerサーバーの NSR labelリソースを編
集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR label" 

あるいは、nwadmin(8) GUIを使用してください。Legato Storage Manager管理プログラム
の使用の詳細は、nsradmin(8)マニュアル・ページを参照してください。

このリソースは、ボリューム・ラベルの生成に使用されるテンプレートを説明しています。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR labelリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性値
へのアクセス方法を示しています。他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorな
ど）がいくつかあり、nsr_resource(5)で説明されています。

name   （作成のみ、単一文字列、静的）
この属性は、このラベル・テンプレート名を指定します。
例例例例 :　name: Default; 

fields   （読取り /書込み、文字列リスト） 
この属性は、ラベル・テンプレートの構成要素フィールドを指定します。ボリューム名を生
成する場合、各フィールドの現在の値が連結されます。最初のフィールドは最も重要度が高
くて、最後のフィールドは最も重要度が低くなります。定義されているセパレータ（次を参
照）がある場合、ボリューム名の構成ために連結されるように、セパレータがフィールド間
に置かれます。フィールドはカンマで区切ります。

次の異なる 4つのフィールドがあります。数値範囲、大文字範囲、小文字範囲および文字列
リストです。文字列リストは、文字列を区切るスペース（‘ ’）で構成されます。その他のタ
イプは、ダッシュ（‘-’）で区切られる開始値および終了値として指定されます。範囲の開始
値と終了値は、同じ文字数である必要があります。
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next属性（次を参照）は、現在の位置または各フィールドの値を含みます。ボリューム名は
ボリュームに割り当てられた後、next属性が増分されます。終了値に達すると、現在の値は
再び開始値に戻ってそれを使用します。文字列リスト・フィールドは、リストの次の文字列
の選択により増分されます。数値範囲フィールドは、現在の値に 1が増分されます。大文字
および小文字の範囲は、最も重要度の低い位置にある次の文字への移動により増分されま
す。次の例では、aa.99の後に次のラベルが ab.00になります。
例例例例 :　fields: aa-zz, 00-99; 

separator   （読取り専用、単一選択、NULL使用可） 
この属性は、ラベル・フィールドの区切りに使用する文字を指定します。‘.’、‘_’、‘:’、‘-’ま
たは NULLのいずれかになります。
例例例例 :　separator: .; 

next   （読取り専用、単一文字列） 
この属性は、使用する次のボリューム名を指定します。ボリュームを割り当てた後、ここで
次のボリューム名が生成され、記憶されます。属性は、指定された各フィールドおよびセパ
レータのコンポーネントで構成されます。
例例例例 :　next: aa.00; 

前述のセパレータおよびフィールド属性を使用して、next属性は、next:aa.01;と表示されま
す。
これに、next:aa.02;が続きます。

例例例例
engineeringというラベル・リソースは、次のように表示されます。（隠しオプションは、示
されていません。） 2つの範囲タイプ・フィールドがあり、最初の範囲は、‘aa’から ‘zz’で、2
番目の範囲は ‘00’から ‘99’になります。separator属性は値 ‘.’を持ち、2つのフィールド間に挿
入されます。next属性は、このテンプレートで生成される次の名前を保持します。aa.00が
使用されたら、00の部分が増分されます。新しい名前は、aa.01になります。さらに 98の名
前が生成された後に、next属性は名前 aa.99を保持します。名前が増分されたら、next属性
は ab.00を保持します。さらに 67,500の名前が生成された後に、next属性は名前 zz.99を保
持します。これに、aa.00が続きます。

type:         NSR label;
name:         engineering;
fields:       aa-zz, 00-99;
separator:    .;
next:         aa.00;
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accountingというラベル・リソースは、次のように表示されます。field属性は 5つのコン
ポーネント・フィールドを定義します。separator属性は、値 ‘.’を持ちます。隣り合うフィー
ルドの間に、挿入されます。next属性は、このテンプレートとともに使用される次の名前を
保持します。0.23.aa.AA.firstが使用されたら、5番目のフィールドが増分されます。新しい
名前は、0.23.aa.AA.secondになります。これに、0.23.aa.AB.firstが続きます。さらに 1349の
ボリューム名が生成された後に、名前は 0.23.aa.ZZ.secondになります。これに、
0.23.ab.AA.firstが続きます。9.45.zz.ZZ.secondが使用された後に、名前は 0.23.aa.AA.first
になります。

type:         NSR label;
name:         accounting;
fields:       0-9, 23-45, aa-zz, AA-ZZ, first second;
separator:    .;
next:         0.23.aa.AA.first;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nwadmin(8)、nsradmin(8)、nsrmm(8)、nsr(8)
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名前名前名前名前
nsr_layout:　　　　Legato Storage Managerファイル・レイアウト 

説明説明説明説明
Legato Storage Managerサーバー・ファイル・システムには、ログ・ファイル、オンライン
索引および構成情報を含む /nsrというディレクトリがあります。このディレクトリは、実際
のディレクトリへのシンボリック・リンクとして、/nsr設定がされたファイル・システムに
作成されます。このディレクトリの構成は、次のとおりです。

/nsr/logs 
サーバーのロギング・メッセージを含みます。このディレクトリにあるファイルは ASCII形
式です。

/nsr/res 
Legato Storage Managerサーバーの様々なコンポーネントの構成ファイルを含みます。たと
えば、サーバーは、/nsr/res/nsr.resおよび /nsr/res/nsrjb.resに構成ファイルを格納します。

/nsr/mm 
メディア索引を含みます。この索引ファイルの内容に関する情報は、nsrls(8)コマンドとと
もに出力されます。メディア索引情報の表示および操作方法は、nsrmm(8)および
mminfo(8)マニュアル・ページを参照してください。

/nsr/index 
このディレクトリは、ファイルを保存した Legato Storage Managerに対応する名前を持つサ
ブディレクトリを含みます。各索引ディレクトリは、Legato Storage Managerサーバーが、
クライアントの保存したファイルのオンライン・データベースを提供できるファイルを含み
ます。最も重要な要素は、Legato Storage Managerの保存レコード、およびそれらのレコー
ドへのアクセス索引を含む dbディレクトリです。索引に利用されるディスク領域は、
Legato Storage Managerサービスにより保存されるファイル数とともに増加します。管理者
は、この索引に置かれる保存されたファイル・インスタンスにつき、約 200バイトにする必
要があります。オンライン索引の最大サイズで実際の制限はありませんが、単一のファイ
ル・システムの中にすべて存在する必要がある場合は除外されます。

dbディレクトリの形式は変更の対象になり、RPCインタフェースを介してのみ
nsrindexd(8)にアクセス可能です。ただし、コマンド nsrls(8)はこのディレクトリから有益
な統計の取得に使用できます。nsrck(8)コマンドは、索引ファイルのチェックおよび再作成
に使用します。

/nsr/cores 
Legato Storage Managerサーバー・デーモンおよび実行可能ファイルに対応するディレクト
リを含みます。各ディレクトリは、異常終了した Legato Storage Managerサーバー・デーモ
ンまたは実行可能ファイルからのコア・ファイルを含む場合があります。
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/nsr/drivers 
このディレクトリは、Legato Storage Managerとともに使用するデバイス・ドライバを含む
場合があります。

/nsr/tmp 
このディレクトリは、Legato Storage Managerシステムに使用されるテンポラリ・ファイル
を含みます。

代替場所が nsr_ize(8)インストール・スクリプトの実行時に選択される場合がありますが、
Legato Storage Managerシステムの実行可能ファイルは、通常、ディレクトリ /usr/etcまた
は /usr/binにインストールされています。代替場所は、custom(ADM)とともにインストー
ルする SCOシステムでは使用できません。Solaris 2.xの実行可能ファイルの代替場所の詳細
は、pkgadd(1M)を参照してください。

複数のアーキテクチャ用の実行可能ファイルをインストールする場合、システム固有でない
アーキテクチャはデフォルトで、ディレクトリ /export/exec/arch/etcに置かれ、archは指定
されたアーキテクチャ名を意味します。インストール時に、システムに固有でない実行可能
ファイルを異なる場所にインストールする選択ができます。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr 
Legato Storage Manager索引、ログ・ファイル、および構成情報。

/usr/etc、、、、/usr/bin 
システム固有のアーキテクチャ用の Legato Storage Managerの実行可能ファイルが、通常イ
ンストールされます。

/export/exec/arch/etc 
システム固有でないアーキテクチャ用の Legato Storage Managerの実行可能ファイルが、通
常インストールされます。

/usr/bin、、、、/usr/sbin、、、、/usr/lib/nsr 
Solaris 2.x用の Legato Storage Managerの実行可能ファイルが、通常インストールされま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsrck(8)、nsrindexd(8)、nsrls(8)、nsrmm(8)、mminfo(8)
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名前名前名前名前
nsr_license:　　　　Legato Storage Managerの NSR licenseリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type:NSR license 

説明説明説明説明
NSR licenseリソース・タイプは、Legato Storage Managerのインストール時に有効となる
各機能の説明に使用されます。Legato Storage Managerリソースの詳細は、nsr_resource(5)
を参照してください。NSR licenseリソースを検証するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR license" 

あるいは、nwadmin(8) GUIを使用してください。NSR licenseリソースは GUIで作成され、
有効となり、許可されますが、既存の licenseリソースの更新には nsrcap(8)コマンドを使用
する必要があります。Legato Storage Manager管理プログラムの使用の詳細は、
nsradmin(8)を参照してください。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR licenseリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性
値へのアクセス方法を示しています。作成のみ作成のみ作成のみ作成のみは、その値が、作成時を除いては管理者に
よって変更できないことを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、その値が、権限のある管理者によ
りいつでも変更可能であることを示します。静的静的静的静的な属性は、ほとんど値の変更がありませ
ん。非表示非表示非表示非表示は、プログラムまたはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性
は nsradmin(8)で隠しオプションが選択されている場合、または nwadmin(8)の「Server 
Registration」ウィンドウの「View」メニューで「details Menu Item」を選択した場合のみ、
表示できます。たとえば、（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）と注釈のある属性には、属性の作成時に設定
される値が存在し、この値は以後変更されません。他に、すべてのリソースで共通の属性
（administratorなど）がいくつかあり、nsr_resource(5)で説明されています。

name   （作成のみ、静的） 
この属性は、licenseリソース名を保持します。

enabler code   （作成のみ、静的） 
このコードは、このリソースで命名される機能を有効にする nsrcap(8)コマンドで入力され
るコードと同じです。イネーブラ・コードは 18桁の 16進数で構成され、6桁ごとのグルー
プに分けて出力されます。
例例例例 :　enabler code: 123456-123456-123456; 
2-86　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsr_license(5)
host id   （読取り専用、動的）
イネーブラがロードされたコンピュータまたはライセンス済オペレーティング・システムに
関連付けられた一意のホスト ID。この値は、ほとんどの場合 8桁の 16進数ですが、プラッ
トフォーム要件に応じて他の書式とすることも可能です。
例例例例 :　host id: 7260d859; 

expiration date   （読取り専用） 
イネーブラが評価イネーブラあるいは未登録ライセンス・イネーブラである場合、このイ
ネーブラの期限日。イネーブラは、示された日付の 12:00:01に期限切れとなります。特殊接
頭辞の Gは、このイネーブラの猶予期間です。猶予期間のあるイネーブラは、ただちに登録
する必要があります。イネーブラが登録済の場合、auth codeに有効な値（次の例で示すよ
うな値）が入力されます。
例例例例 :　expiration date: Authorized - no expiration date; 

auth code   （読取り /書込み） 
イネーブラを永久的に許可するために使用する 8桁の 16進数値。イネーブラの一意で有効
な許可コードは、購入した各ライセンス・イネーブラの登録により、Legatoから取得されま
す。評価イネーブラを永久的に許可することはできません。サーバーのホスト IDが変更さ
れた場合、すべての許可コードはただちに無効となるため、イネーブラを Legatoに再登録
し、新規許可コードを取得する必要があります。
例例例例 :　auth code: abcdef00; 

license type   （作成のみ、非表示） 
このライセンス・イネーブラにより有効となる機能を説明するため、内部的に使用される特
殊コード。
例例例例 :　license type: J16; 

checksum   （読取り /書込み、非表示）
NSR licenseリソースおよび licenseリソース間の一貫性を保つために使用されるコード化
チェックサム。

例例例例
次に、許可ベース・イネーブラの完全な NSR licenseリソースを示します。

type:               NSR license;
name:               Legato Storage Manager Advanced/10;
enabler code:       123456-123456-123456;
host id:            7260d859;
expiration date:    Authorized - no expiration date;
auth code:          abcdef00;
license type:       B10;
checksum:           xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx;
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/res/nsr.res:　　　　このファイルは、直接編集しないでください。かわりに、nsradmin(8)を
使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_resource(5)、nsr(8)、nwadmin(8)、nsradmin(8)、
nsrcap(8)
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名前名前名前名前
nsr_migration:　　　　Legato Storage Managerの NSR migrationリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR migration 

説明説明説明説明
各 NSR migrationクライアントは、NSR migrationタイプの単一のリソースによって説明さ
れます（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Managerサーバーの NSR migrationリ
ソースを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR migration" 

Legato Storage Manager管理プログラムの使用の詳細は、nsradmin(8)マニュアル・ページ
を参照してください。クライアント・リソースも nwadmin(8)を使用して編集できます。

このリソースでは、各 Legato Storage Manager migrationクライアントについて、保存すべ
きファイル、ファイル保存に使用するスケジュール、保存忘れのファイルに使用するディレ
クティブ、ファイルを事前に移行するグループ、移行の最高水位標、移行の最低水位標、
ファイル移行の下限とする最終アクセス時間、移行の最小ファイル・サイズ、移行する /し
ないファイル所有者およびグループのリスト、移行をスキップするファイル名パターンのリ
ストを説明します。クライアントは、これを説明するリソースを複数持っている場合があり
ます。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR migrationリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属
性値へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないことを示
します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。非表示非表示非表示非表示は、プログ
ラムまたはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)で隠し
オプションが選択されている場合、または nwadmin(8)の特定のウィンドウの「View」メ
ニューで「details Menu Item」を選択した場合のみ、表示できます。動的動的動的動的な属性は、急速に
値が変化します。暗号化暗号化暗号化暗号化属性は、元の形式では表示されないデータを含みます。データは本
来機密性のあるもので、誤って公開しないよう保護する必要があるということが前提です。
他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）がいくつかあり、
nsr_resource(5)で説明されています。
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name   （読取り専用、単一文字列） 
この属性は、Legato Storage Managerクライアント、およびこのリソースに移行属性が格納
されている保存セットを識別します。
例例例例 :　name: venus All; 

client   （読取り専用、単一文字列） 
client nameは、保存セットが移行制御下に置かれるHSMクライアントを識別します。この
名前は、有効な既存の NSR clientリソース名です。
例例例例 :　client: elantra; 

directive   （読取り /書込み） 
save set属性は、このクライアントで移行制御下に置くファイル・システム、またはファイ
ル・システム内のサブツリーのパス名をリストします。名前はカンマ + スペース（“, ”）で
区切ります。デフォルト値は Allです。UNIXクライアントでは、Allはマウントされた全
ファイル・システム（ファイルの移行が許可されない /、/usr、/var（および Solarisの
/opt）ファイル・システムは除く）を意味します。
例例例例 :　save set: /usr/src, /spare; 

enabled   （読取り /書込み、選択）
enabled属性は、このリソースで命名された保存セットを自動的に移行するかどうかを決定し
ます。一時的に移行が発生しないように、リソースを使用禁止にすることが可能です。更新
時に、進行中の移行は完了します。この属性は、リコール操作にまったく影響を与えませ
ん。
例例例例 :　enabled: No; 

directive   （読取り /書込み、選択） 
ディレクティブは、クライアントにファイルの移行方法を指示します。選択肢は、既存ディ
レクティブ・セットにより定義されます。デフォルト値は NULLです。ディレクティブ・リ
ソースの有効な選択肢は、現在 NSR directiveリソースに定義されている名前です。
nsr_directive(5)を参照してください。
例例例例 :　directive: Unix with compression directives; 

group   （読取り /書込み、リスト） 
移行の前段階ファイルに対して、このクライアント /保存セットが含まれるグループ。選択
肢は、既存グループ・セットにより定義されます。
例例例例 :　group: Default; 

high water mark (%)   （読取り /書込み、単一文字列） 
スタブによるファイル置換を開始するポイントで、ファイル・システムで使用された使用可
能領域の割合として測定されます。移行（スタブ置換）は、最低水位標に達するまで継続さ
れます。
例例例例 :　high water mark (%): 90; 

low water mark (%)   （読取り /書込み、単一文字列） 
スタブによるファイル置換を終了するポイントで、ファイル・システムで使用された使用可
能領域の割合として測定されます。
例例例例 :　low water mark (%): 80; 
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last access time   （読取り /書込み、単一文字列）
過去の指定相対時間にアクセスされなかったファイルのみを移行します。値が空の場合、最
終アクセス時間は考慮されません。
値の例 :　5 days ago、1 month ago、1 second ago 
例例例例 :　last access time: 7 days ago 

minimum file size (KB)   （読取り /書込み、単一文字列）
その時点の指定サイズ（KB）よりも大きいファイルのみを移行します。この値をゼロに設
定すると、ファイル・サイズは考慮されません。
例例例例 :　minimum file size (KB): 5; 

file owner   （読取り /書込み、リスト） 
ファイルを移行する必要のあるユーザーのリスト。ユーザー名の先頭のダッシュ（-）は否定
を表し、名前を示したユーザー以外のすべてのユーザーのファイルが移行されます。
例例例例 :　file owner: karl, cohrs; 

file group   （読取り /書込み、リスト） 
ファイルを移行する必要のあるグループのリスト。グループ名の先頭のダッシュ（-）は否定
を表し、名前を示したグループ以外のすべてのグループのファイルが移行されます。
例例例例 :　file group: staff, developers; 

preserve   （読取り /書込み、リスト） 
クライアント・シェル構文（たとえば、UNIXの /bin/sh構文）による正規表現のリスト。
このリストのパターンに一致するファイル名は保存され、移行されません。
例例例例 :　preserve: *.exe *.dll; 

statistics   （読取り /書込み、非表示、リスト） 
このリソースを使用して管理された保存セットに対する、最近の移行アクティビティに関す
る統計リスト。最初の値が最終更新時間です。これに続く値のグループには、保存セット名
および統計が含まれます。統計は現在、日付、事前移行 KB、事前移行ファイル、スタブ
KB、スタブ・ファイル、非移行 KBおよび非移行ファイルです。

update statistics   （読取り /書込み、非表示、選択） 
クライアントの現在の設定値に一致するように、このリソースの統計を更新する必要がある
かどうかを制御します。Yesを選択すると統計が更新されますが、実際の属性値の変更はあ
りません。
例例例例 :　update statistics: No; 
LSMコマンド 2-91



nsr_migration(5)
例例例例
注意注意注意注意 :　　　　隠しオプションは、例に示されていません。

elantraという HSMクライアントを定義するリソースで、Legato Storage Managerサーバー
から /testファイル・システムへのファイルの移行およびリコールを行います。

type:                     NSR migration;
name:                     "elantra:/test";
client:                   elantra;
save set:                 /test;
enabled:                  Yes;
directive:                Unix with compression directives ;
group:                    Default;
high water mark (%):      90;
low water mark (%):       80;
last access time:         ;
minimum file size (KB):   5;
file owner:               joe, dave; 
file group:               staff, developers;
preserve:                 *.exe *.dll;

elantraという HSMクライアントを定義するリソースで、karlというユーザーに所有される
/、/usr、/var（および Solarisの /opt）を除く全ファイル・システムのファイルを、
Legato Storage Managerサーバー jupiterに移行およびリコールします。

type:                     NSR migration;
name:                     "elantra:All";  
client:                   elantra;
save set:                 All;  
enabled:                  Yes;
directive:                Unix with compression directives ;
group:                    Default ;
high water mark (%):      90;
low water mark (%):       60;
last access time:         ;
minimum file size (KB):   10;
file owner:               ;
file group:               ;
preserve:                 ;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_directive(5)、nsr_group(5)、savegrp(8)、savefs(8)、
nsrpmig(8)、nsrmig(8)、nsrhsmck(8)、nsradmin(8)、nsrexecd(8)、
nwadmin(8)
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nsr_notification(5)

名前名前名前名前
nsr_notification:　　　　Legato Storage ManagerのNSR notificationリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR notification 

説明説明説明説明
NSR notificationリソース・タイプは、Legato Storage Manager通知システムで処理される
イベント、優先順位、アクションの各組合せに使用されます。Legato Storage Manager通知
は、単一イベント型、単一優先順位およびメッセージで構成されます。通知システムでは、
各メッセージを、（標準入力に対するメッセージとともに、アクションにリストされるコマ
ンドを実行して）イベント型および優先順位を含む NSR notificationリソースのアクション
に通知します。Legato Storage Managerリソースの詳細は、nsr_resource(5)を参照してくだ
さい。NSR notificationリソースを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR notification" 

あるいは、nwadmin(8) GUIを使用してください。Legato Storage Manager管理プログラム
の使用の詳細は、nsradmin(8)を参照してください。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR notificationリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、
属性値へのアクセス方法を示しています。作成のみ作成のみ作成のみ作成のみは、その値が、作成時を除いては管理者
によって変更できないことを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、その値が、権限のある管理者に
よりいつでも変更可能であることを示します。選択リスト選択リスト選択リスト選択リストは、指定のリストから値をいくつ
でも選択可能であることを示します。単一文字列単一文字列単一文字列単一文字列は、単一の値のみが許可されることを示し
ます。静的静的静的静的な属性は、ほとんど値の変更がありません。非表示非表示非表示非表示は、プログラムまたはエキス
パートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)または nwadmin(8)のエ
キスパート・モード（-x）で隠しオプションが選択されている場合のみ、表示できます。た
とえば、（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）（作成のみ、静的）と注釈のある属性には、属性の作成時に設定される値が存在し、
この値は以後変更されません。他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）
がいくつかあり、nsr_resource(5)で説明されています。

name   （作成のみ、静的） 
この属性は、notificationリソース名を保持します。
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event   （作成のみ、選択リスト、非表示） 
各値は、指定の通知をトリガーするイベントのクラスです。複数のクラスが選択される場合
もあります。有効値は、メディア・マルチプレクサ・サブシステム関連のイベントに対する
Media、savegrp(8)コマンド（通常は、夜間の自動バックアップ）で生成されるイベントに
対する Savegroup、オンライン・ファイル索引サブシステム関連のイベントに対する
Index、製品の登録状態（たとえば、間もなくタイムアウトとなるライセンス）の変更によ
り生じるイベントに対する Registration、再起動などその他の Legato Storage Managerサー
バー・イベントに対する Serverです。
例例例例 :　event: Media; 

priority   （作成のみ、選択リスト、非表示） 
各値は、通知をトリガーする優先順位です。複数の優先順位が選択される場合もあります。
優先順位を上げる有効な値は、サーバーの現行状態に関する情報を提供する Info、重要な情
報である Notice、非致命的エラーに関する情報であるWarning、サーバーが、テープの取
付けなどオペレータによるルーチン・タスク実行待ち状態であることを示すWaiting、サー
バーで資格のあるオペレータによる修正が必要なエラー状態を検出したことを示す Critical、
ただちに対処が必要な重大エラー状態を示す Alert、即時に修正しない限り Legato Storage 
Managerに障害が発生する事態を示す Emergencyです。
例例例例 :　priority: Notice; 

action   （読取り専用、単一文字列） 
値は、指定のイベント発生時に実行されるコマンドラインです。コマンドラインは、標準入
力に接続されるイベント情報とともに実行されます（popen(3s)を参照）。通常のアクション
は、syslog(3)パッケージでメッセージのログを記録するか、あるいはシステム・オペレータ
に電子メールを送信します。
例例例例 :　action: /usr/ucb/mail -s "savegroup completion" root; 
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例例例例
次に、2つのリソース（1つは電子メール、もう 1つはシステムログ機構を使用する場合の
リソース）を用いた完全な例を示します。

type:                 NSR notification;
name:                 savegroup completion;
administrator:        root;
action:               /usr/ucb/mail -s ¥"savegroup completion¥" 
                      root;
event:                Savegroup;
priority:             Notice;

type:                 NSR notification;
name:                 log default;
administrator:        root;
action:               /usr/ucb/logger -p daemon.notice -f -;
event:                Media, Savegroup, Index, Server, 
                      Registration;
priority:             Info, Notice, Warning, Waiting, 
                      Critical, Alert, Emergency;

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/res/nsr.res:　　　　このファイルは、直接編集しないでください。かわりに、nsradmin(8)を
使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_resource(5)、nsr_service(5)、nsr_device(5)、nsr(8)、
nsrmm(8)、syslog.conf(5)、syslog(3)、nsradmin(8)、nsrmmd(8)、
nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nsr_policy:　　　　Legato Storage Managerの NSR policyリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR policy 

説明説明説明説明
各 Legato Storage Manager policyは、NSR policyタイプの単一のリソースによって説明さ
れます（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Managerサーバーの NSR policyリソー
スを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR policy" 

Legato Storage Manager管理プログラムの使用の詳細は、nsradmin(8)を参照してくださ
い。

これらのリソースは、クライアントのオンライン・ファイル索引にエントリを保持する期
間、および保存セットをリサイクル可能とする時点を制御します。各 NSR clientリソース
（nsr_client(5)を参照）は、ブラウズ方針および保存方針の 2つの方針を使用します。方針
は、クライアントで使用しない場合に限り削除できます。

各方針では、時間を定義します。時間は、periodおよび number of periodsによって決定しま
す。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR policyリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性
値へのアクセス方法を示しています。作成のみ作成のみ作成のみ作成のみは、一度リソースを作成すると、その値は管
理者によって変更できないことを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定と読取りがいつで
も可能であることを示します。他に、すべてのリソースで共通の隠し属性（administratorな
ど）がいくつかあり、nsr_resource(5)で説明されています。

name   （作成のみ） 
この属性には、このリソースで定義される方針の名前が含まれます。名前は Legato Storage 
Managerに対して一意である必要がありますが、管理者がわかる名前であればどんな名前で
も構いません。この名前は、既存の NSR clientリソースの選択属性として表示されます。
Quarterおよび Yearという NSR policyリソースは、変更は可能ですが、削除はできませ
ん。名前は、グループの作成時にのみ指定できます。
例例例例 :　name: life cycle; 
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period   （読取り /書込み） 
period属性は、この方針の基本単位を決定します。Days、Weeks、Monthsあるいは Years
の 4つの値のうちのいずれかとなります。1週間は 7日、1か月は 31日、1年は 366日と定
義されています。
例例例例 :　period: Months; 

number of periods   （読取り /書込み） 
number of periods属性は、使用する基本単位数を指定します。
例例例例 :　number of periods: 3; 

例例例例
次の Quarterという NSR policyリソースは、3か月あるいは 1四半期の周期を定義します。

type:                  NSR policy;
name:                  Quarter;
period:                Months;
number of periods:     3;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsrim(8)、nsr_resource(5)、nsr_client(5)、
nwadmin(8)、nsradmin(8)
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名前名前名前名前
nsr_pool:　　　　Legato Storage Managerの NSR poolリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR pool 

説明説明説明説明
各 NSR poolは、NSR poolタイプの単一のリソースによって説明されます
（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage ManagerサーバーのNSR poolリソースを編集す
るには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR pool" 

引用符、および NSRと poolの間のスペースを忘れないでください。Legato Storage 
Manager管理プログラムの使用の詳細は、nsradmin(8)マニュアル・ページを参照してくだ
さい。

これらのリソースは、保存特性（グループ、レベルなど）に応じて、Legato Storage 
Managerで保存セットの常駐するボリュームを決定する際に使用されます。プールの使用に
関するガイドラインは、『Legato Storage Manager for Windows NT管理者ガイド』を参照し
てください。

次の 4つのプールがあります。backupプールは、savegrpからのデータおよび手動バック
アップを受け入れます。archiveプールは、アーカイブ・データを受け入れます。バックアッ
プ・プールから作成されたクローン・データは、backup cloneプールに送られます。同様に、
アーカイブ・データのクローンを作成して、archive cloneプールに送ることができます。

Legato Storage Managerには、事前に有効化されている 4つのプールが含まれています。
Defaultプールは、選択条件に基づいてユーザーが作成したプールに送られないバックアッ
プ・データを収集します。選択条件に基づくプールに送られないアーカイブ・データは、
Archiveプールに収集されます。データをクローン作成する場合、ユーザーは操作の宛先
プールを選択する必要があります。ユーザーは、バックアップ・データをクローン作成し
て、Default cloneプールに入れることができます。ユーザーは、アーカイブ・データをク
ローン作成して、Archive cloneプールに入れることができます。
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Legato Storage Managerには、デフォルトでは有効化されていないプールもいくつか含まれ
ています。FullプールおよびNonFullプールは、全体レベルのバックアップを他のバック
アップと区別する（増分バックアップに対する全体バックアップ、など）ために使用しま
す。メディア・プールの索引エントリが格納されておらず、通常のリカバリ中に参照されな
いため、Offsiteプールはサイト外バックアップの生成に使用します。メディアをクローン作
成して、サイト外に置くデータのコピーを作成できます。索引エントリなしで生成された保
存セットは、nwadmin(8)または recover(8)の Save Set Recover機能を使用してリカバリで
きます。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR poolリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性値
へのアクセス方法を示しています。作成のみ作成のみ作成のみ作成のみは、その値が、リソースが作成された後に変更
できないことを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、その値が、権限のある管理者により更新可能
であることを示します。yes/noは、yesまたは noの選択のみ可能であることを示します。
読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、値を指定のリストからのみ選択できることを示します。非表示非表示非表示非表示は、プログラ
ムまたはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)で隠しオ
プションが選択されている場合、または nwadmin(8)の「Media Pools」ウィンドウで
「Details View」オプションを選択した場合のみ、表示できます。

name   （作成のみ） 
プール・リソース名は、ボリュームのラベル付け、および保存セットが常駐するボリューム
の決定時に使用されます。名前は通常管理者の利便性により選択されますが、この Legato 
Storage Managerサーバーに対して一意である必要があります。Default、Default Clone、
Archiveおよび Archive Cloneというプール・リソースは、変更または削除できません。
Fullおよび NonFullというプール・リソースは削除できません。その他のプールは、それ
らを参照するボリュームが存在しない場合に限り削除できます。
例例例例 :　name: Accounting; 

groups   （読取り /書込み、選択）
このプールで許可されているグループ（nsr_group(5)）を示します。
例例例例 :　groups: Accounting; 

clients   （読取り /書込み、選択） 
このプールで許可されているクライアント（nsr_client(5)）を示します。グループが指定さ
れている場合、そのグループのメンバーであるクライアントのみ、リストに入れることがで
きます。
例例例例 :　clients: mars; 

save sets   （読取り /書込み、選択）
このプールで許可されている保存セット（nsr_client(5)）を示します。保存セットは、
nsr_regexp(5)で説明されている正規表現一致アルゴリズムを使用して突合せできます。
例例例例 :　save sets: /, /usr; 

levels   （読取り /書込み、選択）
このプールで許可されているレベル（nsr_schedule(5)）を示します。
例例例例 :　levels: full; 
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archive only   （読取り /書込み、yes/no、非表示、作成） 
yesが選択された場合、このプールに対してアーカイブ保存のみが許可されます 隠し属性
は、ユーザーによる変更が可能です。
例例例例 :　archive only: no; 

status   （読取り /書込み、非表示、選択） 
enabledに設定された場合、バックアップ・ボリュームの選択実行時に、保存セットを保存
するプールを決定する際、このプールも考慮に入れられます。cloneに設定された場合、こ
のプールは、クローニング操作の宛先としてのみ考慮されます。disabledに設定された場
合、このプールは完全に無視されます。隠し属性は、ユーザーによる変更が可能です。
例例例例 :　status: enabled:

label template   （読取り /書込み、選択） このプールのボリューム名生成時に参照するラベ
ル・テンプレート（nsr_label(5)）を決定します。
例例例例 :　label template: Accounting; 

devices   （読取り /書込み、選択） 
この属性は、このプールのボリュームのマウントが可能なデバイスのみのみのみのみをリストします。リ
ストにデバイスがない場合、このプールのボリュームはどのデバイスにもマウントできま
す。
例例例例 :　devices: /dev/nrst8; 

store index entries   （読取り /書込み、yes/no、選択）
yesに設定された場合、バックアップのファイル索引にエントリが作成されます。それ以外
の場合、保存セットのメディア・データベース・エントリのみ作成されます。
例例例例 :　store index entries: yes; 

auto media verify   （読取り /書込み、yes/no、選択）
yesに設定された場合、Legato Storage Managerでは、このプールのボリュームに書き込ま
れるデータを検証します。ボリュームを再位置づけし、以前にメディアに書き込まれたデー
タ部分を読み込み、読み込まれたデータと書き込まれた元のデータとを比較することによ
り、データの検証が行われます。読込みデータが書込みデータと一致する場合は検証は成功
しますが、それ以外の場合は失敗します。メディアは、保存中にボリュームがフルになり、
他のボリュームへ継続する必要がある場合、あるいは保存セットのボリュームへの書込みが
すべて完了して、ボリュームがアイドル状態になる場合に検証されます。ボリュームの検証
が失敗すると、そのボリュームはフルであると見なされ、Legato Storage Managerではその
後の保存でそのボリュームを選択しません。リサイクルされるか、ユーザーがフルでないこ
とを示すまで、そのボリュームはフルの状態のままになります。ボリュームの切替えを試行
中にボリュームの検証が失敗した場合、そのボリュームへの保存セットの書込みはすべて終
了します。
例例例例 :　auto media verify: yes; 

recycle to other pools   （読取り /書込み、yes/no、選択）
この属性は、指定のプールで、他のプールが使用するためにリサイクル可能ボリュームのリ
サイクルを許可するかどうかを決定します。
例例例例 :　recycle to other pools: yes; 
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recycle from other pools   （読取り /書込み、yes/no、選択）
この属性は、指定のプールが書込み可能、リサイクル可能ボリュームをすべて使い果たした
場合、他のプールのボリュームをリサイクル可能かどうかを決定します。
例例例例 :　recycle from other pools: yes; 

volume type preference   （読取り /書込み、選択） 
ボリューム選択プリファレンス属性は、書込み可能ボリュームに対して要求が作成されると
き、選択因数として使用されます。優先タイプは、ジュークボックスあるいはスタンドアロ
ン・デバイスなどの優先順位レベル内で最初に考慮されます。
例例例例 :　volume type preference: 4mm; 

例例例例
Defaultという名前の完全な NSR poolリソースを次に示します。

type:                         NSR pool;
archive only:                 No;
clients:                      ;
devices:                      ;
groups:                       ;
label template:               Default;
levels:                       ;
name:                         Default;
save sets:                    ;
status:                       Enabled;
store index entries:          Yes;
auto media verify:            Yes;
recycle from other pools:     Yes;
recycle from other pools:     Yes;
volume type preference:       4mm;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_label(5)、nsr_resource(5)、nwrecover(8)、
recover(8)、savegrp(8)、savefs(8)、uasm(8)
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名前名前名前名前
nsr_regexp:　　　　正規表現構文 

説明説明説明説明
このマニュアル・ページでは、Legato Storage Managerで使用される正規表現の取扱いにつ
いて説明します。システムで認識されている正規表現は、次に説明するとおりです。この説
明は、基本的に ed(1)のものと同じです。

正規表現は、文字に対する一連の文字列を指定します。この一連の文字列の一部の文字が、
正規表現と一致されます。

書式 説明 

1. 特殊文字以外の任意の文字同士を一致させる。特殊文字は、正規表現デリミタに円記
号（¥）、中カッコ（[）またはピリオド（.）を加えたもので、時々次のルールに従っ
てカラット（^）、アスタリスク（*）またはドル・マーク（$）が加わる。

2. A . すべての文字を一致させる。

3. A ¥ 対象文字に一致する桁またはカッコを除いた任意の文字が続く。

4. 非空文字列 s、大カッコ文字列 [s]（または [^s]）は、sにある（またはない）任意の
文字と一致させる。sでは、¥には特別な意味はなく、]は最初の文字としてのみ登場
します。部分文字列 a-b（aと bは昇順の ASCII順）は、ASCII文字の包括範囲を表
す。

5. 正規表現 1から 4に続く *は、正規表現である 0以上のシーケンスを一致させる。

6. 大カッコ付きの正規表現 x（フォーム 1から 8）である ¥(x¥)は xの一致するものを一
致させる。

7. 桁 nに続く ¥は、nth ¥(x¥)で始まる大カッコ付き正規表現と一致した文字列のコピー
を一致させる。

8. 書式 1から 8の正規表現 xに続いた書式 1から 7の正規表現 yは、xに続く yを、最
大長の xと一致させつつ yも一致させます。

9. 書式 1から 8の正規表現に続く ^（または $が続く）は、行の左側から始まる（また
は右で終わる）一致に限定します。

10. 書式 1から 9の正規表現は、行の最左端で一致する中から最も長い一致を採用しま
す。

11. 空白の正規表現は、最後に使用した正規表現のコピーを意味します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ed(1)、nsr_client(5)
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名前名前名前名前
nsr_repack_schedule:　Legato Storage Managerの NSR repack scheduleリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR repack schedule 

説明説明説明説明
各 Legato Storage Managerの再パック・スケジュールは、NSR repack scheduleタイプの単
一のリソースによって記述されます（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Manager
サーバーの NSR repack scheduleリソースを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR repack schedule" 

あるいは、nwadmin(8) GUIを使用してください。Legato Storage Manager管理プログラム
の使用の詳細は、nsradmin(8)を参照してください。

リソースには、どの日付にボリュームを再パックするかが記述されています（nsrrepack(8)
と nsr_pool(5)を参照）。各 Legato Storage Managerの再パック・スケジュールには、NSR 
repack scheduleリソースが 1つずつあります。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR repack scheduleリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報
は、属性値へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないこ
とを示します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。他に、すべ
てのリソースで共通の隠し属性（administratorなど）がいくつかあり、nsr_resource(5)で
説明されています。

name   （読取り /書込み） 
再パック・スケジュールの名前を指定します。再パック・スケジュールは、クライアント・
リソースにおける名前で呼ばれます。
例例例例 :　name: monthly_fulls; 
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period   （読取り専用） 
再パック・スケジュールの期間の長さを指定します。“Week”または “Month”のいずれかが
使用できます。“Week”再パック・スケジュールでは、7日ごとに繰り返され、日曜日に開始
されます。“Month”再パック・スケジュールでは、毎月の頭に再開します。デフォルトは
“Week”です。
例例例例 :　period: Months; 

action   （読取り /書込み） 
再パック・スケジュールを構成する一連のアクションを指定します。毎日の再パック・スケ
ジュールに対して 1つずつのエントリが使用されます。エントリは空白（ブランクまたはタ
ブなど）で区切られている必要があります。有効なアクションには ‘repack’と ‘skip’がありま
す。アクション repackおよび skipは、それぞれ ‘r’および ‘s’と省略できます。‘Repack’は再
パックを使用可能にし、‘skip’は使用禁止にします。
期間内のすべての日数に足りる十分なエントリがアクション属性に含まれていない場合、
Legato Storage Managerでは、アクション・リストの最後に到達するとリストされているア
クションを繰り返します。
例例例例 :　action: r s s s s s s; 

override   （読取り /書込み） 
action属性で指定されたアクションを変更するアクションおよび日付のリストを指定します。
変更指定の書式は、actiondateです。actionは、‘repack’または ‘skip’のいずれかである必要が
あり、dateの形式は、‘month/day/year’である必要があります。Action/dateの対は、カン
マ（,）で区切られます。Monthと dayは、2桁の数字で、yearは 2桁または 4桁のいずれ
かです。yearが 2桁の場合、70～ 99の数字は 1900からのオフセットとして処理されます。
範囲が 00～ 69である場合は、2000からのオフセットとして処理されます。
例例例例 :　override: repack 1/1/1999, repack 6/1/1999; 

例例例例
次の例では、NSR repack scheduleの ‘Default’という名前のリソースを定義します。Default
の repack scheduleは変更できますが、削除はできません。各 Legato Storage Managerサー
バーに、Defaultの repack scheduleがある必要があります。この repack scheduleの期間は
1 weekであり、repackを Sundayに行い、6回の skipを行います。変更アクションは指定
されていません。

type:          NSR repack schedule;
name:          Default;
period:        Week;
action:        r s s s s s s;
override:      ;
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次の例では、‘quarterly’という名前の再パック・スケジュールを定義します。期間は 1 
monthです。アクション属性は、repackと skipを指定しています。変更属性では、再パッ
クが各 quarterの最初の日に指定されています。アクション属性に 7エントリしかないこと
に注意してください。リストの最後に達すると、リストの最初に戻り、再パックが実行され
ます。

type:       NSR repack schedule;
name:       quarterly;
period:     Month;
action:     repack skip skip skip repack skip skip;
override:   repack 1/1/1998, repack 3/1/1998, repack 
            6/1/1998, repack 9/1/1998, repack 1/1/1999;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mminfo(8)、nsr(8), nsr_pool(5)、nsrrepack(8)、nsradmin(8)、
nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nsr_resource:　Legato Storage Managerリソース形式 

概略概略概略概略
resource ::= attribute list <blank line> 
attribute list ::= attribute [ ; attribute ]* 
attribute ::= name [ : value [ , value ]* ] 
name, value ::= <printable string> 

説明説明説明説明
Legato Storage Managerシステムでは、resourcesを含むファイルを使用してシステムそのも
のおよびそのクライアントについて記述します。各リソースが、管理を必要とする Legato 
Storage Managerシステムのコンポーネントです。各リソースが、管理を必要とする Legato 
Storage Managerシステムのコンポーネントです。システム管理者は、リソースを操作して
Legato Storage Managerシステムを管理します。ファイルおよびファイル内のリソースは
nwadmin(8)および nsradmin(8)プログラムを使用してアクセスが可能です。また、これら
は一般のテキスト・エディタで表示することもできます。

ファイル形式はすべて同じです。同じ形式が nsradmin(8)プログラムにより使用されていま
す。各リソースは属性のリストに記述され、空白行で終わります。属性リスト内の各属性に
は名前があり、それぞれにオプションの値リストがあります。属性名はコロン（:）により属
性値と区別され、属性値はカンマ（,）で区別されています。各属性は、セミコロン（;）で
終わります。行末のカンマ、セミコロンまたは円記号（¥）により行が続きます。ポンド・
マーク（#）で始まる行はコメントを示し、以降の行は無視されます。円記号文字は、その
他の（カンマ、セミコロン、ポンド・マーク、円記号）などの特殊文字をエスケープするた
めに使用することもできます。

属性名および属性値には、任意の印刷可能文字を使用できます。比較では、大文字小文字は
区別されず、余分な空白は両端から削除されます（名前および値の場合を除く）。次に例を
示します。

        Name: this is a test;

は、

        name   :   this is a test;

と一致しますが、次の例とは異なります。

        Name: this      is     a    test;
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次のサンプル・リソースには 8つの属性があります。それは、type、name、server、
schedule、directive、group、save set、および remote accessです。remote access属性に
は値がありません。

type:                NSR client;
name:                venus;
server:              earth;
schedule:            Default;
directive:           Unix standard directives;
group:               Default;
save set:            All;
remote access:       ;

次のサンプル・リソースには 6つの属性があります。administrator属性には、
&engineering、rootおよび operatorの、3つの値があります。3つの値がカンマで区切られ
ていることに注意してください。action属性には、incr incr incr incr incr full incrという 1
つの値があります。これは 1つの値であることに注意してください。文字と文字の間に空白
が使用されているだけです。

type:                NSR schedule;
action:              incr incr incr incr incr full incr;
administrator:       &engineering, root, operator;
name:                engineering servers;
override:            ;
period:              Week;

特殊属性特殊属性特殊属性特殊属性
各 Legato Storage Managerリソースには、type、name、administrator、hostname、ONC 
program number、ONC version numberおよび ONC transportの、7つの特殊属性が含ま
れています。typeおよび name属性は、通常は表示されますが、その他の属性は非表示で
す。属性が非表示であるということは、属性が頻繁に使用されるものではなく、使用者が限
定されている可能性があることを示しています。一般的に、ユーザーによる隠し属性の変更
はお奨めできません。

type属性は、リソースに他にどの属性が含められるかを定義します。たとえば、タイプが
NSR client であるリソースには、必ず属性 serverが含まれますが、NSR scheduleには含ま
れません。

name属性は、リソースが表すオブジェクトの記述名です。前述した最初の例では、name
属性が Legato Storage Managerのクラアイアント・マシンの名前です。2番目の例では、
name属性は、エンジニア部でサーバーのバックアップに使用されるスケジュールを記述し
ています。

administrator属性は、このリソースの変更または削除権限を持つユーザーのリストです。
この属性は、新しいリソースが作成された際に type: NSRより継承されます。Legato 
Storage Managerリソースの作成および削除を行う権限を誰が持つかも、NSRリソースの管
理者により管理されています。
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hostname属性は、このリソースを管理するサービスが実行されているマシンのホスト名を
指定します。これは内部的に使用されるものであり、管理者は変更できません。

他の属性（ONC program number、ONC version numberおよび ONC transport）は、こ
のサービスに対するオープン・ネットワーク・コンピューティング情報を指定します。これ
は絶対に手動で変更しないでください。

リソース識別子は表示されている場合があります。属性のように見えても、これは、Legato 
Storage Managerシステムで設定され、各リソースを一意に識別するために提供されるもの
です。nsradmin(8)の editコマンドで新規リソースを作成すると、リソース識別子は無視さ
れます。これはこれが新規リソースであることを示し、新規識別子が割り当てられます。

Legato Storage Manageリソースは、Legato Resource Administration Platformにより実装
されます。この柔軟なアーキテクチャは、すなわち将来のバージョンの Legato Storage 
Managerではより多くのリソース・タイプまたは属性が追加可能で、そのバージョンに含ま
れる管理ツールではこれらを自動的に使用できることを意味します。これを可能にするため
に、各サーバーでは、管理ツールとサービスの間で内部的に各タイプの属性を記述するため
に使用される type descriptorsが用意されています。これらのタイプ記述子は、1つの値しか
使用できない、値が使用できない、または数値しか使用できないなど、値に制約を課す可能
性があります。

リソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプ
このバージョンの Legato Storage Managerでは、次のタイプのリソースが定義されていま
す。

NSR 
このリソースでは、Legato Storage Managerサーバーについて記述します。ここには、管理
者による認可、進行中の操作についての情報と、統計およびエラー情報について管理する属
性が含まれています。詳細は、nsr_service(5)マニュアル・ページを参照してください。

NSR client 
このリソースでは、Legato Storage Managerクライアントについて記述します。保存する
ファイル、使用するスケジュールと、クライアントの属するグループを指定する属性が含ま
れています。Legato Storage Managerクライアントには、リソースが 1つ以上ある場合があ
ります。これにより、クライアントは他のスケジュールでファイルの保存が行えます。詳細
は、nsr_client(5)マニュアル・ページを参照してください。 

NSR device 
このリソース・タイプは記憶デバイスを記述します。これには、特定のデバイス名（たとえ
ば、/dev/nrst1など）、メディア・タイプ（8mmなど）および現在マウントされているボ
リュームの名前を指定する属性が含まれています。また、現在および過去の操作における状
態および統計も提供します。詳細は、nsr_device(5)マニュアル・ページを参照してくださ
い。
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NSR directive 
このリソースでは、ディレクティブを記述します。ディレクティブにより、クライアントの
ファイルの保存中にどのような処理が行われるかが管理されます。詳細は、
nsr_directive(5)、nsr(5) および uasm(8) マニュアル・ページを参照してください。

NSR group 
このリソースでは、Legato Storage Managerクライアントの論理的グループと開始時刻を指
定します。毎日、指定した時間にグループ内のすべてのメンバーによる保存が始まります。
詳細は、nsr_group(5)マニュアル・ページを参照してください。

NSR jukebox 
このリソースでは、ジュークボックスを記述します。これには、ジュークボックス・モデ
ル、ジュークボックスの最初と最後のスロット番号と、ジュークボックス内のデバイスの名
前の属性が含まれます。

NSR label 
このリソース・タイプでは、ボリュームのラベル付けの際に使用される一連の名前を記述す
るテンプレートを指定します。詳細は、nsr_label(5)マニュアル・ページを参照してくださ
い。

NSR license 
このリソースには、この Legato Storage Managerインストールで使用可能な各機能について
のライセンス情報が含まれています。ここには、Legato Storage Managerのライセンス対象
機能を使用するための様々なイネーブラおよび認可コードが含まれています。詳細は、
nsr_license(5)および nsrcap(8)マニュアル・ページを参照してください。

NSR notification 
notificationは、特定のタイプの Legato Storage Managerイベントが発生したときに実行さ
れるアクションを指定します。詳細は、nsr_notification(5)マニュアル・ページを参照して
ください。

NSR policy 
Policyリソースは、Legato Storage Managerでは索引管理処理の一環として使用されます。
これらの方針は、クライアントのオンライン・ファイル索引にエントリを保持する期間、お
よび保存セットをリサイクル可能とする時点を制御します。詳細は、nsr_policy(5)マニュア
ル・ページを参照してください。

NSR pool 
このリソース・タイプにより、保存の特性（グループまたはレベル）に応じてどのボリュー
ムに保存セットが存在するべきかが判断されます。詳細は、nsr_pool(5)マニュアル・ペー
ジを参照してください。

NSR schedule 
Scheduleリソースは、一連の保存レベルおよび変更リストを定義します。変更リストは、レ
ベルと日付の対から成ります。レベルにより、クライアントがバックアップされたときに保
存されるデータの量が管理されます。詳細は、nsr_schedule(5)マニュアル・ページを参照
してください。
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NSR stage 
各 stageリソースには、ステージング方針が記述されています。リソースには、方針の管理
パラメータおよび方針によって管理されるデバイスを定義する属性が含まれます。詳細は、
nsr_stage(5)マニュアル・ページを参照してください。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/res/nsr.res 
Legato Storage Managerサーバーのリソースが保管されています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_client(5)、nsr_device(5)、nsr_directive(5)、
nsr_group(5)、nsr_label(5)、nsr_license(5)、nsrcap(8)、nsr_notification(5)、
nsr_policy(5)、nsr_pool(5)、nsr_schedule(5)、nsr_service(5)、nsr_stage(5)、
nsr(8)、nwadmin(8)、savegrp(8)、savefs(8)、nsradmin(8)、uasm(8)
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名前名前名前名前
nsr_schedule:　　　　Legato Storage Managerの NSR scheduleリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR schedule 

説明説明説明説明
各 Legato Storage Managerの scheduleは、NSR scheduleタイプの単一のリソースによっ
て記述されます（nsr_resource(5)を参照）。Legato Storage Managerサーバーの NSR 
scheduleリソースを編集するには、次のように入力します。

nsradmin -c "type:NSR schedule" 

あるいは、nwadmin(8) GUIを使用してください。Legato Storage Manager管理プログラム
の使用の詳細は、nsradmin(8)を参照してください。

このリソースには、Legato Storage Managerクライアントにより保存されるデータの量を管
理する一連のレベルについて記述されています（nsr_client(5)を参照）。各 Legato Storage 
Managerの再パック・スケジュールには、NSR scheduleリソースが 1つずつあります。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR scheduleリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属
性値へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないことを示
します。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。他に、すべてのリ
ソースで共通の隠し属性（administratorなど）がいくつかあり、nsr_resource(5)で説明さ
れています。

name   （読取り /書込み） 
スケジュールの名前を指定します。スケジュールは、クライアント・リソースにおける名前
で呼ばれます。
例例例例 :　name: monthly_fulls; 

period   （読取り専用） 
スケジュールの期間の長さを指定します。“Week”または “Month”のいずれかが使用できま
す。“Week”スケジュールでは、7日ごとに繰り返され、日曜日に開始されます。“Month”ス
ケジュールでは、毎月の頭に再開します。デフォルトは “Week”です。
例例例例 :　period: Months; 
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action   （読取り /書込み） 
スケジュールを構成する一連の保存レベルを指定します。毎日のスケジュールに対して 1つ
ずつのエントリが使用されます。エントリは空白（ブランクまたはタブなど）で区切られて
いる必要があります。有効なレベルには、‘consolidate’、‘full’、‘incr’、‘skip’および 1から 9
までの数字があります。consolidate、full、incrおよび skipのアクションは、それぞれ ‘c’、
‘f’、‘i’および ‘s’と省略できます。

期間内のすべての日数に足りる十分なエントリがアクション属性に含まれていない場合、
Legato Storage Managerでは、アクション・リストの最後に到達するとリストされているア
クションを繰り返します。
例例例例 :　action: f i i i i i i; 

override   （読取り /書込み） 
action属性で指定されたアクションを変更するアクションおよび日付のリストを指定します。
変更指定の書式は、action dateです。actionは、‘full’、‘incr’、‘skip’または 1から 9までの番
号のいずれかである必要があります。dateの書式は、‘month/day/year’である必要がありま
す。Action/dateの対は、カンマ（‘,’）で区切られます。Monthと dayは、2桁の数字で、
yearは 2桁または 4桁のいずれかです。yearが 2桁の場合、70～ 99の数字は 1900からの
オフセットとして処理されます。範囲が 00～ 69である場合は、2000からのオフセットとし
て処理されます。
例例例例 :　override: full 1/1/1999, full 6/1/1999; 

例例例例
次の例では、NSR scheduleの ‘Default’という名前のリソースを定義します。Defaultのスケ
ジュールは変更できますが、削除はできません。各 Legato Storage Managerサーバーに、
Defaultスケジュールがある必要があります。このスケジュールの期間は 1 weekであり、
fullを Sundayに行い、6回の incremental保存を行います。変更アクションは指定されてい
ません。

type:           NSR schedule;
name:           Default;
period:         Week;
action:         f i i i i i i;
override:       ;
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次の例では、‘quarterly’という名前のスケジュールを定義します。期間は 1 monthです。ア
クション属性により、レベル 5、9および増分保存が指定されます。変更属性では、full保存
が各 quarterの最初の日に指定されています。アクション属性に 7エントリしかないことに
注意してください。リストの最後に達すると、リストの最初に戻り、レベル 5の保存が実行
されます。

type:           NSR schedule;
name:           quarterly;
period:         Month;
action:         5 incr incr incr 9 incr incr;
override:       f 1/1/1998, f 3/1/1998, f 6/1/1998,
                f 9/1/1998, f 1/1/1999;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、savefs(8)、mminfo(8)、nsradmin(8)、nsr_client(5)、
nsr_policy(5)、nsr_resource(5)、nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nsr_service:　　　　Legato Storage Managerサーバーの NSRリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR 

説明説明説明説明
各 Legato Storage Managerサーバーは、タイプNSRのリソースにより記述されます。
Legato Storage Managerリソースの一般情報については、nsr_resource(5)を参照してくださ
い。NSRリソースを編集するには、次のコマンドを使用します。

nsradmin -c "type:NSR" 

あるいは、nwadmin(8) GUIを使用してください。Legato Storage Manager管理プログラム
の使用の詳細は、nsradmin(8)を参照してください。

属性属性属性属性
次の属性は、NSRリソースに定義されています。カッコ内の情報は、属性値へのアクセス
方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないことを示します。読取り読取り読取り読取り /
書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。選択リスト選択リスト選択リスト選択リストは、指定のリストから値
をいくつでも選択可能であることを示します。静的静的静的静的な属性は、ほとんど値の変更がありませ
ん。動的動的動的動的な属性は、急速に値が変化します。非表示非表示非表示非表示は、プログラムまたはエキスパートのみ
に対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(8)で非表示オプションが選択されてい
るか、詳細オプションが nwadmin(8)で設定されている場合にのみ表示できます。たとえ
ば、（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）と注釈のある属性には、リソースの作成時に設定される値が存在
し、その値は以後変更されないか、サーバーのみにより変更されます。

name   （読取り専用、静的） 
この Legato Storage Managerサーバーのホスト名を指定します。
例例例例 :　name: mars;

version   （読取り専用、動的）
これは、Legato Storage Managerサーバー・デーモン nsrd(8)のソフトウェア・バージョン
です。これには、スラッシュ（/）および現在ライセンスされているクライアントの数が含
まれます。
例例例例 :　version: Legato Storage Manager 4.1 Turbo/110; 
2-114　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsr_service(5)
save totals   （読取り専用、動的、非表示）
保存統計。保存セッションの総数、エラーのある保存の数（ある場合）と、保存された合計
バイト数（ある場合）。この属性は、保存セッションが完了するたびに更新されます。
例例例例 :　save totals: "37 sessions, 457 MB total"; 

recover totals   （読取り専用、動的、非表示）
リカバリ統計。リカバリ・セッションの総数、エラーのあるリカバリの数（ある場合）と、
リカバリされた合計バイト数（ある場合）。この属性は、リカバリ・セッションが完了する
たびに更新されます。
例例例例 :　recover totals: "347 sessions, 48 MB total"; 

totals since   （読取り専用、動的、非表示）
統計の収集が開始された時間。これは通常、Legato Storage Managerサーバーが最後に再起
動された時間です。
例例例例 :　totals since: "Fri Jun  1 09:35:02 1999"; 

NSR operation   （読取り専用、選択リスト、非表示）
この属性は現在は未使用ですが、下位互換性を保つために用意されています。

parallelism   （読取り /書込み、静的） 
このサーバーで利用可能な同時保存セッションの数を設定します。値は管理者が設定できま
す。十分なメイン・メモリとスワップ領域を持つ速いシステムの場合は、高い値を設定する
ことでパフォーマンスが向上します。遅いシステムまたは少ないメイン・メモリとスワップ
領域を持つシステムの場合は、システムをオーバーロードしないよう低い値を設定してくだ
さい。警告警告警告警告 :　一部のバージョンの UNIXに存在するバグのため、高い値の並列性によりシ
ステムがロックされる可能性があります。
例例例例 :　parallelism: 4; 

session statistics   （読取り専用、動的、非表示）
各アクティブ・セッションの統計をレポートします。各統計のセットには 14の値がありま
す。主な値には、id（セッションの一意の識別子）、name （セッションの名前）、mode 
（読込み、書込み、ブラウズ）、pool（現行のプール）、volume（現行のボリューム）、rate 

kb（保存セッションの現在のデータ転送率）amount kb（セッションにより読込み /書込み
された現在の量）total kb（セッションにより読み込まれる量の合計）amount files（リカバ
リされたファイルの現在の数。将来のリリースで実装される予定）、total files（リカバリす
るファイルの現在の数。将来のリリースで実装される予定）、connect time（セッションの接
続経過時間）、num volumes（リカバリ・セッションで使用されるボリュームの数）、used 
volumes（リカバリ・セッションにより処理されるボリュームの数）および completion（実
行、完了または継続）があります。
例例例例 :　sessions statistics: ; 

manual saves （読取り /書込み、非表示） 
この属性で、管理者はサーバーへの手動バックアップを禁止できます。スケジュール済の
バックアップは通常どおりに動作します。
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volume priority（読取り /書込み） 
ローカル管理されているジュークボックスのボリュームおよび SmartMediaにより管理され
ているボリュームが Legato Storage Managerサーバーにある場合、管理者は、この属性で、
データの保存時に使用するボリュームを選択する優先度を設定できます。保存時にデータの
記録に使用するボリュームを選択する際に、サーバーにより、SmartMedia管理されている
ボリューム（SmartMedia Priority）が優先されるか、ローカル管理されているボリューム
（NearLine Priority）が優先されるかどうかが決定されます。デフォルト値は、NearLine 

Priorityです。
例例例例 :　volume priority: NearLine Priority; 

SmartMedia save mount （読取り /書込み） 
SmartMediaに対する、データ保存のためのボリュームのマウント要求の形式を制御します。
この属性の値を volume by characteristicsと設定することで、指定した要件に一致するボ
リュームが要求され、SmartMediaによる、指定した要件に一致するすべてのメディアから
の適切なボリュームの選択が可能となります。この属性の値を volume by nameに設定する
と、名前でボリュームが要求され、SmartMediaにより要求されたボリュームがマウントさ
れます。デフォルト値は、volume by characteristicsです。
例例例例 :　SmartMedia save mount: volume by characteristics; 

license server （読取り /書込み、非表示） 
Legatoライセンス・マネージャがインストールおよび実行されているサーバーの名前。この
属性は、“GEMS server”という名前でした。GEMSライセンス・マネージャが実行されてい
る GEMStationm、または Legatoラインセンス・マネージャが実行されているマシンを値に
設定できます。
例例例例 :　license server: maruthi; 

message   （読取り専用、動的、非表示） 
最後に記録されたすべての種類のメッセージ。文字列の頭には、タイム・スタンプがありま
す。
例例例例 :　message: "Mon 12:25:51 Tape full, mount volume mars.001 on /dev/nrst1"; 

message list   （読取り専用、動的、非表示）
各値にタイム・スタンプと文字列メッセージの付いた最新のメッセージのリスト。
例例例例 :　message: "Mon 12:25:51 Tape full, mount volume mars.001 on /dev/nrst1"; 

session   （読取り専用、動的、非表示） 
この属性の値は、セッション情報文字列のリストです。各文字列には、Legato Storage 
Managerクライアント名、操作の種類（保存、ブラウズまたはリカバリ）と、名前、バイト
数、ファイル数などの保存セットについての情報が含まれます。サイズおよび割合は、キロ
バイト（1024）、メガバイト（1000キロバイト）など、すべてバイト /秒で表されます。
例例例例 :　
session: "venus:/usr saving to mars.001 20MB",
               "mars:/usr/src done saving 24MB";
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pending   （読取り専用、動的、非表示）
Legato Storage Managerのイベント通知システムで保留にされているイベントのリスト
（nsr_notification(5)を参照）。最初の 3つのフィールドは、時間、優先度およびイベント名
です。
例例例例 :　pending: "Fri 14:40:15 alert: media mount of mars.001 suggested on /dev/nrst1"; 

status   （読取り専用、動的、非表示） 
Legato Storage Managerサーバー用の状態フラグのリスト。これらのフラグは、Legato 
Storage Managerサーバー側のプログラム（savegrpなど）専用であり、実行中のサーバー
で使用可能な様々な機能がリストされます。現在の書式は、name=boolean（Trueまたは
False）です。リストされる機能およびその状態は、任意の時点で変更されます。

statistics   （読取り専用、動的、非表示） 
サーバー統計をいくつか提示する name=numberの書式の文字列のリスト。

types created   （読取り専用、静的）
この Legato Storage Managerサーバーで作成可能なその他すべてのリソース・タイプと、問
合せ可能なクライアントについてリストします。
例例例例 :　types created: NSR device, NSR group; 

administrator （読取り /書込み、静的）
Legato Storage Managerの管理を行う権限を持つユーザーの名前（またはネット・グルー
プ）のリスト。通常、このリストはこのサーバー上のすべてのリソースに継承されますが、
各 administrator属性は希望に応じて明示的に変更できます。管理者は、リソースによりリ
ストされる属性の値を変更できます。また、管理者リストには、誰が他の NSRタイプのリ
ソースを追加または削除できるかも記載されます。サーバーのローカル・ホスト上のユー
ザー “root”は、常に管理者を示しています。別の管理者を指定するエントリの書式は、user、
user@host、host/userまたは &netgroupです。ユーザー名およびホスト名（あるいはその
両方）には、ワイルドカード “*”（任意のユーザーまたはホスト）を使用できます。ユー
ザー名のみを入力すると、そのユーザーはすべてのホストから Legato Storage Managerを管
理できるようになります（user@*または */userと同等）。ネットグループ名の前には、必ず
“&”を付けてください。次の例では、“root”にはすべてのホストから、ユーザー “operator”
にはホスト “jupiter”および “mars”から、ユーザー“admin”にはすべてのホストおよびネット
グループ “netadmins”の <ユーザー名 , ユーザーのホスト名 , サーバーのドメイン >からの
Legato Storage Managerの管理権限を付与します。
例例例例 :　administrator: root, operator@jupiter, mars/operator, admin@*, &netadmins; 

contact name （読取り /書込み、静的） 
製品のライセンス /登録目的で使用します。これは、登録ウィンドウから登録情報を印刷す
る前に指定する必要があります。
例例例例 :　contact name: contact_name; 

company （読取り /書込み、静的）
製品のライセンス /登録目的で使用します。会社名は、登録ウィンドウから登録情報を印刷
する前に指定する必要があります。
例例例例 :　company: Legato; 
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street address （読取り /書込み、静的） 
製品のライセンス /登録の郵送目的で使用します。郵送先の住所を指定します。
例例例例 :　street address: 3145 Porter Drive; 

city/town （読取り /書込み、静的）
製品のライセンス /登録の郵送目的で使用します。
例例例例 :　city/town: Palo Alto; 

state/province （読取り /書込み、静的） 
製品のライセンス /登録の郵送目的で使用します。
例例例例 :　state/province: CA; 

zip/postal code （読取り /書込み、静的）
製品のライセンス /登録の郵送目的で使用します。
例例例例 :　zip/postal code: 94304; 

country （読取り /書込み、静的） 
製品のライセンス /登録の郵送目的で使用します。
例例例例 :　country: USA; 

phone （読取り /書込み、静的）
製品のライセンス /登録情報として使用します。この属性は、登録ウィンドウから登録情報
を印刷する前に指定する必要があります。
例例例例 :　phone: 650-812-6100; 

fax （読取り /書込み、静的）
製品のライセンス /登録目的で使用します。
例例例例 :　fax: 650-812-6031; 

email address （読取り /書込み、静的） 
製品のライセンス /登録目的で使用します。
例例例例 :　email address: support@us.oracle.com; 

server OS type （読取り /書込み、静的） 
製品のライセンス /登録目的で使用します。
例例例例 :　server OS type: Solaris; 

purchase date （読取り /書込み、静的）
製品のライセンス /登録目的で使用します。製品イネーブラ・コードの購買日を指定しま
す。この属性は、登録ウィンドウから登録情報を印刷する前に指定する必要があります。

product serial number （読取り /書込み、静的） 
製品のライセンス /登録目的で使用します。これは、登録ウィンドウから登録情報を印刷す
る前に指定する必要があります。

mm op message   （読取り /書込み、動的、非表示）
完了した最新のメディア・データベース操作の説明的メッセージをリストします。この属性
は、操作を要求した Legato Storage Managerプログラム（nsrmm(8)など）により、結果が
出ると同時に消去されます。管理者は絶対この値を手動で変更しないでください。
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mm operation value   （読取り /書込み、動的、非表示） 
この属性は、希望のメディア・データベース操作位置またはフラグを、Legato Storage 
Managerサーバーに渡すために、nsrmm(8)などのプログラムにより使用されます。値は、
操作が完了すると同時に自動的に消去されます。管理者は絶対この値を手動で変更しないで
ください。

mm operation   （読取り /書込み、選択リスト、動的、非表示） 
この属性は、現在希望しているメディア・データベース操作位置またはフラグを、Legato 
Storage Managerサーバーに渡すために、nsrmm(8)などのプログラムにより使用されます。
次の選択肢があります。ボリュームのパージ、保存セットのパージ、ボリュームの削除、保
存セットの削除、ボリュームのマーク、保存セットのマーク、ボリュームのマーク解除、保
存セットのマーク解除、ボリューム位置の指定、ボリューム・フラグの指定、および保存
セット・フラグの指定。サーバーにより、これらの操作がシリアル化され、nsrmmdbd(8)
に対して適切な問合せが行われます。値は、操作が完了すると同時に自動的に消去されま
す。管理者は絶対この値を手動で変更しないでください。

mm operation id   （読取り /書込み、動的、非表示） 
この属性は、希望するメディア・データベース操作識別子を、Legato Storage Managerサー
バーに渡すために、nsrmm(8)などのプログラムにより使用されます。値は、操作が完了す
ると同時に自動的に消去されます。管理者は絶対この値を手動で変更しないでください。

nsrmon info   （読取り /書込み、動的、非表示）
この属性は、リモート・デーモン要求についての情報を Legato Storage Managerサーバーに
渡すために、nsrmon(8)などのプログラムにより使用されます。値は、要求が完了すると同
時に自動的に消去されます。管理者は絶対この値を手動で変更しないでください。記憶域
ノードおよびリモート・デーモンの説明は、nsr_storage_node(5)を参照してください。

nsrmmd count   （読取り専用、動的、非表示）
この属性は、メディア・デーモン nsrmmd(8)の番号および位置を追跡するために、nsrd(8)
などのプログラムにより使用されます。

nsrmmd polling interval   （読取り /書込み、非表示） 
この属性は、リモート nsrmmd(8)のポーリング・イベント間の分数を指定します。nsrd(8)
は、この間隔でリモート nsrmmd(8)をポーリングし、それが実行されているかどうかを判
断します。ポーリングの結果デーモンが実行されてないことが判明すると、‘nsrmmd restart 
interval’で設定した遅延間隔に沿って nsrmmd(8)が再起動されます。属性および記憶域ノー
ドの詳細は、nsr_storage_node(5)を参照してください。

nsrmmd restart interval   （読取り /書込み、非表示）
リモート nsrmmd(8)を再起動するまでの分数を指定します。nsrd(8)によりリモート
nsrmmd(8)が終了していることが検出されると、一定の間隔でリモート・デーモンを再起動
します。この属性に対する 0（ゼロ）の値は、デーモンをただちに再起動することを意味し
ます。属性および記憶域ノードの詳細は、nsr_storage_node(5)を参照してください。

nsrmmd control timeout   （読取り /書込み、非表示）
nsrd(8)による、記憶ノード要求に対する待機時間（分数）を指定します。
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enabler code   （読取り /書込み、動的、非表示） 
サーバー・ソフトウェアのベース・イネーブラ用イネーブラ・コードを指定します。

SS cutoff size   （読込み /書込み、非表示） 
保存時に “save set cut off size”のデフォルトが使用されるよう設定します。空白は、デフォ
ルト値を使用することを意味します。この属性に対する非空白値は、数字の後に KB、MB
または GB（それぞれキロバイト、メガバイト、ギガバイトを示す）が続く形で構成されて
います。

例例例例
次に、完全な例を示します。

type:                             NSR;
name:                             mars;
version:                          Legato Storage Manager 4.1 
                                  Turbo/110;
save totals:                      "84 sessions, 3597 MB total";
recover totals:                   1 session;
totals since:                     "Fri Oct 14 12:41:31 1999";
NSR operation:                    Idle Write Read Verify label Label;
parallelism:                      4;
manual saves:                     Enabled Disabled ;
message:                          ¥
                                  "Mon 14:37:25 media alert event: 
                                  recover waiting for 8mm tape 
                                  mars.001";
message list:                     ¥
                                  "Mon 07:10:12 media info: loading 
                                  volume man.001 into /dev/nrst11",
                                  "Mon 07:10:33 /dev/nrst11 mount 
                                  operation in progress",
                                  "Mon 07:11:15 /dev/nrst11 mounted 
                                  8mm 5GB tape man.001";
session:                          "mars:george browsing",
                                  "mars:/home/mars starting recovery 
                                  of 9K bytes";
session statistics:               ;
pending:                          ¥
                                  "Mon 14:40:15 media alert: recover 
                                  waiting for 8mm tape mars.001";
status:                           disabled=false, jukebox=true, 
                                  dm=true,
                                  archive=true, cds=true, turbo=true,
                                  single=false;
statistics:                       elapsed = 257415, saves = 1176, 
                                  recovers = 12, save KB = 12050007,
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                                  recover KB = 28272839, bad saves
                                  = 0, bad recovers = 0, current 
                                  saves = 1, current recovers = 0,
                                  max saves = 12, max recovers = 1, 
                                  mounts = 0, recover delays = 0, 
                                  saving daemons = 0, recovering 
                                  daemons = 0, idle daemons = 0;
types created:                    NSR device, NSR group, NSR 
                                  directive, NSR notification, NSR 
                                  client, NSR policy, NSR schedule, 
                                  NSR pool, NSR label, NSR jukebox,
                                  NSR license, NSR archive client,
                                  NSR archive list;
administrator:                    root;
contact name:                     Technical Support;
company:                          Oracle;
street address:                   3145, Porter Drive;
city/town:                        Palo Alto;
state/province:                   CA;
zip/postal code:                  94304;
country:                          USA;
phone:                            650-812-6100;
fax:                              650-812-6031;
email address:                    support@us.oracle.com;
CompuServe address:               76044,3423;
purchase date:                    ;
product serial number:            ;
mm op message:                    ;
mm operation value:               ;
mm operation:                     ;
mm operation id:                  ;
nsrmon info:                      ;
nsrmmd count:                     "mars:2";
nsrmmd polling interval:          3;
nsrmmd restart interval:          2;
nsrmmd control timeout:           5;
enabler code:                     ;
SS cutoff size:                   ;
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/res/nsr.res:　　　　このファイルは、直接編集しないでください。かわりに、nwadmin(8)ま
たは nsradmin(8)を使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : netgroup(5)、nsr(5)、nsr(8)、nsr_device(5)、nsr_group(5)、
nsr_notification(5)、nsr_resource(5)、nsr_storage_node(5)、nsradmin(8)、
nsrd(8)、nsrmm(8)、nsrmmdbd(8)、nsrmon(8)、nwadmin(8)、recover(8)、
save(8)
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nsr_shutdown(8)

名前名前名前名前
nsr_shutdown:　　　　Legato Storage Managerサーバーのプロセスの停止 

概略概略概略概略
nsr_shutdown [ -a ] [ -A ] [ -d ] [ -n ] [ -q ] [ -s ] [ -v ] 

説明説明説明説明
nsr_shutdownは、Legato Storage Managerサーバーでの Legato Storage Managerプロセス
を停止します。このコマンドは、ps(1)、grep(1)および kill(1)を使用する手順より単純で
す。

オプションオプションオプションオプション
-a
すべてのデーモンを停止します。これは、-A、-dおよび -sオプションを使用するのと同じ
です。

-A
nsralist(8)プロセスを停止します。

-d
これはデフォルト・オプションで、サーバー・デーモンを停止します。サーバー・デーモン
には、nsrd(8)、nsrindexd(8)、nsrexecd(8)、nsrib(8)、nsrmmd(8)および nsrmmdbd(8)が
含まれます。savegrp(8)、nsrexec(8)および nsralist(8)プロセスはサービス・デーモンに基
づいているので、これらのプロセスも停止します。

-n
エコーのみ。killコマンドを実際に起動せずにエコーします。

-q
確認のプロンプトを表示せずに、シャットダウンします。

-s
savegrp(8)（および nsrexec(8)）プロセスを停止します。

-v
詳細情報。コマンドとその引数を、実行されたのと同じように出力するよう、シェルに指示
します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  nsralist(8)、nsrd(8)、nsrexec(8)、nsrexecd(8)、nsrindexd(8)、
nsrmmd(8)、nsrmmdbd(8)、savegrp(8)
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nsr_stage(5)

名前名前名前名前
nsr_stage:　　　　Legato Storage Managerの NSR stageリソース・タイプ 

概略概略概略概略
type: NSR stage 

説明説明説明説明
Legato Storage Managerサーバーで使用される各ステージング方針は、NSR stageタイプの
単一のリソースによって説明されます。Legato Storage Managerリソースの詳細は、
nsr_resource(5)を参照してください。NSR stageリソースを編集するには、次を実行しま
す。

nsradmin -c "type:NSR stage" 

NSRと stageの間のスペースおよび引用符を忘れないでください。Legato Storage Manager
管理プログラムの使用の詳細は、nsradmin(1m)を参照してください。

属性属性属性属性
次の属性は、NSR stageリソース・タイプに定義されています。カッコ内の情報は、属性値
へのアクセス方法を示しています。読取り専用読取り専用読取り専用読取り専用は、管理者が値を変更できないことを示しま
す。読取り読取り読取り読取り /書込み書込み書込み書込みは、値の設定も読取りもできることを示します。非表示非表示非表示非表示は、プログラム
またはエキスパートのみに対する属性（隠し属性）で、この属性は nsradmin(1m)で隠しオ
プションが選択されている場合、または nwadmin(1m)の「Stage」ウィンドウで「Details 
View」オプションを選択した場合のみ、表示できます。静的静的静的静的な属性は、ほとんど値の変更が
ありません。動的動的動的動的な属性は、急速に値が変化します。たとえば、（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）（読取り専用、静的）と注
釈のある属性には、属性の作成時に設定される値が存在し、この値は以後変更されません。
他に、すべてのリソースで共通の属性（administratorなど）があり、nsr_resource(5)で説
明されています。

name   （読取り専用、単一文字列） 
name属性は、ステージング方針名を指定します。

enabled   （読取り /書込み、選択） 
enabled属性は、保存セットがこの方針と関連付けられているデバイスから自動的にステー
ジされるかどうかを決定します。また、定期的な領域リカバリ操作を有効にも、無効にもで
きます。値は、Yesまたは Noのいずれかです。

max storage period   （読取り /書込み） 
異なるボリュームにステージされる前に指定のボリュームに保存セットが保持される最大日
数を指定します。
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high water mark (%)   （読取り /書込み） 
保存セットがステージされるポイントで、ファイル・システムで使用された使用可能領域の
割合として測定されます。ステージングは、最低水位標に達するまで継続されます。
例例例例 :　high water mark (%): 90; 

low water mark (%)   （読取り /書込み） 
ステージング・プロセスが停止するポイントで、ファイル・システムで使用された使用可能
領域の割合として測定されます。
例例例例 :　low water mark (%): 80; 

Save set selection   （読取り /書込み） 
ステージングのための保存セット選択基準。次の 4つの値のいずれかになります。
largest save set 
smallest save set 
oldest save set 
youngest save set

Destination pool   （読取り /書込み） 
保存セットが送られるプール（nsr_pool(5)を参照）。

Devices   （読取り /書込み、複数選択） 
この属性は、この方針と関連付けられているファイル・タイプ・デバイスをリストします。

Recover space interval   （読取り /書込み、非表示） 
メディア・データベース形式ファイル・デバイスへのエントリがない保存セットに対する領
域リカバリ操作が行われる間隔（時間単位）。

Fs check interval   （読取り /書込み、非表示） 
ファイル・システム・チェック操作が行われる間隔（時間単位）。

Start now   （読取り /書込み）
この属性を更新すると、この方針に関連付けられているすべてのデバイスで、選択された操
作が即座にトリガーされます。属性値は、実際には変更されません。操作は次のいずれかに
なります。
Check fsは、ファイル・システムをチェックし、必要に応じてデータをステージします。
Recover spaceは、メディア・データベースへのエントリがない保存セットに対する領域をリ
カバリします（ガベージ・コレクション）。
Stage all save setsは、宛先プールにすべての保存セットをステージします。
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例例例例
注意注意注意注意 :　　　　隠しオプションは、最初の例に示されていません。

次の例では、test stage1という名前のステージ方針を定義するリソースを示します。保存
セットは、ファイル・システムの 90%が使用されたか、バックアップ後 7日経過した場合
（どちらが起こっても）、/disk/fd0デバイスから Default Cloneプールにステージされます。
最も大きい保存セットが最初に、宛先プールにステージされます。

type:                        NSR stage;
name:                        test stage1;
autostart:                   Enabled;
max storage period:          7;
high water mark (%):         90;
low water mark (%):          85;
save set selection:          largest save set;
destination pool:            Default Clone;
devices:                     /disk/fd0;
start now:                   ;

次の例では、test stage2という名前のステージ方針を定義するリソースを示します。保存
セットは、ファイル・システムの 95%が使用されたか、バックアップ後 14日経過した場合
（どちらが起こっても）、/disk/fd2デバイスから Defaultプールにステージされます。最も
小さい保存セットが最初に、宛先プールにステージされます。ファイル・システムは 1時間
ごとにチェックされ、必要な場合ステージング操作がトリガーされます。（メディア・デー
タベースへのエントリがない保存セットに対する）領域リカバリ操作は、この方針に関連付
けられているすべてのデバイスに 3時間ごとにトリガーされます。

type:                        NSR stage;
name:                        test stage2;
autostart:                   Enabled;
max storage period:          14;
high water mark (%):         95;
low water mark (%):          80;
save set selection:          smallest save set;
destination pool:            Default;
devices:                     /disk/fd2;
recover space interval:      3;
fs check interval:           1;
start now:                   ;
administrator:               root@omni;
hostname:                    omni;

関連項目関連項目関連項目関連項目 :      nsrclone(8)、nsradmin(8)、nwadmin(8)
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nsr_storage_node(5)

名前名前名前名前
nsr_storage_node:　　　　記憶域ノード機能の説明 

概略概略概略概略
記憶域ノード機能は、クライアント・データを保存およびリカバリするために、分散デバイ
スのサーバー集中管理を提供します。

説明説明説明説明
記憶域ノードは、Legato Storage Managerサーバーで使用および制御される直接接続されて
いるデバイスを持つホストです。このようなデバイスは、サーバーからリモート管理されて
いるので、リモート・デバイスといいます。クライアントは、storage nodes属性を変更す
ることで、リモート・デバイスに対して保存およびリカバリができます（nsr_client(5)を参
照）。記憶域ノードは、サーバーのクライアントにもなり、固有のデバイスに対して保存が
できます。

この機能の主な利点は、リモート・デバイスの集中管理、ネットワーク通信量の削減、記憶
域ノードでのローカルでの高速な保存とリカバリの使用、および異機種のサーバーと記憶域
ノード・アーキテクチャのサポートです。

この機能に影響を与えるいくつかの属性があります。NSRリソース（nsr_service(5)を参照）
内には、nsrmmd polling interval、nsrmmd restart intervalおよび nsrmmd control timeout
属性があります。これらの属性はそれぞれ、リモート・メディア・デーモン（nsrmmd(8)を
参照）がポーリングされる頻度、再起動が試行される間隔、リモート要求が完了するのを待
つ時間を制御します。

NSR deviceリソース（nsr_device(5)を参照）内で、リモート・デバイスを定義するときに、
リソースの名前は “rd=hostname:dev_path”の形式を受け入れます。“hostname”は記憶域
ノードのホスト名で、“dev_path”はそのホストに接続されているデバイスのデバイス・パス
です。save mount timeoutおよび save lockoutという隠し属性もあります。これらの属性に
より、ペンディング保存マウント要求はタイムアウトになり、記憶域ノードは次の保存要求
のためにロックアウトされます。

NSR clientリソース（nsr_client(5)を参照）内には、storage nodesおよび clone storage 
nodes属性があります。前者は、クライアントがデータを保存する際、記憶域ノードの選択
でサーバーにより使用されます。後者は、クローニング中に使用され、クローン化された
データは記憶域ノード（このクライアント・リソースで説明されるノード）のボリュームか
ら送られます。
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インストールおよび構成インストールおよび構成インストールおよび構成インストールおよび構成
記憶域ノードをインストールするには、選択肢のあるクライアントおよび記憶域ノードの
パッケージを選択します。選択肢のないプラットフォームについては、記憶域ノード・バイ
ナリがクライアント・パッケージに含まれます。さらに、適切なデバイス・ドライバ・パッ
ケージをインストールします。評価モードで実行されない場合、記憶域ノード・イネーブラ
を各ノードのサーバーで構成する必要があります。

クライアントと同様に、記憶域ノードでデーモンが起動されていることを確認します。記憶
域ノードでデバイスを定義するには、制御サーバーから前述した “rd=”構文でデバイスを定
義します。（記憶域ノードの）リモート・ジュークボックスに対して、サーバーの管理者リ
ストに root@storage_node（rootは jbconfigを実行するユーザーで、storage_nodeは記憶域
ノードのホスト名）を追加した後で、ノードから jbconfig(8)を実行します。この管理者リ
ストのエントリは、jbconfig(8)が完了した後、削除できます。Windows NT記憶域ノード
では、jbconfig(8)よりも jbconfigを使用することに注意してください。

jbconfig(8)に加えて、記憶域ノードで scanner(8)を実行するときは、管理者リストに
root@storage_nodeが存在する必要があります。

デバイスが記憶域ノードで定義（有効）された場合、サーバーはノードのメディア・デーモ
ン（nsrmm(8)を参照）の起動を試行します。サーバーでノードが稼働しているかどうかを
認識するために、“nsrmmd polling interval”分ごとにノードをポーリングします。サーバー
がノードのデーモンまたはノード自体に問題を検出した場合、デーモンが再起動するか、
（デバイスの enabled属性の設定が enabledから noになることで）デバイスが使用不可能に
なるまで、“nsrmmd restart interval”分ごとにデーモンの再起動を試行します。

各ノードに記憶域ノード・イネーブラが必要なのに加え、ローカル・ジュークボックスに対
して固有のジュークボックス・イネーブラが必要なように、各リモート・ジュークボックス
には固有のジュークボックス・イネーブラが必要です。

操作操作操作操作
記憶域ノードは、サーバーにより機能していると認識された場合（つまり、nsrexecdが実
行、デバイスが有効、nsrmmdが実行、およびサーバーのポーリングに応答）、作業に割り
当てられます。クライアント保存が開始される場合、記憶域ノードの選択にクライアントの
storage nodes属性が使用されます。この属性は、要求に対する割当てのための、順序が考
慮された記憶域ノードのホスト名のリストです。

このノード割当てアプローチの例外は、サーバーの索引またはブートストラップが保存され
る場合です。これらの保存セットは、サーバーの storage nodes属性に関係なく、常にサー
バーのローカル・デバイスに送られます。したがって、サーバーには常にそのようなデータ
をバックアップするローカル・デバイスが、最小限必要です。これらの保存セットは、あら
ゆる保存セットに対して可能なように、後で記憶域ノードにクローン化できることに注意し
てください。
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記憶域ノードが、（ホストのデバイスを定義することで）最初に作成される場合、次にその
ホストに対するクライアント・リソースが追加され、ホスト名は storage nodes属性に追加
されます。この追加は、クライアントが固有のデバイスにバックアップすることを意味しま
す。しかし、クライアント・リソースがすでに存在し、デバイスがそのホストで定義されて
いる場合、そのマシンのホスト名でクライアントの storage nodes属性を手動で更新する必
要があります。この属性はホスト名の順序付けられたリストで、最初のエントリとして固有
の名前を追加します。

ボリュームの位置フィールドは、アンマウント・ボリュームのホストの位置を決定するため
に使用されます。サーバーは、ジュークボックスにボリュームがある場合に追加される可能
性がある、デバイスまたはジュークボックス名をこのフィールドで検索します。ジューク
ボックスのボリュームは、ジュークボックスが接続されているホストに位置が特定されるよ
う考慮されます。位置フィールドは、手動でこのフィールドを特定のノードのデバイスに設
定することにより（“rd=”構文を使用して）、そのノードにスタンドアロン・ボリュームをバ
インドするために使用できます。

デバイスと直接対話をするいくつかのコマンドがあり、記憶域ノードで実行する必要があり
ます。このコマンドには、デバイス・ドライバ・パッケージ内のこれらコマンドに加えて、
jbconfig(8)、nsrjb()および scanner(8)が含まれます。これらのコマンドを直接起動すると、
サーバーではなく記憶域ノードで実行され、サーバー・オプション（-s server_hostname、
ここで server_hostnameは制御サーバーのホスト名）を使用します。

クローニング機能クローニング機能クローニング機能クローニング機能
単一のクローン要求は、異なるソース・マシン（たとえば、保存セットを読み取るホスト）
それぞれのために、複数のサブ要求に分割できます。たとえば、クローン要求により、記憶
域ノード Aおよび Bそれぞれにあるボリューム Aおよびボリューム Bからデータを読み取
る必要があると仮定します。このような要求は、2つのサブ要求に分割でき、一方は記憶域
ノード Aのボリューム Aを読み取り、もう一方は、記憶域ノード Bのボリューム Bを読み
取ります。

clone storage nodes属性が指定される前に（nsr_client(5)を参照）、クローン要求のター
ゲット位置（クローン化されたデータが書き込まれる記憶域ノード）がサーバーのクライア
ント・ソースの storage nodes属性で決定されます。clone storage nodes属性が定義されて
いるサーバーで、クローン・ボリュームを読み取る、記憶域ノードのクライアント・リソー
スの clone storage nodes属性を調べることによりターゲット・ノードが決定されます。この
属性に値がない場合、サーバーのクライアント・リソースの clone storage nodes属性が参照
されます。この属性にも値がない場合、サーバーのクライアント・リソースの storage 
nodes属性が使用されます。
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制限制限制限制限
この機能の制限により、サーバーは別のサーバーの記憶域ノードにはできず、記憶域ノード
は 1つのサーバーのみで制御します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mmlocate(8)、nsr_client(5)、nsr_device(5)、nsr_service(5)、
nsrclone(8)、nsrexecd(8)、nsrmmd(8)、nsrmon(8)、scanner(8)
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nsradmin(8)

名前名前名前名前
nsradmin:　　　　Legato Storage Manager管理プログラム 

概略概略概略概略
nsradmin [ -c ] [ -i file ] [ -s server ] [ -p prognum ] [ -v version ] [ query ] 

nsradmin [ -c ] [ -i file ] [ -f resfile ... ] [ -t typefile ] [ query ] 

説明説明説明説明
nsradminコマンドは、Legato Storage Managerシステムのコマンドライン・ベース管理プ
ログラムです。通常、nsradminは、ネットワーク内の Legato Storage Managerリソースを
監視および変更します。コマンドは標準入力で入力され、出力は標準出力で生成されます。

問合せを設定しないで nsradminが起動される場合、Legato Storage Manager製品に含まれ
るすべてのリソースを選択するデフォルトの問合せを使用します。

オプションオプションオプションオプション
-c 
termcap(5)および curses(3)パッケージを使用して、後述される visualコマンド同様、全画
面表示モードを実装します。

-f resfile 
ネットワーク接続を開くかわりに、Legato Storage Managerリソース・ファイル resfileを使
用します。Legato Storage Managerサーバーが稼働していないとき以外、通常は使用しない
でください。複数の -fおよび resfile引数を使用して、一度に複数のファイルにアクセスする
ために nsradminを起動できます。

-i file 
標準入力のかわりに fileから入力コマンドを取得します。このモードでは、対話形式のプロ
ンプトは出力されません。

-s server
すべてのサーバーの管理を可能にするかわりに、名前が指定された Legato Storage Manager
サーバーへの接続を開きます。多くのサーバーがある場合にリソース数を制限するため、ま
たは RAP位置サービスが稼働していない場合に管理するために有用です。

-p program 
標準プログラム番号のかわりに、指定された RPCプログラム番号を使用します。標準番号
は 390109です。このオプションは通常デバッグのみに使用します。
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-t typefile 
RAPタイプを定義するために、代替ファイル typefileを使用します。

-v version 
指定されたバージョン番号で、Legato Storage Manager RAPサービスにバインドします。
デフォルトは 2です。このオプションは通常デバッグのみに使用します。

query
（属性リストの形式で）問合せが指定された場合、（後述の）編集操作が問合せの結果に対し
て実行されます。編集コマンドがどのように機能するかの詳細は、後述の「「「「コマンドコマンドコマンドコマンド」」」」を参
照してください。

リソースリソースリソースリソース
各 Legato Storage Managerリソースは、名前が指定された属性のリストで構成されていま
す。各属性には、0（ゼロ）かそれ以上の値が含まれます。属性名および値はすべて、出力
可能な文字列で表されます。大文字と小文字は区別されず、名前と値に含まれる以外のス
ペースは無視されます。

属性および属性リストを指定する形式は、次のようになります。

attribute ::= name [ : value [ , value ]* ] 
属性は、名前（オプション）と、続くコロン、0（ゼロ）またはそれ以上の値（複数の値は
カンマにより区切られます）で表されます。行の終わりのカンマは、行が継続していること
を意味します。

attribute list ::= attribute [ ; attribute ]* 
属性リストは、セミコロンで区切られる 1つ以上の属性で表されます。行の終わりのセミコ
ロンは、行が継続していることを示します。カンマまたはセミコロンの後に新しい行がない
場合は、リストが終了したことを示します。

次に、属性リストの例を示します。

name: mars;
type: NSR client;
remote access: mars, venus, jupiter;

属性、属性リストおよび Legato Storage Managerリソース・タイプの詳細は、
nsr_resource(5)および rap(8)マニュアル・ページを参照してください。
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コマンドコマンドコマンドコマンド
各入力プロンプトで、nsradminによりコマンド名といくつかのオプション引数が要求され
ます。コマンド名は、最も短い一意の文字列に短縮できます（たとえば、printは p）。コマ
ンド引数は、常に属性リストの形式で指定されます。ほとんどのコマンドにより、queryに
より返されたリソースのセットに対する操作が行われます。次のルールに従って、リソース
に一致するように使用される属性リストとして問合せは指定されます。

1. リソースはすべての指定された属性と一致する必要があります。

2. 複数の値が指定されている場合、リソースはそれらの値のいずれかと一致します。

3. 問合せの値は、ed(1)スタイルの正規表現の形式の場合があります。パターン一致は、
指定された属性を含むすべてのリソースに対して試行されます。

4. 属性が値なしで指定された場合、リソースはその名前の属性を含む必要があります。

したがって、問合せは次のようになります。

type:NSR device;
name:mars, venus;
test

前述の問合せは、値が NSR deviceの type属性、値がmarsまたは venusのいずれかの
name属性、および値のない test属性を持つすべてのリソースと一致します。

問合せに 1つの名前のみで値がない場合（たとえば、セミコロンまたはコロンが問合せにな
い場合）、プログラムによりもっと適切な問合せが考慮されます。名前がホスト名の場合、
問合せは指定されたホストのすべてのリソースを選択します。そうでない場合は、名前がタ
イプ名と解釈され、指定したタイプのすべてのリソースが選択されます。

bind [query] 
queryにより説明されるリソースを持つサービスにバインドします。問合せが指定されてい
ない場合、問合せは RAPリソース・ディレクトリに送られ、変更されるリソースを持つ
サービスに対するコマンドが更新、作成および削除されます。失敗した場合、前のサービス
が継続して使用されます。

create attribute list 
指定された属性を持つリソースを作成します。属性のうち 1つは、作成する Legato Storage 
Managerタイプを指定するために typeである必要があります。typesコマンドは、サー
バーがサポートするタイプを検索するために使用できます。

delete [query] 
現行の問合せと一致するリソースを削除します。queryが指定される場合、それが現行の問
合せになります。
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edit [query] 
現行の問合せと一致するリソースを編集します。queryが指定される場合、それが現行の問
合せになります。環境変数 EDITORが設定されている場合、そのエディタが起動されます。
それ以外の場合は vi(1)が起動されます。エディタを終了する場合、nsradminはリソースへ
の変更に応じた更新、削除および作成操作を適用します。リソース識別子属性は編集され
ず、エディタが終了する前にファイルが作成されることに注意してください。

help [command] 
コマンドの説明をするメッセージを出力します。コマンド名が指定されていない場合、コマ
ンドすべての概略が出力されます。

print [query] 
現行の問合せと一致するリソースを出力します。queryが指定される場合、それが現行の問
合せになります。現行の表示リストが空でない場合、表示リストに指定されている属性のみ
が表示されます。

server [servername] 
指定された Legato Storage Managerサーバー名にバインドします。サーバーが指定されてい
ない場合、RAP位置サービスが使用されます。失敗した場合、前のサーバーが継続して使用
されます。

show [name; ...] 
名前リスト（実際は値のない属性リスト）が指定されている場合、名前が表示リストに追加
されます。これらの属性のみが、後続の printコマンドで表示されます。名前リストが指定
されていない場合、表示リストは消去され、結果的にすべての属性が表示されます。

types
すべての認識されたタイプのリストを出力します。

update attributes 
attributesと一致する現行の問合せにより指定されたリソースを更新します。

quit 
終了です。

visual [query] 
curses(3)パッケージを使用して全画面モードを入力し、コマンドライン・インタフェースよ
り使用しやすいコマンドで作業を進めます。-cコマンドライン引数を使用することにより、
このモードに直接入れます。

option [list] 
このコマンドにより、リソースの表示を変更するいくつかのオプションが使用可能になりま
す。引数なしの場合は現行オプションを表示し、オプションのリストがある場合は指定した
オプションを表示します。オプションは次のものがあります。Dynamicは、すべての動的
な属性を、通常は非表示な属性（隠し属性）も含めて表示します。Hiddenは、すべての属
性を、通常は非表示な属性（隠し属性）も含めて表示します。Resource IDは、各リソース
のリソース識別子を表示します（内部的に使用される、順序と一意性を与える番号）。

unset [list] 
このコマンドは、指定したオプションの設定を外します。
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.[query]
queryが指定されている場合、このコマンドは問合せの結果を出力しないで現行の問合せを
設定します。それ以外の場合、現行の問合せ、表示リスト、サーバー・バインドおよびオプ
ションを表示します。

? [command] 
前述の helpコマンドと同じです。

例例例例
print type:NSR device 
NSR deviceタイプのリソースすべてを出力し、これを現行の問合せにします。

show type; name 
typeおよび name属性のみを表示する表示リストを設定します。

delete 
現行の問合せと一致するすべてのリソースを削除します。

delete type:NSR device; hostname: mars 
type: NSR deviceおよび hostname: mars属性を持つリソースを削除します。

edit type:NSR notification 
NSR notificationタイプのリソースすべてを編集します。

診断診断診断診断
次に、終了状態値の意味を示します。

0  対話モードが正常に終了しました。

1  使用エラーまたはその他の問合せ関連以外のエラーがあります。

2  ファイル（-i file）からの入力読取り時に、RAP操作が 1つ以上失敗しました。
 この状態は、対話式には返されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ed(1)、vi(1)、curses(3)、nsr_resource(5)、termcap(5)、nsr(8)、
rap(8)、rapd(8)
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名前名前名前名前
nsralist:　　　　Legato Storage Managerアーカイブ要求エグゼキュータ 

概略概略概略概略
nsralist -R archive request name 

説明説明説明説明
nsralistコマンドは、アーカイブ要求を実行するために使用されます
（nsr_archive_request(5)を参照）。通常 nsralistコマンドは、各アーカイブ要求リソースで
の指定に従って、nsrd(8)により自動的に実行されます。

nsralistコマンドは、nsrexecd(8)への RPC接続を設定して、指定したクライアントで
nsrarchive(8)を実行します。nsrexecdを使用できない場合、nsralistは rcmd(3)プロトコル
とクライアント側の rshd(8)を使用します。

nsralistは、アーカイブ・コマンドの実行を監視し、アーカイブ要求のログに出力を格納し
ます。クライアントで実行される nsrarchiveコマンドは、その進行に応じてサーバーを更新
します。オプションの検証およびクローニング操作が正常に完了したかどうかも含まれま
す。クローニングの詳細は、nsrclone(8)を参照してください。

オプションオプションオプションオプション
-R archive request name 
このオプションは、実行されるアーカイブ要求を指定します。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/tmp/al.request_name 
同じアーカイブ・リストの複数の実行が同時に行われないようにするロック・ファイル。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsrarchive(8)、nsrclone(8)、nsrexecd(8)、nsr_archive_request(5)
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名前名前名前名前
nsrarchive:　　　　Legato Storage Managerを使用して長期記憶域にファイルをアーカイブしま
す。

概略概略概略概略
nsrarchive [ -BinpqvxVy ] [ -b pool ] [ -C clone pool ] [ -f directive filename ]
[ -G remove ] [ -N name ] [ -R name ] [ -s server ] [ -T annotation ] [ -W width ]
[ path ... ] 

説明説明説明説明
nsrarchiveは、ファイル（ディレクトリやファイル・システム全体を含む）を Legato 
Storage Managerサーバーにアーカイブします（nsr(8)を参照）。アーカイブの進行状況は、
X-Window Systemベースの nwadmin(8)プログラムか、その他の端末タイプの場合は
curses(3X)ベースの nsrwatch(8)プログラムを使用して監視できます。nsrarchiveの使用は、
管理者またはアーカイブ・ユーザー・リスト上のユーザーに限定されます。

path引数が指定されていない場合、カレント・ディレクトリがアーカイブされます。
nsrarchiveがディレクトリをアーカイブする場合、その中のすべてのファイルおよびサブ
ディレクトリをアーカイブしますが、マウント・ポイントを越えることや、シンボリック・
リンクに従うことはありません。

各ディレクトリで検出されたディレクティブ・ファイル（nsr(5)を参照）は、デフォルトで
読み込まれます。このファイルには、特定のファイルのアーカイブ方法（圧縮、スキップな
ど）に関する特別な指示が含まれています。これらのファイルの名前は ‘.nsr’です。

path引数で指定されたサブディレクトリ構造内の各ファイルは、Legato Storage Manager
アーカイブ・ストリームにカプセル化されます。このデータ・ストリームは、Legato 
Storage Managerサーバー上の受信プロセスに送られます（nsrd(8)を参照）。受信プロセス
ではデータを処理し、アーカイブ保存セットのエントリをメディア・データベースに追加し
ます。データは最終的に長期記憶メディアに保存されます（nsrmmd(8)を参照）。

メディア処理の詳細は、nsrmm(8)と nsr_device(5)で説明されています。

グルーミング・オプション removeが要求された場合、アーカイブされたすべてのファイル
およびディレクトリが削除されます。検証が要求された場合、検証に失敗すると、ファイル
は削除されません。同様に、要求したクローニング操作が失敗すると、ファイルは削除され
ません。-yオプションが指定されていない場合、ファイルの削除前にユーザーに確認のプロ
ンプトが表示されます。

コマンドラインで -Tオプションを指定しないと、アーカイブの注釈を入力するよう要求さ
れます。
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オプションオプションオプションオプション
-b pool 
アーカイブに使用する宛先プールを指定します。このオプションにより、サーバーで通常行
われるプールの自動選択が上書きされます。

-B
ルート（/）から起動ポイントまでのすべての接続ディレクトリ情報をアーカイブします。
クライアント・ファイル索引が生成されると、このオプションが指定されていなくても、接
続ディレクトリ情報が常にアーカイブされることに注意してください。

-C clone pool 
指定した clone poolに、このアーカイブ保存セットのクローンを作成します。

-E
アーカイブによって生成されるデータのサイズを見積り、実際のアーカイブを実行します。
見積りは iノード情報から生成されるため、データが実際に読み込まれるのは 1回のみであ
ることに注意してください。

-f filename 
デフォルト・ディレクティブを読み込むファイル（nsr(5)を参照）。filenameに -を指定する
と、デフォルト・ディレクティブは標準入力から読み込まれます。

-i
アーカイブ中のサブディレクトリ構造で検出されたディレクティブ・ファイルを無視しま
す。

-G remove 
アーカイブ後にファイルを削除します。クローニングまたは検証が要求された場合、これら
の操作が正常に終了するまではグルーミングは行われません。yオプションが指定されてい
ない場合、トップレベル・ディレクトリの削除時にプロンプトが表示されます。削除される
すべてのファイルおよびディレクトリのリストを含む一時ファイルが、nsrarchiveにより作
成されます。環境変数 TMPDIRが設定されていない場合、一時ファイルは /tmpに置かれま
す。

-n
アーカイブなし。アーカイブによって生成されるデータのサイズを見積りますが、実際の
アーカイブは実行しません。

-N name 
このアーカイブ保存セットのシンボリック名。デフォルトでは、最初の path引数が名前とし
て使用されます。

-v
詳細情報。nsrarchiveプログラムの進行状況の詳細を表示します。

-p
状態 0（ゼロ）で終了します。クライアントが適切にインストールされたかどうかの判別に、
サーバーにより使用されます。
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-q
限られた情報のみ。サマリー情報とエラー・メッセージのみを表示します。

-R name 
このオプションは、アーカイブの実行要求を処理する nsralistプログラムによってのみ使用
されます。このオプションが指定されると、指定したアーカイブ要求リソースへの更新が行
われます。

-s server 
Legato Storage Managerサーバーとして使用するマシンを指定します。

-T annotation 
アーカイブ保存セットに任意のテキストで注釈を付けられます（最長 1023文字まで）。この
オプションで、作成されるアーカイブ保存セットの注釈を指定します。

-V
終了後にアーカイブ保存セットを検証します。

-W width 
サマリー情報出力のフォーマット時に使用される幅。

-x
クロス・マウント・ポイント。

-y
すべての質問に yesで答えます。

診断診断診断診断
終了コード :

0 通常の終了

-1 異常終了

関連項目関連項目関連項目関連項目 :     curses(3X)、nsr_getdate(3)、nsr(5)、nsr(8)、nsr_service(5)、
nsr_device(5)、nsrmm(8)、nsrmmd(8)、nsrd(8)、nsrwatch(8)、
nsrretrieve(8)、nwadmin(8)
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nsrcap(8)

名前名前名前名前
nsrcap:　　　　Legato Storage Managerの機能を更新します。

概略概略概略概略
nsrcap [ -vn ] { -c | -u | -d } enabler-code 

説明説明説明説明
nsrcapプログラムは、主に Legato Storage Managerで新機能を使用可能にする場合に使用
します。nsrcapは、現在使用している Legato Storage Managerソフトウェアの機能のアッ
プグレードまたはダウングレードにも使用できます（アップグレードおよびダウングレード
は、次の説明を参照して、慎重に行ってください）。イネーブラは、Legato Storage Manager
ソフトウェアから独立しています。通常 6桁ごとの 3グループで表される 18桁のコードで
指定します。新機能を使用可能にするには、Legato Storage Managerサーバー・ソフトウェ
アがインストールされているシステムで、nsrd(8)プログラムが実行されている必要があり
ます。新機能を使用可能にするには、Legato Storage Managerに管理者または rootでログ
インする必要があります。nsrcapプログラムは、使用可能にする機能ごとに 1回、18桁の
コードを指定して実行します。エラーが発生しなければ、出力はありません。現在ロードさ
れているイネーブラは、nwadmin(8)または nsradmin(8)を使用して NSR licenseリソース
を参照し、確認できます。

オプションオプションオプションオプション
-c 
nsrcapにより、指定したイネーブラ・コードが使用され、現在インストールされていない機
能が使用可能になります。機能は、1回のみロードできます。イネーブラを 2回以上ロード
すると、エラーが返されます。-c、-dまたは -uのいずれかのオプションのみ指定できます。

-d
nsrcapにより、既存のベースまたはジュークボックス・イネーブラがダウングレードされま
す。イネーブラをダウングレードすると、システムで使用できた以前のレベルへ戻すことは
できません。オラクル社カスタマ・サポート・センターからの指示以外は、-dオプションは
使用しないでください。-c、-dまたは -uのいずれかのオプションを指定する必要がありま
す。
2-140　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsrcap(8)
-u
nsrcapにより、既存のベースまたはジュークボックス・イネーブラをアップグレードするイ
ネーブラが導入されます。イネーブラをアップグレードすると、システムで使用できた以前
のレベルへ戻すことはできません。オラクル社カスタマ・サポート・センターからの指示以
外は、-uオプションは使用しないでください。

-v
nsrcapにより、ロードされるイネーブラの詳細情報が表示されます。-c、-dまたは -uのい
ずれかのオプションを指定する必要があります。

-n
ロードなし。nsrcapにより、イネーブラ・コードの妥当性がチェックされます。-nオプ
ションを指定すると、コマンドラインで入力したイネーブラ・コードは確認および検証され
ますが、Legato Storage Managerサーバーの nsr_licenseリソースには含められません。

診断診断診断診断
enabler-code is too long
イネーブラ・コードの長さは、18桁です。入力されたコードが 18桁より長く、無効です。

invalid code: xxxxxx-xxxxxx-xxxxxx
コマンドラインで入力された 18桁のコードが無効です。イネーブラ・シートのイネーブラ・
コードを再チェックしてください。

cannot find a jukebox resource to enable
入力されたコードは、ジュークボックス・ライセンス・イネーブラですが、使用可能な
ジュークボックス・イネーブラがありません。nsrcapを実行する前に、jbconfig(8)を実行
し、ジュークボックスのインストールを完了する必要があります。

found a jukebox, but it had more than N slots.
ジュークボックス・イネーブラが使用可能にできるのは、物理スロットが N個（Nは、
ジュークボックス・イネーブラのタイプ）までのジュークボックスです。ジュークボックス
が適切にインストールされていないか、タイプ番号の大きいジュークボックス・イネーブラ
を入手する必要があります。

this enabler-code is already assigned
入力されたイネーブラ・コードはすでにシステムにロードされており、アップグレードに使
用できません。

no appropriate jukeboxes to upgrade
アップグレードが試行されましたが、ジュークボックス・リソースが見つかりません。-uオ
プションは、ジュークボックスの初期インストールではなく、ジュークボックス・レベルの
アップグレードに使用します。nsrcapを実行する前に、jbconfig(8)を実行する必要もあり
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nwadmin(8)、nsradmin(8)、nsrd(8)
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this enabler-code previously loaded
入力されたイネーブラ・コードは以前にシステムにロードされており、再使用できません。
アップグレード用にイネーブラ・コードを新たに購入する必要があります。

don’t know how to upgrade this enabler
don’t know how to downgrade this enabler
入力されたイネーブラ・コードは、ベースまたはジュークボックス・イネーブラのものでは
ありません。現在アップグレードまたはダウングレード可能なタイプのイネーブラは、これ
らのみです。

base enabler must be loaded before upgrading
base enabler must be loaded before downgrading
ベース製品をインストールするまで、アップグレードまたはダウングレードできません。
ベース・イネーブラをインストールし、アップグレードまたはダウングレードを行ってくだ
さい。

cannot find the enabler to upgrade
ジュークボックスのアップグレードが試みられましたが、ジュークボックスのライセンス・
イネーブラが、現在ロードされていません。ジュークボックス・イネーブラの初期インス
トールには、-uオプションではなく、-cオプションを使用してください。

RPC error, Program not registered
nsrcapプログラムには、Legato Storage Managerデーモンの実行が必要です。Legato 
Storage Managerデーモンを起動し（cd /; nsrd）、nsrcapプログラムを再実行してくださ
い。nsrdがすでに実行されている場合、サーバーのリソース制限に達した可能性があります
（メモリーの不足またはプロセスがない、など）。

RAP error, user login name needs to be of the type:NSR administrator list.
サーバーの管理者のリストにログイン名がありません。nsrcapの実行は、権限を持つ管理者
が行う必要があります。

RAP error, ...
イネーブラが無効の場合、この他にも様々なエラーが nsrdより返されます。たとえば、
ベース・イネーブラがすでにロードされているシステムにベース・イネーブラのロードを試
みた場合やジュークボックスが完全にインストールされる前にジュークボックス・イネーブ
ラのロードを試みた場合などです。RAP errorの後に、特定の問題が続きます。
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名前名前名前名前
nsrcat:　　　　Legato Storage Manager通知の ttyデバイスへのリダイレクタ 

概略概略概略概略
nsrcat [ -n ] 

説明説明説明説明
出力行にキャリッジ・リターンを追加しない ttyドライバを使用するシステムの /dev/console
または /dev/ttyディレクトリに、Legato Storage Manager通知メッセージをリダイレクトで
きるよう、nsrcatにより、すべての改行にキャリッジ・リターンが追加されます。このコマ
ンドでは、標準入力からテキスト・メッセージが読み込まれ、改行文字にキャリッジ・リ
ターンが追加されて、標準出力にメッセージが書き出されます。

オプションオプションオプションオプション
-n 
コードセットが UTF-8から、ユーザーのシステムのキャラクタ・コードに変換されることを
示します。

例例例例
type:               NSR notification;
name:               Log default;
action:             nsrcat > /dev/console;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : console(4)、tty(4)、nsr_notification(5)、nsr(5)
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nsrck(8)

名前名前名前名前
nsrck:　　　　Legato Storage Manager索引整合性チェックおよび修正プログラム 

概略概略概略概略
nsrck [ -qM ] | [ -T tempdir ] [ -X [ -x percent ] | -C | -F | -m | -c ]
[ clientname ... ] 

説明説明説明説明
Nsrckは、クライアントの保存レコードの Legato Storage Managerオンライン索引の整合性
のチェックに使用されます。nsrckは、通常、nsrindexdの起動に合わせ、nsrindexd(8)プ
ログラムによって自動的に起動されます。

索引の整合性チェックは、最大 4つのフェーズに分かれます。

フェーズ 0では、クライアントの索引にさらにチェックが必要か判別されます。このフェー
ズでは、索引データベースの内部状態がチェックされ、この状態で整合性がとれている場合
は、次のフェーズに進みません。フェーズ 0では、問題のある索引名（ネットワーク・アド
レスにマップできない索引名など）もレポートされます。

フェーズ 1では、データベース・レコード・ファイル（db）のすべてのエラーが修正され、
必要に応じて、このデータベースの Bツリー索引が再作成されます。

フェーズ 2では、データベースにメディア・データベースとクロスチェックするようフラグ
が立てられている場合に、ファイル索引のレコードがメディア・データベースに対しチェッ
クされ、ブラウズ可能な既存の保存セットと一致しないレコードが削除されます。

最後に、フェーズ 3では、前のフェーズで空き領域ができたか、以前の実行でフラグが立て
られているかのいずれかの理由で、データベースの圧縮が必要な場合に、索引が圧縮されま
す。

索引の圧縮は、2または 3段階の処理に分かれます。まず、データベースのレコードが、一
時データベース db.CMPにコピーされます。この操作が終了すると、フラグ・ファイル
db.SVCが作成され、元の圧縮されていないデータベースが削除され、圧縮されたデータ
ベースの名前が dbに変更されます。最後に、db.SVCファイルが削除されます。dbファイ
ルを含むファイル・システムに、一時ファイルを含める領域がない場合、nsrckは別の書込
み可能なファイル・システムに一時ファイルを作成し、db.PTRと言う名前のファイルにこ
のファイルのポインタを格納します。この場合、データを正しい位置にコピーして戻す前
に、圧縮されていないデータベースを削除する必要があるため、余分なデータが必要となり
ます。これらの処理がすべて終了すると、db.PTRファイルが削除されます。

nsrckプログラムは、実行中いつでも再起動可能です。これにより、システム・クラッシュ
やリソース不足などの際にもデータが失われることはありません。
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オプションオプションオプションオプション
-C 
指定したクライアントまたは何も指定しない場合はすべてのクライアントで索引が圧縮され
ます。チェックの他のフェーズは、データベースでエラーが検出された場合のみ行われま
す。

-c
指定したクライアントまたは何も指定しない場合はすべてのクライアントで索引データベー
スが作成されます。すでに索引データベースがある場合、これらはチェックされません。

-F
指定したクライアント名でチェックを行います。名前を指定しない場合、すべてのクライア
ントの索引がチェックされます。このオプションでは、索引チェックのすべてのフェーズが
実行されます。互換性を保つため、-Fには、索引圧縮も含まれ、索引の圧縮に使用される場
合があります。このオプションは、通常、ブラウズ方針（nsr_policy(5)を参照）を 1年から
6か月に変更するなど、ブラウズ方針が削減された場合のみ必要です。

-T tempdir 
dbファイルを含むファイル・システムに十分な領域がない場合に、圧縮時、一時データ
ベースを保存するディレクトリを指定します。このオプションが指定され、指定したディレ
クトリに十分な領域がない場合、nsrckは失敗します。dbファイルを含むファイル・システ
ムに十分領域がある場合は、この引数は無視されます。

-M
マスター・モード（手動操作の場合はお薦めしません）。nsrd(8)または他の Legato Storage 
Managerデーモンにより実行されており、タイムスタンプ付きでメッセージを記録し、nsrd
により指定された処理を行うよう、nsrckに示します。

-m
nsrckにより、クライアントのオンライン・ファイル索引のチェックではなく、メディア・
データベース Bツリー索引のチェックおよび再作成が行われます。

-q
限られた情報のみ。エラー以外のメッセージは表示されません。

-X
索引データベースをチェックしません（フェーズ 0でエラーがない場合）。索引レコード内
の保存セット IDとメディア・データベース内の保存セットをクロスチェックします。対応
するメディア保存セットのないレコードは廃棄されます。クライアントがリストされている
場合は、この索引に限り、クロスチェックが行われます。

-x percent 
データベースのクロスチェック後、データベースの UNIXファイルの使用率が percentより
少ない場合、データベースが圧縮され、未使用のページがファイル・システムに解放されま
す。デフォルトは、30パーセントです。
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/tmp/.nsrck 
nsrckはこのファイルをロックします。これにより、Legato Storage Managerサーバーに対
し発行されているこのコマンドが 1つのみになるようにします。

/nsr/index/clientname
/nsr/index/clientname/db
/nsr/index/clientname/db.CMP
/nsr/index/clientname/db.PTR
/nsr/index/clientname/db.SCV
/nsr/index/clientname/db.RCV
/anyfilesystem/nsrckXXXXXX 
dbファイルの圧縮時、圧縮を行うのに十分な領域が /nsr/index/clientname/db.CMPにない場
合に作成される一時データベース。

診断診断診断診断
checking index for clientname
表示されたクライアントに関連するファイルが検証中であることを示すメッセージ。

more space needed to compress clientname index, size required
プログラムで、一時ファイル db.CMPの保存に必要なディスク領域を見つけられません。オ
ペレータは、ローカル・ファイル・システムのディスク領域を解放し、コマンドを再実行し
てください。ファイル・システムで使用可能な空き領域の確認には、df(8)コマンドを使用
できます。

cannot lock flag file for clientname: reason
索引圧縮の最初の部分の終了を表すフラグ・ファイルが、このプログラムの別のインスタン
スまたは nsrindexdデーモンによってすでに使用されています。2つのプロセスが同時に同
じ索引にアクセスすると障害が発生するため、ファイルに対する処理は行われません。

WARNING no valid savetimes - cross-check not performed for clientname
クロスチェックの際、このクライアントに対する保存セットが検出されませんでした。これ
は障害時リカバリの際に起こる場合があるため、nsrckは、クライアント索引全体を削除す
ることはせず、かわりに何もしません。

cross-checking index for clientname
-Xオプションを指定した場合のみ表示されます。

rolling forward index compression for clientname
リブート後、索引圧縮の最初のコピー処理が終了している場合、圧縮の次の処理へ進みま
す。

compressing index for clientname
-xまたは -Cオプションを指定した場合表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_layout(5)、nsr_policy(5)、hosts(5)、nsrd(8)、nsrindexd(8)、
nsrmmdbd(8)、nsrim(8)、savegrp(8)
2-146　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsrck(8)
completed checking count clients
なんらかのチェックが行われた場合、プログラムの終了時に表示されます。
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nsrclone(8)

名前名前名前名前
nsrclone:　　　　Legato Storage Manager保存セットのクローニング・コマンド 

概略概略概略概略
nsrclone [ -v ] [ -s server ] [ -b pool ] { -f file | volname... } 

nsrclone [ -v ] [ -s server ] [ -b pool ] -S { -f file | ssid... } 

nsrclone [ -v ] [ -s server ] [ -b pool ] -V { -f file | volid... } 

HSM対応のサーバーの場合対応のサーバーの場合対応のサーバーの場合対応のサーバーの場合 :
nsrclone [ -v ] [ -s server ] [ -b pool ] -c client -N saveset 

説明説明説明説明
nsrcloneプログラムは、既存の保存セットの新規コピーの作成に使用されます。これらのコ
ピーは、コピーを保存するボリューム以外、オリジナルとの違いはありません。コピーは異
なるメディア・ボリュームに置かれるため、コピーが 1つの場合より信頼性が増します。コ
ピーは、各種メディアに作成できます（たとえば、8mmテープ上の保存セットを光ディス
ク・セットにコピーできます）。ただし、nsrclone操作のコピー先として使用されるメディ
アはすべて、クローン・プールに含まれている必要があります。各種プール・タイプの説明
は、nsr_pool(5)を参照してください。

コマンドライン・パラメータでボリューム名またはボリューム識別子を指定できますが、
nsrcloneでは常に保存セット全体がコピーされます。指定したボリュームに保存セットの一
部のみが含まれる場合も全体がコピーされるため、クローニング操作時、コマンドラインで
指定したボリューム以外のボリュームが要求される場合があります。nsrcloneでは、単にボ
リュームを複製するのではなく、指定したプールのコピー先ボリューム・セットに保存セッ
ト全体をコピーします。選択したコピー先の最初のボリュームに、コピーする保存セットが
すべて収まらない場合は、別のボリュームが選択されます。これにより、コピーごとに異な
る種類のメディアを使用でき、テープなどの可変サイズのボリュームが使用できます。

nsrcloneで -cおよび -Nオプションを同時に使用すると、指定した保存セットの super-full 
cloneが作成されます。super-full cloneは、HSMを使用する場合のみサポートされる機能で
す（HSM対応の可能なサーバーで最も有用です）。指定したクライアントおよび保存セット
の最新の完全全体バックアップのクローンが、このバックアップで参照している HSM移行
保存セットとともに自動的に作成されます。super-full cloneは、Migration Cloneタイプの
プールのボリュームに作成する必要があります。最新バックアップで参照している移行保存
セットがない場合は、保存セット全体のクローンのみ作成されます。
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nsrcloneプログラムおよび nsrmmd(8)により、各保存セットが指定したボリュームに最大
1つのクローンを持つことが保証されます。ボリューム名または識別子を指定すると、この
ボリュームの保存セットのコピーがソースとして使用されます。保存セットが明示的に指定
されると、複数のコピーがすでにあるものが自動的に選択されます（オペレータの介在が必
要なものよりは、ジュークボックスのボリュームにある保存セットのコピーが選択されま
す）。ソースとして使用する保存セットのコピー（クローン）を指定することもできます。
次の -Sオプションを参照してください。

記憶域ノード間のクローニングは、ソース・ノードでボリュームから読み込む nsrmmd(8)
およびターゲット・ノードでボリュームに書き込む別の nsrmmd(8)により実現されます。
ソース・ノードは、ソース・ボリュームの位置で決まります。これは、ボリュームが現在マ
ウントされている位置か、アンマウントされている場合は位置フィールドで表されます
（mmlocate(8)を参照してください）。クローンのターゲット・ノードは、記憶域ノードまた
はサーバーのクライアント・リソースの clone storage nodes属性またはサーバーの storage 
nodes属性のいずれかで決まります。これらの属性の使われ方およびこの他の記憶域ノード
情報の詳細は、nsr_storage_node(5)および nsr_client(5)を参照してください。

オプションオプションオプションオプション
-b pool 
クローンのコピー先のメディア・プールを指定します。現在 nsrd(8)に登録されており、
statusが cloneに設定されているプールを指定できます。可能な値は、nwadmin(8)の
「Administration」メニューから「Pools」メニュー項目を選択して表示できます。このオプ
ションを省略すると、クローン保存セットは自動的に Default Cloneプールに移動されます。

-c client 
super-full cloneの作成に使用する保存セットのクライアントを指定します。このオプション
は、常に -Nオプションとともに使用します。

-f file 
ボリューム名、ボリューム識別子または保存セット識別子をコマンドラインで指定するので
はなく、指定したファイルから読み込むよう nsrcloneに指示します。入力ファイルでは、
値は 1行に 1つずつリストしてください。fileに “-”を指定できます。この場合、値は標準入
力から読み込まれます。

-N saveset 
super-full cloneの作成に使用する保存セット名を指定します。このオプションは、常に -c
オプションとともに使用します。

-s server 
保存セットの移行元の Legato Storage Managerサーバーを指定します。サーバーの選択の詳
細は、nsr(8)を参照してください。デフォルトは、現在のシステムです。

-v
詳細情報の表示を有効にします。このモードでは、複数ボリュームにまたがる保存セットや
一連の保存セットの拡張など、nsrcloneの操作に関する付加的メッセージが表示されます。
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-S
nsrcloneで、後続のコマンドライン・パラメータがボリューム名ではなく、保存セット識別
子として処理されます。保存セット識別子は、符号なし数値です。保存セットの保存セット
識別子は、mminfo -vコマンドを使用して確認できます（mminfo(8)を参照してください）。
-Sは、ボリュームから個々の保存セットをコピーする場合やmminfo問合せと一致する保
存セットすべてをコピーする場合に有用です（後述の例を参照してください）。保存セット
識別子を使用して、保存セットの複数あるコピーのうち、ソースとして使用するコピーを厳
密に指定できます。コピーを厳密に指定するには、各保存セット識別子に ssid/cloneid形式を
使用してください。このとき、ssidおよび cloneidには符号なし数値を使用し、スラッシュ
（/）1つで区切ります。特定のコピーの cloneidを確認するには、mminfo -Sレポートまたは
カスタム・レポートを使用します。

-V
nsrcloneで、後続のコマンドライン・パラメータがボリューム名ではなく、ボリューム識別
子として処理されます。ボリューム識別子は、mminfo -mvレポートなどを使用して確認で
きます。このオプションは、-Sオプションとともに使用できません。

例例例例
ボリュームmars.001のすべての保存セットを Offsite Cloneプールのボリュームへコピーし
ます。
nsrclone -b 'Offsite Clone' mars.001

直前の週末に作成された完全な保存セットをすべてコピーします（nsr_getdate(3)で時間を
指定しない場合、午前 0時に相当することに注意してください）。nsrclone(8)により完全な
保存セットのみコピーされます。
nsrclone -S 'mminfo -r ssid \
  -q '!incomplete,savetime>last saturday,savetime<last monday''

特定の保存セットの特定のクローンをコピーします。
nsrclone -S 1538800517/770700786

診断診断診断診断
要求されたすべての保存セットのクローンを正常に作成した場合、終了状態は 0（ゼロ）で
す。そうでない場合は、0（ゼロ）以外の値です。

nsrd(8)がデータのクローニングに使用できないことを示すメッセージがいくつか出力され
ますが、これらの意味は明白です。次のようなメッセージも出力されます。

adding save set series which includes ssid
詳細表示モードで実行している場合、nsrcloneで、要求した保存セットが単体ではなく、一
連の保存セット全体のクローン作成が必要であるとみなされた場合に（コマンドライン・パ
ラメータで一部のみ指定した場合でも）、このメッセージが出力されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_getdate(3)、nsr_pool(5)、nsr_storage_node(5)、mminfo(8)、
nsr(8)、nsrd(8)、nsrmmd(8)、nwadmin(8)
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Cannot contact media database
指定したサーバーのメディア・データベース（多くの場合、その他の Legato Storage 
Managerサービスも）が、問合せに応答していません。サーバーを起動する必要がありま
す。あるいは、起動直後の場合、問合せへの応答前に起動チェックを終了する必要がありま
す。

cannot clone save set number, series is corrupt
指定した保存セットは、一連の保存セットの一部です（非常に大きいファイルまたはファイ
ル・システムの保存に使用されます）が、メディア・データベースで検出できない保存セッ
トがあります。これは、保存セットの一部を含むテープをラベル変更した場合などに起こり
ます。

cannot clone backup and archive data together
アーカイブとバックアップ・データはまったく異なり、同じプールにクローンを作成できま
せん。nsrcloneを 2回（バックアップ保存セットのクローン作成に 1回、アーカイブ保存
セットのクローン作成に 1回）実行する必要があります。

cannot open nsrclone session with server
サーバーがクローン・セッションを受け入れない場合、このメッセージが出力されます。

cloning not supported; upgrade required
この機能を使用するには、別のイネーブラが必要です。

cloning requires at least 2 devices
データは 1つのボリュームから別のボリュームへ直接コピーされるため、クローニングに
は、最低 1つの読取り /書込みデバイスと、1つの読取り専用または読取り /書込みデバイ
スが必要です。

server does not support cloning
指定したサーバーではクローニングできません。

error, no valid clones of ssid number
指定された保存セットは存在しますが、保存セットの完全なコピーがないため、クローンを
作成できません。保存セットは異常終了したか、処理中です。完全保存セットのみコピーさ
れます。

error, user username needs to be on administrator list
error, user username needs to be on archive users list
バックアップ保存セットのクローンを作成できるのは、Legato Storage Manager管理者のみ
です。Legato Storage Manager管理者は、NSRサーバー・リソースにリストされています。
詳細は、nsr_service(5)を参照してください。アーカイブ機能を備えたサーバーでは、NSR
アーカイブ・クライアントのユーザー・リスト上のユーザーのみアーカイブ保存セットのク
ローンを作成できます。

no complete, full backup of client:saveset
super-full cloneの作成の試行時に、nsrcloneでは、要求された保存セットの完全な全体バッ
クアップを検出できませんでした。
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no complete save sets to clone
完全な保存セットのみコピーできます。要求されたコマンドライン・パラメータとの一致中
に不完全な保存セットが検出されました。

number is not a valid save set
指定した保存セット識別子は無効です。単純な保存セット識別子およびクローン IDの指定
付きの 2つの形式が使用できます。単純な保存セット識別子は、符号なし数値です。クロー
ン ID付き保存セット形式は、符号なしの 2つの数値を 1つのスラッシュ（/）で区切って指
定します。

pool is not a cloning pool
-b poolオプションで指定したプールは、クローン・プールではありません。-bオプションに
は、常に Backup Cloneまたは Archive Cloneタイプのプールを使用する必要があります。

save set number does not exist
指定した保存セット（-S保存セット・リスト）がありません。mminfo(8)を使用して保存
セット識別子を確認してください。

save set number crosses volumes; requesting additional volumes
詳細表示モードで、ボリューム名または IDが指定されたが、指定された保存セットの一部
しかボリュームにない場合にこのメッセージが出力されます。完全な保存セットのみクロー
ンを作成できるため、nsrcloneから自動的にその他のボリュームが要求されます。

save set clone number/cloneid does not exist
保存セットの特定のクローンが指定されましたが、保存セットには、このクローン識別子の
クローンはありません。mminfo(8)を使用して保存セット識別子を確認してください。

volume name-or-number does not exist
指定したボリューム（-Vオプションで指定したボリューム名またはボリューム ID）がメ
ディア・データベースにありません。

waiting 30 seconds then retrying
一時エラーが発生しました。問題が解決されるまで、nsrcloneで要求が自動的に再試行され
ます。たとえば、すべてのデバイスが保存またはリカバリでビジーの場合、エラーが発生し
ます。これらのデバイスが使用可能になるまで nsrcloneは待機する必要があります。

Warning: No candidate migration save sets of client:saveset 
nsrcloneを使用して super-full cloneを作成し、指定したクライアントおよび保存セットの
最新の全体バックアップで移行保存セットが参照されない場合、nsrcloneで全体バックアッ
プのクローニングが開始されると、この警告が出力されます。
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名前名前名前名前
nsrd:　　　　Legato Storage Managerサービスを提供するデーモン 

概略概略概略概略
nsrd 

説明説明説明説明
nsrdデーモンは、RPCベース保存およびリカバリ・サービスを提供します。このサービス
でユーザーは、ネットワークに全体にわたってファイルの保存、問合せおよびリカバリがで
きます。nsrdから与えられる RPCプログラム番号は、390103です。

通常 nsrdは、起動時に起動シェル・スクリプト（たとえば、rc.local、rc.boot）から開始し、
ユーザーが直接開始する必要はありません。起動後に、nsrdは、Legato Storage Manager
サービスを提供する必要がある他のデーモンを起動します。

The nsrdコマンドは適切なリソースとともにマシン上で実行する必要があります。それらの
リソースは、メディア多重化ソフトウェアの制御のもとにあるデバイス（たとえば、テー
プ・ドライブ）の nsrmmd(8)、索引デーモン用の十分なディスク領域の nsrmmdbd(8)およ
び保存されたファイルとファイルがどのボリュームに含まれるかを示すユーザー・ファイル
の索引をメンテナンスする、nsrmmdbd(8)などを含みます。

バックアップのたびに、リカバリまたは様々な他のセッションが開始されると、nsrdは他の
プログラムの ansrdを開始して要求されたセッションを処理します。ansrdプログラムは、
エージェントと呼ばれます。エージェントは、バックアップ、リカバリまたは他のセッショ
ンの監視をする役割があり、セッションが完了すると自動的に終了します。ps(1)または他
のプロセス監視ツールを使用して、監視中のセッションの種類を確認する ansrdに続くパラ
メータを検証します。必要に応じて、エージェントは、バックアップまたはリカバリ・セッ
ションを強制的に終了します。エージェントは、直接実行できません。nsrdによってのみ開
始されます。
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/logs/daemon.log 
nsrdおよび他の Legato Storage Managerデーモンが、Legato Storage Managerのイベン
ト・メカニズムを使用して記録できない場合の、様々なエラー条件に関する情報を送るため
のファイル。

/nsr/res/nsr.res 
Legato Storage Managerサービスおよびそのリソースを説明する属性（nsr_service(5)を参
照）。

/nsr/res/nsrjb.res 
Legato Storage Managerサービスのジュークボックス・リソースを説明する属性。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsr_service(5)、nsrmmd(8)、nsrmmdbd(8)、
nsrindexd(8)、ps(1)、rc(8)
2-154　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsrexec(8)
nsrexec(8)

名前名前名前名前
nsrexec:　　　　Legato Storage Managerクライアント上の Legato Storage Managerコマンドをリ
モートで実行 

概略概略概略概略
nsrexec [ -a auth ] [ -vR ] [ -T hangseconds ] [ -c client ] [ -f file | - ] [ –– ... ] 

説明説明説明説明
nsrexecコマンドは、他の Legato Storage Managerコマンドからのみ実行できます。
nsrexecdを実行する Legato Storage Managerクライアント上のコマンドをリモートで実行
し、これらのコマンドの進行を監視するのに使用します。

オプションオプションオプションオプション
-a 
使用する認証タイプ。

-T
待機時間。

-c
コマンドを実行するクライアント。

-R
ファイル・システム・プローブを実行します。

-v
冗長な出力を要求します。

-f
データを、ファイルまたは標準入力から読み込みます。

––   （ダブル・ダッシュ）
ダブル・ダッシュの後の情報は、説明目的にのみ使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr(8)、nsrexecd(8)、savegrp(8)
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nsrexecd(8)

名前名前名前名前
nsrexecd:　　　　Legato Storage Managerクライアント実行サービス 

概略概略概略概略
nsrexecd [ -s server [ -s server ... ]] [ -f serverfile ] [ -p savepath ] [ -i ] 

説明説明説明説明
nsrexecdを、Legato Storage Managerクライアント上で自動操作を実行するために Legato 
Storage Managerサーバーが使用します。現在 savegrp(8)は、Legato Storage Managerクラ
イアント・マシン上で保存、事前の移行および記憶域ノードの機能を開始するために使用し
ます。移行が Legato Storage Managerクライアント上で可能になると、nsrexecdは、ディ
スク使用を監視し、nsrmig(8)を使用して移行を開始し、また nsrib(8)を使用してファイル
のリコールを管理します。記憶域ノードの機能が使用中の場合は、nsrexecdはホスト上で
nsrmmd(8)デーモンおよび nsrjb()コマンドを開始して、サーバーからのポーリング要求に
応答します。記憶域ノードの詳細は、nsr_storage_node(5)を参照してください。nsrexecd
サービスは、通常、起動時に各 Legato Storage Managerクライアント・マシン上で開始され
ます。Legato Storage Managerサーバーは、自身のクライアントになることを通常は想定し
ているので、nsrexecdはすべての Legato Storage Managerサーバー上で同様に実行します。

nsrexecdサービスは、Legato Storage Manager操作をリモートで実行するために RPCベー
スのサービスをエクスポートします。要求はすべて認証される必要があり、オプションで特
定の Legato Storage Managerサーバーに制限できます。save要求（たとえば save(8) または
savefs(8)）、移行要求（たとえば nsrpmig(8)または nsrmig(8)）および記憶域ノード要求の
み実行できます。

コマンドの実行が要求されると、nsrexecdは最初に要求が認証され、それが有効な Legato 
Storage Managerサーバーからであることを確認します。次に、nsrexecdはコマンドが、保
存または移行コマンド（たとえば save(8)または nsrpmig(8)）であることを確認します。
Legato Storage Managerバイナリ・ディレクトリから指定されたコマンドを実行します。
ディレクトリは、通常 nsrexecd実行可能ファイルの位置で決まりますが、コマンドライン
で指定できます。
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オプションオプションオプションオプション
-i 
Legato Storage Managerサーバーの認証の一部として、サーバーのネットワーク・アドレス
を名前にマップします。名前は、ネットワーク・アドレスに逆マップされます。元のネット
ワーク・アドレスが逆マップしたアドレスに一致した場合に限り、サーバーを認証します。
-iフラグは、アドレス比較をスキップするので、次善策として構成または機能が異なる（た
とえば Solaris）ネーミング・システムがあります。Legato Storage Managerクライアント
が、許可されていないマシンにデータを送信する場合があるので、このオプションの使用に
は注意を払ってください。

-f serverfile 
保存を開始できる Legato Storage Managerサーバーのリストを含むファイルを指定します。
このファイルは、1行につき 1サーバー名をリストします。-fまたは -sオプションを指定し
ていない場合、nsrexecdはこれと同じ形式（またはMacクライアントには、Macプリファ
レンス）でデフォルト・ファイルを検索します。このデフォルト・ファイルの位置は、次の
「「「「ファイルファイルファイルファイル」」」」の項にリストします。

-p savepath 
nsrexecdに、デフォルト（nsrexecdが存在しているディレクトリ）より、savepathディレク
トリにある保存コマンドを検索するように指示します。

-s server 
指定された Legato Storage Managerサーバーが開始した保存要求のみ許可します。複数の -s
オプションにより、複数の Legato Storage Managerサーバーにアクセスできます。Legato 
Storage Managerサーバーに、複数のネットワーク・インタフェースがある場合、保存の失
敗を回避するため、各ネットワーク・インタフェースに対応するホスト名をリストすること
が最適の場合が多くあります。詳細は、前述の -fオプションを参照してください。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/res/nsrla.res 
Legato Storage Manager nsrexecdサービスおよびそのリソースを説明する属性
（nsr_service(5)を参照）。

/nsr/res/servers 
Legato Storage Managerクライアントのバックアップまたは移行できるサーバーのデフォル
ト・リストを含むファイル。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_service(5)、nsr_storage_node(5)、nsrib(8)、nsrmig(8)、
nsrpmig(8)、save(8)、savefs(8)、savegrp(8)
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nsrfile(8)

名前名前名前名前
nsrfile:　　　　シェル・スクリプト ASMの記述を補助する Legato Storage Managerモジュール 

概略概略概略概略
nsrfile -s [-N asmname] [-C command] <ASM args> file...

nsrfile -r [-F] [-N asmname] [-C command] <ASM args> file... 

説明説明説明説明
nsrfileコマンドは、外部 ASM（アプリケーション特有のモジュール）です。データベース
の保存とリカバリ、ロー・デバイス、およびサイト固有の特殊データ用 ASMベースのシェ
ル・スクリプトの実装を容易にします。

save(8)または recover(8)の操作中に、uasm(8)により次に起動するシェル・スクリプトに
よって、nsrfileがコールされることを目的としています。

保存モードで、コマンドラインに指定された各ファイル用の標準出力に、nsrfileは Legato 
Storage Managerプロトコル保存レコードを作成します。コマンドを Legato Storage 
Managerプロトコル保存レコード・データに変換、および標準出力の実行で生成される各
ファイル名およびデータに対して、コマンド（次の -Cオプションを参照）を実行します。
この方法で、nsrfileを使用して UNIXコマンドで生成されるデータから保存レコードを作
成します。保存モードは次のとおりです。

save-command | nsrfile -s ==> save record

リカバリ・モードで、nsrfileは Legato Storage Managerプロトコル保存ストリームを標準
入力から読み込み、ストリームで各保存レコード用のコマンドを実行します。保存レコード
の保存データを、実行中のコマンドの標準入力に書き込みます。リカバリ・モードは次のと
おりです。

save record ==> nsrfile -r | recover-command
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オプションオプションオプションオプション
ASMおよび <ASM args>の一般的な説明は、uasm(8)を参照してください。

-s
保存モード。

-r
リカバリ・モード。

-F
ターゲット・ファイルを作成しないでください。このフラグはリカバリ・モード（-rフラグ
を使用）でのみ有効です。リカバリ中のデータがターゲット・ファイル（たとえば tarまた
cpioデータ）の作成に必要な情報を含む場合、このフラグを使用します。

-C command 
保存モードまたはリカバリ・モードのいずれかで、各ファイルに指定されたコマンドを実行
します。保存モード（-sフラグ）では、コマンドラインで指定された各ファイルに対して
commandを 1度実行します。コマンドの stdoutを、stdoutに Legato Storage Manager保
存レコードを生成する nsrfileの stdinにパイプします。リカバリ・モード（-rフラグ）で
は、リカバリ・データ・ストリームの各ファイル対してコマンドを 1度実行します。nsrfile
の stdoutは、commandの stdinにパイプして接続します。commandの起動のたびに現在
のパス名に置換される引数%を、commandは含むことができます。

-N asmname 
asmnameという ASMと同じ役割をします。このオプションで、nsrfileは起動するシェル・
スクリプト ASMの名前を使用できるので、警告およびエラー・メッセージを nsrfileにか
わって asmnameに付加します。

file ... 
コマンドのファイルおよびディレクトリのリスト。オプション -Cを参照してください。

ASMシェル・スクリプトの実装シェル・スクリプトの実装シェル・スクリプトの実装シェル・スクリプトの実装
いくつかのサポート・プロシージャが ASMシェル・スクリプトの実装に必要です。
hideasm(8) コマンドをシェル・スクリプト ASMとして実装し、これらのシェル・プロシー
ジャのソースとして使用します。

asm_echo 
シェル echoコマンドと同じ機能をしますが、sodoutのかわりに stderrに書き込みます。
stdoutを保存モードで保存レコード出力用、およびリカバリ・モードのコマンドにパイプす
るために使用するので、このプロシージャは、ASMスクリプトを介して echoのかわりに使
用します。

asm_error 
前述の asm_echoと同じ機能ですが、メッセージに ASMスクリプト名を付加します。
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asm_setup 
ASMスクリプト引数を解析して、複数のシェル変数に分割します。このプロシージャは、
すべての引数を引数として ASMシェル・スクリプトに要求します。

asm_setupにより定義されるシェル変数は、次のとおりです。

Nsrfile_args 
nsrfileとともに起動が必要な引数。これらの引数は、シェル・スクリプト引数から導出され
ます。

Files
操作しているファイルおよびディレクトリのリスト。

Mode
ASMモード。この変数の値は、SAVE、RECOVERまたは COUNTになります。

Myname 
ASMシェル・スクリプトを起動するときの名前。ディレクトリ・パスは削除されます。

Exec_path
nsrfileまたは他の ASM実行可能ファイルの明示的な起動に必要なディレクトリ・パス名。

例例例例
ファイルとディレクトリのバックアップおよびリカバリに tar(1)を使用するシェル・スクリ
プト ASMを実装するには、次のシェル・スクリプト（加えて前述のシェル・プロシージャ）
を使用します。

asm_setup $0 $*
if [ $Mode = SAVE ]; then

$Exec_path/nsrfile -C "tar cf - %" $Nsrfile_args $Files
elif [ $Mode = RECOVER ]; then

$Exec_path/nsrfile -F -C "tar xBf -" $Nsrfile_args $Files
else # $Mode = COUNT

$Exec_path/nsrfile $Nsrfile_args $Files
fi

次の tarasmスクリプトを、コマンドラインで実行する場合。

tarasm -s foo

Mode変数を SAVEに設定し、nsrfileを次のコマンドラインを入力した場合のように実行し
ます。

tar cf - foo | nsrfile -N tarasm -s foo

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、save(8)、recover(8)、uasm(8)
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名前名前名前名前
nsrhsmck:　　　　HSM管理ファイル・システムに対する一貫性のチェックおよび修正 

概略概略概略概略
nsrhsmck [ -cdfMv ] [ -s server ] path 

説明説明説明説明
nsrhsmckコマンドは、Legato Storage Managerに格納された HSMの移行済ファイルおよ
びディスク上のファイルの一貫性をチェックして修正します。nsrhsmckでは、4つの状況
を処理します。

最初の状況は、移行されたファイルのスタブが改名された場合に発生します。rename case
スといいます。この状況で、オリジナルのファイル名を持つスタブは存在しません。このイ
ンスタンスで nsrhsmckに取られる対処措置は、HSMファイル索引を更新して、新規の名
前を反映します。

2番目の状況は、Legato Storage Manager IBネームスペースの名前が、他のシンボリック・
リンクと同じ名前を指すシンボリック・リンクが作成された場合に発生します。duplicated 
link caseといいます。重複リンクの対処措置は、オリジナルのシンボリック・リンクを指す
シンボリック・リンクで重複を置換し、直接 Legato Storage Manager IBネームスペースに
は行いません。

3番目の状況は、移行されたファイルを指すスタブが削除された場合に発生します。
possible delete caseといいます。スタブが後で、再度出現することがあるので、ここで使用
する可能という用語は、スタブのリカバリを Legato Storage Managerを使用して実行するこ
とも可能であるという意味です。削除が可能な場合の対処措置は、削除された可能性がある
として移行ファイルの索引エントリにマークを付けることです。索引エントリを後で削除す
る前に、削除された可能性があるとしてマークされたファイルが、ディスク上で削除される
場合は、索引エントリは、削除可能としてマークが外されることに注意してください。

nsrhsmckにより処理される 4番目の状況は、60日の有効期限が切れて削除可能とマークさ
れた索引エントリです。expired delete caseといいます。このケースの対処措置は、HSM
ファイル索引から有効期限の切れたエントリを削除することです。HSMファイル索引から
エントリを削除する前に、最終チェックでファイルがディスクに存在しないことを確認しま
す。

nsrhsmckの実行時に、パスをコマンドライン上に指定する必要があります。指定されたパ
スにあるファイルおよび索引エントリに限り、一貫性を調べます。
LSMコマンド 2-161



nsrhsmck(8)
オプションオプションオプションオプション
-c 
HSMファイル索引を走査して、削除された可能性があるとしてマークされた、および 60日
の有効期限が切れた索引エントリを削除します。

-d
HSMファイル索引を走査して、削除されたすべての削除可能なものにマークをします。

-f
ディスクのファイル・システムを走査して、重複リンクおよび改名を検索します。

-M
マスター・モード（手動操作の場合はお薦めしません）。nsrexecd(8)または他の Legato 
Storage Managerデーモンにより実行されており、タイムスタンプ付きでメッセージを記録
し、nsrexecdにより指定された処理を行うよう、nsrhsmckに示します。

-n
検出された非一貫性は修正せず、レポートのみ行います。

-s server 
Legato Storage Managerサーバーとして serverを使用します。

-v
詳細の度合を増分します。このフラグは、最も詳細になるまでに 3回指定できます。詳細情
報モードで、きわめて大量な出力の発生に注意してください。また多くの場合に、使用しな
いことをお薦めします。

診断診断診断診断
終了コード :

0 通常終了

1 異常終了

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr(8)、nsr_migration(5)、nsrexecd(8)、nsrmig(8)、
nsrpmig(8)
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nsrib(8)

名前名前名前名前
nsrib:　　　　Legato Storage Manager索引ブラウザ・デーモン 

概略概略概略概略
nsrib [ -s server ] [ -t timeout ] [ -v ] [ -M ] [ -i # ] [ -C # ] [ -D # ] [ -R # ] [ -T rdir ]
[ dir ]

nsriba [ -s server ] [ -c client ] [ -p path ] [ -v ] [ -t browse_date ] [ -I index_type ]
[ -N session_name ] [ -i # ] [ -C # ] [ -D # ] [ -R # ] [ -T rdir ] [ dir ] 

説明説明説明説明
nsrib（索引ブラウザ）および nsriba（索引ブラウザ・エージェント）デーモンは、Legato 
Storage Manager索引の表示に便利な NFSインタフェースを提供します。nsribの使用は、
必要に応じて適切な nsribaプロセスを開始して管理する推奨される方法です。nsribaデー
モンは、指定した時間に特定の Legato Storage Managerクライアントの索引のNFSファイ
ル・システム・ビューを表示し、nsribにより提供される柔軟性を必要としない状況に直接
使用できます。nsribおよび nsribaデーモンが、automount(8)と同様にローカル・カーネ
ルに対して NFSサーバーのように見えます。

nsribデーモンは、ブラウズする Legato Storage Managerクライアント索引のように @を考
慮せずに dirを参照して名前を解釈します。特定の時点で特定の索引をブラウズする
client@date形式の名前も作成できます。ローカル・マシン用の索引をブラウズするには、
@date形式をとる名前も使用できます。dateは、アンダースコア（‘_’）をスペース（‘ ’）に
置換し、またすべてのダッシュ（‘-’）をスラッシュ（‘/’）に置換した後、nsr_getdate(3)ス
タイル文字列として解釈されます。nsribがそのような名前の要求を取得すると、自動的に
dirに作成するマウント・ポイント上に適切な nsribaプロセスを開始して管理します。
nsribaファイル・システムに適切な間隔でアクセスしない場合、nsribは nsribaファイル・
システムのアンマウントを試みます。正常終了の場合、dirに作成されたシンボリック・リ
ンクおよびマウント・ディレクトリは削除されます。
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nsrib（または nsribaの dirディレクトリの中）の dir/client@dateディレクトリの下に、指定
されたクライアント用の Legato Storage Manager索引すべてにより構成される、読取り専用
ファイル・システムが表示されます。ローカル・マシンに、特定のクライアント用に Legato 
Storage Managerのリカバリ・アクセスリカバリ・アクセスリカバリ・アクセスリカバリ・アクセス権がない場合（nsr_client(5)を参照）、または適切な
時間に指定したクライアント用に Legato Storage Manager索引にエントリが存在しない場合
に、ディレクトリは空（nsrib）になるか、またはコマンドは失敗（nsriba）になります。
nsribaファイル・システムのファイルおよびディレクトリは、recover(8)同様、通常の
UNIXファイルのように表示されます。ただし、ファイルすべてのアクセス時間（atime）
が、ファイルの保存時間となり、索引に格納したファイルのアクセス時間ではありません。
nsribaディレクトリで ls -luを実行すると、すべてのファイルの保存時間を示します。
nsribaファイル・システムのファイルを読み込む場合、nsribaは、ファイルをリカバリし、
必要に応じてその結果として作成されるファイルを返すか、または NFSERR_OPNOTSUPP
（「Operation not supported」）エラーを返すかのいずれかを実行します。実際の動作は、次
の -Rおよび -Cフラグ、およびファイルが Legato Storage Managerに現在オンラインであ
るかどうかによります。ファイルがリカバリされる場合、実際の操作には、主にファイルの
リカバリに必要な基礎となるメディアのスピードおよび位置により時間がかかります。実際
のファイル・リカバリに個別のプロセスを使用すると、nsribaプロセスは、新しい NFS操
作に応答できます。

nsribaファイル・システムで、非表示のディレクトリを recover(8) versionコマンド同様に
情報を与える各ファイルまたはディレクトリのために参照します。これらの非表示のディレ
クトリは、file.Vといいます。これらの非表示のディレクトリ名は、readdir(2)などには返さ
れないため、ファイル・システムを横断する find(1)などのプログラムは、これらのディレ
クトリにはありません。これら非表示のディレクトリにファイルかディレクトリ、またはそ
の両方が、Legato Storage Managerファイル位置情報を使用して作成されます。ディレクト
リに対して非表示のディレクトリは、そのディレクトリ内で .Vと指定するか、またはその
上のディレクトリから dirname.Vのいずれかで指定できます。nsribを使用しても、“/”です
べてのバージョンを表示する場合にのみ、dir/client@date/.Vを使用できます。非表示のディ
レクトリにあるファイルは nsribaファイル・システムの他のファイル同様に読込み（リカ
バリ）できます。

nsribおよび nsribaは、SIGKILLシグナル (kill -9)を使用して終了できません。自身をアン
マウントおよびクリーン・アップを適切に実行する機会がない場合、nsribおよび nsribaマ
ウント・ポイントは、応答のない NFSサーバーとして、カーネルになります。nsribまたは
nsribaプロセスを終了するには、SIGTERM (kill -15)シグナルをデーモンに送る方法を推奨
します。nsribaが SIGTERMシグナルを受け取り、アンマウントが正常終了する（ファイ
ル・システムが現在ビジーでない）場合、自身でアンマウントを試みて終了します。nsrib
が SIGTERMシグナルを受け取ると、開始したすべての子 nsribaプロセスに終了するよう
シグナルを送ります。すべての子の nsribaプロセスが終了すると、アンマウントが正常終
了する（ファイル・システムが現在ビジーでない）場合、nsribは dir自身のアンマウントを
試みて終了します。
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オプションオプションオプションオプション
nsribおよび nsribaに共通のオプションは、次のとおりです。

-s server 
使用する Legato Storage Managerサーバー。

-i # システムの対応するファイルが、シンボリック・リンクであり、そのターゲット文字列
が最後にファイル名を持つ場合、in place modeを指定します。
0:　イン・プレース・リカバリを実行しません。
1:　file@dateの名前で正確に一致する場合に限り、イン・プレース・リカバリを実行します。
2:　一致するすべてのシンボリック・ターゲットにイン・プレース・リカバリを実行します。
デフォルト値は 1です。

-v
詳細情報モードで実行。デバッグのみに使用します。

-C # 
1度にリカバリできる同時セッションのファイルの数に上限を設定します。0（ゼロ）の値の
場合、すべてリカバリできません（次の -R値からは独立）。デフォルト値は 2です。

-D # 
メッセージのデバッグ・レベルを指定します。1から 3の数値を使用して、様々（適切）な
レベルの出力を取得します。デバック・モードで実行時に、nsrib は、バックグラウンドで
自身を自動的に実行しません。デフォルト値は 0（ゼロ）です。

-R # 
読込みでリカバリ・モードを指定します。
0:　NFS読込みで、ファイルをリカバリしません。
1:　オンラインの場合、NFS読込みでファイルをリカバリしません。
2:　NFS読込みで、ファイルのリカバリを常に試みます。
デフォルト値は 2です。

-T rdir リカバリされたファイルのキャッシュに使用する一時ディレクトリ。デフォルト値
は、/usr/tmp/nsrib/Rtmp.clientです。

nsribに対する -i、-s、-v、-C、-D、-Rおよび -Tオプションは、起動された各 nsribaプロ
グラムに渡されます。

次のオプションは、nsribにのみ適用されます。

-t timeout 
ディレクトリをブラウズする nsribaのアンマウントを試みる分数。デフォルトは 30分で
す。

-M
nsribは、他のプロセス（nsrexecd(8)など）に監視されているので、バックグラウンドで実
行しないでください。
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次のオプションは、nsribaにのみ適用されます。

-c client 
ブラウズする Legato Storage Managerクライアント索引名。

-p path 
ブラウズする Legato Storage Manager索引パス。

-t browse_date 
nsr_getdate(3)文字列は、ブラウズした日付を示します。デフォルト値は nowです。

-I index_type 
ブラウズ中の索引のタイプ。デフォルトでは、バックアップ索引になっています。

-N session_name 
Legato Storage Managerセッション名の生成に使用する名前。デフォルト値は、マウント・
ディレクトリ dirです。

例例例例
これらの例は、nsribを /ibディレクトリで開始したことを前提としています。

ファイルの検索

先週、userに所有された fooというファイルのすべてのバージョンを検索します。find(1)の
使用時には、まず cd(2)をディレクトリに使用する必要があり、結果として作成されるディ
レクトリのかわりのシンボリック・リンクの使用を回避することに注意してください。

cd /ib/@last_week; find . -name foo -user user -ls

保存されたバージョンの表示

Legato Storage Managerクライアント clientnameに /var/adm/messagesの保存されたバー
ジョンのすべてを表示します。-uフラグを ls(1)に使用し、ファイルの保存時間が ls日付
フィールドに表示されることに注意してください。

 ls -lu /ib/clientname/var/adm/messages.V

ファイルのリカバリ

昨日の /etc/fstabをリカバリして、/tmpに置きます。

 cp /ib/@yesterday/etc/fstab /tmp/fstab
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ファイルファイルファイルファイル
/etc/mtab 
nsribおよび nsribaプロセスがマウントおよびアンマウントされたように SunOS 4.1.x上で
更新されます。

/etc/mnttab 
nsribおよび nsribaプロセスがマウントおよびアンマウントされたように Solaris 2.x上で更
新されます。

/ib 
nsribが自身をマウントするディレクトリ。

/usr/tmp/nsrib 
デフォルト・ツリーをキャッシュするデフォルト・ファイル。

バグバグバグバグ
pwd(1)コマンドは、非表示の .Vディレクトリから実行すると失敗します。

df(1)のようなプログラムに返されるファイル・システム統計は、まったく有益ではありま
せん。

信頼性の低い heuristicは、Legato Storage Managerサービスのバージョンが 3.xまたはそれ
以前の場合、ファイルがリカバリのために現在オンラインかどうかを決定するのに使用しま
す。特に、4.0以前の Legato Storage Managerサーバーでボリュームを、mmlocate(8)コマ
ンドを使用する位置にマークする場合、nsribaは常にそのボリュームがオンラインであると
想定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mount(2V)、umount(2V)、signal(3)、nsr_getdate(3)、nsr(5)、
nsr_client(5)、automount(8)、nsrindexd(8)、nsrexecd(8)、recover(8)
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nsrim(8)

名前名前名前名前
nsrim:　　　　Legato Storage Manager索引管理プログラム 

概略概略概略概略
nsrim [ -b browse ] [ -c client ] [ -N save set ] [ -r retention ] [ -x percent ] [ -lnqvMX ] 

説明説明説明説明
nsrimプログラムは、Legato Storage Managerのオンライン・ファイルおよびメディア索引
の管理に使用されます。通常 nsrimは、起動時に nsrmmdbd(8)で起動され、完了時に
savegrp(8)コマンドで起動されます。そして、Legato Storage Manager管理プログラムから
Remove oldest cycleが選択されたときは、nsrd(8)で起動されます。nsrimは、通常手動では
実行されません。

nsrimは方針を使用し、オンライン・エントリの管理方法を決定します（索引方針の説明
は、nsr_policy(5)、nsr_client(5)および『Legato Storage Manager for  Windows NT管理者
ガイド』を参照してください）。それぞれのクライアントのブラウズ方針で指定された期間
より長く、オンライン・ファイル索引にあるエントリは削除されます。クライアントの保存
方針で指定された期間より長く存在する保存セットは、メディア索引で recyclableとマーク
されます。ボリュームの保存セットすべてが recyclableとマークされる場合、そのボリュー
ムはリサイクル可能と考えられます。リサイクル可能ボリュームは、書込み可能なボリュー
ムが新規バックアップを保持するために必要な場合、Legato Storage Managerにより選択で
きます（およびジュークボックスにより自動的にラベル変更されます）。リサイクル可能な
ボリュームが再使用される場合、古いデータは消去され、リカバリできません。

-qオプションが使用されない場合、nsrimは保存セットの各グループのヘッダー情報および
トレーラ情報を出力します。ヘッダーには、保存セット・タイプ、クライアント名、保存
セット名、および保存セットに適用される適切なブラウズ方針と保存方針がリストされます
（次の例を参照）。次の 4つの保存セットがあります。

標準 
savegrpを使用して、自動的にバックアップされる、スケジュール、ブラウズ方針および保
存方針に関連付けられるすべての保存セットを含みます。

非定型 
ヘッダー行に ad hocsと追加することにより、ユーザーにより開始された保存セットを示し
ます。

アーカイブ 
保存セット行に archivesと追加することにより、自動的には期限切れにならない保存セット
を示します。
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移行 
保存セット行に migrationsと追加することにより、自動的には期限切れにならない、ファイ
ル移行アプリケーションで作成された保存セットを示します。

トレーラは、nsrimが保存セットに方針を適用した後で、保存セットの 4つの使用統計をリ
ストします。統計は、オンライン索引に残っているブラウズ可能なファイルの合計数、保存
セットと現在関連付けられているファイルの合計数、保存セットと関連付けられているデー
タの合計サイズ、およびそのデータの中でリカバリ可能なデータ・サイズの 4つです。たと
えば、nsrimは 1つの保存セット名に対して次の出力ができます。

mars:/usr, retention policy: Year, browse policy: Month, ad hocs
8481 browsable files of 16481 total, 89 MB recoverable of 179 MB total
mars:/usr, retention policy: Year, browse policy: Month, ad hocs
0 browsable files of 13896 total, 163 MB recoverable of 163 MB total
mars:/usr, retention policy: Year, browse policy: Month 43835 
browsable files of 427566 total, 6946 MB recoverable of 7114 MB total

-vオプションが使用される場合、保存セット ID、作成日、レベル、ファイル数、サイズお
よび状態についての情報も各保存セットに対して出力されます。保存セットの状態は、次の
いずれかです。

browse 
保存セットのファイル・エントリはブラウズ可能です（保存セット・ファイルは、まだオン
ライン索引に存在します）。これらのファイルは、Legato Storage Managerのリカバリ・メ
カニズムを使用して簡単にリストアできます。

recover 
保存セットの期限は、保存セットの保存方針を超えることはありません。ただし、保存セッ
トのエントリは Legato Storage Managerのオンライン索引からパージされます。これは、保
存セットは recoverを使用してバックアップ・メディアからリカバリできることを意味しま
す（recover(8)を参照）。保存セットのリカバリに scanner(8)も使用できますが、ユーザー
はまず recoverを利用してください。

recycle 
保存セットが保存方針と関連付けられている保存セットより古くなり、上書き（削除）され
ると、バックアップ・メディアはリサイクルされます。メディアがリサイクルされるまで、
保存セットはバックアップ・メディアからリカバリもできます。

delete 
保存セットは、メディア・データベースから削除されます。nsrimは、ファイルのないリサ
イクル可能な保存セットのみを削除します。

保存セット状態の後に、次のいずれかの修飾子を付けることができます。

(expires mm/dd/yy) 
保存セットには、将来の明示的な期限日があり、状態変更はされません。

(archive) 
保存セットは期限切れにならず、状態変更はされません。
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(migration) 
保存セットはファイル移行アプリケーションで作成され、期限切れになりません。また、状
態変更はされません。

(scanned in) 
保存セットは scannerコマンドを使用してリストアされ、状態変更はされません。

(aborted) 
バックアップ・メディア領域を使用している問題があるサイズの保存セット。

nsrimにより保存セットの状態が変更される場合、変更を示す記号 ->とそれに続く新しい
状態が出力されます。次に、例を示します。

17221062  3/05/92  f  23115  files   158 MB  recycle
17212499  3/19/92  f  625    files    26 MB  recover(aborted)->recycle
17224025  5/23/92  i  0      files     0 KB  recover->recycle->delete
17226063  6/05/92  f  3115   files    58 MB  recover
17226963  6/09/92  f  3197   files   114 MB  browse->recover
17227141  6/10/92  f  3197   files   115 MB  browse

nsrimはすべての保存セットを処理すると、nsrindexd(8)でのクロスチェックのためにファ
イル索引にフラグを立てます。-lフラグが指定されている場合、クロスチェックが同時に試
行されます。それ以外の場合は、単にスケジュールが設定され、索引がアイドル状態のとき
に nsrindexdによりクロスチェックが実行されます。同時に、nsrimでは、影響を受けた
Legato Storage Managerボリュームの状態を処理します。-qフラグがない場合、各ボリュー
ムに対して 1行出力されます。その行には、ボリューム名、使用された領域サイズ、保存
セットの合計数および状態が含まれます。状態は、次のいずれかになります。

appendable 
ボリュームにもっと多くの保存セットを追加できます。書込みのためにマウントされなかっ
た場合、ボリュームの状態を recyclableに変更できることを示す (currently mounted)で、状態
も変更できます。

read-only, full 
ボリュームに保存セットは追加できません。また、ボリュームには有用な保存セットが含ま
れているので、ボリュームの再使用はできません。

recyclable 
ボリュームに保存セットは追加できません。ボリュームのすべての保存セットは期限切れで
す。

さらに、前述の 4つすべての状態に、次の修飾子が適用されます。

(manual recyclable) 
ボリュームは、すべての保存セットが期限切れになったときは自動的にリサイクルされませ
ん。かわりに、手動のラベル変更操作でのみボリュームをリサイクルできます。read-onlyボ
リュームは、manual-recyclableフラグが設定されていなければ、リサイクルできることに注
意してください。manual-recyclableフラグは、ボリュームがラベル付けされたとき、また
はその後に Legato Storage Manager管理 GUI（nwadmin(8)）または nsrmm(8)コマンドを
使用して設定できます。このフラグは自動的には設定されません。
2-170　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsrim(8)
ボリュームの状態を変更する場合、nsrimは状態に ->recyclableを追加します。ボリューム
にブラウズ可能な保存セットが含まれる場合、この情報は出力されます。リカバリ可能な保
存セットの場合もその情報は出力されます。追加可能なボリュームにリサイクル可能な保存
セットのみを含む、まれなケースについても出力されます。次に、例を示します。

jupiter.20: 3474 MB used, 398 save sets, full->recyclable
jupiter.21: 4680 MB used, 440 save sets, full, 249 recoverable
jupiter.22: 4689 MB used, 351 save sets, full, 351 browsable
jupiter.24: 1488 MB used, 141 save sets, appendable, 141 browsable

保存方針およびブラウズ方針保存方針およびブラウズ方針保存方針およびブラウズ方針保存方針およびブラウズ方針
通常の状況では、ブラウズ方針または保存方針とクライアント保存セットの関連は明確で
す。しかし、保存セットが同じ名前の複数のクライアント・リソースでリストされ、異なる
ブラウズ方針と保存方針を各クライアント・リソースが指定する場合、保存セットに対する
適切な方針の決定は、常に簡単に完了するわけではありません。nsrim(8)は、次の手順を使
用し、クライアント名でクライアント・リソースのインスタンスを選択します。クライアン
ト・リソースが選択されると、そのブラウズ方針または保存方針は保存セットの情報管理に
使用されます。

1. 保存セットが含まれる同じグループに含まれるクライアント・リソースすべてを検索し
ます。このクライアント・リソースのセット内で、最適な一致が行われるように次の
ルールを適用します。クライアント・リソースが保存セット・グループに含まれていな
い場合、グループが存在しない場合、またはバージョン 5以前のバックアップのグルー
プ情報が記録されなかった保存セットの場合、最適の一致が行われるようにすべてのク
ライアント・リソースに次のルールを適用します。

2. 保存セットを明示的にリストしているクライアント・リソースを検索します。複数のク
ライアント・リソースが保存セットをリストしている場合、最も長い方針を持つクライ
アント・リソースを選択します。

3. 保存セットを Allとしてリストしているクライアント・リソースを検索します。複数の
クライアント・リソースが保存セットを Allとしてリストしている場合、最も長い方針
を持つクライアント・リソースを選択します。

4. ターゲット保存セットの最も一般的な接頭辞（最も長い）を持つ、保存セットをリスト
しているクライアント・リソースを検索します。複数のクライアント・リソースが最も
一般的な接頭辞を持つ保存セットをリストしている場合、最も長い方針を持つクライア
ント・リソースを選択します。

5. クライアント・リソースすべての中で、最も長い方針を持つクライアント・リソースを
選択します。

複数の同じ名前を持つクライアント・リソースが存在する場合、クライアント・リソースの
あるインスタンスからのブラウズ方針とクライアント・リソースの別のインスタンスからの
保存方針を保存セット情報の管理に使用できることに注意してください。
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対応する Legato Storage Managerクライアント・リソースのない保存セットは、サーバーの
Legato Storage Managerクライアント・リソースを使用して、ブラウズ方針または保存方針
を決定します。

保存セットは、その依存保存セットすべてがパージまたはリサイクル可能になるまで、索引
からパージできず、リサイクルのためのマークもできません。依存保存セットの説明は、
『Legato Storage Manager for  Windows NT管理者ガイド』を参照してください。

最後（唯一）の完全保存セットは、リサイクルのためのマークが付けられるまでオンライン
索引からパージされません。この場合は、保存セットのヘッダー行からブラウズ方針が削除
され、ブラウズ可能なサイクルが 1つだけ存在するというメッセージが出力されます。

-lオプションを除くと、手動非定型保存セットは依存のない完全保存セットとして処理され
ます。しかし、本当の完全保存セットと違って、最後の手動保存セットには、索引パージに
ついて特別に考慮することはありません。

経過時間が 1日と同等か、または 1日より長い方針で示されている場合、保存セットに適用
される有効期限は、真夜中とされます。つまり、nsrimが同じ日の 8 a.m.または 5 p.m.に実
行される場合、同じ結果が生成される必要があります。

オプションオプションオプションオプション
-b browse 
クライアント・リソースで検索されたブラウズ方針ではなく指定された方針を使用します。
-nオプションと組み合せて、新規または変更された方針の索引への影響を調べる際に非常に
有益です。

-c client 
指定されたクライアントのオンライン・ファイル索引の処理のみ行います。通常、すべての
クライアント索引は処理されます。このオプションは、複数のクライアントを処理するため
に繰り返されます。

-l
最も古い完全保存セット、およびオンライン索引のその保存セットに依存するすべての保存
セットを削除します。ブラウズ方針と保存方針は無視されます。保存セットのヘッダー情報
により、現在オンライン索引にあるブラウズ可能な完全サイクル数が出力されます。Archive
およびMigration保存セットは無視されます。このオプションを使用すると、手動保存セッ
トは通常の増分レベル保存セットとして処理されます。また、このオプションにより、使用
率しきい値は 30パーセントに設定されます。

-M
マスター・モード（手動操作の場合はお薦めしません）。nsrd(8)または他の Legato Storage 
Managerデーモンにより実行されており、タイムスタンプ付きでメッセージを記録し、nsrd
により指定された処理を行うよう、nsrimに示します。

-N save set 
名前を指定した保存セットのみを処理します。その他すべての保存セットはスキップされま
す。このオプションは、複数の保存セットを処理するために繰り返されます。
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-n
なにも処理しません。かわりに、索引のクロスチェックをしないでこのコマンドのアクショ
ンをエミュレートします。トレーラ統計が現在の（エミュレートされていない）結果に反映
されることに注意してください。

-q
限られた処理のみ実行します。このオプションでは、ヘッダー、トレーラまたは保存セッ
ト・メッセージは生成されません。

-r retention 
クライアント・リソースで検索された保存方針ではなく指定された方針を使用します。-nオ
プションと組み合せて、新規または変更された方針のボリュームへの影響を調べる際に非常
に有益です。

-v
詳細レポートを生成します。大量の出力も生成できます。-vと -qが両方発行されると、お
互いにもう一方を取り消します。

-X
ボリュームのデータ構造で、保存セットのデータ構造の整合性チェックをします。この
チェックは、Legato Storage Managerがクラッシュした後にのみ必要です。また、このオプ
ションにより、使用率しきい値は 30パーセントに設定されます。

-x percent 
使用率しきい値を設定します。エントリ削除後、オンライン・ファイル索引の使用率が指定
したサイズより小さい場合、クロスチェックを要求したときにこの割合を nsrindexdに渡す
ことで、索引は自動的に圧縮されます。デフォルト値は、50（パーセント）です。-Xまたは
-lを指定すると、デフォルトが 30（パーセント）に変更されることに注意してください。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/tmp/.nsrim 
nsrimはこのファイルをロックし、ファイルの複数のコピーがメディア・データベースをス
ラッシングすることを防ぎます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_client(5)、nsr_layout(5)、nsr_policy(5)、nsrd(8)、
nsrindexd(8)、nsrmm(8)、nsrmmdbd(8)、nwadmin(8)、recover(8)、
savegrp(8)、scanner(8)
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診断診断診断診断
You are not authorized to run this command
rootまたは Legato Storage Manager管理者のみが、nsrimを実行してオンライン索引を変更
できます。しかし、ユーザーは、-nオプションを伴うコマンドを起動できます。

Cannot fetch client resource for clientname
名前を指定したクライアントには、ブラウズ方針および保存方針を抽出するリソースがあり
ません。この場合は、Legato Storage Managerサーバーのリソースが使用されます。

nsrim has finished (cross) checking the media db
この通知メッセージは、nsrimが完了し、-qオプションを伴い、-cおよび -Nオプションな
しでコマンドが起動されたときに、Legato Storage Managerのメッセージ・ウィンドウに表
示されます。
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nsrindexasm(8)

名前名前名前名前
nsrindexasm:　　　　索引を保存およびリカバリする Legato Storage Managerモジュール 

概略概略概略概略
nsrindexasm [ standard-asm-arguments ] 

説明説明説明説明
nsrindexasmは、Legato Storage Managerオンライン保存レコード索引ファイルの保存およ
びリカバリに役立つ標準の外部 ASM（アプリケーション特有のモジュール）です。

ASMおよび [standard-asm-arguments]の一般的な説明は、uasm(8)を参照してください。
nsrindexasmは、save(8)または recover(8)操作中に uasmにより起動されます。

保存保存保存保存またはリカバリリカバリリカバリリカバリ時に nsrindexasmにより実行される Legato Storage Managerアプリ
ケーション固有のアクションには、次のものがあります。

locking:　
索引の一貫性のあるコピーを取得するには、この ASMは、索引に対して保存レコードの読
取りおよび書込みをする nsrindexd(8)を統合する必要があります。

architecture independence:　
索引コードによって実装される高速アクセス方法およびデータ構造は、マシンに依存しま
す。この ASMでは、アーキテクチャに依存しない方法で保存レコードのみ（アクセス索引
なし）保存されます。これにより、Legato Storage Manager索引を 1つのマシン・アーキテ
クチャで保存し、別のマシン・アーキテクチャへリカバリできます。

conservation:　
保存レコードのみ保存され、内部索引は保存されないため、ネットワーク帯域幅およびテー
プ領域を大幅に削減できます。さらに、データベース内でのレコードの保存では、ファイル
システム内でのファイルの保存と同じルールに従います。データベースの増分または差分保
存は、ネットワーク帯域幅およびテープ領域の使用を最小限に抑えます。
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/index/clientname/db 
この ASMでデータが保存され、リカバリされるファイル。

/nsr/index/clientname/db.RCV 
有効な保存時間の配列を保持する一時ファイル。このファイルは、索引がリカバリされてい
る間のみ存在します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_layout(5)、nsrindexd(8)、recover(8)、mmrecov(8)、
save(8)、savegrp(8)、uasm(8)
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nsrindexd(8)

名前名前名前名前
nsrindexd:　　　　Legato Storage Managerファイル索引デーモン 

概略概略概略概略
nsrindexd 

説明説明説明説明
nsrindexdデーモンは、サーバーの nsrd(8)デーモンにより起動されます。手動では起動し
ないでください。このデーモンは、サーバーの nsrd(8)デーモンに RPCベース・サービスを
提供し、このサービスへの直接のネットワーク・アクセスはできません。nsrindexdにより
提供される RPCプログラムおよびバージョン番号は、それぞれ 390105と 4です。

Legato Storage Managerシステムに提供されるサービスは、索引への保存レコードの挿入お
よび削除のパフォーマンスを高めるために設計されます。nsrindexdプロセス・アドレス空
間に情報をキャッシュしておくことで、このパフォーマンスが得られます。Legato Storage 
Managerシステムが保存セッションのレコードをコミットする場合、nsrindexdデーモンに
（リモート・プロシージャ・コールを介して）そのファイルに対する揮発性状態をフラッ
シュするよう通知します。

デーモン（またはサーバー・マシン）がクラッシュすると、索引ファイルは整合性が取れて
いない状態になります。そして、メンテナンス・プログラム nsrck(8)は、Legato Storage 
Managerサービスが起動される前に nsrdデーモンにより自動的に実行されます。

nsrindexdおよび nsrckが同時に実行されると、両方のプログラムは db.SCAVENGEファ
イルでアドバイザ・ファイル・ロッキング・メカニズムを使用して、索引へのアクセスを同
期させます。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/index/clientname/db 
クライアントの索引レコードが格納され、アクセスされるファイル。

/nsr/index/clientname/db.SCAVENGE 
このファイルが存在し、nsrindexdが実行されていない場合、nsrckプログラムは
nsrindexdが再起動される前に実行する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_layout(5)、nsr(8)、nsrck(8)、nsrd(8)、nsrim(8)、
nsrindexasm(8)、nsrls(8)、nsrmm(8)、nwadmin(8)
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診断診断診断診断
waiting for lock on filename.
このメッセージは、このデーモンにより要求される同じファイルに別のプログラムがアクセ
スしていることを示します。デーモンは、アドバイザ・ロックが消去されるのを待ちます。

lock on filename acquired.
最後に、前のメッセージに続くメッセージ。
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nsrinfo(8)

名前名前名前名前
nsrinfo:　　　　Legato Storage Managerファイル索引レポート・コマンド 

概略概略概略概略
nsrinfo [ -vV ] [ -s server | -L ] [ -n namespace ] [ -N filename ] [ -t time ]
[ -X application ] client 

説明説明説明説明
nsrinfoコマンドは、クライアント・ファイル索引の内容についてのレポートを生成します。
必要な Legato Storage Managerクライアント名を使用し、オプションを使用しない場合、
nsrinfoは、クライアントの backupネームスペースで、すべてのファイルとオブジェクトの
レポートを各行に 1つ生成します。特定のファイル索引ネームスペース、一度にすべての
ネームスペース、または特定の XBSAアプリケーションに対してもレポートを生成でき、1
つの時間に制限できます（エントリがファイル索引に入力された時間で、savetimeといいま
す）。

たとえば、クライアント marsの /usrファイル・システムの最新バックアップでバックアッ
プされたファイルすべてのレポートを生成するには、次の一連のコマンド（次の%文字が
シェル・プロンプトであると想定）を使用します。

% mminfo -r nsavetime -v -N /usr -c pegasus -ot | tail -1 809753754
% nsrinfo -t 809753754 mars

注意注意注意注意 :　　　　問合せで使用された時間は、カスタム・レポートでmminfo(8)コマンドを実行する
ことで取得され、/usrの最新保存セットの保存時間を出力します。出力された時間は、クラ
イアントの名前（mars）と一緒に nsrinfoに渡されます。

-Lオプション（次を参照）を使用しない場合は、Legato Storage Manager管理者権限でこの
コマンドを使用する必要があります。-Lの場合は、システム管理者であることが必要です
（たとえば、UNIXシステムの root）。
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オプションオプションオプションオプション
-v 
詳細情報モード。ファイル名に加え、ファイルのタイプ（ファイル・タイプの詳細は次を参
照）、内部ファイル索引識別子（ある場合）、サイズ（UNIXファイルの場合）および保存時
間が出力されます。このオプションは、次の -Vオプションと組み合せることができます。

-V
代替詳細情報モード。ファイル名に加え、ファイルを含む保存セット内のオフセット、保存
セット内のサイズ、アプリケーション・ネームスペース（値のリストについては後述の -n
オプションを参照）および保存時間が出力されます。このオプションは、前述の -vオプ
ションと組み合せることができます。

-s server 
問い合せられる Legato Storage Managerシステムの名前。デフォルトでは、ローカル・シス
テム上のサーバーに問合せされます。

-L
サーバーを使用せずに直接ファイル索引を開きます。このオプションはデバッグに使用され
ます。また、Legato Storage Managerが稼働していない間はファイル索引の問合せに使用さ
れます。

-n namespace 
問い合せるファイル索引ネームスペース。デフォルトでは、backupネームスペースが使用さ
れます。その他の使用可能な値は、migrated、archive（将来使用するために指定）、nsr（内
部使用）、informix（Informixデータ用）、sybase（Sybaseデータ用）、msexch（Exchange
データ用）、mssql（SQL Serverデータ用）、notes（Notesデータ用）、db2（DB/2データ用）
および allです。ネームスペース・フィールドでは大文字と小文字が区別されます。

-N filename 
ファイル索引で検索する正確なファイル名。この名前と一致する索引エントリのみが出力さ
れます。NetWareなどのいくつかのクライアントについては、ファイル索引に格納されてい
る名前は、出力可能な ASCII文字で構成されていないことも多く、このオプションの使用は
制限されます。

-t time 
問合せを 1つの正確な保存時間に制限します。時間は、Legato Storage Managerの
nsr_getdate(3)の形式にできます。Legato Storage Managerで作成されたすべての保存セッ
トには、一意の保存時間があり、これらの時間はmminfo(8)コマンドを使用することで判別
できます。

-X application 
問合せを特定の X/Open Backup Services（XBSA）アプリケーションのみの情報のリストに
制限します。有効なアプリケーション・タイプは、All、InformixおよびNoneです。アプ
リケーション・タイプでは大文字と小文字は区別されません。詳細は、後述の「「「「アプリケーアプリケーアプリケーアプリケー
ション・タイプション・タイプション・タイプション・タイプ」」」」を参照してください。
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ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ
ファイル索引にはクライアントのすべてのタイプに対するエントリが保存されます。各索引
エントリには索引エントリ・タイプが含まれ、エントリのタイプを区別します。通常、索引
エントリを作成したクライアントのみがエントリをデコードできます。

nsrinfoで認識される索引エントリ・タイプを次にリストします。ただし、これらのタイプ
が認識されても、nsrinfoは 1つのエントリ・タイプのみしか完全にデコードできません。
UNIXバージョンは UNIXエントリ・タイプを、NTバージョンはNTエントリ・タイプを
デコードします。その他の認識されたタイプについては、いくつかの情報が不完全です。

old UNIX 
UNIX用リリース 3.0以前の Legato Storage Managerを実行するクライアント 

UNIX
UNIX用リリース 4.0以前の Legato Storage Managerを実行するクライアント 

UNIX ASDF 
UNIX用リリース 4.1以上の Legato Storage Managerを実行するクライアントのための拡張
ASM Structured Data Format（ASDF）情報を含む索引エントリ 

UNIX ASDF v2 
UNIX用リリース 4.2以上の Legato Storage Managerを実行するクライアントのための
agentless savesからの索引エントリ 

UNIX ASDF v3 
UNIX用リリース 5.1以上の Legato Storage Managerを実行するクライアントのための大き
いファイル（2GB以上）の索引エントリ 

old DOS 
DOS用リリース 2.0以前の Legato Storage Managerを実行する DOSクライアント 

DOS 
DOS、Windowsまたは OS/2用リリース 2.0の Legato Storage Managerを実行する DOS、
Windowsまたは OS/2クライアント

DOS old ASDF 
DOS、Windowsまたは OS/2用リリース 2.0の Legato Storage Managerを実行する DOS、
Windowsまたは OS/2クライアント

WIN ASDF 
Windows NT用リリース 4.2以上の Legato Storage Managerを実行するWindowsまたは
Windows NTクライアント 

WIN ASDF v2 
Windows NT用リリース 4.2以上の Legato Storage Managerを実行する、agentless savesの
使用により作成されるWindowsまたはWindows NTクライアント 

old NetWare 
NetWare用リリース 3.0以前の Legato Storage Managerを実行する NetWareクライアント 
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NetWare 
NetWare用リリース 3.0以上の Legato Storage Managerを実行する NetWareクライアント 

OSF 64bit 
64ビット・ファイル・サイズとオフセットを持つ OSF/1を実行するクライアント 

continuation 
ファイルが一連の保存セットの境界を越えるときに生成される、特殊な内部索引エントリ 

アプリケーション・タイプアプリケーション・タイプアプリケーション・タイプアプリケーション・タイプ
All 
このアプリケーション・タイプは、各オブジェクトに対して使用可能な X/Open Backup 
Services API（XBSA）情報すべてを出力します。XBSAオブジェクトのみが出力されます。
ここで、-vおよび -Vフラグにはファイルでの機能と同様の機能があります。

Informix 
このアプリケーション・タイプは、Informix データベース・オブジェクトとして認識された
オブジェクトのみを出力します（XBSA ObjectOwner.bsaObjectOwnerは INFORMIXです）。
-Vフラグが通常の -V情報を含む、オブジェクトの XBSA情報すべてを出力する間（前述の
「All」を参照）、-vフラグは、ファイルで機能するように機能します。

None 
このアプリケーション・タイプは、XBSAオブジェクト以外のオブジェクトを出力しますが、
指定された基準とは一致します。たとえば、このオプションはクライアントからバックアッ
プされたファイルのリストの出力に使用できます。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/index/client/db 

診断診断診断診断
bad time value 'time'
-tオプションで指定した時間値が、有効な nsr_getdate(3)の形式ではありません。

cannot open index for client client: reason
ファイルは、-Lオプションを使用して開くことができません。理由がいくつかある可能性は
ありますが、特定の理由が 1つ出力されます。ユーザーがスーパー・ユーザーの場合、最も
可能性の高い理由は「Permission denied」です。ファイル索引がすでにロックされている
（たとえば、nsrindexd(8)により）場合は、「service busy, try again」です。

cannot create db scan on client
ファイル索引の問合せを試行中に内部エラーが発生しました。オラクル社カスタマ・サポー
ト・センターにお問い合せください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_getdate(3)、mminfo(8)、nsrck(8)、nsrindexd(8)
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number bad records for client client
この診断は、問題のある索引レコードが検出された場合、レポートの最後に出力されます。
これは、索引に障害があり、リカバリする必要があることを示します。

cannot connect to server server
索引サーバーが、多くの理由のうちの 1つの理由のために使用できません。たとえば、リ
ソース不足またはネットワークの問題のいずれかで、Legato Storage Managerサーバーがダ
ウン、または nsrinfoが稼働中のサーバーに接続できません。

cannot start session with server server
索引サーバーは稼働中ですが、接続は拒否されます。正確な理由は、出力に続く行に出力さ
れます。ユーザーが Legato Storage Manager管理者の場合、最も可能性の高い理由は
「Permission denied」です。ファイル索引がすでにロックされている（たとえば、nsrck(8)
により）場合は、「service busy, try again」です。

lookup failed to server server
索引サーバーは稼働中ですが、問合せの処理ができません。正確な理由は、出力に続く行に
出力されます。

制限制限制限制限
コマンドライン・オプションは、mminfo(8)のオプションのように強力なオプションにする
必要があります。

-vおよび -Vレポートは、列にフォーマット化されません。

特定時間の問合せは、ファイル索引のスキーマのために非常に時間がかかります。

問合せは、クロス・プラットフォーム・ブラウザがないために制限されます。
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名前名前名前名前
nsrlic:　　　　Legato Storage Managerライセンス・レポート・コマンド 

概略概略概略概略
nsrlic [ -vi ] [ -s server ] 

説明説明説明説明
nsrlicプログラムでは、現在 Legato Storage Managerサーバーで有効な、すべてのライセン
ス情報に関するレポートを生成します。このコマンドでは、Legato Storage Managerリソー
ス・データベースへの問合せを行い、結果をフォーマットして、標準出力に表示します。

nsrlicプログラムでレポートする内容は、次のとおりです。サーバーまたはユニバーサル・
クライアント・ライセンスの数、使用しているサーバー・クライアント・ライセンスの数、
ワークステーション・クライアントから借り受けているサーバー・クライアント・ライセン
スの数、残っているサーバー・クライアント・ライセンスの数、指定の Legato Storage 
Managerサーバーに接続しているサーバー・クライアントのリスト、特定の Legato Storage 
Managerサーバーで定義されているサーバー・クライアントのリスト、ワークステーショ
ン・クライアント・ライセンスの数、必要なまたは使用されているワークステーション・ラ
イセンスの数、残っているワークステーション・クライアント・ライセンスの数、特定の
Legato Storage Managerサーバーに接続しているワークステーション・クライアントのリス
ト、特定の Legato Storage Managerサーバーで定義されているワークステーション・クライ
アントのリスト、プラットフォームでリストされたサーバー・クライアントの数、プラット
フォームでリストされたワークステーション・クライアントの数、システムにインストール
された有効なクライアント・パックのリスト、およびシステムにインストールされたクライ
アント・パックならびにサーバー・イネーブラで使用可能なクライアント・タイプのリス
ト。

ライセンスが必要なアプリケーションがあると、nsrlicでは、それらについても同様にレ
ポートします。ただし、この場合、有効なライセンスがあるか、接続しているクライアント
がそれらのアプリケーションのライセンス・カウントを使用している場合を除き、参照は出
力に含まれません。
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オプションオプションオプションオプション
-i 
対話モード。このモードでは、異なるレポートの要求、情報のリフレッシュまたは異なる
サーバーへの切替えを行えます。情報は、要求されると、別の connectコマンドが発行され
るまでキャッシュされます。

-s server 
問合せする Legato Storage Managerサーバーを選択します。デフォルトでは、ローカル・シ
ステム上のサーバーに問合せされます。

-v
詳細情報モード。ライセンス数またはクライアント数の他に、接続および定義されているク
ライアントをまとめたリストが表示されます。

使用方法使用方法使用方法使用方法
対話モードでサポートされるコマンドは、次のとおりです。

connect [ server ] 
指定の serverに接続します。デフォルトでは、ローカル・システム上のサーバーです。

detail 
詳細レポートを生成します。接続しているクライアント（Legato Storage Managerに保存さ
れているクライアント）、および定義されているクライアント（Legato Storage Manager
サーバーで定義されているが保存はされていないクライアント）のリストを表示します。

help 
使用可能なコマンドのリストを表示します。

summary 
サマリー・レポートを表示します。

? 
helpと同じ。

quit 
nsrlicをただちに終了します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsrd(8)、nsradmin(8)、nwadmin(8)
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診断診断診断診断
Nsrlicは、このコマンドに有効でない文字が使用されている場合に、使用可能なオプション
を説明する「使用方法」メッセージを表示します。

command not found
コマンドがサポートされていないことを示します。

RPC error, Remote system error RPC error, Program not registered
指定のシステムで Legato Storage Managerサーバーへの接続中に、問題が発生したことを示
します。nsrlicコマンドには、Legato Storage Managerデーモンの実行が必要です。Legato 
Storage Managerデーモン（nsrd）を起動して、nsrlicを再実行します。nsrdがすでに実行
されている場合、サーバーのリソース制限に達した可能性があります（メモリーの不足また
はプロセスがない、など）。

Server xxx does NOT have Self-Identifying capability
指定の Legato Storage Managerサーバーに、ライセンス情報をレポートする機能がないこと
を示します。
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名前名前名前名前
nsrls:　　　　Legato Storage Manager索引ファイルの統計をリストします。

概略概略概略概略
nsrls [ { clientname ... | -f filename ... } ] 

説明説明説明説明
オプションを指定せずに nsrlsを使用すると、オンライン索引のファイル数、オンライン索
引で現在必要なキロバイト数、およびそれらの UNIXファイルに割り当てられたキロバイト
数に関するオンライン索引の使用方法が表示されます。管理者はこのコマンドを使用して、
クライアントで保存されたファイル数を確認できます。

オプションオプションオプションオプション
-fオプションを指定して nsrlsを実行すると、Legato Storage Managerクライアント名のリ
ストではなく、ファイル名のリストが得られます。指定した適正な索引ファイルごとに、
nsrlsによって内部ボリューム ID番号とファイル名が出力され、その後に統計バナー、索引
の各内部ファイルに関連する統計が続きます。

各内部ファイルに関連する統計には、内部ファイル ID（Fid）、ファイルのサイズ（Size）、
ファイル内の論理レコード数（Count）、および内部ファイルの説明的な名前（Name）とい
う 4つがあります。

内部ファイルは、次のように解釈されます。

レコード・ファイルレコード・ファイルレコード・ファイルレコード・ファイル 
実データを格納する内部レコード・ファイルです（srなど）。

索引ファイル索引ファイル索引ファイル索引ファイル 
これらの内部 Bツリー索引ファイルは、データベースへの問合せを効率的にする索引レコー
ドを保持します。これらのファイルの名前には、拡張子 _i*が付きます（sr_i0など）。

一時ファイル一時ファイル一時ファイル一時ファイル 
これらのファイル（拡張子は _t*）は、ソートの際に使用した一時レコードを保持します。
一時ファイルは、データベースが変更される間のみ存在します。

トランザクション・ログ・ファイルトランザクション・ログ・ファイルトランザクション・ログ・ファイルトランザクション・ログ・ファイル 
これらのファイル（拡張子は _x*）は、保存セットが中断された場合に削除されるレコード
のリストを保持します。
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内部ファイルの番号、名前、関数および解釈は、任意の時点で変更されます。

引数リストを空にすると、認識されているすべてのクライアントの統計が出力されます。

例例例例
% nsrls monsoon

monsoon: 318497 records requiring 78 MB
/nsr/index/monsoon/db is currently 91% utilized

% nsrls -f /nsr/index/monsoon/db

Database id 0: /nsr/index/monsoon/db
 Fid  |    Size    |    Count   |   Name
---------------------------------------------
   0  |    60 MB   |    318497  |   sr
   1  |    5.8 MB  |    318497  |   sr_i0
   2  |    4.4 MB  |    31510   |   sr_i1

診断診断診断診断
Host ... is not a valid client
指定された clientnameは、Legato Storage Managerサーバーのクライアントではありませ
ん。

bad database header
bad database version
これらのメッセージは、nsrlsが、適正なデータベース・ファイルではないファイル（異な
るハードウェア・アーキテクチャにより作成されたデータベース・ファイルの場合が多い）
に対して実行されたことを示します。

No such file or directory
-fオプションを使用して明示的に、または clientnameによって間接的に指定されたデータ
ベース・ファイルが存在しません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_layout(5)、nsrindexd(8)
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名前名前名前名前
nsrmig:　　　　Legato Storage Manager HSMを使用した長期記憶域へのファイルの移行 

概略概略概略概略
nsrmig [ -nvx ] [ -l percent ] -s server ] [ -t savetime ] [ -W width ] [ path ] 

説明説明説明説明
nsrmigでは、ファイルを Legato Storage Managerサーバーに移行します。移行とは、事前
の移行で作成されたファイルのコピーを指すスタブでファイルを置き換えることを意味しま
す。スタブが後にアクセスされると、Legato Storage Managerサーバーによって、ファイル
は自動的にディスクにリコールされます。

Legato Storage Manager移行クライアント・リソースに指定された基準は、移行するファイ
ルの選択に使用されます。現在のところ、標準ファイルのみが事前移行および移行の対象と
なります。

path引数が指定されていない場合、カレント・ディレクトリが移行されます。nsrmigでは、
マウント・ポイントを越えることや、シンボリック・リンクに従うことはありません。

オプションオプションオプションオプション
-l percent 
nsrmigの目標率を指定します。目標率に達すると、移行は停止します。nsrmigを実行する
際にすでに目標率に達している場合、nsrmigは何もせずに終了します。-lオプションが指
定されていない場合、目標率は該当する移行クライアント・リソースから読み込まれます。

-n
スタブ置換を行いません。スタブ置換により解放されるファイルの総数および合計サイズを
見積りますが、条件に合うファイルを実際にスタブと置換することはありません。

-s server 
Legato Storage Managerサーバーの指定の serverを使用します。

-t savetime 
savetimeに事前移行されたファイルを移行します。

-v
詳細情報。nsrmigプログラムの進行状況の詳細を表示します。-vオプションを複数指定す
ると、詳細の度合が増します。

-W width 
サマリー情報出力のフォーマット時に使用される幅。
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-x
検出されたクロス・マウント・ポイント。

診断診断診断診断
終了コード :

0 通常の終了 

-1 異常終了 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_getdate(3)、hosts(5)、nsr(5)、nsr(8)、nsr_client(5)、
nsr_device(5)、nsr_group(5)、nsr_service(5)、nsrd(8)、nsrhsmck(8)、
nsrindexd(8)、nsrpmig(8)、nsrmm(8)、nsrmmd(8)、nsrwatch(8)、
savefs(8)、savegrp(8)
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名前名前名前名前
nsrmm:　　　　Legato Storage Managerメディア管理コマンド 

概略概略概略概略
nsrmm [ -C ] [ -v | -q ] [ -s server ] [ -f device ]

nsrmm -m [ -v | -q ] [ -s server ] [ -f device ] [ -r ] [ volume ] 

nsrmm -l [ -v | -q ] [ -s server ] [ -f device ] [ -myB ] [ -e expiration ] [ -c capacity ]
[ -o mode ] [ -b pool ] [ -R | volume ] 

nsrmm { -u | -j } [ -v | -q ] [ -s server ] [ -y ] [ -f device | volume.. ] 

nsrmm -p [ -v | -q ] [ -s server ] [ -f device ] 

nsrmm { -d | -o mode } [ -v | -q ] [ -s server ] [ -Py ] [ -S ssid[/cloneid] | -V volid | volume... ] 

説明説明説明説明
nsrmmプログラムでは、Legato Storage Managerサーバーおよび記憶域ノードで使用する
メディアやデバイス（テープ、ディスクおよびファイルなど）を管理する、コマンドライ
ン・インタフェースを提供します。

volumeは、テープやディスク・カートリッジなどの、メディアの物理的な部品を示します。
ファイル・タイプ・デバイスを扱う場合、volumeでは、ファイル・システムのディレクトリ
を参照します。ファイルの作成や削除を行うため、Legato Storage Managerで排他的にこの
ディレクトリを使用する必要があります。Legato Storage Managerシステムによって、どの
ボリュームにどのユーザー・ファイルが保存されたかが追跡されるため、リカバリが容易に
なります。Legato Storage Managerで管理するボリュームには、オペレータによって選択さ
れた volume name（volume labelとも呼ばれる）があります。ボリューム名は、そのボリュー
ムがシステムで最初に使用される際に指定されます。ボリューム名は、ボリュームのラベル
変更時にのみ変更できます。ボリュームには、将来の参照用に、そのボリューム名を表示す
る外部ラベルが付いている必要があります。たとえば、リカバリのためにボリュームを要求
する際などに、Legato Storage Managerでは、ボリュームをその名前で参照します。

Legato Storage Managerシステムでは、保存されたユーザー・ファイルのボリュームへの索
引マッピングが自動的に管理されます。有効期限や推定容量を含む、ボリュームに関連する
その他の属性も保持します。
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Legato Storage Managerサーバーにより、リカバリ用に特定のボリュームを名前でマウント
する要求や、保存用の書込み可能ボリュームの要求が出されます。これらの要求は、
nsr_notification(5)メカニズムを通して発行されます。ペンディングのマウント要求を監視
するには、nwadmin(8)コンソール・ウィンドウ、または nsrwatch(8)コマンドを使用しま
す。通常、要求はシステム・コンソールにも書き込まれるか、ファイルにも記録されます。
同じ要求を、jukebox（ボリュームを自動的にロードおよびアンロードするデバイス）を管理
するソフトウェアに対する入力として使用できます。

nsrmmコマンドを使用する（データの保存やリカバリを行う）には、少なくとも 1つのデ
バイスが、Legato Storage Managerサーバー用に構成されている必要があります。通常これ
は、Legato Storage Managerのインストール時に、nsr_ize(8)コマンドを使用して行います。
Legato Storage Managerの構成は、Legato Storage Managerのインストール後、
nwadmin(8)管理メニューまたは nsradmin(8)コマンドを使用して変更できます。

オプションオプションオプションオプション
-B 
ラベル付けするボリュームに、読込み可能な Legato Storage Managerラベルが付いていない
ことを確認します。ラベル付けの前に、ボリュームに付いている可能性のある既存ラベルの
読込みが試みられます。このオプションを指定し、現在使用中のデバイスで読込み可能な、
有効な Legato Storage Managerラベルがボリュームに付いている場合、ラベル付け操作は取
り消され、エラー・メッセージが表示されます。ボリュームに、現在のデバイスで読込み可
能なラベルが付いていない場合、ボリュームはラベル付けされます。このオプションは、
nsrd(8)によって、nsrmmd(8)要求にかわってボリュームのラベル付けが自動的に行われる
際に使用されます。

-b pool 
ボリュームが属するプールを指定します。プールには、現在 nsrdで登録されている任意の
プールを指定できます。可能な値は、nwadmin(8)の「Administration」メニューから
「Pools」メニュー項目を選択するか、nwadmin(8)コマンドを使用して表示できます。プー
ル名は、ボリュームに入れる保存セットを指定する際、nsrdによって参照できます。このオ
プションを省略すると、ボリュームは自動的に Defaultプールに割り当てられます。ボ
リューム名を指定せずにプール名を指定すると、プールの label templateリソースに関連付け
られた次のボリューム名が使用されます。

-C
Legato Storage Managerの構成済デバイス、および現在それらにマウントされているボ
リュームのリストを表示します。このリストには、実際のデバイスやボリュームではなく、
サーバーに割り当てられたデバイスとボリュームのみが表示されます。-pオプション（後
述）では、ボリューム・ラベルを確認します。これは、デフォルト・オプションです。
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-c capacity 
ボリュームのデフォルト容量を上書きします。Legato Storage Managerでは通常、デバイ
ス・タイプに基づいて、デフォルトの組込み容量を使用します。このオプションでは、これ
らのデフォルトを上書きします。指定の形式は、number multiplierです。multiplierは、‘K’
（1024バイト）、‘M’（1000KB）または ‘G’（1000MB）のいずれかにできます。小文字、空白
などの追加文字や、‘K’、‘M’、‘G’の後に追加する ‘B’も使用できます。numberには、整数ま
たは小数部 3桁までの実数値を使用します。

-d
Legato Storage Managerデータベースから、クライアント・ファイル索引およびメディア・
データベース・エントリを削除します。このアクションによりボリュームに障害が起きるこ
とはありませんが、Legato Storage Managerで使用されたボリュームへのすべての参照、お
よびそこに含まれるユーザー・ファイルが削除されます。このオプションは、Legato 
Storage Managerデータベースのサイズの制御に使用します。

-e expiration 
ボリュームのラベル変更の有効期限を設定します。このオプションでは、ラベルのデフォル
ト有効期限（2年）を上書きします。expirationの値は nsr_getdate(3)形式で入力し、移行お
よびアーカイブ・ボリュームに使用する特殊な値 foreverは、ボリュームのラベルに期限が
ないことを意味します。

-f device 
デバイスを明示的に指定します。複数のデバイスが構成されている場合、nsrmmはデフォ
ルトで、最初のデバイスを選択します。このオプションでは、nsrmmによる選択を上書き
します。

-j
デバイスからボリュームをイジェクトします。このオプションはアンマウント操作を実行す
るのに似ていますが、可能な場合、物理的にもボリュームがデバイスからイジェクトされる
点が異なります。この機能は、一部のデバイス・タイプ、ディスク・デバイスおよびテープ
ではサポートされません。

-l
ボリュームに、Legato Storage Managerで使用および認識可能なラベル付け（初期化）を行
います。ラベル付けは、オペレータやジュークボックスにより対象ボリュームがデバイスに
物理的にロードされた後に実行する必要があります。

-m
ボリュームをデバイスにマウントします。マウントは、ボリュームがデバイスに取り付けら
れ、ラベル付けされた後に実行します。ラベル付けされたボリュームのみがマウントできま
す。ラベル付けおよびマウント操作を組み合せて、1つのコマンドラインにできます（「「「「例例例例」」」」
を参照）。
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-o mode 
ボリューム、保存セットまたは保存セット・インスタンス（クローン）のモードを設定しま
す。modeは、次のいずれかにできます。[not]recyclable、[not]readonly、[not]full、
[not]manualまたは [not]suspect。[not]recyclableモードは、ボリュームまたは保存セット
のどちらにも適用されますが、クローンには適用されません。[not]readonly、[not]fullおよ
び [not]manualモードは、ボリュームのみに適用されます。-lオプションを一緒に使用する
場合は、[not]manualモードのみが有効です。[not]suspectモードは保存セット・インスタ
ンスのみに適用されます。つまり、-S ssidではなく -S ssid/cloneidとともに指定する必要が
あります（オリジナルを含め、保存セットのインスタンスにはそれぞれのクローン IDがあ
ります）。ボリュームごとのフラグの説明は、nsrim(8)を参照してください。特定の保存
セット・クローンからのデータのリカバリの際に recover(8)がメディア・エラーを検出する
と、自動的に suspectフラグが設定されます。

-P
-dオプションを一緒に使用すると、メディア・データベース内のエントリは削除されず、該
当するファイル索引エントリがパージされます。その後、scanner(8)コマンドを使用して、
ファイル索引エントリをリカバリできます。

-p
ボリュームのラベルを確認し、出力します。外部ボリューム・ラベルが内部ラベルと一致す
ることを確認するには、ボリュームをドライブにロードし、このオプションを使用してラベ
ルのボリューム名を表示します。ラベルを確認すると、マウントされたボリュームはアンマ
ウントされます。

-q
限られた情報のみ。このオプションでは、要求された操作の実行中に出力する情報をできる
だけ少なくするよう、nsrmmに指示します。一般に、エラー・メッセージのみが出力され
ます。

-R
ボリュームをラベル変更します。このオプションではボリューム・ラベルを再書込みし、以
前にボリュームに保存されたすべてのユーザー・ファイルの Legato Storage Manager索引を
パージします。ボリューム使用情報の一部はそのまま保持されます。

-r
ボリュームを読取り専用でマウントします。Legato Storage Managerがボリュームに書込み
を行わないようにするには、ボリュームのマウント時に読取り専用フラグを指定します。
「full」とマークされた読取り専用モード（-o readonly）のボリュームは、自動的に読取り専
用でマウントされます。

-s server 
Legato Storage Managerサーバーで nsrmm 操作を実行するよう指定します。サーバーの選
択の詳細は、nsr(8)を参照してください。
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-S ssid 
Legato Storage Managerデータベースの保存セットを変更（-oを使用）または削除（-dを
使用）します。保存セットは、保存セット識別子（ssid）によって識別されます。保存セッ
ト・インスタンスまたはクローンは、ssid/cloneid形式を使用して指定できます。保存セット
およびクローン識別子の判別には、mminfo(8)プログラムを使用できます。

-u
ボリュームをアンマウントします。ボリュームのアンマウントは、デバイスからアンロード
する前に行う必要があります。

-V volid 
-dオプションを一緒に使用した場合、Legato Storage Managerデータベースからボリューム
を削除します。ボリュームは、ボリューム識別子（volid）によって識別されます。ボリュー
ム識別子を判別するには、mminfo(8)コマンドを使用します。

-v
詳細情報モード。このオプションでは、操作の進行に応じて情報を出力するよう、Legato 
Storage Managerサーバーにポーリングします。

-y
操作（障害の原因となる可能性もある）を実行前に確認しません。このオプションを使用す
る場合は、十分に注意してください。

例例例例
新規テープをラベル付けします。
mars.001という名前の新規テープを Legato Storage Managerシステムで使用する場合、
テープを空のドライブにロードし、次のコマンドを使用します。

nsrmm -l mars.001

テープはmars.001とラベル付けされ、適切な Legato Storage Manager索引にエントリが作
成されます。ボリューム・データベースの監視、およびボリュームに関する情報の表示に
は、mminfo(8)コマンドを使用します。

mminfo -m

テープをマウントします。
Legato Storage Managerボリュームをマウントする場合、-mオプションを使用します。ボ
リュームは事前にラベル付けされ、ドライブにロードされている必要があります。

nsrmm -m

マウント時に、ボリューム名も指定できます。

nsrmm -m mars.001

指定のボリューム名がメディアから読み込まれた名前と一致しない場合、マウントは失敗し
ます。
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ボリュームをマウントすると、Legato Storage Managerで使用できるようになります。
nsrmmd(8)でボリュームが必要な場合、予期せぬデータ損失を防ぐため、ラベルが再度読み
込まれ、確認されます。クラッシュ後にサーバーがリカバリした場合は、ボリュームも自動
的に確認され、マウントされます。

テープをラベル付けおよびマウントします。
-mオプションと -lオプションを組み合せた 1つのコマンド nsrmmを使用して、ボリュー
ムをラベル付けおよびマウントできます。次の例では、ボリュームmars.003をラベル付け
し、デバイス /dev/nrst0:にマウントします。

nsrmm -m -l -f /dev/nrst0  mars.003

ボリュームをアンマウントまたはイジェクトします。
ボリュームをアンマウントする必要がある場合、デバイスで物理的にボリュームをイジェク
トできるかどうかにより、-uまたは -jオプションを使用します。

nsrmm -u

複数のボリュームがマウントされている場合、ボリューム名またはデバイスのいずれかを指
定して、目的のボリュームを選択できます。次に、例を示します。

nsrmm -j mars.003

mars.003という名前のボリュームをイジェクトします。

カレント・ボリュームを表示します。
-Cオプションでは、構成済デバイスおよびマウント済のボリュームを表示します。これは、
デフォルト・オプションです。

nsrmm -C

ボリュームを削除します。
Legato Storage Manager索引から、ボリュームへの参照および保存されたユーザー・ファイ
ルを削除する場合、-dオプションを使用します。このオプションでは物理ボリュームは変更
されません。物理ボリュームが破損した場合にのみ使用してください。ボリュームを削除す
ると、Legato Storage Managerファイル索引および Legato Storage Managerメディア索引で
領域が解放されますが、パージした場合よりは小さい領域です。解放される領域量は、ボ
リュームに保存されたユーザー・ファイルの数によって異なります。次の例では、ボリュー
ムmars.003を削除します。

nsrmm -d mars.003

データベース・エントリを再作成するには、scanner(8)コマンドを使用します。
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ファイル索引エントリをパージします。
ファイル索引には、Legato Storage Managerで保存されたファイルごとの情報が格納されま
す。サイズ制約のため、ファイル索引の情報のパージが必要な場合があります。ボリューム
または保存セットが削除されると、対応するファイル索引エントリも削除されます。削除の
際に -Pオプションを指定することにより、ファイル索引をパージし、ボリュームのメディ
ア・データベース・エントリは残しておくことも可能です。

次の例では、ボリュームmars.001のすべてのファイル索引エントリをパージします。

nsrmm -d -P mars.001

ファイル索引をリカバリするには、scanner(8)コマンドを使用します。

診断診断診断診断
type family volume mounted on device, write enabled
デバイスで -m（マウント）オプションが、指定のメディア・タイプおよびメディア・グ
ループ（8mmテープなど）で正常に実行されたことを示すメッセージ。

saveset is not a valid save set id
指定した保存セット識別子の形式が正しくありません。形式は、インスタンスへの参照のな
い保存セットの場合は 1つの数値、保存セットとクローン（インスタンス）識別子のペアを
表す場合はスラッシュ（/）区切りの 2つの数値です。

duplicate name; pick new name or delete old one
2つのテープに同じ名前のラベルを付けることは正しくありません。1つの名前を再使用す
る場合は、-dオプションを使用して索引からそのボリュームを削除します。

Are you sure you want to over-write volume with a new label?
ボリュームのラベルが変更されようとしています。肯定確認をすると、そのテープ上の既存
データが上書きされます。

Purge file index entries for type family volume? ...
確認後、ファイル索引エントリは削除されます。

volume not in media index
メディア索引に、volumeに関連付けられたエントリがないため、-mコマンドを使用できま
せん。この問題は、テープを最初にラベル付けした際、または削除した際に、ボリューム名
を誤って入力したことに起因する場合があります。

No valid family label
指定したデバイスのテープまたはディスクに、有効な Legato Storage Managerラベルがあり
ません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsr_getdate(3)、nsr_layout(5)、nsr_device(5)、
nsr_notification(5)、mminfo(8)、nwadmin(8)、nsrmmd(8)、nsradmin(8)、
nsrim(8)、recover(8)、scanner(8)
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名前名前名前名前
nsrmmd:　　　　Legato Storage Managerメディア多重化デーモン 

概略概略概略概略
nsrmmd [ -v ] [ -s server ] [ -r system ] -n number 

説明説明説明説明
nsrmmdデーモンは、RPCベースのメディア多重化および非多重化サービスを提供します。
nsrmmdにより提供される RPCプログラムおよびバージョン番号は、それぞれ 390104と 5
です。ただし、プロトコルの複数のインスタンスをサポートする場合（Concurrent Device 
Support featureが使用可能な場合）、バージョン番号には、デーモン番号に 100を掛け合わ
せてバージョン番号を加えた数が使用されます。デーモン番号は常に 1から始まるため、登
録される最初のバージョンは 105、続いて 205になります。使用可能なデバイスごとに 1つ
の nsrmmdが、nsrdによって自動的にコールされます。マウント要求がペンディングにな
ると、別の nsrmmdデーモンが起動します。デーモンの数を変更するには、使用可能なデバ
イスの数を変更します。

オプションオプションオプションオプション
-n number 
デーモン番号を指定します。

-s server 
制御サーバーを指定します。このオプションは、記憶域ノードで使用します
（nsr_storage_node(5)を参照）。

-r system 
一部の nsrmmdプログラムはサーバーで実行されながら、Networker Data Management 
Protocol（NDMP）システムに接続されたデバイスを制御します。そのような nsrmmdのイ
ンスタンスには、制御対象のシステムを指定する、オプションの -r引数があります。

-v
詳細情報。デーモンの処理状況に関するメッセージを出力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsr_layout(5)、nsr_service(5)、nsr_storage_node(5)、
nsrd(8)、nsrmm(8)、mm_data(5)
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nsrmmdbasm(8)

名前名前名前名前
nsrmmdbasm:　　　　メディア・データベースを保存およびリカバリする Legato Storage 
Managerモジュール 

概略概略概略概略
nsrmmdbasm [ standard-asm-arguments ] 

説明説明説明説明
nsrindexasmは、Legato Storage Managerメディア多重化のデータベース・ファイルの保存
およびリカバリを補助する標準の外部 ASM（アプリケーション特有のモジュール）です。

ASMおよび [standard-asm-arguments]の一般的な説明は、uasm(8)を参照してください。
nsrmmdbasmは、savegrp(8)またはmmrecov(8)操作によってのみ起動されます。

save時に nsrmmdbasmにより実行される Legato Storage Managerアプリケーション固有の
アクションには、次のものがあります。

architecture independence:　
データベース・コードによって実装される高速アクセス方法およびデータ構造は、マシンに
依存します。この ASMでは、アーキテクチャに依存しない方法でレコードのみ（アクセス
索引なし）保存されます。これにより、Legato Storage Managerメディア・データベースを
1つのマシン・アーキテクチャで保存し、別のマシン・アーキテクチャへリカバリできます。

conservation:　
変更されたレコードのみ保存され、内部索引は保存されないため、使用されるネットワーク
帯域幅およびテープ領域を大幅に削減できます。

この ASMの recover操作は、save操作の反対です。
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/mm/.nsr 
通常の保存操作時、ディレクトリ内の大部分のファイルをスキップさせるディレクティブ・
ファイル。nsrmmdbasmでは、このディレクティブは無視されます。

/nsr/mm/mmvolume 
この ASMで保存され、リカバリされるファイル。

/nsr/mm/mmvolume.r 
nsrmmdbd(8)で新規メディア・データベースの作成が終了するまで、リカバリされるメ
ディア・データベースの内容を格納する一時ファイル。

/nsr/mm/mmvolume.s 
この ASMでデータのバックアップ時に読み込まれる一時ファイル。

/nsr/mm/volume.tmp 
リカバリ中、以前のメディア・データベース・スキーマから現在のスキーマへの変換時に作
成される一時ファイル。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_layout(5)、mmrecov(8)、nsrmmd(8)、
nsrmmdbd(8)、nsrindexasm(8)、recover(8)、savegrp(8)、uasm(8)
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nsrmmdbd(8)

名前名前名前名前
nsrmmdbd:　　　　Legato Storage Managerメディア（ボリューム）管理データベース・デーモ
ン 

概略概略概略概略
nsrmmdbd 

説明説明説明説明
nsrmmdbdデーモンは、ローカルの nsrd(8)および nsrmmd(8)デーモンへの RPCベースの
データベース・サービスおよび Legato Storage Managerクライアントへの問合せのみのネッ
トワーク・アクセスを提供します。nsrmmdbdによって提供される RPCプログラム番号は、
390107です。nsrmmdbdによって提供される RPCバージョン番号は、3、4および 5です。
nsrmmdbdは、通常 nsrd(8)によって起動されます。

デーモンは、/nsr/mm/mmvolumeファイルにあるメディアおよび保存セット・データベー
スを管理します。このデータベースの主な目的は、どの保存セットがどのバックアップ・ボ
リュームにあるかを記憶することです。データベース内の保存セットおよびボリューム・レ
コードへのアクセス方法が、数多く提供されます。

ファイルファイルファイルファイル
/nsr/mm/mmvolume 
ボリューム・データベースを含むファイル。

/nsr/mm/cvt 
以前のメディア・データベース・スキーマから現在のスキーマへの変換時に作成される一時
ファイル。

/nsr/mm/.cmprssd 
パフォーマンスおよび領域の理由から、データベースは定期的に再作成（圧縮）されます。
データベースの再作成のたびに、このファイルが作成されます。これに関連付けられている
ctimeが、データベースの再作成のタイミングの決定に使用されます。強制的にデータベー
スを圧縮するには、このファイルを削除し、nsrimを実行します。

/nsr/mm/mmvolume.s 
この一時ファイルは、nsrmmdbasm(8)によりテープに保存されるメディア・データベース
情報を保持するために作成されます。

/nsr/mm/mmvolume.r 
メディア・データベース情報のリカバリ時に読込まれるファイル（nsrmmdbasmにより作
成）。
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診断診断診断診断
nsrmmdbdの診断メッセージは、通常 /nsr/logs/daemon.logファイルにログが保存されま
す。

次にリストするメッセージ以外の診断が、nsrmmdbdより表示される場合があります。次に
リストするもの以外の診断は、メディア・データベースの重大な問題を示します。この場合
は、mmrecov(8)を使用して、メディア・データベースをリカバリする必要があります。

media db is converting path to version 5
media converting to version 5
Legato Storage Managerリリース 4.2以前に作成されたメディア・データベースは、新規
データベース・フォーマットに変換する（1回）必要があります。100個の保存セットごと
に 1秒見積もってください。

media conversion done
変換が正常に終了すると出力されます。

media conversion failed! reason
変換が異常終了すると出力されます。より詳細な理由がメッセージに付加される場合があり
ます。メディア・データベースが正常に変換されるまで、Legato Storage Managerは稼働で
きません。

media db is converting count volumes
ボリュームのデータが以前のデータベースからダンプされた後、新規データベースにロード
される前に、これが出力されます。

media db is converting count save sets
保存セットのデータが以前のデータベースからダンプされた後、新規データベースにロード
される前に、これが出力されます。

media db is saving its data, this may take a while
データベースのバックアップ時、デーモンによりレコードが一時ファイルにダンプされる際
に出力されます。データベースのダンプ中は、サービスは使用できません。

media db is recovering, this may take a while
デーモンによるデータベースの再ロード時に出力されます。データベースの再ロード中は、
サービスは使用できません。

media db is recovering old data, this may take a while
4.0以前のデータベースがリカバリ中で、サービスの再開前にデータベースを変換する必要
がある点以外、前述のメッセージと同じです。

media db is cross checking the save sets
デーモンの再起動ごとに出力されます。起動時、サービスの提供前にレコードに問題がない
かデーモンによりチェックされます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mmrecov(8)、nsr(8)、nsrd(8)、nsrim(8)、nsrmmd(8)、
nsrmmdbasm(8)、nsrmm(8)、mminfo(8)
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media db is open for business
前述のいずれかのメッセージの出力後に出力され、サービスが再び使用可能になったことを
示します。

A copy of this process is already running!
別の nsrmmdbd(8)が現在実行中で、メディア・データベースに排他的にアクセスしていま
す。指定したマシンで一度に実行できる nsrmmdbdプロセスは、1つのみです。これは、以
前の nsrmmdbdが適切に終了されなかったために起こることがあります。nsrd(8)の再実行
前に、nsr_shutdown(8)または ps(1)および kill(1)を使用して、すべての Legato Storage 
Managerデーモンを特定し、終了してください。

Cannot open lock file
内部エラー。/nsr/tmpおよび /nsr/mmのパーミッションをチェックしてください。
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nsrmon(8)

名前名前名前名前
nsrmon:　　　　Legato Storage Managerコマンドおよびデーモンのリモート制御 

概略概略概略概略
nsrmon 

説明説明説明説明
nsrmonは、Legato Storage Managerデーモンによってのみ実行されます。nsrd(8)によって
コマンドが実行され、nsrexecd(8)が実行されている Legato Storage Manager記憶域ノード
のコマンドおよびデーモンがリモートで制御されます。リモートで起動されるコマンドおよ
びデーモンには、nsrmmd(8)が含まれます。記憶域ノードの詳細は、nsr_storage_node(5)
を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :    nsr(5)、nsr_storage_node(5)、nsr(8)、nsrd(8)、nsrexecd(8)、
nsrmmd(8)
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nsrpmig(8)

名前名前名前名前
nsrpmig:　　　　Legato Storage Manager HSMを使用して長期記憶域にファイルを事前移行しま
す。

概略概略概略概略
nsrpmig [ -BEiLnpqvx ] [ -s server ] [ -N name ] [ -f dirfile ] [ -b pool ] [ -g group ]
[ -m masquerade ] [ -W width ] [ -C clone pool ] [ -I input file ] path 

説明説明説明説明
nsrpmigでは、ファイルを Legato Storage Managerサーバーに事前移行します。事前移行
とは、移行の前段階として、Legato Storage Managerサーバーにファイルのコピーを作成す
ることです。ファイルを後に移行する際、ディスク上のファイルのコピーは、Legato 
Storage Manager内の事前移行されたコピーの参照と置き換えられます。

現在のところ、標準ファイルのみが事前移行の対象となります。Legato Storage Manager移
行クライアント・リソースに指定された基準は、事前移行するファイルの選択に使用されま
す。nsrpmigセッションの進行状況は、X-Window Systemベースの nwadmin(8)プログラ
ムか、その他の端末タイプの場合は curses(3X)ベースの nsrwatch(8)プログラムを使用して
監視できます。

nsrpmigコマンドでは、マウント・ポイントを越えることや、シンボリック・リンクに従う
ことはありません。保存対象のパスがネットワーク・ファイル・サーバーからマウントされ
ている場合、nsrpmigは、リモート・マシンで保存を実行するか、-Lオプションを使用する
ようユーザーに指示します。

各ディレクトリで検出されたディレクティブ・ファイル（nsr(5)を参照）は、デフォルトで
読み込まれます。ディレクティブ・ファイルには、特定のファイルの保存方法（圧縮、ス
キップなど）に関する特別な指示が含まれています。これらのファイルの名前は ‘.nsrhsm’で
す。
Legato Storage Managerによって保存およびリカバリに使用される .nsrという名前のディレ
クティブ・ファイルは、nsrpmigでは無視されます。

path引数で指定されたサブディレクトリ構造内の各ファイルは、Legato Storage Manager保
存ストリームにカプセル化されます。このデータ・ストリームは、Legato Storage Manager
サーバー上の受信プロセスに送られます（nsrd(8)を参照）。受信プロセスではデータを処理
し、ストリーム内の各ファイルについてオンライン索引にエントリを追加します
（nsrindexd(8)を参照）。データは最終的に長期記憶メディアに保存されます（nsrmmd(8)を
参照）。

メディア処理の詳細は、nsrmm(8)と nsr_device(5)で説明されています。
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オプションオプションオプションオプション
-E 
保存によって生成されるデータのサイズを見積り、実際の保存を実行します。見積りは
iノード情報から生成されるため、データが実際に読み込まれるのは 1回のみであることに
注意してください。

-i 
保存中のサブディレクトリ構造で検出された .nsrhsmディレクティブ・ファイルをすべて無
視します。

-L 
ローカル。ファイルがネットワーク・ファイル・サーバーにあっても、保存はローカル
Legato Storage Managerクライアントから実行されます。これらのファイルをリカバリする
には、recover(8)に -c client引数を指定して実行します。ここで、clientは saveを実行した
Legato Storage Managerクライアントの名前です。

-LL 
バックアップをローカル・バックアップとして処理するのに加えて、完了出力の最後に
“complete savetime=number”という形式の行を追加して出力します。ここで、numberはこ
のバックアップで作成された保存セットの保存時間です。このオプションは、自動クローニ
ングの実行時に savegrp(8)コマンドで使用するためのものです。

-m masquerade 
サマリー行の先頭のタグを指定します。このオプションは、savegrp(8)と savefs(8)により
savegrpサマリー通知での補助として使用されます。

-n 
保存なし。保存によって生成されるデータのサイズを見積りますが、実際の保存は実行しま
せん。

-v 
詳細情報。saveプログラムの進行状況の詳細を表示します。

-p 
状態 0（ゼロ）で終了します。クライアントが適切にインストールされたかどうかの判別に、
サーバーにより使用されます。

-q 
限られた情報のみ。サマリー情報とエラー・メッセージのみを表示します。

-s server 
Legato Storage Managerサーバーとして使用するマシンを指定します。

-N name 
この保存セットのシンボリック名。デフォルトでは、path引数が保存セット名として使用さ
れます。
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-f dirfile 
プロトタイプ・デフォルト・ディレクティブを読み込むファイル（nsr(5)を参照）。dirfileに
-を指定すると、デフォルト・ディレクティブは標準入力から読み込まれます。

-b pool 
保存に使用する特定の宛先プールを指定します。

-g group 
このオプションは、savegrp(8)および savefs(8)で保存のグループを示すために使用され
（nsr_client(5)および nsr_group(5)を参照）、Legato Storage Managerサーバーで特定のメ
ディア・プールを選択するために使用されます。

-C clone pool 
指定した clone poolに、このアーカイブ保存セットのクローンを作成します。

-I input_file 
保存するパスをコマンドラインから取得するのに加えて、保存するパスを指定したファイル
から読み込みます。パスは 1行に 1つずつリストしてください。コマンドラインにパスが指
定されていない場合、ファイルに指定されたパスのみが保存されます。

-W width 
サマリー情報出力のフォーマット時に使用される幅。

-x 
クロス・マウント・ポイント。

-B 
ルート（/）から起動ポイントまでのすべての接続ディレクトリ情報を保存します。

診断診断診断診断
終了コード :

0 通常の終了

-1 異常終了

関連項目関連項目関連項目関連項目 : curses(3X)、nsr_getdate(3)、nsr(5)、nsr(8)、nsr_client(5)、
nsr_device(5)、nsr_group(5)、nsr_service(5)、nsrd(8)、nsrhsmck(8)、
nsrindexd(8)、nsrmig(8)、nsrmm(8)、nsrmmd(8)、nsrwatch(8)、
nwadmin(8)、recover(8)、save(8)、savefs(8)、savegrp(8)
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nsrports(8)

名前名前名前名前
nsrports:　　　　ポート構成ツール 

概略概略概略概略
nsrports [ -s server ] [ -a auth_server ] [ -S | -C ] [ range ] 

説明説明説明説明
nsrportsコマンドは、Legato Storage Managerソフトウェアで使用されるポート範囲の表示
および設定に使用します。ポート範囲は、nsrexecd(8)によって、NSR system port rangesリ
ソースに保存されます。nsrportsがオプションなしで実行されると、プログラムによりコマ
ンドを実行したシステムに構成された範囲が表示されます。

システムでツールを実行しているユーザーのみが、システムで使用されているポートを変更
できます。この動作は、nsradmin(8)を使用して範囲が格納されているリソースの管理属性
を変更した場合のみ、変更できます。

ポート範囲の参照および設定に使用するオプションも 2つあります。1つは、グラフィカ
ル・ユーザー・インタフェース nwadmin(8)を介して使用します。2つ目は、nsradmin(8)
ツールを介して使用します。プログラムの実行方法は、次のとおりです。

# nsradmin -s server -p nsrexec 

ここで、serverは、ポートの参照対象のシステムです。

オプションオプションオプションオプション
-s server 
参照するシステムを指定します。

-a auth_server 
Legato Storage Managerサーバーを指定します。nsrportsで、コマンドを実行しているシス
テムとプラットフォームの異なるリモート・システムに接続している場合、このオプション
が必要です。

-S
システムのサービス・ポートを指定した範囲に設定します。

-C
システムの接続ポートを指定した範囲に設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsrexecd(8)、nsradmin(8)、nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nsrrepack:　　　　ボリュームを再パックするコマンド 

概略概略概略概略
nsrrepack [ -v ] [ -n ] [ -F ] [ -b pool ] { -f file | volname... } 

nsrrepack [ -v ] [ -n ] [ -F ] [ -b pool ] -V { -f file | volid... } 

nsrrepack -a [ -v ] [ -n ] [ -c Threshold-for-repacking ]
[ -N Desired-number-of-free-volumes ] [ -d MaxDuration ] [ -C Repacking-Schedule ]
-B pool 

説明説明説明説明
データは、Legato Storage Managerボリュームの保存セットに格納されます。管理構成に
従って、保存セットの期限が切れることがあります。これにより、ボリューム内に期限の切
れた保存セットと期限前の保存セットが混在することになります。期限切れの保存セットに
対する領域は、不必要な割当て領域です。つまり、不必要な割当て領域のあるボリューム
は、効率よく使用されていません。

テープへの保存は、テープの終わりへの追加であるため、この不必要な割当て領域は再使用
できません。不必要な割当て領域のサイズは、コマンドmminfo -a -r 'volume,%recyc'を実
行して確認できます。

コマンド nsrrepackでは、候補のボリュームを再パックし、不必要な割当て領域を再生しま
す。これは、ユーザーによって明示的に指定される場合も、コマンドで特定のメディア・
プールのメンバーシップから特定される場合もあります。再パック・プロセスでは、候補ボ
リュームの期限前の保存セットのクローンが別のボリュームに作成されます。（クローンと
は複製のことです。） この処理が行われた後は、ソース候補ボリュームの期限切れおよび期限
前の保存セットの両方とも必要なくなります。保存セットが含まれない場合、ボリュームは
リサイクル可能とマークされ、再使用可能になります。

nsrrepackでは、手動再パック、自動再パックのいずれも行えます。手動再パック（-aオプ
ションなし）では、ユーザーは、再パックするボリュームを明示的に指定します。自動再
パック（-aオプション）では、特定の自動再パック基準を元に、ユーティリティにより再
パックするボリュームが決められます。いずれの場合も、Legato Storage Managerは、次に
使用可能なボリューム（追加可能モードのボリュームなど）にデータを移動します。ユー
ザーはターゲット・ボリュームを選択できませんが、ターゲット・プールは指定できます。

nsrrepackは、保存セット全体を移動します。複数ボリュームにまたがる保存セットの場合、
関連するボリュームもすべて再パック操作に含まれます。
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デフォルトでは、nsrrepackは追加モードのボリューム以外、どのボリュームでも再パック
できます。これは、これらのボリュームがリサイクルできないからです。しかし、ユーザー
は、-Fオプションを使用してこの制限を無視できます。

システム管理者は、nsrrepackで -bオプションを使用して、保存セットを別のメディア・
プールに移行できます。ただし、nsrrepack操作のコピー先として使用されるメディアはす
べて、同一のプール・タイプに含まれている必要があります。（各種プール・タイプの説明
は、nsr_pool(5)を参照してください。） nsrrepackでこのオプションを使用して、あるメ
ディア・タイプから別のメディア・タイプへすべての保存セットを移行できます。システム
管理者が、すべての保存セットを 8mmテープから DLTテープ・セットへ移動するとしま
す。この場合、管理者は必ず -Fオプションを使用する必要があります。そうでないと、追
加モードのボリュームの保存セットが再パックされません。

自動再パック（-aオプション）では、ユーティリティは次の基準を元に再パックするボ
リュームを決定します。

1. 再パックの候補であるボリューム（-cオプション） 

2. 終了までに再パックするボリューム数（-Nオプション） 

3. 再パックの最大継続時間（-dオプション） 

4. 再パックを行う日（-Cオプション） 

nsrrepackでは、期限切れの保存セットの多いボリュームから始まり、一度に 1つのボ
リュームが再パックされます。データの再パックは、自動再パック基準に達するか、再パッ
クするボリュームがなくなるまで続けられます。-dオプションが定義されている場合は、最
大継続時間に達するまで、データが再パックされます。自動再パックを行うプールを指定す
るには、-Bオプションを使用する必要があります。自動再パックに関する各オプションの詳
細は、次の「「「「オプションオプションオプションオプション」」」」の項を参照してください。また、自動再パックの詳細は、次の
「「「「例例例例」」」」の項を参照してください。

保存セットの再パック後、nsrrepackは、クライアント・セットの索引ファイルおよびバッ
クアップ・サーバーの索引ファイルとブートストラップ・ファイルをバックアップします。
クライアント・セットには、保存セットを再パックするクライアントが含まれます。クライ
アントの索引ファイルをバックアップするには、nsrrepackはコマンド save(1m)を実行しま
す。サーバーのファイルをバックアップするには、nsrrepackはコマンド savegrp(1m)を実
行します。いずれの場合も、nsrrepackは、各クライアントおよびサーバーのグループ関係
を nsr.resデータベースに問い合せます。グループ関係が登録されていない場合、索引ファ
イルおよびブートストラップの宛先プールの決定に、グループ Defaultが使用されます。
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オプションオプションオプションオプション
-b pool 
手動再パックの宛先メディア・プールを指定します。現在、nsrd(8)に登録されているプー
ルを指定できます。ソース・ボリュームと同じプール・タイプのプールを選択する必要があ
ります。可能な値は、nwadmin(8)の「Administration」メニューから「Pools」メニュー項
目を選択して、指定可能なプール値を参照できます。プール値は、NSRpoolリソースにも
リストされます（nsr_pool(5)を参照してください）。
このオプションを省略すると、保存セットは、自動的にソース・ボリュームと同じメディ
ア・プールのボリュームに再パックされます。このオプションは、手動再パックにのみ使用
されます。

-B pool 
自動再パックの宛先メディア・プールを指定します。現在、nsrd(8)に登録されており、
ソース・ボリュームと同じプール・タイプのプールを指定できます。可能な値は、
nwadmin(8)の「Administration」メニューから「Pools」メニュー項目を選択して表示でき
ます。このオプションは、-aオプションとともに使用する必要があります。

-c Threshold-for-repacking 
自動再パックに使用されます。このパラメータでは、再パックの候補となりうるボリューム
の判別に使用する割合値を指定します。割合値では、ボリュームのリサイクル可能な領域の
サイズが評価されます。リサイクル可能な割合が Threshold-for-repacking以上のボリューム
は、再パックの候補です。
ボリュームのリサイクル可能割合値の特定には、mminfo -a -r 'volume,%recyc'コマンドを
使用できます（mminfo(8)を参照してください）。
デフォルト値は 50%です。

-C Repacking-Schedule 
プールのボリュームを再パックする日を指定する再パック・スケジュール。使用可能な再
パック・スケジュール値は、nwadmin(8)の「Administration」メニューから「Schedule」
メニュー項目を選択して、指定可能なプール値を参照できます。再パック・スケジュール
は、NSR repack scheduleリソースにもリストされます（nsr_repack_schedule(5)を参照し
てください）。このオプションは、自動再パックにのみ使用できます。
このオプションを使用しないと、nsrrepackは構成されているスケジュールに対するチェッ
クをせずに、操作を行います。
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-d Duration 
継続時間では、ボリュームの再パックを開始するウィンドウを指定します。継続時間は、
hh:mm形式で指定されます。nsrrepackコマンドが午後 11時に開始され、継続時間が 4時間
30分であるとします。現在の時間が午後 11時から午前 3時 30分の間である限り、
nsrrepackはボリュームを再パックします。指定のない場合は、nsrrepackは時間に関係な
く再パックを行います。
再パックの実際の継続時間は、保存セットの終了に依存することに注意することが重要で
す。たとえば、継続時間が 4時間に設定されているとします。再パックが 3時間 45分に達
したところで、nsrrepackは、再パックに 1時間かかる次の保存セットの再パックを開始し
ます。この場合、再パックは 4時間で停止せず、最後の保存セットが正常に再パックされる
まで続行されます。
このオプションは、自動再パックにのみ使用できます。

-f file 
ボリューム名およびボリューム識別子をコマンドラインで指定するのではなく、指定した
ファイルから読み込みます。入力ファイルでは、値は 1行に 1つずつリストしてください。
fileに “-”を指定できます。この場合、値は標準入力から読み込まれます。

-F 
nsrrepackは、デフォルトの制限を無視し、再パックを行います。制限には次のものがあり
ます。1） 追加モードではボリュームを再パックできません。2） 読取り専用モードではボ
リュームを再パックできません。3） scanner(8)を使用して読み込まれたボリュームは再パッ
クできません。デフォルトでは、無視しません。

-n 
実際の再パックを行いません。単に、再パック・アクティビティをシミュレーションしま
す。このオプションは、再パック処理に関係するボリュームの確認に使用されます。自動再
パックの場合は、どの程度再パックされるかが表示され、自動再パックの基準を満たせるか
どうかも事前に判別されます。

-N Desired-number-of-free-volumes 
このパラメータは、プール内に必要な、空きボリュームおよびリサイクル可能なボリューム
の数を示します。このオプションは、自動再パックにのみ使用されます。空きボリュームの
数がすでに値に達している場合は、再パックは行われません。
再パックするボリュームが少なかったり、継続時間（-dオプション）が指定されていると、
実際の数が少なくなる場合があります。
デフォルトでは、可能な限り再パックされます。

-v 
詳細情報の表示を有効にします。このモードでは、複数ボリュームにまたがる保存セットな
どの nsrrepackの操作に関する付加的メッセージが表示されます。

-V 
nsrrepackで、後続のコマンドライン・パラメータがボリューム名ではなく、ボリューム識
別子として処理されます。ボリューム識別子は、mminfo -mvレポートなどを使用して確認
できます。
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例例例例
ボリュームmars.001のすべての保存セットを Siloプールのボリュームへ再パックします。

nsrrepack -b Silo mars.001

Silo1プールで、自動再パックを行います。リサイクル可能な（または、空き）ボリューム
が 30に達するまで、再パックを試行します。期限切れ保存セットが 25%より少ないボ
リュームは、再パックしません。

nsrrepack -a -B Silo1 -N 30 -c 25

管理者は、3480テープから 3490Eテープへの既存のプールのアップグレードを計画してい
ます。管理者は、3480テープから 3490Eテープへ、既存のデータをすべて移動する必要が
あります。3480テープはすべて特定され、3480tapesという名前のテキスト・ファイルにリ
ストされています。3490Eテープはすべて、jupiterプールに登録されています。

nsrrepack -F -b jupiter -f 3480tapes

管理者は、Silo1プールに対する自動再パック・セッションをプレビューする必要がありま
す。再パック処理に関係するすべてのソース・ボリュームを確認します。

nsrrepack -a -n -B Silo1

通告通告通告通告
Legato Storage Managerリリース 4.2.5.Aでは、コマンドライン・オプション -s serverが実
装され、管理者はリモートの Legato Storage Managerサーバーのボリュームを再パックでき
ました。現在、nsrrepackは、ローカルに実行されるコマンド save(1m)および savegrp(1m)
を実行するため、このオプションは使用できません。

診断診断診断診断
要求されたすべての保存セットが正常に再パックされた場合、終了状態は 0（ゼロ）です。
そうでない場合は、0（ゼロ）以外の値です。

nsrd (8)がデータの再パックに一時的に使用できないことを示すメッセージがいくつか出力
されます。これらは、すぐに理解できるメッセージです。さらに、次のいずれかのメッセー
ジが出力される場合があります。

Candidate threshold value value must be a positive integer
指定された候補のしきい値の形式が誤っています。正の整数値を指定してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mminfo(8)、nsr(8)、nsr_pool(5)、nsr_repack_schedule(5)、
nsrd(8)、nsrmmd(8)、nwadmin(8)
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Cannot contact media database
サーバーのメディア・データベース（多くの場合、その他の Legato Storage Managerサービ
スも）が、問合せに応答していません。サーバーを起動する必要があります。あるいは、起
動直後の場合、問合せへの応答前に起動チェックを終了する必要があります。

Cannot open nsrrepack session with server
サーバーが再パック・セッションを受け入れていない場合、このメッセージが出力されま
す。より詳細な理由は前の行に出力されます。

Cannot read file: error message.
ファイルを読み込めません。エラー・メッセージに理由が示されます。

Cannot repack backup and archive data together
アーカイブとバックアップ・データはまったく異なり、同じプールに再パックできません。
nsrrepackを 2回（バックアップ保存セットの再パックに 1回、アーカイブ保存セットの再
パックに 1回）実行する必要があります。

Cannot repack volume volume because its media index was built using scanner(8)
nsrrepackでは、scanner(8)を使用してスキャンされたボリュームは再パックされません。
scanner(8)で収集される情報は、再パック操作を正常に行うのに不十分です。

Corruption detected in media database for ssid
ssidの情報に一貫性がありませんでした。メディア・データベースが改ざんされていないか
確認してください。

Failed to repack the following save sets.
次の保存セットは再パックされませんでした。このメッセージは、問題の詳細な理由を示す
他のメッセージとともに出力されます。

Cloneid cloneid is in incomplete state. Can not repack it.
クローン IDが無効であることが検出されました。このクローン IDは再パックされません。

Cloneid cloneid is in suspect state (bad read). Can not repack it.
クローン IDが無効であることが検出されました。このクローン IDは再パックされません。

Failed occurred during repacking
障害が発生しました。このメッセージは、問題の詳細な理由を示す他のメッセージとともに
出力されます。

Invalid duration value. Must be in hh:mm format
指定した継続時間の形式が誤っています。

Media pool pool does not exist.
指定したメディア・プールがありません。

Must be root, or the group 'operator', to run this command.
このコマンドの実行に必要な権限がありません。

no complete save sets to repack
要求されたコマンドライン・パラメータと一致する完全な保存セットがありませんでした。
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Pool must be defined
既存のメディア・プールを定義しないと、nsrrepackは続行できません。

Recyclable criteria value value must be a positive integer
指定したリサイクル可能基準値の形式が誤っています。正の整数値を指定してください。

There are no free volumes to repack to. Can not repack.
再パック先となる空きボリュームがないため、nsrrepackは再パックできません。メディ
ア・プールにボリュームを追加してください。

There is on-going acticity in volume volume. Will skip repacking this volume
nsrrepackは、他のアクティビティが使用しているボリュームを再パックしません。

Unable to find any free volume to repack to. Can not repack.
nsrrepackは、再パック先となる空きボリュームを検出できません。空きボリュームを追加
するか、保存セットの期限を終了してください。

Unable to query media pool information from nsr.res
nsr.resでメディア・プール情報の取得時にエラーが発生しました。nsr.resを調べ、破損が
ないか確認してください。

Unable to query volume information for volid
メディア・データベースとの通信中、ボリューム情報の取得で問題が発生しました。

Volume volume has a capacity of zero. Can not
再パック前に、再パックで容量を確認する必要があります。たとえば、デフォルトの容量が
定義されていない光ボリュームに対し、このメッセージは出力されます。

Volume volume can not repack to pool pool because
異なるプール・タイプ間では、再パックできません。たとえば、clone以外のプール・タイ
プから cloneプール・タイプへは、ファイルを再パックできません。

waiting 30 seconds then retrying
nsrdがビジーなため、問題が解決されるまで、nsrrepackで要求が自動的に再試行されま
す。たとえば、すべてのアクティブ・デバイスが保存またはリカバリでビジー状態の場合、
nsrrepackではこれらのデバイスを使用できず、それらの内の 2つが使用可能になるまで待
機する必要があります。
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名前名前名前名前
nsralist:　　　　Legato Storage Managerアーカイブ保存セットの検索 

概略概略概略概略
nsrretrieve [ -f ] [ -n ] [ -q ] [ -i {nNyYrR} ] [ -d destination ] -s server
[ -S ssid[/cloneid] ] ... [ -A annotation ] ... [ path ] ... 

説明説明説明説明
nsrretrieveは、Legato Storage Managerサーバーからアーカイブ保存セットのリストアに使
用します。nsrretrieveを介してブラウズすることはできません。nsrretrieveの使用は、
アーカイブ・クライアント・リソース用のアーカイブ・ユーザーのリスト上の、管理者およ
びユーザーに制限されています。詳細は、nsr_client(5)マニュアル・ページを参照してくだ
さい。rootとして実行しない場合、そのユーザーが所有するファイルに限りリカバリできま
す。

オプションオプションオプションオプション
-A annotation 
annotationは、単一のアーカイブ保存セットを一意に識別する正規表現です（nsrarchive(8)
を参照）。正規表現は、grep(1)で使用される形式です。

-S ssid[/cloneid] 
ssidは、検索する保存セットの保存セット IDを指定します。アーカイブ保存セットのク
ローン・インスタンスが複数存在する場合、cloneidを指定して、検索する特定のインスタン
スを選択できます。path引数が指定されていない場合、保存セットの内容全体が検索されま
す。アーカイブ保存セットを、指定されたパスの接頭辞に一致する特定のディレクトリまた
はファイルにのみ検索するよう制限するには、完全一致の pathの接頭辞が、どのディレクト
リおよびファイルを検索するかを制限するのに指定されます。

-d destination 
検索済ファイルを再配置する宛先ディレクトリを指定します。対話モード（後述）の場合、
このオプションを使用することは relocateコマンドを使用することと同じです。

-s server 
使用する Legato Storage Managerサーバーを選択します。

-q 
nsrretrieveコマンドを実行すると、通常は出力が冗長になります。このフラグにより、冗長
な出力がオフになります。
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-f 
名前の競合が発生した場合、検索済ファイルを既存ファイルに上書きするように示します。

-n 
検索時に、実際にディレクトリまたはファイルを作成しません。

-i {nNyYrR} 
ファイルのリカバリ時に、そのファイルがすでに存在する場合に使用する、初期デフォルト
上書き応答を指定します。1文字しか指定できません。リカバリ・モードで実行する場合、
このオプションは uasm -iオプションと同じです。このオプションの詳細は、uasm(8)マ
ニュアル・ページを参照してください。

診断診断診断診断
nsrretrieveでは、使用可能なオプションを説明する「使用方法」メッセージを出力して、無
効なオプション文字であることを通知します。

Cannot open retrieve session with server
このメッセージは、Legato Storage Managerサーバーへの接続中に、指定マシンで問題が発
生したことを示します。

cannot retrieve backup save sets
nsrretrieveは、アーカイブ保存セット・データのリストアにのみ使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : grep(1)、uasm(8)、nsrarchive(8)、nsr_service(5)、
nsr_client(5)、nsr(8)、nsrd(8)
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名前名前名前名前
nsrssc:　　　　Legato Storage Manager保存セットの統合プログラム 

概略概略概略概略
nsrssc -c client -N saveset [ -p pool ] [ -r ] [ -vq ] 

説明説明説明説明
nsrsscは、最新のレベル 1（部分）保存セットおよびそれに対応する全体レベル保存セット
を、新しい全体レベル保存セットに統合します。この統合処理は、部分バックアップの終了
時に全体レベル・バックアップとして、同じ結果を効果的に実現します。

通常、統合レベル・バックアップの一部として savegrp(8)でコールされます。統合レベル・
バックアップ中に、savegrp(8)はレベル 1バックアップを自動的に生成した後、nsrsscを
コールし、最新の全体レベル保存セットを使用して、統合されたバックアップを作成しま
す。

nsrsscの使用は、バックアップおよび保存セット統合のスケジューリングに、柔軟性をより
高めます。レベル 1バックアップの完了後、即座に統合バックアップを完了する savegrp(8)
とは異なり、nsrsscは異なる時点で統合をスケジュールできます。全体バックアップと統合
バックアップ間に時間をスケジューリングすると、他の処理を完了するために Legato 
Storage Managerを解放します。

nsrsscを手動で実行する場合、最新のバックアップ保存セットは、レベル 1保存セットにな
ります。それ以外の場合、統合は正常終了しません。

nsrsscコマンドには、少なくとも 2つのアクティブ・デバイスが必須です。同時デバイスを
使用する統合処理は、統合された保存セットを作成するために読込みおよび書込みを実行し
ます。このメカニズムは、新しく作成された保存セットの位置に制限を与えます。新しい保
存セットは、導出された部分保存セットまたは全体保存セットが存在している同じボリュー
ムに作成されます。また、前の全体およびレベル 1を含むボリュームは、同じ記憶域ノード
に存在します。
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オプションオプションオプションオプション
-c client 
統合処理に含む必要がある保存セットのクライアントの名前。

-N saveset 
生成された統合済保存セットの名前。

-p pool 
統合された全体保存セットの作成先のメディア・プールを指定します。現在、nsrd(8)に登
録されているプールを指定できます。前の全体レベル保存セットと同じプール・タイプの
プールを選択する必要があります。可能な値は、nwadmin(8)の「Administration」メ
ニューから「Pools」メニュー項目を選択して、指定可能なプール値を参照できます。プー
ル値は、NSR poolリソースにもリストされます（nsr_pool(5)を参照）。このオプションを
省略すると、統合された保存セットは、自動的に前の全体レベル保存セットと同じメディ
ア・プールのボリュームに作成されます。

-r 
レベル 1の保存セットを削除します。レベル 1の保存セットがテープ上にある場合、保存
セットの有効期限が切れます。レベル 1の保存セットがディスクファイル・タイプ・ボ
リュームの場合、保存セット（索引エントリ、メディア・データベース・エントリ、および
ディスクにある実際の保存セット・データのすべて）が、削除されます。nsrsscは、統合が
失敗した場合、レベル 1の削除を試行しないことに注意してください。

-v 
詳細情報の表示を有効にします。このモードでは、統合処理中に付加的メッセージを生成す
る場合があります。

-q 
限られた処理のみ実行します。これは、デフォルト・モードです。

例例例例
次の例は、保存セット統合をどのように実行できるかを示します。両方の例では、グループ
名 elmancoで定義されている保存セットは、クライアント delepantoに統合されます。グルー
プ elmancoの保存セットデータは、/etcおよび /usersになります。

例 #1:　

保存セット統合を実行するには、次のコマンドを実行します。

savegrp -G elmanco -l 1 -I
nsrssc -c delepanto -N /etc
nsrssc -c delepanto -N /users

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_schedule(5)、mminfo(8)、savegrp(8)
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この例では、savegrp -G elmanco -l cを実行する場合とほとんど同じになることに注意して
ください。相違点は、次の箇所のみです。1）索引およびブートストラップは、データが統
合された後にはリカバリできません。2）統合プロセス中に失敗がある場合、全体バック
アップを実行しません。

例 #2:　

ディスク・キャッシュ（ファイルタイプ・デバイス）にレベル 1データを指示し、全体レベ
ル保存セットをテープ上に作成した後、レベル 1保存セットを削除するには、次の操作を実
行してください。

最初にレベル 1データのみ受け入れるプールを設定して、そのデバイスがファイル・タイ
プ・デバイスになります。次のコマンドを実行します。

savegrp -G elmanco -l 1 -I
nsrssc -c delepanto -N /etc -r
nsrssc -c delepanto -N /users -r

この処理は、レベル 1を完全に削除します。また、高速メディア（ディスクファイル・タイ
プ）が関連するので、この処理は、通常の全体レベルのバックアップを実行する場合に比較
して、全体レベル保存セットを生成する、より高速な方法の場合があります。

診断診断診断診断
正常に終了すると、nsrsscは、0（ゼロ）を返し、そうでない場合は 0（ゼロ）以外の値を返
します。

エラー・コードには、次のようなものがあります。

98 レベル 1および前の全体レベルが、同じ記憶域ノードに存在しないため、失敗しまし
た。

99 多くの場合、変更および削除されたか、またはその両方のディレクトリ条件により、失
敗しました。

次のいずれかのメッセージが出力される場合もあります。

You are not authorized to run this command
rootまたは Legato Storage Manager管理者のみが、nsrsscを実行できます。

Cannot contact media database
多くの場合、nsrmmd(8)は、問合せに応答できない、または他の Legato Storage Manager
デーモンにより実行されます。この場合、Legato Storage Managerサービスに再起動が必要
かどうかを、システム管理者は判断する必要があります。サービスが、問合せに応答できな
い場合、起動中に間隔を小さくできることに注意してください。
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名前名前名前名前
nsrstage:　　　　Legato Storage Manager保存セットのステージング・コマンド

概略概略概略概略
nsrstage [ -v ] [ -d ] [ -s server ] [ -b pool ] -m -S { -f file | ssid... } 

nsrstage [ -v ] [ -s server ] -C -V volume 

説明説明説明説明
nsrstageプログラムは、既存の保存セットを移行する際に手動で使用します。移行とは、ボ
リューム間で 1つ以上の保存セットを移動するプロセスです。このプロセスでは、まず特定
の保存セットのクローンを指定した新規ボリュームに移動し、次にメディア・データベース
からクローン保存セットのエントリを削除し、最後に元のソース・ボリュームから保存セッ
トを削除します（可能な場合）。2番目と 3番目の操作は、前の操作が正常に完了するとトリ
ガーされます。データが新規メディア・ボリュームに移動すると、元のボリュームに新しい
データのための領域ができます。

移行は、すべてのメディア・タイプに対して行えます（たとえば、ファイル・ボリューム上
の保存セットを光ディスクに移行できます）。nsrstageプログラムでは、単なるボリューム
移行を実行するのではなく、保存セット全体を移行します。

ソースとして使用する保存セットのコピー（クローン）を厳密に指定できます（後述の -S
オプションを参照）。

オプションオプションオプションオプション
-b pool 
データの移行先のメディア・プールの名前を指定します。プールには、現在 nsrd(8)で登録
されている任意のプールを指定します。可能な値は、nwadmin(8)の「Administration」メ
ニューから「Pools」メニュー項目を選択して表示できます。このオプションを省略すると、
クローン保存セットは自動的に Default Cloneプールに割り当てられます。

-m 
実際の移行操作を実行します。

-s server 
保存セットの移行元の Legato Storage Managerサーバーを指定します。サーバーの選択の詳
細は、nsr(8)を参照してください。デフォルトは、現在のシステムです。
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-v 
詳細情報の表示を有効にします。このモードでは、複数ボリュームにまたがる保存セットや
一連の保存セットの拡張など、nsrstageの操作に関する付加的メッセージが表示されます。

-d 
ステージングが必要な保存セット識別子の指定に使用した入力ファイルを削除します。この
オプションは、常に -fオプションとともに使用します。

-C 
ボリューム・クリーニング操作を実行するよう nsrstageに指示します。メディア・データ
ベースへのエントリがない保存セットのボリュームをスキャンし、その領域をリカバリしま
す。この操作は、ファイル・タイプ・ボリュームにのみ実行できます。

-S 
nsrstageで、後続のコマンドライン・パラメータが保存セット識別子として処理されます。
保存セット識別子は、符号なし数値です。保存セットの保存セット識別子は、mminfo -vコ
マンドを使用して確認できます（mminfo(8)を参照してください）。-Sオプションは、ボ
リュームから個々の保存セットを移行する場合や、一部のmminfo問合せと一致する保存
セットすべてを移行する場合に有用です。可能性のある使用方法については、後述の例を参
照してください。保存セット識別子を使用して、保存セットの複数あるコピーのうち、ソー
スとして使用するコピーを厳密に指定できます。コピーを厳密に指定するには、各保存セッ
ト識別子に ssid/cloneid形式を使用してください。このとき、ssidおよび cloneidには符号な
し数値を使用し、スラッシュ（/）1つで区切ります。特定のコピーの cloneidを確認するに
は、mminfo -Sレポートを使用します。

-f file 
保存セット識別子をコマンドラインで指定するのではなく、指定したファイルから読み込む
よう nsrstageに指示します。入力ファイルでは、値は 1行に 1つずつリストしてください。
fileに “-”を指定できます。この場合、値は標準入力から読み込まれます。

-V 
クリーニングするボリュームの名前。このオプションは、-Sまたは -mオプションとともに
使用できません。

例例例例
保存セット 1234とととと 4568を、Offsite Cloneプールのボリュームに移行します。

nsrstage -b 'Offsite Clone' -m -S 1234 4567

保存セット保存セット保存セット保存セット 1234のクローン・インスタンス 12345678を、Default Cloneプールのボリュー
ムに移行します。

nsrstage -m -S 1234/12345678

前週の土曜日以降に作成された保存セットすべてを、Default Cloneプールのボリュームに
移行します。

nsrstage -m -S 'mminfo -r ssid -q 'savetime>last saturday''
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ボリューム jupiter.013の領域をリカバリします。

nsrstage -C -V jupiter.013

nsrstage(8)では、完全保存セットのみが移行できます。

診断診断診断診断
要求された保存セットがすべて正常に移行された場合、終了状態は 0（ゼロ）です。そうで
ない場合は、0（ゼロ）以外の値です。

nsrd(8)がデータの移行に一時的に使用できないことを示すメッセージがいくつか出力され
ます。これらは、すぐに理解できるメッセージです。さらに、次のようなメッセージが出力
されます。

Adding save set series which includes ssid
詳細表示モードで実行している場合、nsrstageにより、要求した保存セット単体ではなく、
一連の保存セット全体の移行が必要があるとみなされた場合に（コマンドライン・パラメー
タで一部のみ指定した場合でも）、このメッセージが出力されます。

Cannot contact media database on server
指定したサーバーのメディア・データベース（多くの場合、その他の Legato Storage 
Managerサービスも含む）が、問合せに応答していません。サーバーを起動する必要があり
ます。あるいは、起動直後の場合、問合せへの応答前に起動チェックを終了する必要があり
ます。

Cannot open nsrstage session with server
サーバーが移行セッションを受け付けていない場合、このメッセージが出力されます。より
詳細な理由は前の行に出力されます。

number is not a valid save set
指定した保存セット識別子は無効です。単純な保存セット識別子およびクローン IDの指定
付きの 2つの形式が使用できます。単純な保存セット識別子は、符号なし数値です。クロー
ン ID付き保存セット形式は、符号なしの 2つの数値を 1つのスラッシュ（/）で区切って指
定します。

save set number does not exist
指定した保存セット（-S保存セット・リスト）がありません。mminfo(8)を使用して保存
セット識別子を確認してください。

save set clone number/cloneid does not exist
保存セットの特定のクローンが指定されましたが、保存セットには、このクローン識別子の
クローンはありません。mminfo(8)を使用して保存セット識別子を確認してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsrclone(8)、nsr_getdate(3)、mminfo(8)、nsr(8)、nsr_pool(5)、
nsrd(8)、nsrmmd(8)、nwadmin(8)
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volume name does not exist
指定のボリューム（-Vオプションを指定した場合）がメディア・データベースにありませ
ん。

waiting 30 seconds then retrying
一時エラーが発生しました。問題が解決されるまで、nsrstageで要求が自動的に再試行され
ます。たとえば、すべてのデバイスが保存またはリカバリでビジー状態の場合、nsrstageで
は使用できず、それらのうちの 2つが使用可能になるまで待機する必要があります。

Space can only be recoverd from file type devices.
指定のボリューム（-Vオプションを指定した場合）がファイル・タイプ・ボリュームでは
ありません。このメッセージは、ファイル・タイプ以外のボリュームからデータが正常に移
行された後にも出力されます。
2-224　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



nsrwatch(8)
nsrwatch(8)

名前名前名前名前
nsrwatch:　　　　Legato Storage Managerの状態の文字ベース画面 

概略概略概略概略
nsrwatch [ -s server ] [ -p polltime ] 

説明説明説明説明
nsrwatchプログラムでは、Legato Storage Managerサーバーの状態を表示します。サー
バー名は、オプションの -s server引数で指定されます。サーバーが指定されていない場合、
デフォルトは、カレント・ディレクトリで recover(8)などのコマンドで使用される場合と同
じサーバーです。選択されたマシンに Legato Storage Managerサービスがない場合、このコ
マンドによりエラー・メッセージが発行されます。ポーリング間隔は、オプションの -p 
polltime引数（秒数）で指定します。デフォルトは 2秒です。

ユーザーは、カーソルの位置指定を行える termcap(5)機能を持つ任意のターミナルから
nsrwatchを実行できます。特定のウィンドウ・システムは必要ありません。nsrwatchプロ
グラムは、特定のサーバーへのリモート・プロシージャ・コールを介して情報を得るため、
ネットワーク上のサーバーにアクセス可能な任意のマシンから使用できます。

nsrwatch画面は、ヘッダーおよび次のいくつかのパネルに分けられます。「「「「Server」」」」パネル、
「「「「Device」」」」パネル、「「「「Sessions」」」」パネル、「「「「Messages」」」」パネル、および「「「「Pending」」」」メッセー
ジ・パネル。パネル・サイズは、使用されているターミナルまたはウィンドウのサイズに
よって調整されます。

ヘッダーには、サーバーの名前および現在の時間が表示されます。「「「「Server」」」」パネルには、
サーバーの現在の状態が示されます。パネルの最初の行は、エラー・メッセージ用に確保さ
れています。この行は、通常は空白です。次の行には、サーバーが起動している時間、およ
びサーバーのリリース・バージョン（クライアントのリリース・バージョンと異なる場合も
ある）が示されます。続く行には、現在のサーバーで実行された保存およびリカバリの数が
表示されます。

「「「「Device」」」」パネルには、現在のサーバーで認識されているデバイスが表示されます。デバイ
スごとに名前、デバイス・タイプ、マウントされているボリュームの名前、あるいはボ
リュームがマウントされていない場合は (unmounted)、ならびにデバイスの状態が表示され
ます。デバイスがジュークボックス・デバイスの一部として構成されている場合、名前の後
に (J)が続きます。「「「「Sessions」」」」パネルには、アクティブ・セッション（保存、リカバリまた
はブラウズ）ごとに、現在の保存セット情報が示されます。「「「「Messages」」」」パネルには、オペ
レータに対する一般的なメッセージの履歴が表示されます。そして、「「「「Pending」」」」メッセー
ジ・パネルには、オペレータの介入が必要なメッセージが表示されます。
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nsrwatchプログラムは、終了、停止、または割込み（Control-Zまたは Control-Cなど）さ
れるまで、継続して実行されます。qの文字を入力するとプログラムは終了し、Control-L
では画面が強制的に消去および再描画され、その他の文字では状態が強制的に更新されま
す。

nsrwatchプログラムでは、ポーリング率より遅い率で新規デバイスをチェックするため、
新規デバイスが追加されてから通知を受けるまでに、1分近くかかる場合があります。プロ
グラムを再起動したり、Control-Lを入力すると、新規デバイスにただちに通知されます。
デバイスの削除により、一時的に「resource does not exist」というメッセージが表示される
場合がありますが、それ以外の場合は、ただちに通知されます。

nsrwatchプログラムは、基本となる環境でサポートされていれば、画面サイズの変更に適
応します。たとえば、ウィンドウ・ターミナル・エミュレータがサイズ変更されると、各
フィールドのサイズがウィンドウに合うよう変更されます。ウィンドウが小さすぎると、デ
バイス、セッション、メッセージなどのすべては表示されない場合があります。少なくとも
30行のウィンドウを使用することをお薦めします。

オプションオプションオプションオプション
-s server 
現在の Legato Storage Managerサーバーを serverに設定します。

-p polltime 
ポーリング間隔を、polltime秒に設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : termcap(5)、nsr_notification(5)、nsr_device(5)、
nsr_service(5)、recover(8)、nsradmin(8)、nsr(8)、nsrd(8)、nwadmin(8)
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名前名前名前名前
nwadmin:　　　　Legato Storage Managerに対するグラフィカル管理インタフェース 

概略概略概略概略
nwadmin [ -s server ] 

説明説明説明説明
nwadminは、X-Window Systemアプリケーションです。Legato Storage Managerサーバー
の管理および監視に使用します。

サーバー名は、-s server引数で指定されます。サーバーが指定されない場合、nwadminで
は nsr(8)のサーバー選択規則を使用します。複数の Legato Storage Managerサーバーがア
クセス可能な場合は、nwadminコマンドで選択できます。

nwadminコマンドは、Legato Storage Managerサーバーの管理に使用します。クライアン
トを追加および削除できます。保存レベルを制御するスケジュールを作成および変更できま
す。クライアントをグループ分けし、まとめて制御できます。データの保存方法を制御する
ディレクティブを定義および変更できます。保存セットのクローン作成、および保存セット
によるリカバリを指定できます。バックアップ・ボリューム全体のクローン作成も指定でき
ます。通知メッセージが表示されます。一般に、コンポーネントごとに 1つのパネルがあり
ます。

Legato Storage Managerサーバーの現在の状態を監視できます。表示される項目には、保存
されたデータの量、保存しているクライアントの数、およびボリュームのマウントとアンマ
ウント要求が含まれます。この情報は、コンソール・パネルに表示されます。

バックアップおよびリカバリのグラフィカル・インタフェースは、それぞれ nwbackup(8)
および nwrecover(8)から使用できます。

nwadminコマンドの詳細は、『Legato Storage Manager for Windows NT管理者ガイド』を
参照してください。
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オプションオプションオプションオプション
-s server 
現在の Legato Storage Managerサーバーを serverに設定します。

ファイルファイルファイルファイル
/usr/lib/X11/app-defaults/Networker 
nwadminの X11リソースです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsradmin(8)、nwbackup(8)、nwrecover(8)、『Legato 
Storage Manager for Windows NT管理者ガイド』
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名前名前名前名前
nwarchive:　　　　Legato Storage Managerグラフィカル・アーカイブ・インタフェース 

概略概略概略概略
nwarchive [ -s server ] 

説明説明説明説明
nwarchiveは、X-Window Systemアプリケーションです。nsrarchive(8)のフロントエンド
であり、Legato Storage Managerサーバーへの非定型のファイル・アーカイブに使用されま
す。通常、ファイルは自動的にアーカイブされます。

サーバー名は、-s server引数で指定されます。サーバーが指定されない場合、nwarchiveで
は nsr(8)のサーバー選択規則を使用します。複数の Legato Storage Managerサーバーがア
クセス可能な場合は、nwarchiveコマンドで選択できます。

Legato Storage Managerでは、クライアント・システム・ファイルおよびディレクトリの
ネットワーク規模の定期的アーカイブ、および手動によるアーカイブの両方がサポートされ
ます。即時手動アーカイブを要求するには、nwarchivを実行します。

適切な Legato Storage Managerサーバーが選択されていることを確認します。サーバーは、
メイン・ウィンドウで識別されます。必要に応じて、Change Serverコマンドを使用して
サーバーを変更できます。このサーバーに、クライアント・ファイルのバックアップを作成
します。カレント・クライアントのホスト名は、「Client」フィールドに表示されます。カレ
ント・ディレクトリのパス名は、「Selection」フィールドに表示されます。

「Selection」フィールドにフルパス名を入力するか、「Archive」ウィンドウのアイコンを選
択してディレクトリを変更します。

手動アーカイブを実行するには、まず、該当するチェックボックスをチェックし、バック
アップをとるファイルおよびディレクトリをマークします。次に、「Archive」ウィンドウの
「File」メニューから「Start archive...」を選択します。アーカイブの注釈を入力する必要が
あります。

「Archive Status」ウィンドウでアーカイブの進行状況を監視します。メイン・ウィンドウの
「Pending」画面で、アーカイブ・ボリュームがマウントされたことを確認します。
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オプションオプションオプションオプション
-s server 
現在の Legato Storage Managerサーバーを serverに設定します。

ファイルファイルファイルファイル
/usr/lib/X11/app-defaults/Networker 
nwarchiveの X11リソースです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsradmin(8)、nsrarchive(8)、nsrretrieve(8)
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名前名前名前名前
nwbackup:　　　　Legato Storage Managerグラフィカル・バックアップ・インタフェース 

概略概略概略概略
nwbackup [ -s server ] [ path ] 

説明説明説明説明
nwbackupは、X-Window Systemアプリケーションです。save(8)のフロントエンドであ
り、Legato Storage Managerサーバーへの非定型のファイル保存に使用されます。通常、
ファイルは自動的に保存されます。

サーバー名は、-s server引数で指定されます。サーバーが指定されない場合、nwbackupで
は nsr(8)のサーバー選択規則を使用します。複数の Legato Storage Managerサーバーがア
クセス可能な場合は、nwbackupコマンドで選択できます。pathが指定されている場合、
nwbackupではカレント選択内容を指定パスに初期設定します。pathが指定されていない場
合のデフォルト設定は、カレント作業ディレクトリです。

Legato Storage Managerでは、クライアント・システム・ファイルおよびディレクトリの
ネットワーク規模の定期的バックアップ、および手動によるバックアップの両方がサポート
されます。即時手動バックアップを要求するには、nwbackupを実行します。

適切な Legato Storage Managerサーバーが選択されていることを確認します。サーバーは、
メイン・ウィンドウで識別されます。必要に応じて、Change Serverコマンドを使用して
サーバーを変更できます。このサーバーに、クライアント・ファイルのバックアップを作成
します。カレント・クライアントのホスト名は、「Client」フィールドに表示されます。カレ
ント・ディレクトリのパス名は、「Selection」フィールドに表示されます。

「Selection」フィールドにフルパス名を入力するか、「Backup」ウィンドウのアイコンを選択
してディレクトリを変更します。

手動バックアップを実行するには、まず、該当するチェックボックスをチェックし、バック
アップをとるファイルおよびディレクトリをマークします。次に、「Backup」ウィンドウの
「File」メニューから「Start backup...」を選択します。ファイルを圧縮するか、「Backup 

Options」ダイアログ・ボックス内のパターンを除外するかを選択して、バックアップを続
行します。

「Backup Status」ウィンドウでバックアップの進行状況を監視します。メイン・ウィンドウ
の「Pending」画面で、バックアップ・ボリュームがマウントされたことを確認します。
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オプションオプションオプションオプション
-s server 
現在の Legato Storage Managerサーバーを serverに設定します。

ファイルファイルファイルファイル
/usr/lib/X11/app-defaults/Networker 
nwbackupの X11リソースです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsradmin(8)、nwbackup(8)、nwrecover(8)、save(8)
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名前名前名前名前
nwrecover:　　　　Legato Storage Managerグラフィカル・リカバリ・インタフェース 

概略概略概略概略
nwrecover [ -s server ] [ -c client ] [ -T browse time ] [ path ] 

説明説明説明説明
nwrecoverは、X-Window Systemアプリケーションです。Legato Storage Managerで保存
されていた損失ファイルのリカバリに使用します。X11以外の環境で実行している場合、
ファイルのリカバリには recover(8)を使用できます。

サーバー名は、-s server引数で指定されます。サーバーが指定されない場合、nwrecoverで
は nsr(8)のサーバー選択規則を使用します。複数の Legato Storage Managerサーバーがア
クセス可能な場合は、nwrecoverコマンドで選択できます。pathが指定されている場合、
nwrecoverではカレント選択内容を指定パスに初期設定するよう試行します。pathが指定さ
れていない場合にデフォルトで試行される設定は、カレント作業ディレクトリです。

Access Control Lists（ACL）で保存されたファイルをリカバリする場合、rootまたはファイ
ルの所有者である必要はありません。ACLのあるファイルは、ファイルの詳細を表示する
と（-rw-r--r--+など）モード・ビットの後に ‘+’が続きます。ACLの詳細は、recover(8)を参
照してください。

損失ファイルのリカバリには、3つの基本手順があります。（1）「Recover」ウィンドウの
Legato Storage Managerの索引をブラウズして、損失ファイルを検索し、（2）該当する
チェックボックスをチェックして、リカバリするファイルをマークし、（3）リカバリを開始
します。さらに、リカバリに関するコマンドとして、リカバリ済ファイルの再配置
（Relocate）、ファイルの過去のバージョンの検索（Versions）、ブラウズ時間の変更
（Change Browse Time）、リカバリ対象としてマークしたファイルの表示（Show Marked）、
既存ファイルと競合するリカバリ済ファイルの上書きまたは名前変更（Conflict Resolution）
があります。

「Recover」ウィンドウを開くと、クライアントはサーバーでメンテナンスされている索引に
接続されます。索引のエントリは、以前にバックアップされたファイルを示し、ファイル・
システムとまったく同じように編成されています。他のファイル・システムの索引をブラウ
ズするには、「Selection」でパス名を入力します。

索引をブラウズするには、次のようにします。「Recover」ウィンドウの「View」メニュー
で、ディレクトリのブラウズ・レベルを選択します。マウスを使用してディレクトリを開
き、内容を表示します。
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ファイルをマークするには、次のようにします。索引をブラウズしてファイルの位置を特定
した後、該当するチェックボックスをチェックして、リカバリするファイルをマークしま
す。あるいは、ファイルを選択し、「File」メニューのMarkコマンドを使用してファイルを
マークします。リカバリ対象としてマークしたファイルのリストは、「View」メニューの
Show Markedコマンドで表示できます。

リカバリを開始するには、次のようにします。「File」メニューから、Startリカバリ・コマ
ンドを選択します。「Conflict Resolution」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで、
リカバリ済ファイルと既存ファイル間で競合が発生した場合の処理を、Legato Storage 
Managerに指示します。各競合に対して、その都度解消方法を指定するようにするか、ある
いは全競合に対するグローバルな解消方法を 1つ選択することが可能です。次に、.R拡張子
を付けてリカバリ・ファイルの名前を変更し、両方のファイルを保存するのか（Rename）、
リカバリ・ファイルを廃棄して既存ファイルを保存するのか（Discard）、あるいは既存ファ
イルを上書きして、リカバリ・ファイルを該当ファイルの唯一のコピーとして保存するのか
（Overwrite）を、Legato Storage Managerに指示します。

「Conflict Resolution」ボックスで「OK」をクリックすると、リカバリが続行されます。
Legato Storage Managerでは、リカバリの完了に必要なメディアを自動的に判断して、オペ
レータにメディアをマウントするように要求し、リカバリを実行します。「Recover Status」
ウィンドウでリカバリの状態を監視できます。

リカバリを開始する前に、オプションで Relocateコマンドを使用してリカバリ・ファイルを
再配置できます。リカバリ済ファイルを配置する新規ディレクトリ、あるいは既存ディレク
トリのパス名を入力します。

「Recover」ウィンドウには、過去の索引をブラウズするための 2つのコマンドがあります。
Versionsは、ファイルの全バックアップ履歴を表示します。Change Browse Timeを使用す
ると、オンライン索引を表示する時間を変更できます。

オプションオプションオプションオプション
-s server 
現在の Legato Storage Managerサーバーを serverに設定します。

-c client 
現在ブラウズする Legato Storage Managerクライアント索引を clientに設定します。

-T browse time 
現在の索引ブラウズ時間を（nsr_getdate(3)の形式で）browse timeに設定します。このオプ
ションを使用することは、nwrecoverの「「「「change browse time」」」」ダイアログを使用すること
と同じです。
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ファイルファイルファイルファイル
/usr/lib/X11/app-defaults/Networker 
nwrecoverの X11リソースです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_getdate(3)、nsr(8)、nsradmin(8)、nwbackup(8)、
recover(8)
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名前名前名前名前
nwretrieve:　　　　Legato Storage Managerグラフィカル検索インタフェース 

概略概略概略概略
nwretrieve [ -s server ] 

説明説明説明説明
nwretrieveは、X-Window Systemアプリケーションです。Legato Storage Managerでアー
カイブされていたファイルの検索に使用します。X11以外の環境で実行している場合、ファ
イルの検索には nsrretrieve(8)を使用できます。

サーバー名は、-s server引数で指定されます。サーバーが指定されない場合、nwretrieveで
は nsr(8)のサーバー選択規則を使用します。複数の Legato Storage Managerサーバーがア
クセス可能な場合は、nwretrieveコマンドで選択できます。

Access Control Lists（ACL）でアーカイブされたファイルを検索する場合、オペレータ・グ
ループのメンバーまたはファイルの所有者である必要はありません。ACLの詳細は、
nsrretrieve(8)を参照してください。

損失ファイルの検索には、3つの基本手順があります。（1）「Retrieve」ウィンドウで Legato 
Storage Managerのアーカイブのリストをブラウズし、（2）検索するアーカイブを選択して、
（3）検索を開始します。

「Retrieve」ウィンドウを開くと、Legato Storage Managerサーバー索引に接続されます。
「Query」ボタンを選択すると、サーバーで使用可能なアーカイブのリストが表示されます。
リストのエントリは、以前にアーカイブされたファイルを示します。

検索を開始するには、次のようにします。「File」メニューから、Start retrieveコマンドを選
択します。「Retrieve Status」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで、再配置パス名
を入力し、既存ファイルの上書きを選択できます。

「Retrieve Status」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックすると、Retrieveでは選択
アーカイブの検索を開始し、「Status」フィールドに状態が表示されます。Legato Storage 
Managerでは、検索の完了に必要なメディアを自動的に判断して、オペレータにメディアを
マウントするように要求し、検索を実行します。
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オプションオプションオプションオプション
-s server 
現在の Legato Storage Managerサーバーを serverに設定します。

ファイルファイルファイルファイル
/usr/lib/X11/app-defaults/Networker 
nwretrieveの X11リソースです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(8)、nsradmin(8)、nwarchive(8)、nsrarchive(8)、
nsrretrieve(8)
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名前名前名前名前
preclntsave:　　　　Legato Storage Manager savepnpcの前処理コマンドを実行するための子プロ
セス 

概略概略概略概略
preclntsave -s server -c client -g group [-D debuglevel ] 

説明説明説明説明
preclntsaveプロセスでは、既存の /nsr/res/<grpname>.tmpファイルが存在するかどうかを確
認します。このファイルは、前処理コマンドが実行されたことを示します。存在する場合、
単に存在するだけで状態は 0であり、savepnpcでは通常のタスク保存を再開します。存在
しない場合、/nsr/res/<grpname>.lckファイルをロックし、/nsr/res/<grpname>.resファイルで
指定されている前処理コマンドをすべてコールして、/nsr/res/<grpname>.tmpファイルを作成
した後、最終的に pstclntsaveプロセスを生成して 0の状態で存在します。

注意注意注意注意 :　　　　これは、savepnpcプログラムからのみコールされます。ユーザーが使用するもので
はありません。

オプションオプションオプションオプション
-s server 
制御サーバーを指定します。

-c client 
前処理コマンドを実行するクライアントの名前です。

-g group 
実行するグループ名を指定します。

-D debuglevel 
デバッグを目的とする場合、debuglevelは 1、2または 3とします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : pstclntsave(8)、save(8)
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名前名前名前名前
pstclntsave:　　　　Legato Storage Manager savepnpcの後処理コマンドを実行するための
preclntsaveの子プロセス 

概略概略概略概略
pstclntsave -s server -c client -g group [ -p pollinterval ] [ -t timeout ] [ -D debuglevel ] 

説明説明説明説明
pstclntsaveプロセスでは、ポーリング間隔で指定された秒ごとに、サーバーから CLIENT
リソースのWORKLIST属性を継続してチェックします。timeout条件あるいはWORKLIST
が NIL（どちらが先でもよい）の場合、pstclntsaveでは、/nsr/res/<grpname>.resファイルで
指定された後処理コマンドをすべて実行し、/nsr/res/<grpname>.tmpと /nsr/res/<grpname>.lck
のリンクを解除し、結果（成功または失敗）を /nsr/log/savepnpc.logファイルに記録します。

注意注意注意注意 :　　　　これは、preclntsaveプログラムからのみコールされます。ユーザーが使用するもの
ではありません。

オプションオプションオプションオプション
-s server 
制御サーバーを指定します。

-c client 
前処理コマンドを実行するクライアントの名前です。

-g group 
実行するグループ名を指定します。

-p pollinterval 
サーバーにポーリングする頻度（秒）です。

-t timeout 
nsr_getdate(3)フォーマット文字列の timeout条件で、後処理コマンドをコールします。こ
れは、/nsr/res/<grpname>.resファイルでも指定できます。

-D debuglevel 
デバッグを目的とする場合、debuglevelは 1、2または 3とします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : preclntsave(8)、save(8)
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名前名前名前名前
recover:　　　　Legato Storage Managerファイルをブラウズおよびリカバリ 

概略概略概略概略
recover [ -f ] [ -n ] [ -q ] [ -u ] [ -i {nNyYrR} ] [ -d destination ] [ -c client ] [ -t date ]
[ -s server ] [ dir ] 

recover [ -f ] [ -n ] [ -u ] [ -q ] [ -i {nNyYrR} ] [ -I input file ] [ -d destination ]
[ -c client ] [ -t date ] [ -s server ] -a path... 

recover [ -f ] [ -n ] [ -u ] [ -q ] [ -i {nNyYrR} ] [ -d destination ] -s server
-S ssid[/cloneid] [ -S ssid[/cloneid] ] ... [ path ] ... 

recover [ -f ] [ -n ] [ -q ] [ -i {NYR} ] -R recover-target -c client [ -d destination ]
[ -t date ] [ -s server ] [ dir ] 

説明説明説明説明
recoverは、保存済ファイル索引をブラウズし、システムの選択ファイルをリカバリします。
ファイルが save(8)で保存される際、ファイル索引が作成されます。対話モード（デフォル
ト）の場合、UNIXシステムと類似した索引が表示され、ユーザーはその索引内を移動し
て、ファイルまたはディレクトリ全体を選択およびリカバリできます。自動モード（-aオプ
ション）の場合、コマンドラインで指定されたファイルはただちにリカバリされ、ブラウズ
は実行されません。保存セット・リカバリ・モード（-Sオプション）の場合、指定保存セッ
トは、Legato Storage Managerファイル索引をブラウズせずに直接検索されます。保存セッ
ト・リカバリ・モードの使用は、rootに制限されています。

-Sオプションなしでリカバリを使用する場合、rootでないユーザーは、どのファイルでもリ
カバリできます。段落で説明されている残りの権限チェック規則は、rootでないユーザーに
適用されます。Access Control Lists（ACL）のないファイルでは、ファイルをリカバリする
ために、通常の UNIXモード・ビットでファイルの読込みが許可されている必要がありま
す。ACLのあるファイルは、その所有者あるいは root以外はリカバリできません。
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オプションオプションオプションオプション
-a 
このオプションは、対話形式のブラウズを行わない自動ファイル・リカバリを指定します。
Pathは、リカバリする 1つ以上のファイルまたはディレクトリを指定します。

-S ssid[/cloneid] 
このオプションは、保存セット・リカバリ・モードの指定に使用され、rootのみが使用でき
ます。このモードは、Legato Storage Manageファイル索引エントリを必要としない、高速
バッチ・ファイル・リカバリの実装に使用されます。ssidは、リカバリする保存セットの保
存セット IDを指定します。保存セットのクローン・インスタンスが複数存在する場合、
cloneidを指定して、リカバリする特定のインスタンスを選択できます。path引数が指定され
ていない場合、保存セットの内容全体がリカバリされます。追加でもう 1つあるいは複数の
path引数を指定すると、実際にリカバリするディレクトリあるいはファイルを制限できま
す。pathを指定した場合、リカバリする前に、保存セットの各パス名の始まりは、path引数
のうちの 1つと完全に一致する必要があります。メタ文字を使用したシェルのようなファイ
ル名の一致（‘*’、‘?’および ‘[...]’）は、実行されません。スラッシュ（‘/’）で終了する pathを
使用し、一致するディレクトリを強制実行できます（たとえば、/etc/fsのかわりに /etc/fs/
という pathを使用して、/etc/fsckのようなファイルがリカバリされないようにします）。

-d destination 
リカバリ済ファイルを再配置する宛先ディレクトリを指定します。対話モード（後述）の場
合、このオプションを使用することは relocateコマンドを使用することと同じです。相対パ
スは、カレント作業ディレクトリに応じて解釈されます。

-s server 
使用する Legato Storage Managerサーバーを選択します。このオプションは、保存セット・
リカバリ・モード（-S）で必須です。

-c client 
clientは、ファイルを保存したマシンの名前です。他のクライアントが保存したディレクト
リをブラウズする場合、パス名はファイルを保存したクライアントのファイル・ツリーを反
映したものであることに注意してください。デフォルトでは、saveおよび recoverにより、
ファイル・システム表のクライアント名が判断されますが、saveコマンドで -Lオプション
が使用された場合は、このオプションが必要になることがあります。このオプションは -S 
ssidオプション（保存セット・リカバリ・モード）とともには使用できません。

-t date 
指定した dateの時点のファイルを（nsr_getdate(3)の形式で）表示 /リカバリします。対話
モード（後述）の場合、このオプションを使用することは、指定の dateで changetimeコマ
ンドを使用することと同じです。このオプションは -S ssidオプション（保存セット・リカバ
リ・モード）とともには使用できません。

-q 
recoverコマンドを実行すると、通常は出力が冗長になります。このフラグにより、冗長な
出力がオフになります。
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-f 
名前の競合が発生した場合、リカバリ済ファイルを既存ファイルに上書きします。これは、
-iYの指定と同じです。

-n 
リカバリ時に、実際にディレクトリを作成しません。

-i {nNyYrR} 
ファイルのリカバリ時に、そのファイルがすでに存在する場合に使用する、初期デフォルト
上書き応答を指定します。1文字しか指定できません。リカバリ・モードで実行する場合、
このオプションは uasm -iオプションと同じです。このオプションの詳細は、uasm(8)マ
ニュアル・ページを参照してください。指示リカバリ（-Rフラグを参照）の場合、有効値は
N、Yおよび Rのみです。

-I input file 
リカバリするパスをコマンドラインから取得するのに加えて、リカバリするパスを指定した
ファイルから読み込みます。パスは 1行に 1つずつリストしてください。コマンドラインに
パスが指定されていない場合、ファイルに指定されたパスのみがリカバリされます。-aオプ
ションとともに使用します。

-R recover-target 
リカバリを指示するリモート・マシン名を指定します。これは、-cオプションとともに使用
され、他のクライアントの索引のブラウズを指定します。-Rオプションを使用する場合、リ
カバリ中のファイル、およびそのファイルがすでに存在したときの処理をリカバリ・ター
ゲットに指示するために、-fまたは -i オプションも指定する必要があります。指示リカバリ
の -iフラグとともに使用する場合、有効値は N、Yおよび Rのみであることに注意してくだ
さい。

-u 
リカバリ中にエラーが発生した場合に停止します。通常、リカバリではエラーを警告として
扱い、残りの要求ファイルのリカバリを試行します。ただし、このフラグが使用された場合
は、最初にエラーが発生した時点でリカバリを停止します。このオプションは、指示リカバ
リでは無効です。

使用方法使用方法使用方法使用方法
対話モードでリカバリを使用する場合、特定の時点でのファイル・システムのイメージが表
示されます。シェルに類似したコマンドを使用すると、表示を変更してファイル・システム
を横断できます。リカバリするファイルを選択し、実際のリカバリ・コマンドが発行されま
す。

次のコマンドによりファイル・システムの表示を操作し、リカバリするファイルのリストを
作成します。name引数を取得するコマンドではすべて、パターン一致文字が使用されます。
パターン一致文字および正規表現形式は、UNIXシェル sh(1)のものと同じです。
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ls [ options ] [ name ... ] 
指定ファイルおよびディレクトリに関する情報をリストします。name引数が指定されてい
ない場合、lsではカレント・ディレクトリの内容全体をリストします。nameが指定され、
nameがディレクトリの場合、その内容が表示されます。nameがファイルの場合、そのファ
イルのみ表示されます。カレント・ディレクトリは、‘.’（ピリオド）で示されます。このコ
マンドのオプションは、UNIXコマンド ls(1)のオプションに対応します。さらに、リカバリ
の特定 -Sオプションを使用して、ソート（-tオプションを使用）および /または印刷（-l
オプションを使用）のために、最終変更時間ではなく保存時間を選択できます。リカバリ・
リストに追加されたファイルの前には、‘+’が付きます。ACLのあるファイルは、ファイル
の詳細を表示すると（-rw-r--r--+など）モード・ビットの後に ‘+’が続きます。

lf [ name ... ] 
これは、ls -Fと同じです。ディレクトリには ‘/’、シンボリック・リンクには ‘@’、ソケットに
は ‘=’、特殊ファイルには ‘|’、および実行可能ファイルには ‘*’が後に付きます。

ll [ name ... ] 
これは、ls -lgsFと同じです。ファイルおよびディレクトリ・リストの長いフォーマットを
生成します。このコマンドは、シンボリック・リンクの値の検索に使用できます。

cd [ directory ] 
カレント作業ディレクトリを directoryに変更します。デフォルト・ディレクトリは、
recoverが実行されたディレクトリです。directoryが単純シンボリック・リンクの場合、cd
がシンボリック・リンクの後に続きます。ただし、directoryがパスの最後以外にシンボリッ
ク・リンクを含むパスである場合、cdコマンドは失敗します。かわりに、パスの構成要素に
対して一度に cdを実行する必要があります。

pwd 
カレント作業ディレクトリのフルパス名を出力します。

add [ name ... ] 
カレント・ディレクトリ、指定ファイルあるいはディレクトリをリカバリ・リストに追加し
ます。ディレクトリが指定された場合、そのディレクトリおよびその下位ファイルがリカバ
リ・リストに追加されます。

delete [ name ... ] 
カレント・ディレクトリ、指定ファイルあるいはディレクトリをリカバリ・リストから削除
します。ディレクトリが指定された場合、そのディレクトリおよびその下位ファイルがリカ
バリ・リストから削除されます。ディレクトリにある大半のファイルをリカバリするには、
リカバリ・リストに該当ディレクトリを追加し、不必要なファイルを削除するのが最も有効
です。
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list [ -l ] | [ -c ] 
リカバリ・リストにあるファイルを表示します。引数なしの場合、リカバリ・リストには 1
行にフルパス名が 1つずつ表示され、リカバリするファイルの合計数がその後に続きます。
-c引数は、リカバリするファイルの合計数のみを出力します。-l引数は、-dSオプションを
使用した llコマンドと同じ形式でファイルを出力します。

volumes 
リカバリ・リストにある現在のファイル・セットのリカバリが必要なボリュームのリストを
出力します。

recover 
Legato Storage Managerサーバーから、リカバリ・リストにある全ファイルをリカバリしま
す。完了すると、リカバリ・リストは空になります。

verbose 
verboseオプションのステータスを切り替えます。冗長モードがオンの場合、recoverは、リ
カバリ時に各ファイルに関する情報を表示します。冗長モードがオフの場合、recoverは、
問題が発生した場合のみ情報を出力します。デフォルトでは、冗長モードはオンになってい
ます。

force 
名前の競合が発生した場合、既存ファイルをリカバリ済ファイルで上書きします。

noforce 
forceオプションを取り消します。noforcモードの場合、リカバリ済ファイルと既存ファイ
ル間で名前の競合が発生するたびにプロンプトが発行されます。各プロンプトでは、y、Y、
n、N、rおよび Rの 6つの選択肢が示されます。既存ファイルを上書きするには、yを選択
します。ファイル名を自動的に生成した代替名に変更するには、rを選択します。nを選択
すると、リカバリ済ファイルは廃棄されます。大文字は、その後発生する競合に対して、プ
ロンプトを表示せずに同じアクションを起動します。したがって、Yを選択すると競合する
既存ファイルをすべて上書きし、Nを選択すると競合するリカバリ済ファイルをすべて廃棄
し、Rを選択すると競合するリカバリ済ファイル名をすべて変更（外部 ASMに、改名接尾
辞で終わる競合ファイル名がある場合を除く）します。

relocate [ directory ] 
ターゲット・リカバリ位置を directoryに変更します。directoryが指定されていない場合、宛
先ディレクトリを指定するようにプロンプトが表示されます。相対パスは、recoverプログ
ラム内のカレント作業ディレクトリに応じて解釈されます。リカバリ済ファイルはこのディ
レクトリに配置されます。このディレクトリは、必要に応じて作成されます。複数のディレ
クトリのファイルをリカバリする場合、これらのファイルはこのディレクトリの下に配置さ
れ、リカバリする全ファイルに共通の最初の親に応じたパスが付けられます。たとえば、
/usr/include/sys/errno.hおよび /usr/include/stdio.hがリカバリされ、再配置ディレクトリが
/tmpに設定された場合、この 2つのファイルの最初の共通の親は includeであるため、これ
らのリカバリ済ファイルの名前は /tmp/sys/errno.hおよび /tmp/stdio.hに変更されます。

destination 
リカバリ済ファイルの宛先の位置を出力します。
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exit 
recoverをただちに終了します。

help 
使用可能なコマンドのサマリーを表示します。

? 
helpと同じ。

quit 
recoverをただちに終了します。リカバリ・リストにあるファイルは、リカバリされません。

changetime [ time ] 
様々な時点でのファイル・システムを表示します。timeが指定されていない場合、現在の時
間が表示され、新規の時間を指定するようにプロンプトが表示されます。新規の時間は、
nsr_getdate(3)の形式で指定します。これは、非常に柔軟な形式です。March 17, 1999など
の絶対日付、および last Tuesdayなどの相対日付を受け入れます。絶対日付は、
MM/DD[/YY]およびMonth DD[, YYYY]の 2つの書式で指定できます。時間も、絶対時間あ
るいは相対時間のいずれとしても指定できます。絶対時間の書式は、HH[[:MM][:SS]] 
[am|pm] [time zone]です。たとえば、12:30 am、14:21および 10 pm PSTとなります。現在
の時間は、相対日付で未指定の部分の計算に使用（2 days agoは現在の時間から 2日前を示
す、など）され、絶対日付の未指定の時間については該当日付の終わりを使用（July 2は
July 2 at 11:59:59 PMを示す、など）します。デフォルトでは、表示時間が現在の時間とし
て使用されます。過去のファイル・システム・イメージの同時解決は、saveの実行頻度、お
よび Legato Storage Managerファイル索引情報をどこまで溯るかによって異なります。

versions [ name ] 
nameが指定されていない場合はカレント・ディレクトリの全インスタンスが、あるいは、
ファイル索引で検出された指定ファイルまたはディレクトリがリストされます。各インスタ
ンスごとに、3行のデータが表示されます。最初の行は、ll出力に類似しています。2番目
の行は、インスタンスの保存時間をリストします。3番目の行は、このインスタンスがリカ
バリされるテープを指定します。changetimeコマンドを適切に使用すると、エントリのう
ちの 1つがリカバリ・リストに追加されます。ls、lfおよび llを使用すると、リカバリ・リ
ストに追加されたファイルの前には、‘+’が付きます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ls(1)、nsr_getdate(3)、nsr_service(5)、nsr(8)、nsrd(8)、
nsrindexd(8)、nwrecover(8)、save(8)
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診断診断診断診断
recoverでは、使用可能なオプションを説明する「使用方法」メッセージを出力して、無効
なオプション文字であることを通知します。

Message from server: other clones exist for failed save set
複数のクローンを持つ保存セットで要求が失敗したため、リカバリするファイルが残ってい
る場合、recoverはサーバーに対してリカバリ要求を自動的に再発行します。サーバーでは、
試行のたびに自動的に異なるクローンを選択します。

Path name is within machine:export-point
指定パス名がネットワーク・ファイル・サーバーからマウントされ、リカバリで指定ファイ
ル・サーバーの索引を使用することを知らせるメッセージです。machineが Legato Storage 
Managerクライアントではない場合、-cオプションが必要となることがあります。

Browsing machine’s on-line file index
Legato Storage Managerクライアント索引をブラウズして、他のマシンに対する対話形式リ
カバリを実行することを明示的に示すメッセージです。

Using server as server for client
クライアント索引に選択された Legato Storage Managerサーバーを知らせるメッセージで
す。

Cannot open recover session with server
このメッセージは、Legato Storage Managerサーバーへの接続中に、指定マシンで問題が発
生したことを示します。

error, name is not on client list
このメッセージは、recoverコマンドをコールしているクライアントが、サーバーのクライ
アント・リストに存在しないことを示します。詳細は、nsr_service(5)を参照してください。

path: Permission denied
rootでなく、該当ファイルの読取り権限がないため、ファイル nameをリカバリできません。

path: Permission denied (has acl)
rootでなく、ファイルに ACL（Access Control Lists）があり、ファイルの所有者ではない
ため、ファイル nameをリカバリできません。
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名前名前名前名前
save:　　　　Legato Storage Managerを使用して長期記憶域にファイルを保存します。

savepnpc:　　　　Legato Storage Managerを使用して長期記憶域にファイルを保存し、Legato 
Storage Managerクライアントで前処理および後処理のコマンドを実行します。

概略概略概略概略
save [ -BEiKLnquSVvx ] [ -s server ] [ -c client-name ] [ -N name ] [ -e expiration ]
[ -f dirfile ] [ -b pool ] [ -F file ] [ -I input_file ] [ -g group ] [ -l level ] [ -t date ]
[ -m masquerade ] [ -W width ] [ path ... ] 

savepnpc [ -BEiKLnquSVvx ] [ -s server ] [ -c client-name ] [ -N name ]
[ -e expiration ] [ -f dirfile ] [ -b pool ] [ -F file ] [ -I input_file ] [ -g group ] [ -l level ]
[ -t date ] [ -m masquerade ] [ -W width ] [ path ... ] 

説明説明説明説明
saveは、ファイル（ディレクトリやファイル・システム全体を含む）を Legato Storage 
Managerサーバーに保存します（nsr(8)を参照）。保存の進行状況は、X-Window System
ベースの nwadmin(8)プログラムか、その他の端末タイプの場合は curses(3X)ベースの
nsrwatch(8)プログラムを使用して監視できます。

コマンドラインまたは -Iオプションで path引数が指定されていない場合、カレント・ディ
レクトリが保存されます。saveがディレクトリを保存する場合、その中のすべてのファイル
およびサブディレクトリを保存しますが、マウント・ポイントを越えることや、シンボリッ
ク・リンクに従うことはありません。保存対象のパスがネットワーク・ファイル・サーバー
からマウントされている場合、saveは、リモート・マシンで保存を実行するか、-Lオプ
ションを使用するようユーザーに指示します。

各ディレクトリで検出されたディレクティブ・ファイル（nsr(5)を参照）は、デフォルトで
読み込まれます。ディレクティブ・ファイルには、特定のファイルの保存方法（圧縮、ス
キップなど）に関する特別な指示が含まれています。これらのファイルの名前は ‘.nsr’です。

path引数で指定されたサブディレクトリ構造内の各ファイルは、Legato Storage Manager保
存ストリームにカプセル化されます。このデータ・ストリームは、Legato Storage Manager
サーバー上の受信プロセスに送られます（nsrd(8)を参照）。受信プロセスではデータを処理
し、ストリーム内の各ファイルについてオンライン索引にエントリを追加します
（nsrindexd(8)を参照）。データは最終的に長期記憶メディアに保存されます（nsrmmd(8)を
参照）。

メディア処理の詳細は、nsrmm(8)と nsr_device(5)で説明されています。
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savepnpcは、saveと同じコマンド・オプションで構成され、saveと同様に機能します。さ
らに、/nsr/res/<grpname>.resファイルに前処理コマンドが存在する場合、savepnpcは
Legato Storage Managerクライアントで保存を実際に行う前に、前処理コマンドを実行しま
す。また、クライアントで最後の保存セットが保存される前に、後処理コマンドがコールさ
れます（存在する場合）。前処理コマンドの実行に失敗した場合、savpnpcは自動的に異常
終了します。結果はすべてクライアント上の /nsr/logs/savepnpc.logファイルに記録されます。
すべての保存セットがバックアップされるのを待たずに、どの時点で後処理コマンドを実行
する必要があるかをユーザーが指定することにより、タイムアウト条件を設定できます。こ
のタイムアウト属性は、/nsr/res/<grpname>.resファイルにあります。タイムアウトは、
nsr_getdate()が理解できる形式で指定する必要があります（nsr_getdate(3)を参照）。

/nsr/res/<grpname>.resの例を次に示します。

type:             savepnpc; 
precmd:           /bin/true; 
pstcmd:           /bin/true, "/bin/sleep 5"; 
timeout:          "12:00pm"; 

precmdフィールドを手動で変更し、最初の保存セットの保存開始時に実行する必要のある
コマンドを、任意の数だけ指定することができます。pstcmdには、最後の保存セットの保
存終了時に実行する必要のあるコマンドを指定します。後処理コマンドが実行されるのは、
最後の保存セットの保存とタイムアウト条件のうち、どちらか先に発生した状況の後です。

オプションオプションオプションオプション
-E 
保存によって生成されるデータのサイズを見積り、実際の保存を実行します。見積りは
iノード情報から生成されるため、データが実際に読み込まれるのは 1回のみであることに
注意してください。

-I input_file 
保存するパスをコマンドラインから取得するのに加えて、保存するパスを指定したファイル
から読み込みます。パスは 1行に 1つずつリストしてください。コマンドラインにパスが指
定されていない場合、ファイルに指定されたパスのみが保存されます。

-i 
保存中のサブディレクトリ構造で検出された .nsrディレクティブ・ファイルをすべて無視し
ます。

-K 
接続ディレクトリの索引エントリを作成しません。

-L 
ローカル。ファイルがネットワーク・ファイル・サーバーにあっても、保存はローカル
Legato Storage Managerクライアントから実行されます。これらのファイルをリカバリする
には、recover(8)に -c client引数を指定して実行します。ここで、clientは saveを実行した
Legato Storage Managerクライアントの名前です。
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-LL 
バックアップをローカル・バックアップとして処理するのに加えて、完了出力の最後に
“complete savetime=number”という形式の行を追加して出力します。ここで、numberはこ
のバックアップで作成された保存セットの保存時間です。このオプションは、自動クローニ
ングの実行時に savegrp(8)コマンドで使用するためのものです。

-m masquerade 
サマリー行の先頭のタグを指定します。このオプションは、savegrp(8)と savefs(8)により
savegrpサマリー通知での補助として使用されます。

-n 
保存なし。保存によって生成されるデータのサイズを見積りますが、実際の保存は実行しま
せん。

-v 
詳細情報。saveプログラムの進行状況の詳細を表示します。

-q 
限られた情報のみ。サマリー情報とエラー・メッセージのみを表示します。

-S 
保存セットのリカバリのみを可能にします。これにより、保存の実行時に索引エントリが作
成されません。つまり、保存セット・リカバリを使用してデータをリカバリすることはでき
ますが、保存セットのブラウズはできません。

-s server 
Legato Storage Managerサーバーとして使用するマシンを指定します。

-c client-name 
保存セッションを開始するクライアント名を指定します。これは、ネットワーク・インタ
フェースが複数あるためにホスト名を複数持つクライアントで有益です。このオプションを
使用して、同じ物理クライアントに対して複数の索引データベースを作成できます。このオ
プションでは、使用するネットワーク・インタフェースは指定しませんので注意してくださ
い。これは、クライアント・リソースの server network interface属性で指定されます
（nsr_client(5)を参照）。

-N name 
この保存セットのシンボリック名。デフォルトでは、path属性の最も一般的な接頭辞が保存
セット名として使用されます。

-e expiration 
この保存セットが期限切れになる日付を（nsr_getdate(3)の形式で）設定します。保存セッ
トに明示的な有効期限が設定されている場合、保存セットは期限切れになるまで、ブラウズ
可能かつリサイクル不可能です。期限切れになり、ブラウズ時間を過ぎると、保存セットの
状態はブラウズ不可能になります。期限切れになり、保存時間を過ぎると、保存セットはリ
サイクル可能になります。デフォルトでは、明示的な保存セットの有効期限は使用されませ
ん。
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-f dirfile 
プロトタイプ・デフォルト・ディレクティブを読み込むファイル（nsr(5)を参照）。dirfileに
-を指定すると、デフォルト・ディレクティブは標準入力から読み込まれます。

-b pool 
保存に使用する特定の宛先プールを指定します。

-F file 
変更時刻が fileのファイル変更日より新しいファイルのみ保存します。

-g group 
このオプションは、savegrp(8)および savefs(8)で保存のグループを示すために使用され
（nsr_client(5)および nsr_group(5)を参照）、Legato Storage Managerサーバーで特定のメ
ディア・プールを選択するために使用されます。

-l level 
保存のレベル。このオプションは、savegrp(8)と savefs(8)で、スケジューリングした保存
に特定のレベルを指定するために使用されます。

-t date 
（nsr_getdate(3)形式の）日付。ファイルはこの日付の後、保存される前に変更されている必
要があります。savegrp(8)と savefs(8)は、このオプションを使用し、保存セットの以前の
保存およびスケジューリングされた保存のレベルに基づいて、適切な時間値を判別するため
にメディア・データベースを参照することにより、スケジューリングされた保存を実行しま
す。

-W width 
サマリー情報出力のフォーマット時に使用される幅。

-x 
クロス・マウント・ポイント。

-B 
ルート（/）から起動ポイントまでのすべての接続ディレクトリ情報を保存します。

-u 
エラーが発生した場合に保存を停止します。通常、saveプログラムはエラーを警告として扱
い、バックアップに含まれる残りのファイルの保存を続行します。このオプションを設定す
ると、saveはエラーにより終了し、保存を異常終了します。ファイルのグループをセットと
してバックアップする必要がある場合にはこのオプションが有益なこともありますが、一般
的に使用することは避けてください。

-V 
OFCメカニズムで、ソース・ボリュームの Point-in-Timeコピーを作成しません。（NT 
Legato Storage Managerサーバーと互換性を持たせるために含まれています。） 
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診断診断診断診断
終了コード :

0 通常の終了。これは、サーバー上に保存セットが正しく作成されたことを示します。
個別ファイルのバックアップの失敗に関するメッセージは警告であり、異常終了する
ことはありません。

<>0 異常終了。サーバー上に保存セットが正しく作成されませんでした。

メッセージ :

host: saveset   level=level,  size  time  count files.
このメッセージ（該当するクライアント・ホスト名、保存セット名、レベル、保存セットの
合計サイズ、経過時間およびファイル数を含む）は、savegrp(8)により saveが実行されて
正常に終了した場合に、必ず出力されます。

host: filename: warning
この形式のメッセージは、個別ファイルをバックアップする際の問題に関する警告です。通
常、このようなメッセージによって saveが失敗することはなく、「Savegroup Completion」
メッセージの「Successful」セクションにある save出力に、このメッセージが表示されるこ
とがあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : curses(3X)、nsr_getdate(3)、nwadmin(8)、nsr(5)、nsr(8)、
nsr_client(5)、nsr_device(5)、nsr_group(5)、nsr_service(5)、nsrd(8)、
nsrim(8)、nsrindexd(8)、nsrmm(8)、nsrmmd(8)、nsrwatch(8)、recover(8)、
savefs(8)、savegrp(8)
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名前名前名前名前
savefs:　　　　ファイル・システムを Legato Storage Managerサーバーに保存します。

概略概略概略概略
savefs [ options ] filesystem 

savefs -p [ options ] [ filesystem ... ] [ -M filesystem ... ] 

options: 
[ -BEFnpqRv ] [ -s server ] [ -N name ] [ -g group ] [ -c client ] [ -l level | -C schedule ] 
[ -e expiration ] [ -f filename ] [ -W width ] [ -t date ] [ -T seconds ] 

説明説明説明説明
savefsコマンドは、ファイル・システムを（save(8)を使用して）Legato Storage Manager
サーバーに保存します。マウント・ポイントを越えることはなく、シンボリック・リンクに
は従いません。注意注意注意注意 :　　　　savefsは直接実行しないでください。かわりに savegrp(8)を使用し
てください。

レベルベースのシステム（dump(8)同様）を使用して、以前の保存（部分保存）以降に変更
されたファイルのみを保存します。

ローカル Legato Storage Managerクライアントの nsr_schedule(5)を調べ、現在の日付に対
して適切な保存のレベルを判別します。

実際に保存されるファイルのセットは、デフォルト・ディレクティブ（nsr_directive(5)を
参照）の効果、ファイル・システムの処理中に検出された様々なディレクティブ・ファイル
（nsr(5)を参照）に加えて、以前の保存がいつ、どのレベルで実行されたかによって異なり
ます。

ファイル・システムのプローブファイル・システムのプローブファイル・システムのプローブファイル・システムのプローブ
savefsコマンドを使用し、クライアントのファイル・システムと最新の保存時間について、
クライアントをプローブすることもできます。プローブ時には、savefsは実際にデータを保
存するのではなく、クライアントのファイル・システムのレイアウトが記述された、マシン
による解析が可能なレポートを生成します。-pプローブ・オプションを付けて使用すると、
ローカル Legato Storage Managerクライアントの nsr_client(5)リソースを調べ、save set属
性にリストされたファイル・システムをプローブします（コマンドラインにファイル・シス
テムがリストされていない場合）。保存セット・リストの内容がキーワード Allの場合、
/etc/fstabファイル（Solarisでは /etc/vfstab、SCOでは /etc/mnttab、AIXではカーネル表）
を調べて保存するファイル・システムを判別し、ローカルのマウント済ファイル・システム
のみが確実に保存されるようにします。
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Sun Solaris Online DiskSuite内のメタデバイス、および HP-UX Logical Volume Manager内
の論理ボリュームは、独立したディスクと同様に扱われます。このアプローチにより、それ
ぞれが独自のセッションで保存されるため、十分な並列性が確保されます。

NSR clientリソースに保存セットが明示的にリストされている場合、次の 2つの理由から注
意を払う必要があります。第一に、保存が必要なファイル・システムが新たに追加された場
合、このリストを手動で更新する必要があります。第二に、savefsが停止するのはパスの最
後またはマウント・ポイントのみであるため、同じファイル・システム内の保存セットを 2
つリストしたときに、一方がもう一方のサブディレクトリである場合、そのサブディレクト
リは 2回保存されます。

filesystem引数を指定すると、ファイル・システムの保存を指定したファイル・システムのみ
に制限できますが、指定したファイル・システムがこのクライアントの保存セット保存セット保存セット保存セット・リスト
に含まれている必要があります（-Fオプションを参照）。

オプションオプションオプションオプション
-B 
ルート（/）から起動ポイントまでのすべての接続ディレクトリ情報を保存します。このオ
プションは、サーバーのブートストラップ情報の保存時などに、savegrp(8)により使用され
ます。

-c client 
ファイル・システムの保存が必要なクライアントの名前。このオプションは、物理ホストが
それ自体のホスト名と、その物理ホスト内に存在する仮想（論理とも呼ばれる）ホストのホ
スト名の両方を表すクラスタ環境で、特に必要です。このオプションを指定しない場合、物
理ホストのホスト名がデフォルトで使用されます。仮想ホストのいずれかに属するファイ
ル・システムを保存する必要がある場合、このオプションは必須です。

-C schedule 
保存レベルを自動的に判別するときに使用するスケジュールの名前（nsr_schedule(5)を参
照）。このオプションが指定されていない場合、savefsは、指定したファイル・システムに
対して NSR clientリソースで指定されたスケジュールを使用します。

-e expiration 
保存されたデータが期限切れになる日付を（nsr_getdate(3)の形式で）設定します。デフォ
ルトでは、明示的な有効期限は使用されません。

-E 
推定。データを保存する前に、保存対象のファイル・システム・ツリーを走査し、生成され
るデータのサイズを正確に見積ります。このフラグを指定しない場合、推定サイズは 0（ゼ
ロ）です。このフラグを指定すると、各ファイル・システム内のファイル数に比例した時間
がかかりますので、注意してください。これは、保存を開始する前にディレクトリ全体を走
査し、実際にディレクトリを保存する際に再度走査するためですが、ファイル・データを
ディスクから読み込むのは 2回目のみです。多くの場合、このフラグを使用したときのオー
バーヘッドは小さく、妥当な程度です。
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-f filename 
アプリケーション特有のモジュール（ASM）がディレクティブを取得するファイル（nsr(5)
を参照）。デフォルトでは、ディレクティブは各クライアントの NSR clientリソース内で
directive属性によって指定された NSR directiveリソースから取得されます
（nsr_directive(5)を参照）。

-F 
強制。fstab(5)および nsr_client(5)にリストされていない場合も、ファイル・システムのよ
うな引数をすべて保存します。

-M 
プローブの一部として、後続のすべてのファイル・システムが移行可能かどうかをプローブ
することを示します。このオプションは、ファイル移行をサポートしないシステムでは単に
無視されます。

-g group 
クライアントの有効範囲を特定のグループに制限します。このオプションが指定されていな
い場合、グループに関係なく、このクライアントに対する NSR clientリソースの全インスタ
ンスの保存セットが使用されます。この値は save(8)にも渡され、特定のメディア・プール
の選択に使用されます。

-l level 
実行する保存のレベル。full、1から 9、incrおよび skipという 12のレベルがあります。
fullは、すべてのファイルの保存を指定します。これは、dump(8)でのレベル 0ダンプに類
似しています。incrは、最後の保存以降に任意のレベルで変更されたファイルのみを保存す
る増分保存を指定します。保存対象を判別する際に、任意のレベルにおける最後の保存（以
前の増分保存を含む）が考慮されるため、このレベルには、dump(8)での類似したレベルは
ありません。skipを指定すると、ファイルは保存されません。1から 9のレベルを指定する
と、それより下のレベルの保存が実行された後に変更されたファイルがすべて保存されま
す。たとえば、月曜日に全体保存を行った後、火曜日にレベル 3保存を行った場合、水曜日
のレベル 3保存には、月曜日の全体保存以降に変更または追加されたすべてのファイルが含
まれます。デフォルトでは、保存レベルは Legato Storage Managerクライアントのスケ
ジュールから自動的に判別されます（nsr_schedule(5)を参照）。Legato Storage Manager
サーバーで nsrmmd(8)によってメンテナンスされる、以前の保存の履歴を使用すると、任
意のレベルに必要な時間が正しく計算されます。サーバー上のメディア情報を使用すると、
以前の保存レベルに基づく計算済の保存時間は、テープの削除時に必要に応じて自動的に調
整されます。

-n 
保存なし。生成されるデータのサイズを正確に見積りますが（-Eの説明のとおり）、データ
を実際には保存しません。

-N name 
この保存セットのシンボリック名。デフォルトでは、最初の filesystem引数が名前として使
用されます。
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-p 
ファイル・システムの名前、実行される保存のレベル、および保存対象のファイルが編集さ
れてからの時間をリストしますが、実際の保存は行いません。この情報は、/etc/fstabファ
イル（または前述のように別のオペレーティング・システム固有のファイル）と
nsr_schedule(5)から収集されます。

-q 
限られた情報のみ。サマリー情報とエラー・メッセージのみを表示します。

-qq 
最小限の情報。エラー・メッセージのみを表示します。

-R 
savefsは、処理の最後に単純な「succeeded」または「failed」メッセージをエコーすること
により、成功または失敗をレポートします。これは、savefsの実行中に savegrp(8)によって
使用されます。

-s server
Legato Storage Managerサーバーとして使用するマシンを指定します。指定のない場合に、
Legato Storage Managerがサーバーの選択に使用するアルゴリズムについては、nsr(8)を参
照してください。

-t date 
スケジュール・レベル計算の基礎とする日付（nsr_getdate(3)の形式）。指定のない場合、現
在の時間が使用されます。

-T seconds 
秒単位の待機時間を指定します。指定した時間が経過しても（ローカル）サーバーの処理が
進行していないことを savefsが検出すると、saveコマンドがハングしたと見なされます。
stderrにメッセージが出力され、savefsは正常に終了します。このオプションは、Legato 
Storage Managerサーバー・マシン上でのみ使用してください。

-v 
詳細情報。デバック・スタイルの出力が大量に表示されます。また、このオプションは、複
数のバージョンをサポートするために、クライアントの savefsの機能をプローブする際に
savegrp(8)によって使用されます。

-W width 
出力または通知メッセージのフォーマット時に使用される幅。デフォルトでは 80です。
LSMコマンド 2-255



savefs(8)
リソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプ
NSR client 
これらのリソースは、クライアントの保存セット、および保存セットの保存時に使用される
デフォルトのスケジュールおよびディレクティブを指定します。

NSR directive 
このタイプのリソースは、各 NSR clientリソースの directive属性によって指定されます。
これらは、関連する NSR clientリソースで指定された保存セットに使用するディレクティ
ブです。

NSR schedule 
このタイプのリソースは、各 NSR clientリソースの schedule属性によって指定されます。
これは、関連する NSR clientリソースで指定された保存セットに使用するスケジュールで
す。

ファイルファイルファイルファイル
/etc/fstab 
NSR clientリソースの save set属性に Allが指定されている場合、ローカル・ファイル・シ
ステムのリストがこのファイルから取得されます。

/etc/vfstab 
Solaris専用。他のオペレーティング・システムでの /etc/fstabと同じです。

/etc/mnttab 
SCO専用。他のオペレーティング・システムでの /etc/fstabと同じです。

診断診断診断診断
終了コード :

0 通常の終了

255 異常終了

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr_getdate(3)、fstab(5)、mnttab(F) （SCO専用）、vfstab(5) 
（Solaris専用）、nsr(5)、nsr_service(5)、nsr_schedule(5)、dump(8)、nsr(8)、

nsrd(8)、nsrindexd(8)、nsrmmd(8)、recover(8)、save(8)、savegrp(8)
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savegrp(8)

名前名前名前名前
savegrp:　　　　Legato Storage Managerクライアントのグループを起動して、そのクライアント
のファイル・システムを保存します。

概略概略概略概略
savegrp [ options ] [ -R | -G ] [ groupname ] 

options:
[ -EIOFXmnpv ] [ -l level | -C schedule ] [ -e expiration ] [ -t date ] [ -r retries ]
[ -P printer ] [ -W width ] [ -c client [ -c client ... ] ] 

説明説明説明説明
savegrpコマンドは、ファイル・システムを保存するプロセスを通じて Legato Storage 
Managerクライアントのグループを実行します（save(8)を使用）。クライアントのグループ
は、Legato Storage Managerグループを指定して選択します（nsr_group(5)を参照）。この
グループから、-cオプションを 1つ以上使用して個々のクライアントを選択できます。グ
ループ名が指定されていない場合、Legato Storage Managerグループの Defaultが使用され
ます。Legato Storage Managerグループを指定した場合、そのグループが nsr_client(5)リ
ソースの group属性に指定されているクライアントが保存されます。明示的なクライアン
ト・リストも指定されている場合、指定したグループについてはそれらのクライアントのみ
がバックアップされます。適切な属性が NSR groupリソースで設定されている場合、
savegrpコマンドは新たに保存されたデータのクローンを自動的に作成します（後述）。

通常 savegrpコマンドは、各グループの nsr_group(5)リソースでの指定に従って、nsrd(8)
により自動的に実行されます。

savegrpコマンドは、nsr_client(5)リソースの save set属性にリストされた各ファイル・シス
テムについて、nsrexecd(8)への RPC接続を設定して、各クライアントで save(8)を実行し
ます（また、クライアントで nsrexecdを使用できない場合は、rcmd(3)プロトコルとクライ
アント側の rshd(8)を使用します）。クライアントに Allの保存セットが指定されている場
合、savegrpは、クライアントから保存対象のファイル・システムのリストを要求します
（これをプローブ操作と呼びます）。プローブにより、ローカル・ファイル・システムとその
クライアント・マシン上にある自動的にマウントされたファイル・システムの両方が検索さ
れ、Allがリストに展開されます（たとえば、NFSマウント・ポイントと手動でマウントさ
れたファイル・システムは通常無視されます）。どのファイル・システムが保存対象として
判別されるかは、オペレーティング・システムによって異なります。プローブ操作の詳細
は、savefs(8)を参照してください。クライアントで保存されるファイル・システムを確認す
るには、savegrp -c client -p（クライアントが Defaultグループに属すると想定）と指定し
て、savegrpプレビューを実行します。保存された各ファイル・システムを保存セットと呼
びます。
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savegrpコマンドは、クライアントの保存セットを個別にスケジューリングすることにより、
複数のクライアントで処理が行われるよう試みます。保存セットが完了すると出力が収集さ
れ、savegrpによって別の保存セットが開始されます。

nsr_service(5)リソースの parallelism属性は、同時に実行する保存セットの最大数です。こ
のパラメータへの変更は、保存セットが完了すると有効になります。値を減らした場合、実
行中のアクティブな保存セットの数が新しい値を下回るまで、新しい保存セットは開始され
ません。

クライアントですべての保存セットが完了すると、Legato Storage Managerサーバー上にあ
るクライアントの索引が保存されます。Legato Storage Managerサーバーが保存対象のマシ
ンである場合、他のすべてのクライアントでの保存が完全に終了した後、索引が保存されま
す。サーバーの索引が保存されると、ブートストラップ保存セット情報がデフォルト・プリ
ンタ（または別の指定したプリンタ）に出力されます。アクティブなグループ（autostart属
性が設定されているグループ）に Legato Storage Managerサーバーがリストされていないこ
とが savegrpによって検出された場合、サーバーの索引およびブートストラップは各グルー
プとともに保存されます。

同じグループが他でも起動されてアクティブであることを検出した場合、savegrpコマンド
はエラー・メッセージを出力して終了します。2つの異なる Legato Storage Managerグルー
プが同時に実行されている場合、各グループの保存セッションの数が parallelismの値に達す
るまで同時に実行されます。ただし、Legato Storage Managerサーバーでは、これらの並列
セッションが同時にバックアップ・デバイスに書き込むことだけが許可されます。同時に複
数の savegrpコマンドを実行すると、ペンディング中の保存の数により、サーバー・リソー
スが大量に消費されますので注意してください。

現在保存中のクライアントの進行状況は、X11ベースの nwadmin(8)プログラムか、
curses(3X)ベースの nsrwatch(8)プログラムを使用して監視できます。nsradmin(8)ブラウ
ザを使用して、各 NSR groupリソースの completion状態および work listを調べることもでき
ますが、hidden属性表示オプションが選択されている必要があります（nsradmin(8)を参
照）。これら 2つの属性により、各 savegrpの進行状況を追跡できます。詳細は、
nsr_group(5)を参照してください。

savegrpが起動されると、イベント savegrpおよび優先順位 infoの NSR notificationを
NSR notificationシステムに送ります（nsr_notification(5)を参照）。このイベントは、通常
nsr_service(5)リソースの messages属性に記録され、Log default NSR notificationリソース
に指定されたログ・ファイルにも記録されます。
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NSR groupリソースで clones属性が有効化されている場合、すべての保存セットが終了す
ると、保存セットは自動的にクローン化されます。クライアント保存セットとその索引は、
ブートストラップ保存セットが生成される前にクローン化されるため、ブートストラップ情
報から元の保存セットとそのクローンを両方とも追跡できます。ブートストラップ保存セッ
トもクローン化されます。クローンは、clone pool属性で指定したプールに送られます。
savegrpの実行中にこれらの属性の値を変更しても効果はありません。savegrpの起動前に
設定する必要があります。保存セットのクローン化には nsrclone(8)コマンドが使用されま
す。savegrpは、グループの一部として生成された保存セットを判別する際に heuristicを使
用するため、クライアントが同時に実行される複数のグループに分かれたファイル・システ
ムを持つ場合、まれに予想される以上の保存セットをクローン化することがあります。保存
セットをクローン化するには、有効なデバイスが少なくとも 2つ必要ですので注意してくだ
さい。

保存セットがすべて完了し、（クローニングが有効な場合は）クローン化されると、イベン
ト savegrpおよび優先順位 noticeの NSR notificationが NSR notificationシステムに送ら
れます。これは通常、失敗したクライアントのリスト（存在する場合）と全クライアントか
ら収集された出力の Eメールを rootユーザーに送るために設定します。savegrp通知に含ま
れる書式と一般的なエラー・メッセージについては、後述の「「「「save-group完了通知メッセー完了通知メッセー完了通知メッセー完了通知メッセー
ジジジジ」」」」の項で説明します。

オプションオプションオプションオプション
-E 
各クライアントの save(8)は、保存の実行前に、各保存セットで生成されるデータのサイズ
を見積ります。この場合、ファイル・システム・ツリーが 2回走査されます。1回目は生成
されるデータ・サイズの見積りを生成するため、2回目は Legato Storage Managerサーバー
への保存ストリームを生成するためです。見積りは iノード情報を使用して行われるため、
データがディスクから読み込まれるのはファイル・システムを 2回目に走査するときのみで
すので注意してください。

-I 
各クライアントの索引の保存を無効にします。

-O 
各クライアントの索引のみを保存します（サーバーの場合、ブートストラップも保存されま
す）。

-m 
すべての NSR notificationアクションを含め、状態監視レポートを無効にします。

-n 
保存なし。saveは -Eの説明のとおりに見積りを実行しますが、実際の保存は行いません。
このオプションでは -mも設定されます。
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-p 
保存されるファイル・システムと保存レベルを確認するために、各クライアントでプローブ
手順を実行しますが、データを実際には保存しません。このオプションでは -mも設定され
ます。savegrpは正しいレベルを認識するため、-pオプションで生成される出力では、各保
存セットについて複数の保存レベルが出力内の異なる場所に表示されることがあります。こ
れは正常な動作であり、デバックの際に有益です。savegrpが使用する実際のレベルは、各
保存セットが出力に最後に表示されるときに表示されます。保存セットが送られるメディ
ア・プールもプレビュー出力にリストされます。

-v 
詳細情報。savegrpの処理に関するその他の情報を出力し、saveからも詳細情報が出力され
るように saveに -qフラグを渡しません。

-G 
グループを実行するだけです。再スタートは適用しません。これは操作のデフォルト・モー
ドです。このオプションは、他のバージョンの savegrpとの互換性を保つために用意されて
います。

-R 
再起動。Legato Storage Managerサーバーに格納された情報を使用して、以前終了したグ
ループを再起動します。通常は、Legato Storage Managerサーバー・マシンのクラッシュが
終了の原因です。

-l level 
各クライアントで実行する保存のレベル（nsr_schedule(5)を参照）。これは、通常 savegrp
が自動的に判別する保存レベルを上書きします。-lと -Cを一緒に指定することはできませ
ん。

-C schedule 
savegrpが通常実行する保存レベル自動選択プロセスで使用される NSR scheduleの名前
（nsr_schedule(5)を参照）。これは、通常 savegrpが指定されたクライアントに対して使用
する保存スケジュールを上書きします。-lと -Cを一緒に指定することはできません。

-e expiration 
保存されたデータが期限切れになる日付を（nsr_getdate(3)の形式で）設定します。期限切
れになることのないボリューム（アーカイブまたは移行ボリューム）を使用する必要がある
ことを示すには、特別な値 foreverが使用されます。デフォルトでは、明示的な有効期限は
使用されません。

-t date 
この savegrpで使用するレベルを判別する際に、現在の時間のかわりに使用する時間
（nsr_getdate(3)の形式）。デフォルトでは、現在の時間が使用されます。

-F 
保存セットの統合に失敗した場合、全体レベルのバックアップを自動的に実行します。バッ
クアップ・レベルが cでない場合、このオプションは無視されます。
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-X 
保存セットの統合によって全体レベル保存セットが作成された後、レベル 1保存セットを自
動的に削除します。バックアップ・レベルが cでない場合、このオプションは無視されま
す。また、バックアップ・レベルが cで、保存セットの統合プロセスが失敗した場合も、無
視されます。

-r retries 
savegrpが処理を停止して失敗を宣言する前に、失敗したクライアントが再試行される回数。
デフォルトはグループ・リソースから取得されます。中止した保存は最終的に完了する可能
性があるため、再試行されません。-pが指定されている場合、再試行は行われません。

-P printer 
savegrpがブートストラップ情報の出力に使用するプリンタ。

-W width 
出力または通知メッセージのフォーマット時に使用される幅。デフォルトでは 80です。

groupname 
デフォルトの NSR group（name属性は default）ではなく、起動するクライアントの
Legato Storage Managerグループを指定します。詳細は、nsr_group(5)を参照してくださ
い。

-c client 
ファイル・システムを保存するクライアントの名前。-c clientは複数指定できます。-cオプ
ションを指定すると、指定したグループ（グループが指定されていない場合は Default）で
指定されたクライアントのみが実行されます。

リソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプリソース・タイプ
NSR 
同時に開始する保存の最大数として parallelism属性を使用します。

NSR group 
属性 work listには、まだ完了していない各保存セットについて、クライアント名、保存のレ
ベルおよび保存するパスを指定する値が 3つずつのグループとして含まれます。属性
completionには、完了した各保存セットについて、クライアント名、保存されたパス、状態
および出力を指定する値が 4つずつのグループとして含まれます。

NSR schedule 
savegrpコマンドが、保存を実行するレベルを指定された保存セットごとに判別する際に、
各クライアントの nsr_client(5)リソースとともに使用されます。

NSR client 
各クライアント・リソースにより、クライアント・リソースを保存するグループ、保存対象
の保存セットの名前、使用するスケジュールの名前（nsr_schedule(5)を参照）および使用
するディレクティブの名前（nsr_directive(5)を参照）が指定されます。
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NSR notification 
NSR notificationシステムに 3種類の通知が送られます。いずれも event属性は savegrpで
す。savegrpの進行中には、priorityが infoの状態通知が送られます。savegrpが完了する
と、収集された全保存の出力、および保存が失敗したクライアントの名前（存在する場合）
を含む通知が送られます。この通知の eventタイプは savegrp、priorityは noticeです。
savegrpが中断されると、グループが終了したことを示す、eventタイプが savegrp、
priorityが alertの通知が送られます。最後の 2つのケースでは、通常、通知が rootへの
メール・メッセージにカプセル化されます。

save-group完了通知メッセージ完了通知メッセージ完了通知メッセージ完了通知メッセージ
save-group完了通知メッセージには、ヘッダー、「Never Started Save Sets」、「Unsuccessful 
Save Sets」、「Successful Save Sets」および「Cloned Save Sets」という 5つの部分がありま
す。グループ内の各クライアントは、1つ以上のセクションのカテゴリにリストされます
（一部の保存セットがあるカテゴリに含まれ、その他の保存セットが別のカテゴリに含まれ
る場合は、カテゴリが複数になります）。クライアントはアルファベット順にソートされ、
最後にサーバーがリストされます。

ヘッダーにはグループ名が表示され、失敗したクライアントがリストされます。グループが
異常終了した場合、そのことを示すインジケータもヘッダーに表示されます。ヘッダーに
は、グループが起動（または、-Rオプションが使用された場合は再起動）された時刻と
savegrpが完了した時刻も表示されます。ヘッダー内の失敗したクライアントのリストには、
保存が開始されなかったクライアントではなく、保存が試行されたクライアントのみが表示
されます。

「Never Started Save Sets」セクションはオプションで、グループ内のクライアントの保存
セットに開始されなかったものがある場合のみ表示されます。これが起こるのは、マスター
savegrpデーモンを停止したか、nwadmin(8)の「Group Control」ウィンドウにある
「Stop」機能または「Group」ウィンドウにある「Stop Now」属性を選択したために、

savegrpが異常終了した場合のみです。このセクションにリストされた各エントリには、開
始されなかったクライアントおよび保存セット（そのクライアントに対して保存セットが保
存されなかった場合は All）が表示されます。このセクションに表示されるエラー・メッ
セージは他にはありません。

「Unsuccessful Save Sets」セクションには、試行したが失敗した保存がすべて表示されます。
このセクションが表示されるのは、保存セットが少なくとも 1つ失敗した場合のみです。保
存が失敗する理由は多数あります。最も一般的なものについては後述します。その他の理由
も今後リストされる予定です。保存が失敗する多数の理由を区別することは重要です。それ
により、管理者は短時間で原因を特定して解決できるため、次回の保存を成功させることが
できます。

「Unsuccessful Save Sets」セクションのエントリには、失敗したクライアントおよび保存
セットと、1行以上のエラーおよび情報メッセージがリストされます。各クライアントは空
白行で区切られ、同じクライアントに対して失敗した保存セットはまとめてリストされま
す。このセクションの最後に、典型的なエラーまたは情報メッセージが、問題の解決に必要
なアクションとともにリストされます（client:savesetの接頭辞はなし）。
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「Successful Save Sets」セクションの各エントリには、成功したクライアントおよび保存
セット、保存のレベル、保存されたデータのサイズ、保存セットの実行時刻、および保存さ
れたファイルの数がリストされます。各エントリの前に 1つ以上の警告または情報メッセー
ジが表示されることもあります。最も一般的なメッセージについては後述します。これらの
警告または情報メッセージの前には、通常（必ずではない）“*”が付きます。保存セットの
出力には警告が含まれることがありますので注意してください。これらの警告は、必ずしも
保存セットが失敗したことを示すわけではありません。成功した保存セットと失敗した保存
セットの定義は、save(8)を参照してください。

「Cloned Save Sets」セクションは、保存セットの作成元であるクライアントではなく、ク
ローン化された保存セットに関するセクションであるため、性質が少し異なります。このセ
クションに表示される出力は、nsrcloneコマンドの出力です。nsrcloneの出力については、
nsrclone(8)のマニュアル・ページを参照してください。

完了通知に表示される一般的な情報、警告およびエラー・メッセージを次に示します。この
リストは完全ではありません。実際に表示されるメッセージは、オペレーティング・システ
ムのベンダーが提供するエラー・メッセージの違いのために、ここでのメッセージと多少異
なる場合がありますので、注意してください。多数のメッセージにクライアントまたはサー
バーの名前が含まれているため、エラー・メッセージ内のキーワードを探すのが最も効率的
です。次にリストされているメッセージは、メッセージ内の変数ではない最初の単語でアル
ファベット順に並んでいます（注意注意注意注意 :　“save”、“asm”および “savefs”のような最初の単語は
同じであることも異なることもありますが、最初のパス名は常に異なります）。

aborted
この情報メッセージが表示されるのは、一般的に nwadmin(8)インタフェースの「Group 
Control」ウィンドウから「Stop」を選択することにより、実行中の savegrpを異常終了し
た場合のみです。これは、指定された保存セットが保存を開始したが、savegrpが異常終了
したときにまだ完了していなかったことを意味します。特に savegrpが保存セッションの停
止を試みたが失敗した場合、この保存セットのセッション（nwadmin(8)の「Sessions」画
面内）はすぐに消えないことがあります。savegrpを再起動すると（たとえば、「Group 
Control」ウィンドウで「Restart」を選択）、保存セットは再試行されます。

Access violation from client - insecure port N
このメッセージはクライアント上の saveコマンドにより生成され、saveが setuid rootでは
ないことを意味します。クライアント上の saveコマンドが rootにより所有され、setuid
ビット・セットを持っていることを確認してください。saveがNFSのマウント済ファイ
ル・システム上にある場合、ファイル・システムがそのクライアント上で -nosuidオプショ
ンを使用してマウントされていないことを確認してください。

Access violation - unknown host: client
このメッセージは、クライアントのホスト名および IPアドレスが、サーバー上の 1つ以上
の /etc/hosts、NISまたは DNSで正しくリストされていない場合に表示されます。適切な
ホスト表（サーバー上でどの表が使用されているかによって異なる）を変更して、Legato 
Storage Managerでクライアントのプライマリ名として認識されるクライアント名をリスト
するか、またはエラー・メッセージの最後にリストされた名前を、クライアントの Clientリ
ソースの aliases属性に追加する必要があります。
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asm: cannot open path: I/O error
このメッセージは一般的に、指定されたファイルまたはディレクトリを含むディスクに不良
ブロックがあることを意味します。表示されたクライアント・ファイル・システムに対し
て、ただちにファイル・システム・チェックを実行し、クライアントのシステム・エラー・
ログを確認してください。不良ブロックがある場合、可能であれば修復するか、そのファイ
ル・システムを別のディスクに移動します。

asm: cannot stat path: Stale NFS file handle
asm: cannot stat path: Missing file or filesystem
これらの情報メッセージ（他のオペレーティング・システムの場合は多少異なる）は、save
が表示されたディレクトリをテストして、現在保存中のものとは異なるファイル・システム
であるかどうかを判別しようとした際に、ファイル・システムは実際に NFSマウント済だ
が、マウント・ポイントが無効であったことを意味します。このメッセージは保存された
データには影響しませんが、指定されたクライアントと 1つ以上のファイル・サーバーの間
にネットワークまたは NFSの問題があることを意味します。クライアント上のファイル・
システムを再マウントするか再起動して、問題を解決する必要があります。

/path/nsrexecd: Can’t make pipe
/path/nsrexecd: Can’t fork
fork: No more processes
指定されたクライアント側リソースを超過しています。savegrpの実行中にクライアントで
実行されている他のサービスが多すぎます。クライアントを検証し、リソースが不足した理
由を特定します。クライアントを再起動する必要があります。また、savegrpの実行中に実
行されたクライアントで自動的に起動されたジョブを再スケジューリング（たとえば、
cron(8)などを使用）することも検討してください。

asm: chdir failed path: Permission denied
このメッセージは、指定された保存セットのバックアップ中に、saveが表示されたディレク
トリにアクセスできなかったことを意味します。これは、saveが指定されたクライアント上
の setuid rootではないか、実際はディレクトリが rootにアクセス権のない NFSマウント・
ポイントであることを意味する場合があります。指定されたクライアントでの saveのパー
ミッションをチェックし（ls(1)を使用）、saveが rootによって所有され、setuidビットが設
定されていることを確認してください。

connect to address AA.BB.CC.DD: message
Trying AA.BB.CC.DD...
これらの情報メッセージは、-vオプションが使用された場合のみ表示されます。これらは、
クライアントへの接続が、メッセージの最初の行に指定されたアドレスで失敗したことを意
味します。クライアントが複数の IPアドレスを持つ場合、savegrpは 2行目にリストされた
アドレスを試しました。完了メールの後続行を見ると、この 2番目のアドレスで成功したか
どうかがわかります。このようなメッセージが表示されないように、ネットワーク・ルー
ティング表を確認し、変更しても構いません。
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Connection refused
これは、クライアント・マシンが稼働しているが、nsrexecd（または rshd）の新規ネット
ワーク接続を受け入れないことを意味します。savegrpが接続しようとしたときにクライア
ントが起動中であったか、クライアントがなんらかのリソース制限を超えたため、新規接続
を受け入れなかったことを意味する場合もあります。クライアントへのログインを試行し、
クライアントがリモート接続を受け入れることを確認してください。クライアントが UNIX
以外のマシンの場合、そのマシンで Legato Storage Managerクライアントを起動する必要が
あります。詳細は、『クライアントパック・インストレーション・ガイド』を参照してくだ
さい。

Connection timed out
これは通常、クライアントがクラッシュまたはハングしたことを意味します。必ずクライア
ントを再起動し、（nsrexecdを使用している場合は）nsrexecdがクライアント上で実行され
ていることを確認してください。クライアントが UNIX以外のマシンの場合、ネットワー
ク・プロトコルがロードされ、Legato Storage Managerクライアントがそのマシン上で実行
されていることを確認する必要があります。詳細は、『クライアントパック・インストレー
ション・ガイド』を参照してください。

asm: external ASM 'asm2' exited with code 1
このメッセージは一般的に、表示された保存セット上のファイルまたはディレクトリの保存
中に発生した特定の問題をレポートする別のメッセージとともに表示されます。バックアッ
プは継続し、他のデータの保存が試行されます。一般的に、保存セットのいずれかのファイ
ルが正常に保存された場合は、保存セットの最上位ディレクトリが保存されただけであって
も、完了メールの失敗した保存セットのセクションにバックアップはリストされません。

save: path file size changed!
この情報メッセージは、Legato Storage Managerがログ・ファイルをバックアップする際に
よく生成されます。他のファイルについて表示されることもあります。savegrpの実行中に
増大することが予想されるファイルについては、ディレクティブを使用して logasm(8)によ
るファイルのバックアップを指定できます。nsr(5)と nsr_directive(5)も参照してください。

asm: getwd failed
このメッセージは、指定された保存セットのバックアップ中に、カレント・ディレクトリ名
を判別しようとして失敗したことを意味します。これは、一般的に旧バージョンの Legato 
Storage Manager ClientPakを実行しているクライアントで発生します。このクライアント
では getwd(3)ライブラリ・コールが失敗します。Legato Tech Supportに連絡して、このベ
ンダー固有のバグを回避するパッチがご使用のクライアント・プラットフォーム向けに用意
されているかどうかを確認するか、またはオペレーティング・システムのベンダーに連絡し
て、新しい OSバージョンがこの問題に対応しているかどうかを確認してください。
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group groupname aborted, savegrp is already running
このメッセージは、単独でのみ表示されます。これは、表示されたグループが、コマンドラ
インから nsrd(8)により自動的にまたは手動で、すでに起動または再起動されている場合
（再起動後、あるいは nwadmin(8)の「Group Control」ウィンドウで要求されたとき）に表
示されます。ps(1)を使用すると、実行中の savegrpのプロセス IDを調べることができま
す。実行中のグループが存在するかどうかを判別するには、/nsr/tmp/sg.groupというファイ
ルを探します。このファイルが存在するか、ロックされている場合、savegrpが実行されて
いることを意味します。

nsrexec: Attempting a kill on remote save
client:saveset aborted due to inactivity
クライアントは、指定された待機時間の間、サーバーへデータを送信していません。
savegrpは、ハングしたクライアントが他のバックアップやクローニング操作を妨げないよ
うに、進行中のバックアップを停止しようとします。

has been inactive for N minutes since time.
client:saveset is being abandoned by savegrp.
指定された保存セットのバックアップが開始されましたが、N分間アクティビティがなかっ
たため、savegrpは保存セットに対する処理を停止しました。一般的に、これはクライアン
トが NFSパーティションの待機中にハングしたことを意味します。Legato Storage Manager
（または他のすべてのプログラム）には、パーティションへのアクセス試行を終えるまで、
その NFSパーティションがハングするかどうかを確実に通知する方法がありません。パー
ティションが再びオンラインになると、savegrpがそのパーティションに対する処理を停止
した場合でも、保存は完了します。ただし、NFSパーティションのハング状態を解除するた
めにクライアントの再起動が必要な場合があるため、クライアントを確認してください。
UNIX以外のクライアントも他の理由（特にネットワーク・プロトコルのオペレーティン
グ・システム実装に関するバグ）でハングします。

Host is unreachable
Legato Storage Managerサーバーがクライアントへの TCP/IP接続を確立できません。これ
は、一般的にネットワーク自体が正しく構成されていないことを意味します。最も多いの
は、1つ以上のゲートウェイまたはルーターが停止しているか、ネットワーク・ルーターが
正しく設定されていない場合です。サーバーがクライアントに接続できるかどうかを確認
し、できない場合は、ルーター、ゲートウェイまたはルーティング表をチェックして、必要
に応じて再構成してください。

Login incorrect
このメッセージは、クライアントの remote user属性が、クライアントでの有効なログインに
設定されていない場合に生成されます。クライアントの remote user属性が正しいログイン名
に設定されていることを確認してください。クライアント上で nsrexecdが起動されていな
い（または停止された）場合、nsrexecdの実行中であってもこのメッセージが表示されるこ
とがあります。
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asm: missing hard links not found:
このメッセージは、バックアップ・ファイル内に、見つからないハード・リンクが 1つ以上
ある場合に生成されます。このメッセージの後には、一部のリンクが欠けた状態でバック
アップされたファイルの名前が 1つ以上リストされます。このメッセージは、バックアップ
中にファイルが（複数のハード・リンク付きで）作成されたために、ファイル・システム・
ツリー操作の順序が原因で一部のリンクが欠落したか、あるいはバックアップ中にファイル
（または一部のリンク）が削除されたことを意味します。見つかったリンクのみがリカバリ
可能であり、その他のリンクは失われます。問題のファイルを一貫した状態に保つことが重
要な場合は、問題のファイル・システムの増分バックアップを追加して行うことができま
す。

lost connection to server, exitingsave: network error, server may be down
表示されたファイル・システムのバックアップが開始されましたが、Legato Storage 
Managerサーバーへの接続が途中で閉じました。これは通常、サーバー・マシンが再起動さ
れた、システム管理者または（バイナリの上書きやスワップ領域内のディスク・エラーなど
の理由により）システム自体によって 1つ以上の Legato Storage Managerサーバー・デーモ
ン・プロセスが停止された、あるいはトランスポートの問題によりオペレーティング・シス
テムでネットワーク接続が切断されたことを意味します。後で保存を再開してください。

no cycles found in media db; doing full save
この情報メッセージは、クライアントのスケジュールに指定されたレベルではなく、レベル
fullで保存された保存セットに対して、savegrpにより追加されます。タイミングの問題で、
クライアントとサーバーのクロックが同期していない場合や、savegrpが午前 0時前に起動
して午前 0時より後に終了した場合、まれにこのメッセージが表示されることがあります。
また、一部のバージョンの Legato Storage Managerクライアント・ソフトウェアは、どんな
場合もスケジュールを無視して全体保存を行うため、これが NetWare BINDERYをバック
アップする際にこの種の紛らわしいメッセージを受け取ることがあります。いずれの場合
も、クライアントはレベルを再チェックし、サーバーに要求されたレベルを上書きします。

No more processes
前述の「Can’t make pipe」を参照してください。

No 'NSR client' resource for client clienthostname
savefs: cannot retrieve client resources
このメッセージのペアは、クライアントのホスト名が（/etc/hosts、NISまたは DNSで）変
更された場合に表示されます。savegrpの実行中にクライアントの Clientリソースを削除し
た可能性もあります。最初のケースでは、nsradmin(8)（Hidden表示オプションを選択）ま
たは nwadmin(8)（「Client」ウィンドウの「Details View」オプションを選択）を使用して、
クライアントの aliases属性（これは隠し属性です）にクライアントの新規名を追加する必要
があります。2番目のケースでは、この削除が内部的なものである場合、アクションは不要
です（savegrpが次に実行されたときには、このクライアントの保存を試行しません）。削除
が意図しないものであり、クライアントの削除を望まない場合は、クライアントを再度追加
して適切なグループに含めてください。savegrpが次に実行されたときには、前日にクライ
アントが停止していただけであるかのように、そのクライアントがバックアップされます。
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no output
保存セットが完了しましたが、状態出力が返されませんでした。最も一般的な理由は、バッ
クアップ中にクライアントがクラッシュしたか、クライアントのネットワーク接続が失われ
た（つまり、クライアントとサーバー間のルーターがクラッシュした）というものです。ク
ライアントの状態が記録されていたディスクが一杯になったことが原因の場合もあります
（これが原因かどうかを確認するには、df /nsr/tmpを実行してください）。保存セットが保
存されたかどうかを判別するには、mminfo(8)を使用します。たとえば、mminfo -v -c 
clientname -t '1 day ago'を実行し、flags列で完了の状態を確認します。‘a’フラグは異常終了
したことを意味します。さらに時間を遡って確認するには、過去の時間（-tオプション）を
使用します。

filesystem: No such file or directory
指定したクライアントには Clientリソースで明示的な保存セットが指定されていましたが、
その保存セットはクライアント上に存在しません（または現在マウントされていません）。
保存セット名のスペルが正しい（また、大文字が正しく使用されている）ことを確認し、ク
ライアントにログインして保存セットがマウントされていることを検証してください。

/path/nsrexecd: Couldn’t look up address for your host
/path/nsrexecd: Host address mismatch for server
クライアント上の nsrexecdデーモンがクライアントのホスト表内でサーバーを参照しまし
たが、そこにリストされているアドレスがサーバーのアドレスと一致しませんでした。サー
バーの各インタフェースはホスト表にリストされた一意の名前を持つ必要があり（一意でな
い別名または CNAMEを持つ場合もあります）、一意名はそれぞれ nsrexecdに対する有効
なサーバーとしてリストされている必要があります。

/path/nsrexecd: Host server cannot request command execution
/path/nsrexecd: Your host cannot request command execution
指定されたクライアント上にある有効なサーバーの nsrexecdのリストに、サーバーがリス
トされていません。有効なサーバーのリストは、nsrexecdコマンドライン（nsrexecdに -s 
serverオプションを 1つ以上付与）またはファイル（nsrexecdに -f fileオプションを付与）
で指定します。どちらも指定されていない場合、nsrexecdの一部のバージョンでは、nsr.res
ファイルと同じディレクトリで serversという名前のファイルを検索します。サーバーがクラ
イアント上の 1つ以上の /etc/hosts、NISまたは DNSにリストされていない場合もありま
す。この場合は、クライアントのホスト・ネーミング構成が修正されるまで、nsrexecdは
サーバーを検証できません。

/path/nsrexecd: Invalid authenticator
/path/nsrexecd: Invalid command
これらの 2つのメッセージは、savegroup完了メッセージには表示されません。これらは、
savegrpがプロトコルに正しく従わなかったことを意味します。
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/path/nsrexecd: Permission denied
Permission denied
これらのよく似たメッセージはそれぞれ、nsrexecdと rshdにより生成されます。いずれの
場合も、サーバーにはクライアント上でコマンドを実行する権限がありません。最初のメッ
セージの場合、サーバーがクライアント上の有効なサーバーとしてリストされていることを
確認してください（詳細は、前述の「Host server cannot request command execution」を参
照してください）。2番目のメッセージ（nsrexecdには触れていない）の場合、“servername”
がクライアントの /.rhostsファイル（または、このクライアントに remote user属性を指定し
ている場合は、クライアント上のそのユーザーに対するホーム・ディレクトリにある .rhosts
ファイル）にリストされていることを確認してください。

/path/savegrp: printing bootstrap information failed
後述の「unknown printer」を参照してください。

reading log file failed
指定された保存セットの完了後、savegrpは出力状態のログ・ファイルを保存セットから読
み込めませんでした。これは一般的に、ユーザー、あるいは Legato Storage Manager以外の
自動管理プログラムまたはスクリプトによって、ログ・ファイルが削除されたことを意味し
ます。このメッセージは、クライアントのログが格納されているファイル・システムで領域
が不足している場合にも表示されることがあります（これが原因かどうかを判別するには、
df /nsr/tmpを使用します）。スクリプトによって /nsr/tmp（savegrpが保存セットのログ・
ファイルを格納する場所）からファイルが削除されないことを確認してください。

request from machine server rejected
PC（NetWareまたは DOS）クライアントの使用可能サーバーのリストに、サーバーがリス
トされていません。クライアント側のリストにサーバーを追加する方法については、『クラ
イアントパック・インストレーション・ガイド』を参照してください。

N retries attempted
1 retry attempted
savegrpが最初の試行でデータをバックアップできなかった場合に、グループの client retries
属性に 0（ゼロ）より大きい値が指定されているときには、これらの情報メッセージの一方
が保存セットの出力に付加されます。この場合、保存セットのバックアップに成功するか、
最終的に失敗としてマークされる前に、指定された回数だけ再試行されました。
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RPC error, details...
Cannot open save session with 'server'
saveコマンドで、Legato Storage Managerサーバーにデータをバックアップできない場合、
このエラーが生成されます。detailsには、いくつかの可能性が考えられます。最も可能性の
高い原因は、次のような場合です。サーバーでリソースが不足しているために nsrdで新規
の保存セッションを受け入れられない、savegrpの開始後実際に nsrdが停止した（ただし通
常は usrdの停止後に savegrp完了メッセージを受け取ることはないのでこの可能性は低い
が、-pオプションを使用すると表示できます）、様々なネットワーク・エラーが発生し、
saveでそのデータを保存するセッションを開けない（netstat -sを実行してこれをチェック
し、発生しているネットワーク・エラー数を確認します。エラーの変化を調べるには、数分
間隔でこれを数回実行する必要があります）、など。実際の原因がこれら 3つのどれである
かは、saveでは判断できません。これらのエラーが頻発し、サーバー・リソースに問題があ
ると考えられる場合には、問題の groupリソースの ”client retries属性の値を増やすことを検
討してください。これでリソース使用率が減るわけではありませんが、このような問題に対
して savegrpが強化されます（ただし ”client retriesを増やすと、サーバーへの負荷がさらに
大きくなるという欠点もあります）。

RPC exec on client is unavailable. Trying RSH.
この情報メッセージは、詳細情報の -vフラグを使用している場合のみ表示されます。この
メッセージは、クライアントで nsrexecdが実行されていないため、savegrpがそのかわりに
rshdサービスの使用を試みたことを意味します。これは、旧バージョンの savegrpとの下
位互換性を維持するためです。

save: clientname2 is not on client’s access list
このエラーは、指定したクライアントが複数の名前を持つ場合（たとえば、短縮名 clientと
完全修飾ドメイン名 client.legato.comなど）に発生します。保存を開始するためにクライアン
トが Legato Storage Managerサーバーへ接続を試みる際、そのクライアントはリソース名と
一致する名前 clientで自分を認識しますが、サーバーがクライアントのネットワーク・アド
レスを検索する際には clientname2の名前を取得し直します。これが実際に正しい場合は、
クライアントの aliases属性に clientname2を追加し、保存を再実行します。

save: path length of xxxx too long, directory not saved
このメッセージは、ディレクトリ・ツリーの階層数が多すぎる場合、またはディレクトリ名
が長すぎる場合に表示されます。また指定されたファイル・システムに不良ブロックがある
か、あるいはファイル・システムが破損している場合にも表示されます。Legato Storage 
Managerではフルパス名を 1024文字までに制限していますが、これはほとんどのシステム
で設定されているシステム最大制限です。制限を超えているディレクトリを保存するには、
フルパス名が 1024文字より短くなるように、ディレクトリを改名または移動してください。
ファイル・システム破損の可能性が考えられる場合（たとえば、名前にループが発生してパ
ス名が非常に長くなっている）、指定されたクライアントにファイル・システム・チェック
を実行します。
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/path/save: Command not found
/path/savefs: Command not found
/path/save: Not found
/path/savefs: Not found
saveまたは savefsコマンドが、指定されたパスに見つからなかった場合のエラーです。
nsrexecdを使用している場合であれば、nsrexecdのインストール先と同じディレクトリに
saveまたは savefsコマンドがない（あるいは、saveまたは savefsコマンドが削除された）
ことを意味します。リモート実行に rshdを使用している場合には、このクライアントのク
ライアント・リソースにおける executable path属性を、Legato Storage Manager実行ファイ
ルがインストールされているディレクトリに設定する必要があります。

savefs: error starting save of filesystem
この情報メッセージは、ここでリストしている他の saveまたは asmメッセージに付随する
ものです。このメッセージは、savefsで保存エラーが検出され、保存セットが失敗とマーキ
ングされたことを意味します。

save: unknown host name: server
savefs: unknown host name: server
指定されたクライアント（クライアントの構成に応じ、/etc/hosts、NISまたは DNSのいず
れか）でのホスト表に、サーバー名が含まれていません。指定されたクライアントのホスト
表に、サーバーのホスト名を追加してください。DNSを使用していながら、サーバーのク
ライアント・リソース名（すなわちサーバー自体のクライアント・リソース）が完全修飾さ
れていない場合（たとえば server.dom.ainではなく serverという形式になっており、サー
バーがクライアントと異なるドメインにある）、クライアントを含むドメインのドメイン表
に「server」という名前を追加します。NISを使用している場合、このエラーはNISホスト・
マップにサーバーが含まれていないか、/etc/hostsファイルにサーバーがリストされていな
い、あるいは指定されたクライアントの NISマスターが正しく構成されていない（サーバー
がセカンダリ・サーバーで、プライマリ・サーバーからの yppush(8)がないなど。この場合
には、クライアントで ypwhich -mを実行し、マスター変換が提供される NISサーバーを検
出してください）ことを意味します。

savegrp: client rcmd(3) problem for command 'command'
通常このエラー・メッセージは、他の具体的なエラー・メッセージに付随するものです。指
定した保存セットにおいて、指定したコマンド（通常は、コマンドライン・パラメータ付き
の saveまたは savefsコマンド）を実行しようとして失敗した場合に生成されます。エラー
出力中の前の行に、より具体的なエラー・メッセージが含まれています（各メッセージにつ
いてはこのセクションの該当箇所を参照）。一般的に問題となるのは、ホスト表構成のエ
ラーまたは各種の「permissions denied」エラー（nsrexecdの開始時にサーバーを指定して
いない、または nsrexecdを使用しない場合であれば .rhostsでのパーミッションがない）で
す。それ以外の場合、Legato Storage Managerサーバーに rootでログインし、コマンド
savegrp -p -v -c clientname groupnameを実行します。clientnameおよび groupnameには適切な
クライアントを指定してください。この冗長な出力には、問題修正に必要な追加情報も含ま
れます。
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Saving server index because server is not in an active group
この情報メッセージは、savegrpによって生成されるもので、自動起動および有効化された
どのグループにも Legato Storage Managerサーバーがリストされていないことを表します。
索引はすべてサーバーに格納されるので、savegrpでは障害発生に備えてサーバーの索引お
よびブートストラップ情報を保存します。autostartを使用可能にしたグループにサーバーを
追加するか、またはサーバーが属しているグループのいずれかを使用可能にしてください。

socket: All ports in use
Legato Storage Managerサーバーで、ソケット記述子が不足しています。これは、サーバー
でのソケット・リソース制限を超過したことを意味します。今後このメッセージを回避する
ためには、savegrp実行中に、他にどのようなネットワーク・サービスが実行されているか
を特定し、savegrpまたは他のサービスの再スケジューリングを検討してください。あるい
は、nsr_service(5)リソースの parallelismを小さくして、リソース使用率を減らすこともで
きます。

socket: protocol failure in circuit setup.
クライアントが TCP/IPプロトコル・スタックをサポートしていないか、または接続の確立
に特権ポートが使用されていません。後者の原因は、nsrexecdを使用しているにもかかわら
ず、指定されたクライアントでの rootとして起動しなかった場合に発生します。nsrexecd
デーモンは、各クライアントで rootとして稼働する必要があります。

path: This data set is in use and cannot be accessed at this time
このメッセージは、DOSまたは NetWareが稼働している PCクライアントで保存セットに
より生成されます。これらのシステム上の Legato Storage Managerクライアント・ソフト
ウェアでは、オペレーティング・システムが提供するインタフェースの関係上、書込みのた
めに開かれているファイルはバックアップできません。このメッセージは、実際には Novell
の TSAに由来しており変更はできません。

unknown host
指定されたクライアントは、サーバー上のホスト表にリストされていません（注意注意注意注意 :　類似
の saveまたは savefsに固有のメッセージは、前述）。ホスト構成によっては、このメッセー
ジは、etc/hosts、NISまたはドメイン・ネーム・サービスの 1つ（または複数）にクライア
ントがリストされていないことを表します。完全修飾ドメイン名を使用している場合には、
その完全修飾ドメイン名を使用してこのクライアントに新規のクライアント・リソースを作
成する必要があることがあります。

printer: unknown printer
path/savegrp: printing bootstrap information failed 
(reproduced below)
savegrpがブートストラップをプリンタに出力できなかった場合、ブートストラップ情報に
このメッセージ、または類似のメッセージが付随します。グループの printer属性に別のプリ
ンタを指定するか、またはそのプリンタが認識されるように印刷サーバーを構成してくださ
い（デフォルトでは、システムのデフォルト・プリンタが使用されます）。ブートストラッ
プ情報は、savegrp完了メールの一部としてリストされます。サーバーに障害が発生しディ
スクが破損した場合、ただちにこの情報を印刷し、savegrpによって使用されたプリンタ名
を修正してください。
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Warning - file 'path' changed during save 
saveによって、ファイルのバックアップ中にファイルの変更時刻が変更されたことが検出さ
れると、この警告メッセージが生成されます。Legato Storage Managerでは、バックアップ
の実行が極端に遅くなるので、保存前にファイルをロックしません。このメッセージが発生
するファイルは、一貫性のあるコピーが保存されるように手動でのバックアップが望ましい
場合があります。Legato Storage Managerでこれを自動的に行わないのは、同じファイルに
対する無限の試行を回避するためです。

Warning: 'client' is not in the hosts table!
このメッセージは、指定されたクライアント上で、そのクライアントのファイル・システム
を保存するために実行される saveまたは savefsコマンドによって生成されます。クライア
ントのホスト名は、このクライアント（クライアントの構成に応じ、/etc/hosts、NISまた
は DNSのいずれか）でのホスト表にはリストされていません。この場合、ほぼ必ず保存は
失敗します。クライアントのホスト表を修正して保存を再実行してください。

Warning: unsynchronized client clock detected
保存セットが完了すると、クライアントとサーバーのクロックが同期していないことを
savegrpで特定できます（旧バージョンのクライアントではこれは検出できません）。クロッ
クが同期していないと、クライアントの保存セットが常に fullのレベルでバックアップされ
てしまうなど様々な不正結果の原因となります。クロックの非同期が検出された場合、失敗
または不完全なバックアップの原因とはなりませんが、バックアップするデータが多くなり
すぎる可能性があります。クライアントとサーバーのクロックを 1分範囲で同期するよう維
持すれば、このような異常な状態を回避できます。

asm: path was not successfully saved
通常このメッセージは、保存セットに関する 1つ以上の具体的なメッセージに付随するもの
です。現在の保存セット内の指定されたパスは、正常に保存されませんでした。保存セット
の他のファイルおよびディレクトリは、引き続きバックアップが試行されます。

asm: xdr_op failed for path
このエラーには、発生原因となる状況がいくつか考えられます（メモリー不足、オペレー
ティング・システムにおけるネットワーク・ソフトウェアのバグ、外部 ASMの予期せぬ終
了、ネットワーク接続の切断など）。ネットワーク接続の切断が原因の場合、Legato Storage 
Managerサーバーはほぼ確実に終了しています（nsr_shutdownにより）。サーバーの再起
動後、グループを再実行してください。ASMの予期せぬ終了が原因の場合（この場合、ど
の ASMが異常終了したかを説明するメッセージが付随します）、ディスクに不良ブロックが
あるか、またはバグがある可能性があります。クライアントがメモリー不足かどうかチェッ
クし（コンソール・メッセージが表示される）、保存セットのディスクに不良ブロックがな
いことを確認してください。ネットワーク・エラーがある場合、他のプログラムによってシ
ステム・コンソール（クライアントまたはサーバー）上、またはシステム・ログ・ファイル
にメッセージが記録されていることがあります。
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ファイルファイルファイルファイル
/nsr/tmp/sg.group 
同じグループの複数の savegrpが同時に行われないようにするロック・ファイル。

/nsr/tmp/sg.group.client.* 
指定したグループおよびクライアントの各保存セットの出力を記録するための一時ファイ
ル。

/nsr/tmp/ggroup* 
短縮名（64文字未満）を使用するファイル・システムで、指定したグループの各保存セット
の出力を記録するための一時ファイル。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ls(1)、ps(1)、nsr_getdate(3)、rcmd(3)、fstab(5)、nsr(5)、
nsr_directive(5)、nsr_notification(5)、nsr_service(5)、nsr_group(5)、
nsr_schedule(5)、nsr_resource(5)、mminfo(8)、nsrssc(8)、netstat(8)、
nsr(8)、nsradmin(8)、nsrexec(8)、nsrexecd(8)、nsrwatch(8)、nwadmin(8)、
rshd(8)、save(8)、savefs(8)、yppush(8)
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scanner(8)

名前名前名前名前
scanner:　　　　Legato Storage Managerのmedia verifierおよび index rebuilder 

概略概略概略概略
scanner [ options ] -B device 

scanner [ options ] -B -S ssid [ -im ] device 

scanner [ options ] -i [ -S ssid ] [ -c client ] [ -N name ] device

scanner [ options ] -m [ -S ssid ] device 

scanner [ options ] [ -S ssid ] [ -c client ] [ -N name ] device [ command ] 

options:
[ -npqv ] [ -f file ] [ -r record ] [ -s server ] [ -t type ] [ -b pool ] 

command:
-x command [ arg ... ] 

説明説明説明説明
scannerコマンドは、ボリュームから保存セットを抽出するため、または Legato Storage 
Managerオンライン索引を再構築するために、バックアップ・テープまたはディスクなどの
Legato Storage Managerメディアを読み込み、ボリュームの内容を確認します。このコマン
ドを実行できるのは、スーパー・ユーザーのみです。deviceは常に指定する必要があり、ほ
とんどの場合において Legato Storage Managerサーバーにより使用されているデバイス名の
1つです。すなわち、テープ・ドライブの場合は、“no-rewind on close”デバイスの名前であ
る必要があります。

scannerをオプションなしまたは -vで実行すると、示された deviceのボリュームが読込みの
ために開かれ、スキャンされて、目次が生成されます。目次には、ボリューム上で見つかっ
た各保存セットに関する情報が含まれています。デフォルトで、クライアント名、保存セッ
ト名、保存時間、レベル、サイズ、ファイル、ssidおよびフラグが含まれるすべての保存
セットの標準出力に対して、1行の情報が書き込まれます。client nameは、この保存セット
を作成したシステムの名前です。nameは、save(8)により保存セットに付与されたラベルで
す。通常はファイル・システムのパス名です。save timeは、保存セットの作成日時です。
levelの値は、full（完全）、incremental（増分）の省略形と、レベル 0から 9までの番号ま
たは手動保存の場合は空白です。sizeは、保存セット内のバイト数です。列にラベル付けさ
れた filesは、保存セットに含まれるクライアント・ファイルの数を示します。ssid（保存
セット識別子）は、この保存セットの参照および検出のために内部的に使用される識別子で
す。特定の保存セットを抽出するために、-Sオプションを使用することにより、この同じ識
別子を明示的に指定できます。
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目次は、実際の保存セット・データに分散されている同期（またはノート）チャンク
（mm_data(5)を参照）に基づいています。Begin、Continue、Synchronizeおよび End（flag
では B、C、Sおよび Eと表記）という 4つのノート・チャンクがあります。Begin（開始）
ノートは、保存セットの始まりをマークします。開始チャンクの書込み時には、保存セッ
ト・サイズおよびファイル数は判明していません。Continue（継続）ノートは、この保存
セットが他のボリュームから開始されたことを示します。Synchronize（同期）ノートは、
前のメディア障害からのデータの抽出を再開するために必要な保存セットの位置（クライア
ント・ファイル境界）をマークします。End（終了）ノートは、保存セットの終わりをマー
クし、目次行を印刷させます。その他のノートは、-vオプションが選択されている場合にの
み表示されます。

オプションオプションオプションオプション
-b pool 
ボリュームを所属させるプールを指定します。このオプションは、プール情報をメディアに
格納しないバージョンの Legato Storage Managerにのみ適用されます。これらのバージョン
の場合、ボリュームが Defaultプールのメンバーである必要がなければ、ボリュームが属す
メディア・プールを指定する必要があります。プール情報がメディアに格納されるボリュー
ムの場合、別のプールにメディアを割り当てるには、メディアを再ラベル付けする必要があ
ります（メディア上のデータはすべて失われます）。

-B 
-Sオプションなしで scannerを使用すると、テープのブートストラップ保存セットの始まり
が高速でスキャンされます。プログラムでは、メディア上の各ファイル・マークの最初のレ
コードのみが読み込まれ、“bootstrap”という名前の保存セットが検索されます。メディア全
体がスキャンされると、最新のブートストラップ保存セットの保存セット IDとファイル位
置が印刷されます。-Sオプションと併用すると、指定した保存セット IDはブートストラッ
プのものとしてフラグ指定されます。

-c client 
指定した Legato Storage Managerクライアント・マシンからの保存セットのみを処理しま
す。このオプションは複数回使用可能で、-Nオプションオプションオプションオプションと併用することも可能ですが、そ
れは -i または -xオプションが存在する場合のみです。

-f file 
特定のメディア・ファイル番号からスキャンを開始します。これで、ボリューム全体をス
キャンしない場合に、既存の Legato Storage Managerメディア情報（mminfo(8)を参照）
からボリューム内の必要な領域の開始地点を把握していて、未使用である可能性の情報をス
キャンすることを避けることにより、時間を節約することができます。このオプションは、
メディア（光ディスクおよび特定のファイル・デバイス・タイプなど）によっては機能しま
せん。

-i 
読みに込まれたボリュームから、メディアとオンライン・ファイル索引の両方を再構築しま
す。-S ssidオプションで単一の保存セットを指定した場合、指定した保存セットのエントリ
のみがオンライン・ファイル索引にコピーされます。
2-276　Legato Storage Manager for Windows NTコマンド・リファレンス



scanner(8)
-m 
読み込まれたボリュームのメディア索引を再構築します。

-n 
すべての操作を行いますが、メディアまたは索引データベースの再構築は行いません。この
オプションは、-iオプションと併用することにより、データベースに対する変更をまったく
行わない、最も完全なメディア・チェック機能を提供します。

-N name 
name（リテラル文字列のみ）により指定された保存セットのみを処理します。このオプショ
ンは複数回使用可能で、-cオプションと併用することも可能ですが、それは -iまたは -xオ
プションが存在する場合のみです。

-p 
処理中に保存セットにより出力される情報を印刷します。

-q 
エラーまたは重要なメッセージのみを表示します。

-r record 
特定のメディア・レコード番号からスキャンを開始します。これで、ボリューム全体をス
キャンしない場合に、既存の Legato Storage Managerメディア情報（mminfo(8)を参照）
からボリューム内の必要な領域の開始地点を把握していて、未使用である可能性の情報をス
キャンすることを避けることにより、時間を節約することができます。

-s server 
記憶域ノードに対する scannerの使用時の管理サーバーを指定します。
記憶域ノードの詳細は、nsr_storage_node(5)を参照してください。

-S ssid 
指定した保存セットを抽出します。-iまたは -xオプションと併用することにより、このオプ
ションは複数回使用可能となり、-cおよび -Nオプションにより選択されたすべての保存
セットに追加して使用できます。併用しない場合は、標準出力に書き込まれるボリューム上
の保存セット ssidがスキャンされます。ほとんどの場合、これは保存セットを処理する
（ディレクトリ・リストでリカバリ対象ファイルを限定するか、-m引数でファイル位置を
マッピングする）ためにリカバリ・モードで実行中の uasm(8)プログラムに対してパイプさ
れます。-iまたは -mなしで -Sを使用しているときに、ボリューム・ラベルが読取り可能で
ない場合は、scannerによりボリューム・ブロックのサイズを要求されます。ボリューム情
報がまだメディア・データベース内にある場合、ユーザーには保存セットごとのリカバリを
行うオプションがあります（recover(8)を参照）。-Bも合わせて指定すると、ssidはブートス
トラップのものであると解釈されます。この場合は、1つの ssidしか使用できません。

-t type 
メディアのタイプを指定します（光ディスクの場合は optical、8mmの 5GBテープの場合は
8mm 5GBなど）。通常、認識可能なデバイスが使用されている場合、メディア・タイプは
Legato Storage Managerサーバーから取得されます（nsr_device(5)を参照）。
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-v 
各ノート・チャンクのログおよび 100メディア・レコードごとのメッセージなど、より詳細
なメッセージを表示します。-iオプションを使用すると、各クライアント・ファイルについ
て 1行ずつ印刷されます（膨大な量の出力になる可能性があります）。

-x command arg ...
新規に選択した各保存セットを処理する、任意の UNIXコマンドを指定します。この引数
は、引数リストの終わり（deviceの後）にのみ使用できます。各保存セットの保存ストリー
ムは、コマンドの新規インスタンスの stdinと接続されています。ほとんどの場合、このコ
マンドは、保存セットを処理する（-m引数でファイル位置をマッピングする）ためにリカ
バリ・モードで実行中の uasm(8)です。ボリューム情報がまだメディア・データベース内に
ある場合、ユーザーには保存セットごとのリカバリを行うオプションがあります
（recover(8)を参照）。指定した UNIXコマンドでコンソール I/Oを試行しないでください。
そのかわりに、競合解決パラメータをコマンドに渡される引数（scanner -S ssid -x uasm -iR 
-rvなど）として指定します。コンソール間の対話が必要な場合は、-xオプションでコマン
ドを実行するのではなく、希望する UNIXコマンドと scanner出力をパイプします。

例例例例
テープを検証します。

scanner /dev/nrst0

scanner: scanning 8mm tape mars.001 on /dev/nrst0
client name  save set  save time       level  size       files   ssid   S
space        /export   10/07/99 12:38  f      100762460  10035   16983  E
space        /usr      10/07/99 13:14  f      27185116   3185    16984  E
space        /nsr      10/07/99 12:40  f      77292280   8436    16980  S
space        /         10/07/99 13:22  f      1693192    518     6985   S
scanner: reached end of 8mm tape mars.001

テープからオンライン・ファイル索引を再構築します。

scanner -i /dev/nrst8

scanner: scanning 4mm tape monday.fulls on /dev/nrst8
scanner: ssid 17458697: scan complete
scanner: ssid 17458694: scan complete
scanner: ssid 17458698: scan complete
scanner: ssid 17458693: NOT complete
scanner: reached end of 4mm tape monday.fulls
scanner: when next tape is ready, enter device name [/dev/nrst8]?
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/usr用に保存セットを抽出し、/mntに再配置します。

scanner -s 16257 /dev/nrst8 | uasm -rv
 または

scanner -S 637475597 /dev/nrst8 -x uasm -rv -m /usr=/mnt

すべての保存セットをクライアント marsから抽出して /aに再配置します。

scanner -c mars /dev/nrst8 -x uasm -rv -m/=/a

診断診断診断診断
xdr conversion error, fn %d, rn %d, chunk %d out of %d
unexpected file number, wanted %d got %d
unexpected record number, wanted %d got %d
上の 3つのメッセージは、すべてメディア・エラーを示しています（テープ・ブロックが紛
失しているか、破損しています）。xdr conversion errorの場合、0（ゼロ）以外のチャンク
番号はブロックが一部再生可能であることを意味します。scannerがリサイクルされたメ
ディアの論理的終端に達する場合、予期しないファイルの番号は異常ではありません。

continuation of data in nsrscan.NNNNN.MMMMMM
xdrデコード・エラー（上のメッセージのいずれかの形で出力されたエラー）の後には、
scannerにより再同期化と残りのストリームへの送信が試行されます。ただし、uasm(8)な
どのプログラムでは中間層が不足しているストリームのデコードが行えないため、scanner
により残りのストリームがファイルへと送られます。このストリームは手動でデコードでき
ます。たとえば、元のコマンドが次のものである場合、
scanner -S ssid | uasm -r 
同期化エラーが発生するため、次のコマンドを使用して残りのストリームをデコードできま
す。
uasm -r < nsrscan.NNNNN.MMMMMM 
ここで、入力するファイル名は、診断メッセージに出力された名前に対応します。

unexpected volume id, wanted volid1 got volid2
このメッセージは、通常、リサイクルされたテープまたはディスク上で詳細モードが実行さ
れているときに表示されます。エラー条件については示されませんが、通常はボリュームの
終わりとして扱われる条件を詳細に記述します。

ssid %d: finished, but incomplete
scannerにより保存ストリームの終わりが検出されましたが、ストリームは異常終了され、
その値は正しくない可能性があります。オンライン索引が再構築されている場合、異常終了
したストリームの終わりから次のメッセージが表示される可能性があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mm_data(5)、mminfo(8)、nsrmmdbasm(8)、nsr(8)、
nsrindexasm(8)、nsrmmd(8)、nsr_device(5)、nsr_storage_node(5)、
uasm(8)
LSMコマンド 2-279



scanner(8)
(ssid %d): error decoding save stream
索引の再構築中に、scannerにより保存ストリーム内のバイトが無効であることが検出され
ました。これは、通常、異常終了した保存ストリームを処理することにより生じます。他の
理由として、破損したテープなどが挙げられます。この条件が検出されると、特定の保存ス
トリーム用の索引の再構築処理は終了します。これにより次のメッセージが表示される可能
性があります。

write failed, Broken pipe
ストリーム全体の処理が終わる前に、保存ストリームの索引の構築処理が終了した場合に
scannerにより印刷されます。

You are not authorized to run this command
標準（root以外）のユーザーによりこのコマンドが実行されました。

could not convert 'arg' to a file number
-fおよび -rオプションには、メディアの開始ファイルまたはレコード番号のための数値引数
を必要とします。

already exists in the media index
-iまたは -mオプションが指定されていて、ボリュームはすでにメディア・データベース内
にリストされています。このメッセージは純粋に情報目的のためのもので、ボリュームはす
でにメディア・データベースにリストされているためメディア・データベースには追加でき
ないことを意味します。

fn %d rn 0 read error I/O error
fn %d rn 0 read error I/O error
done with tape_type tape volid volume_name
これらのメッセージが AIXと同時に表示される場合は、scannerにより、メディアの終わり
で連続ファイルマークが検出された結果によるものです。これはエラー条件を示すわけでは
ないため、無視してもかまいません。

制限制限制限制限
scannerは当初スタンドアロンとして想定されていたのですが、問合せおよび要求によるオ
ンライン RAP、メディアおよびファイル索引の更新を行うには、Legato Storage Manager
サービス（nsrd(8)および nsrmmdbd(8)など）を必要とします。

ラベル変更された光ボリューム（一度書込みされ、ラベル変更されて再使用された再書込み
可能な光ボリュームなど）をスキャンする際、scannerによる新規データの終わりの読取り
と、前のバージョンのボリュームからの旧データの読取りは、unexpected volume idに終わ
る場合があります。このエラーはすべての正常なデータが読み込まれた後に発生するため、
無視してもかまいません。
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名前名前名前名前
tapeexercise:　　　　テープ・ドライブの操作テストを行う 

概略概略概略概略
tapeexercise [ -vBEFP ] devname 

説明説明説明説明
tapeexerciseプログラムは、サンプル・データをテープに書き込み、位置設定および読取り
操作が正常に行われるかどうかをテストします。これには、指定したドライブ（ノーリワイ
ンド）に書込み可能なテープがセットされている必要があります。Tapeexerciseは細心の注
意を持って使用してください。テストの正常な終了は、各テストについて「test name: test 
begin」と「test name: test ok」の対表示によって示されます。次に、例を示します。

BasicTest: test begin 
BasicTest: test ok 

オプションオプションオプションオプション
-v 
詳細情報モードで操作。

-B 
基本テストのみを実行。

-E 
EOTテストのみを実行。

-F 
File Space Forwardテストのみを実行。

-P 
SCO位置設定テストのみを実行。

オプション BEFPのいずれも設定されていない場合は、すべてのテストが実行されます。

devname 
テスト対象テープ・デバイスのデバイス名。これは、ローカル・オペレーティング・システ
ムの規則に従いノーリワインド・デバイスである必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsrmmd(8)、www.legato.com『Legato Hardware 
Compatibility Guide』
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制限制限制限制限
一般に、tapeexerciseプログラムは QICドライブでは失敗します。これは、tapeexerciseが
必要とするすべての機能をサポートしていないためですが、最も決定的なのはバック・ス
キップ・ファイルがサポートされていないことです。このようなデバイスは nsrmmd(8)で
は動作します。サポートされているデバイスのリストについては、www.legato.comのWeb
サイトにある『Legato Hardware Compatibility Guide』を参照してください。
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名前名前名前名前
uasm:　　　　UNIXファイルシステム・データを保存およびリカバリする Legato Storage 
Managerモジュール

概略概略概略概略
uasm -s [ -benouv ] [ -ix ] [ -t time ] [ -f proto ] [ -p path ] path... 

uasm -r [ -dnuv ] [ -i{nNyYrR} ] [ -m src=dst ] -z suffix ] [ path ]...

uasm -c [-nv] [ path ]... 

説明説明説明説明
uasmコマンドは、デフォルトのファイルシステム ASM（アプリケーション特有のモジュー
ル）です。これは、save(8)と recover(8)に内蔵されています。uasmも、tar(1)と同様の方
法でコールすることができます。この uasmの説明は、すべての ASMに適用するものです。
より明確にするため、このマニュアル・ページの説明の中では、uasmを多用しています。

uasmには保存、リカバリおよび比較の 3つの基本モードがあります。保存時、uasmは、
ディレクト・ツリーをブラウズし、ファイルおよびディレクトリ構成を表す関連付けられた
stdoutファイルに対して保存ストリームを生成します（nsr_data(5)を参照）。リカバリ時、
uasmは、関連付けられた stdinファイルから保存ストリームを読み取り、対応するディレク
トリおよびファイルを作成します。比較時、uasmは、それ自体の stdinファイルから保存ス
トリームを読み取り、すでにファイル・システムに配置されている保存ストリームと比較し
ます。

バックアップ・セッション中の uasmの動作は、ディレクティブにより制御できます。ディ
レクティブは、下位ディレクトリの検索方法、無視されるファイル、保存ストリームの生成
方法および後続のディレクティブ・ファイルの処理方法を制御します。（nsr(5)を参照して
ください）。ディレクトリ・ツリーのブラウズ時は、rawasmの場合を除き、シンボリック・
リンクは追跡されません。

ASMでは、現行または旧バージョンの Legato Storage Managerからの保存ストリームをリ
カバリできます。旧 ASMでは、新 ASMにより生成されたファイルをリカバリできない場
合があります。

次のリストでは、Legato Storage Managerと同梱される ASMの概要をリストします。

skip 
skip ASMでは、指定したファイルおよびディレクトリがバックアップされず、親ディレク
トリのオンライン索引へのファイル名の配置も行われません。
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null 
null ASMでは、指定したファイルおよびディレクトリがバックアップされませんが、親
ディレクトリのオンライン索引へのファイル名の配置は行われます。

nullasm 
nullasmは null ASMの別名であり、旧バージョンとの下位互換性を保つためにに名付けら
れました。nullasmは、内部 ASMとは異なり、独立した実行可能プログラムでした。

holey 
holey ASMでは、ファイルのバックアップ時に空きまたは 0（ゼロ）ブロックが処理され、
リカバリ時にこれらの空きを保持します。一部のファイルシステムでは、インタフェースを
使用してファイルの空き情報を検索することができます。それ以外のシステムでは、ファイ
ルから読み取られた 0（ゼロ）ブロックはスキップされます。この ASMは通常自動的に適
用されるものであり、指定する必要はないことに注意してください。

always 
always ASMでは、ファイルの変更時間にかかわらず常にファイルのバックアップが実行さ
れます。

logasm 
logasmではバックアップ・セッション中のファイル変更が可能となります。logasmは、
バックアップ操作時のファイル変更を出力する必要のないログ・ファイルおよびその他の類
似したファイルに対して使用します。

mailasm 
mailasmでは、メール形式のファイル・ロックが使用してファイルへのアクセス時間を保持
し、ほとんどのメール・ハンドラの「新しいメールが届きました」フラグを保持します。

atimeasm 
atimeasmは、ファイルへのアクセス時間を変更することなくファイルをバックアップする
ために使用します。この機能は、mailasmのサブセットです。ほとんどのシステムにおい
て、atimeasmはファイル mtimeで選択し、バックアップの後にファイル atimeをリセット
します（ファイル ctimeはここで変更されます）。ファイル ctimeを変更せずにファイル atime
を維持するためのインタフェースをサポートしているシステムでは、atimeasmの効果はあ
りません。これは、通常ファイル atimeは保持されるためです。

posixcrcasm 
posixcrcasmは、バックアップ時の 32ビット CRCの計算に使用されます。この CRCは、
ファイルと一緒に保管され、ファイルがリストアされた際に検証されます。バックアップの
実行時には検証は行われません。この ASMを使用することにより、リストア時にファイル
を検証することが可能ですが、検出されたエラーを解消する方法は提供されません。
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rawasm 
rawasmは、/devエントリ（ブロックおよび文字特殊ファイルなど）およびそれに関連する
ロー・ディスクのパーティション・データのバックアップに使用されます。一部のシステム
では、/devエントリはデバイス固有名へのシンボリック・リンクとして機能する場合があり
ます。他の ASMとは異なり、rawasmはシンボリック・リングに従うため、より短い /dev
名を設定できます。リカバリ時、rawasmではロー・デバイスのファイルシステム・ノード
がリカバリ前に存在している必要があります。これにより、/devエントリのリカバリで再構
成されたディスク上のデータが上書きされるのを防げます。別のパーティションを参照する
/devエントリを作成して、上書きを強制することもできます。/devエントリをシンボリッ
ク・リンクとして作成した場合、そのデータはシンボリック・リンクのターゲットへとリカ
バリされます。rawasmを使用する際には、予防措置をとってください。「「「「通告通告通告通告」」」」の項を参照
してください。

swapasm 
swapasmでは、実際のファイル・データのバックアップは行われませんが、リカバリ時に
正しいサイズのゼロ埋めファイルが再作成されます。この ASMは、スワップ・デバイスが
正しいサイズでリカバリする必要のあるスワップ・ファイルだが、その内容は重要でなく
バックアップを必要としないシステムに対して使用します。

xlateasm 
xlateasmでは、バックアップされたデータが即座に認識できないようにファイル・データを
変換します。

compressasm 
compressasmは、ソフトウェア圧縮アルゴリズムを使用してファイル・データを圧縮しま
す。この ASMではディレクトリの圧縮は行われません。圧縮達成率はデータの量に比例し
ます。compressasmは多くの CPUリソースを消費するため、低速システムで得られるメ
リットは少ない場合があります。

nsrmmdbasm 
nsrmmdbasmは、Legato Storage Managerのメディア索引の処理に使用されます。通常、
nsrmmdbasmは savegrpおよびmmrecovにより自動的に実行されるため、Legato Storage 
Managerのディレクティブでは使用しないでください。

nsrindexasm 
nsrindexasmは、Legato Storage Managerのクライアント・ファイル索引の処理に使用され
ます。nsrmmdbasmと同様に、nsrindexasm は savegrp、mmrecovおよび recoverにより
自動的に実行されるため、Legato Storage Managerのディレクティブでは使用しないでくだ
さい。

内部 ASMは独立したプログラムではありませんが、すべての ASMに内蔵されています。
外部 ASMは独立したプログラムであるため、必要に応じて実行します。Legato Storage 
Managerで外部 ASMとして同梱されているのは、nsrmmdbasmと nsrindexasmです。前
述したその他の ASMはすべて内部 ASMです。
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セキュリティ上の理由から、外部 ASM名は必ず asmで終わり、originディレクトリに置か
れている必要があります。このディレクトリは、元々実行されたプログラムと同じディレク
トリです（通常は saveまたは recover）。一部のシステム・アーキテクチャで、originディレ
クトリに ASMがない場合は、originの相対ディレクトリが検索されます。

走査 ASMはディレクトリ・ツリー間を横断します。skip、nullおよび nullasmASMは走
査しません。

ここで説明した内部 ASMはモードであり、複数の様々な内部 ASMを同時に適用できます。
ファイルの処理に外部 ASMを必要とする場合は、新規 ASMが起動され、保存ストリーム
が生成されます。フィルタ処理 ASMがディレクトリ間を横断して別の ASMを起動した場
合、その ASMの保存ストリームは filtering ASMにより処理されます。したがって、
compressasmでディレクトリをバックアップしている間に、mailasmでメール・ファイル
を正しく処理することが可能です。異なるモードが設定されると、それを解除するには
uasmに対する ASMディレクティブを明示的に一致させる必要があることに注意してくだ
さい。

自動適用 ASMは、特定の条件下で使用されるため、ディレクティブ・ファイルで特に指定
する必要はありません。たとえば、大規模なファイルに少数のディスク・ブロックしか割り
当てられていない場合は、holeyASMが自動的に起動されファイルを処理します。自動適用
ASMは、ファイル名が明示的ディレクティブに一致する場合は使用されません。

recoverと併用すると、すべての標準 ASMでリカバリ時のセキュリティがサポートされま
す。ファイルがアクセス管理リスト（ACL）に保存されている場合、唯一の所有者である
rootまたは管理者のみがファイルをリカバリできます。ACLを含まないファイルについて
は、標準モードのビットが使用されてファイルのリカバリ担当者が決定されます。ファイル
の所有者である rootおよび管理者は、いつでもファイルをリカバリできます。ASMを手動
で起動すると、これらのセキュリティ・チェック規則は適用されないことに注意してくださ
い。

オプションオプションオプションオプション
すべての ASMで、次のオプションが使用できます。一般的に、これらのオプションは標準
ASM引数と呼ばれます。ASMにはその他のオプションもあり、それらには大文字を使用す
る必要があります。

-s（保存）、-r（リカバリ）または -c（比較）モードのいずれかを指定します（すべてのオプ
ションの前に指定する必要があります）。保存時には、少なくとも 1つの path引数を指定す
る必要があります。pathはディレクトリまたはファイル名のいずれかを使用できます。

すべてのモードにおいて、次のオプションが有効です。

-n 
仮実行を実行します。バックアップ時には、ファイル・システムがブラウズされ、保存スト
リームが作成されますが、ファイルは開かれません。リカバリまたは比較時には、入力保存
ストリームが消費され、基本的な動作チェックが行われますが、ファイル・データのリカバ
リまたは比較時には、ファイルまたはディレクトリの作成は行われません。
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-v 
詳細モードに設定されます。現行の ASMおよびその引数と、処理されるファイルが表示さ
れます。フィルタ処理 ASMがフィルタ処理モード（他の ASMの保存ストリームを処理）
で操作されている場合、その名前、引数および現行ファイルが大カッコ内に表示されます。

-u 
このオプションにより、通常ならば警告を発するエラーが発生した際に ASMが終了されま
す。これは、ディスク領域の不足しているファイル・システムへとリカバリを行う場合や、
保存の実行時に警告が発生したら必ず保存を停止する場合などに便利です。このオプション
を uasmと併用してリカバリを実行すると、ディスク領域が不足した時点でリカバリが停止
します。このオプションなしだと、uasmによるすべてのファイルのリカバリが、すべての
保存ストリームを処理するまで続行されます。

保存時には、次のオプションを使用することもできます。

-b 
バイト・カウントを生成します。このオプションは -nオプションに類似してますが、カウ
ント・モードでは生成されるデータの量を推定するため、その精度は -nオプションには劣
りますが、実際にファイル・データを読み取るよりも速く行えます。バイト・カウント・
モードでは、レコードの数（ファイル、ディレクトリなど）、ヘッダー情報におけるバイト
数およびファイル・データの推定バイト数など、3つの数値が生成されます。バイト・カウ
ント・モードでは保存セットは生成されません。すなわち、その出力は別のリカバリ・モー
ドの ASMに対する入力として使用できません。

-o 
旧 Legato Storage Managerサーバーでも使用可能な保存ストリーム（nsr_data(5)を参照）
を生成します。

-e 
最後の “end of save stream”ブール文字は生成しないでください。このフラグは、ASMによ
り外部 ASMが起動され、最適化のため生成された保存セットそのものを消費しないことを
選択する場合にのみ使用します。

-i 
ディレクトリ・ツリーで検出された .nsrディレクティブ・ファイルからの保存ディレクトリ
をすべて無視します。

-f proto 
ファイルを処理する前に解釈する .nsrディレクティブ・ファイルの位置を指定します
（nsr(5)を参照）。proto により指定されているディレクティブ・ファイル内では、<<path>>
ディレクティブは処理されるディレクトリ・ツリー内のファイルに解決される必要がありま
す。そうでない場合、後続のディレクティブは無視されます。

-p path 
この文字列は、各ファイルの名前の出力ごとに付加されます。この引数は 1つの ASMによ
り別の外部 ASMが実行される際に内部で使用されます。pathは、正しい書式の、現在の作
業ディレクトリか、現在の作業ディレクトリの後続コンポーネントのパスのいずれかである
必要があります。
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-t date 
変更された後でファイルがバックアップされる（nsr_getdate(3)形式の）日付。

-x 
ファイルシステムの境界を横断します。通常、ファイルシステムの境界は走査時に横断され
ません。rawasmの場合を除き、シンボリック・リンクは決して追跡されません。

リカバリ時には、次のオプションを使用することもできます。

-i{nNyYrR} 
初期のデフォルト上書き応答を指定します。1文字しか指定できません。リカバリされてい
るファイルが既存のファイルと競合する場合、ユーザーは上書き許可を求められます。
[Return]キーを押すことにより選択されるデフォルトの応答は、大カッコ内に表示されま
す。-iオプションで特に指定しない限りは、nが初期のデフォルト上書き応答です。デフォ
ルト以外の応答が選択されるたびに、新規の応答がデフォルトとなります。N、Rまたは Y
を指定すると、（改名拡張子で終わるファイルを自動改名する場合を除いて）プロンプトは
なく、後続の競合は対応する小文字が選択されたかのように扱われ、解決されます。

有効な上書き応答およびその意味は、次のとおりです。

n 現在のファイルはリカバリしません。

N  競合する名前を持つファイルはリカバリしません。

y  既存のファイルをリカバリ済ファイルで上書きします。

Y 名前が競合するファイルを上書きします。

r 競合するファイルを改名します。ピリオド “.”および拡張子が、リカバリされた
ファイルに付加されます。競合がまだ存在する場合、ユーザーは再度プロンプトされま
す。

R ピリオド（“.”）および拡張子を付加することにより、競合するファイルを自動的に改名
します。競合するファイル名がすでに “.”拡張子で終わっている場合、ユーザーは自動改
名の連続実行を回避するよう要求されます。

-m src=dst 
このオプションにより作成されたファイル名がマッピングされます。srcで始まるすべての
ファイルはパス dstを持つようにマッピングされ、パス名の先頭の src部分は置き換えられ
ます。このオプションは、絶対パス名を使用して別のディレクトリ（-m /usr/etc=.など）に
バックアップされたリカバリ済ファイルの再配置に有効です。

-z suffix 
競合ファイルを改名する際に付加する拡張子を指定します。デフォルト拡張子は “R”です。

path 
リカバリされるファイルを限定します。pathの接頭辞に一致するファイルのみがリカバリさ
れます。したがって、このチェックはファイル名のマッピングが行われる前に -m 指定を使
用して行われます。pathが指定されない場合、チェックは行われません。
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通告通告通告通告
ロー・パーティションは、通常、アクティブな DBMSデータの保管に使用されます。ロー・
パーティションがアクティブな DBMS製品により管理および更新されているデータを含む
場合、rawasm単独では一貫したバックアップは提供できません。rawasmによりパーティ
ション上のデータが保存またはリカバリされている間、データベースのデータは不用意に更
新しないでください。パーティションはオフラインであり、データベース・マネージャは
シャットダウンされているか、パーティションはバックアップに適した状態にある必要があ
ります。Legato社では、オンライン・データベース・バックアップを補助する製品を提供し
ています。また、rawasmを使用して UNIXのファイルシステムを含むパーティションを保
存する場合に一貫性のあるバックアップを実行するには、ファイルシステムがアンマウント
されているか、読取り専用としてマウントされている必要があります。

理想としては、ロー・パーティションのリカバリは、バックアップを実行したシステムと同
じディスク環境および同じサイズのパーティション設定をされているシステム上で行うこと
が望ましいと言えます。新規パーティションが元のパーティションより小さい場合、リカバ
リは正常に終了しません。新規パーティションが元のパーティションより大きい場合、元の
保存されたデータのみがリカバリされます。

バックアップされたパーディションにディスク・ラベルがある場合（ラベルにはディスクの
ジオメトリが含まれている可能性が高い）、このパーティションを新しいディスクにリカバ
リすることによりラベルもリカバリされ、新しいディスクが元のディスクのジオメトリと一
致するように変更されます。同様に、UNIXファイルシステムのパーティションが rawasm
を使用してバックアップされた場合、パーティションをリカバリすることにより、マウント
回数に関連するタイムスタンプなど、パーティション上のすべての情報がリセットされます
（該当する場合）。

rawasmでは完了したパーティションのサイズが検出されないため、では完了したパーティションのサイズが検出されないため、では完了したパーティションのサイズが検出されないため、では完了したパーティションのサイズが検出されないため、リカバリについてレ
ポートされる推定サイズは正確ではありません。

例例例例
ファイルのコピー 

現在のディレクトリからすべてのファイルを target_dirにコピーするには、次を使用します。

 uasm -s . | (cd target_dir; uasm -rv) 

これにより所有権、時間およびその他の UNIX属性が保持されます。空きファイル内のデー
タのみがコピーされます。空きはコピーされません。

アーカイブ・ディレクトリへのファイル・ツリーのコピー 

ディレクトリ here下のファイル・ツリーを archiveにコピーして競合するすべての名前を上
書きするには、次を使用します。

cd here
uasm -s . | (cd archive; uasm -r -iY) 
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ここで、まず cd to hereとし、最初の uasmに保存を相対パスとして、2番目の uasmでリカ
バリを実行することにより archiveの下にファイル・ツリーが再作成されることに注意して
ください。

同じ結果を得る他の方法として、-mオプションを 2番目の uasm で使用してパス名を明示
的にマッピングするようリカバリを実行できます。

 uasm -s here | uasm -r -iY -m here=archive

ファイルファイルファイルファイル
.nsr
ファイルシステム全体にわたって配置されているディレクティブ・ファイルを保存します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : nsr(5)、nsr_directive(5)、nsrindexasm(8)、nsrmmdbasm(8)、
nsr_data(5)、recover(8)、save(8)、scanner(8)、XDR(3N)
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